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4 住友海上京都ビル新築工事の

見学会

歴 史 と 観 光 の 街 、 京 都 に こ の 5 月末、市の中心を縦断するように待望の

地 下 鉄 『 鳥 ) L線j が 開 通 し た 。 そ の f}J 丸wの中心、駅である四条駅近くに計

画 さ れ た 住 友 海 上 京 都 ピ ル の 周 辺 は 、 紙 図f廷の山鉾の出る庶民の街でもあ

り又、最近急i主に・J'; 務 所 ビ ル が 建 て ら れ て 米 た 絶 好 の 商 業 地 区 に も な っ て

い る 。 し か し 一 歩 街 路 を 入 る と 昔 な が ら の 京 郎 風 悩 lこ援することの出米る

べ ん が ら 佑 子 ・竹 矢 来 ・水が打たれた石ダタミ ・主主くには東山; f 山が望め

られるという心やすらぐところでもある。

まず計画 71'{I i 手前に出〈合わせたのは市の条例に制定されている地下腿成

文化財発 Ｑｊｴｬｬ ，ｾ，ｾ伐をせねばならないということであった 。 この調査は財団法

人 「 平 安 t' ! J 物館J の 乎 に よ っ て 実 施 さ れ た 。作業は 3 ヵ)J '  3 千 万 円 の 貸

別が貸された 。塁塁芸文化財に指定されるほどのものは出土されなかったが、

弥 生 時 代 後mJ か ら 室 町H寺代に至る飯合逃跡、が発1111 され、カメや絞合口紋つ

ぽ ｪ 移土総など多数出土されその数ＪｾＩ 350ケースといわれており現ぷ文献の

調 作 ・経旦Eが 行 な わ れ て い る と こ ろ で あ る 。

住物は烏) L i I f I リを正 uu としたダブルコア )j 式の 'J'; 務所ビルである 。 スハ

ンは 20m、 奥 行23 ，4 m、約 500m'の 無 性 目Jq : J 5宅空 I::J をとりスペースのフレ

キンピリティーを向めた 。 サ ン シ ュ 担 り の デ ィ テ ー ル に つ い て は 、 省 エ ネ

ルギ一、 J'i ｲｾｦｊＢ Ｚｴｯ Ａｩ ・ 換気 Ｎ h';-t' ，a等 に | 分 対 応 H' ，米 る よ う 断 l扇形態を決めた 。

外情はカナダ肢のカレドニアと II T' ばれているイヒ怯iイiftl; で、スノマンドレルを

本 ｪ 必き、他をパナー仕上とし ｊｾ Ｎ ｈ のもつ重厚さをぷ現した 。 地工について

は従米のイil! 1 i 工法を改良し、空h'l 工 法 ，1J. l也コ ーキング詰めとし寸工法を

J草月] した 。 内装についてはイニシャルコストよりランニングコストをi U 悦

し全館カーペ ｹ ト倣とした 。 設備自ｾＩには省エネルギーを刈考慮Ｎし計画した 。

熱源は、年 ｉｾｊ￬ 画してガスによる冷暖房とし、 ｦ 千ド皆空調持システムで窓廻り

負(':1に 対 し て は 床 ili ファンコイルユニ ッ トにて対処した 。全体的に 1'i A で

絡調の ｉｾＧｾ ¥. . 、ビルがA 現出来たものと巧えている 。

( El ill .:Jl: Jt ， * 京 長 谷 川 . ，112)  

今回は、京 ｭ で ｬ ｩｊＨｦｊ｝に ｉＱｈ ｩｉ宣した地下鉄の中心ｾｻ i P4条駅」のすぐ近くの

ユニークな Ｇｲｾ 務所ピルを住友海上火災株式会社般の特別のご厚 ＱＷｌ によリ竣

工 l丘! 日に凡' 下できる機会を伴ました 。 また日，辿 i設計* 京本社並びに竹' 1'工

移 民 ・住友 ill 設 ・;4} 池組共同企業体作業所に多大のご協力をいただきまし

た。 多数ご参加l下 さ い 。

日 時 7 J J2 5日u : l 集合 14 :  00→ 解 散 16 :  30 

集 合 場所 住友 ilJ j : 上京都ビル ・正 Illj ま:1見Jliij ( .t. j ) Li IfIり) 目標会政

〔参..>; ，) m介所までの交通貨は各 nごfl 抑l 下さい

大阪より→阪急、'HI' IL、京r . t l 線、悔凶発 13 : 15光和J / . 血町行特急に来 'I!. → 「お) L駅j 下 'IL

( 13 :  52. / ' 1) →地下鉄来場に IIl J って階段を F' ) ，ｉｴ ｈｊＩ の ｪ ｟ｩ ｦ 則的防段より地上に ＯＢｈ てＮＨＮｾ

)Liwリを l軒へ徒砂 l 分の左側

定 員 30f ，

参加 会費 会 μ 50日向

( 当日徴収します)

会以 外 700問

申 込 i Uli ハガキ l 枚に l 名限リとし、氏名 勤務先名ｾ給電話番号 ー 返ｦＮＱｊ ｮ 宛

4片 手I i 便番唱を必ず E記入し、 ru' 友1峰/ '，Jj¥r.t lピJレの凡' 下j と明記の /'， 7 J1 16日

( 村まて' に建築協会事業A 抗i にt; ! J ' 込町lいます

建築概要

所 在 地 点目/Idi 下J;': 区( . . ) Li J . ! i り綾小路下ル

竹 hl 之町266倖

強 築 主 住友海仁火災保険株式会社

役計監理 (附日 ill ぷJI・* 京本社

施 工 ( 附竹' / ，工務 J，'f 住友ULl 立1m・(仰}Il}

池*J l 共! 日l企業体

構造規模 ｾＢＱｈｊ 、筋コンクリート巡

地 F 2 階、 I也 /:8 階、 t1¥hl 1 附

敷 地面積 878 '  679m 

建築面積 748 ・ 656m

延床面積 6.902 ・ 201m

高 さ 刺ρ'j30 ・ 995m

Itl tj 40 ・ 40001

用 途 白iも務所

工 期 lI {j 和54年 12)/15日- 56年 7 )/ 30U 

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一一

4 建築技術選書講座シリーズ( 第 10回)

一 一建築と設備の接点 2 一一

共 催 他 日本建築協会・日本建築設備士協会近畿支部

建 築 と 設 備 の 接 点 上 ( 取 り 合 い 部 分 ) に発生する機々なトラブル{ 立、建

築技術の専門分化と IO，j古11門の専門官fi 肢の絞雑多様化が進むに従って、今後

ますます地zえていく傾向にあるように思われます。

そこで今回は、このような問題に対処するため、実務経験笠かな: . 0 : ' ，脇殺

・久保- u; 士di 両 氏 を 講 師 と し 、 総 築 設 Ｑｾ ｩｉ聞のチェ ｹ ク・ ｊ ｮ 貨と純 ｩ 工 Ｂ Ｎとく

に ｦ ｬｻｾ ましなければならない減点について、 ｩｖＧ 備工事から地下躯体 ・ コンク

リート ・ 仕上の各工・ ｊＧ［ｾ 立び峻工後にも位而すると思われる問題を工組 ｉＱ 阪に

取り上げ、 122己ーな図解をもとに B講義していただくことにいたしました 。

多数の7i のご参加をお待ちいたします。

日

. 6陶h

: z< 

時 昭 和56年 7 月24 日 削 除j 場 13 : 30 開 会 14 :  00→閉会 17 : 00 

場 大 阪 管 工 事 会 館 ・41渚 ・会 議 室

( 大阪市大淀区笠的 3 - 8 - 11 T E L 3 7 3 - 0 8 0 3)  

ただし、大阪 ・地下鉄御堂筋線 r'/' i/¥駅J 下，/ 人南出 l ' (梅凶 l則) を出て. 三件アーバ

ンホテル南角を束へ入り、」、た it 口市入 J レ「松下肱章」ピルの隣リ (  i  ，ｾｾｾ崎市公凶 ｪ の

，*1/1刊です. <1定歩約 3 女子>)  

講 師 宮 脇 被 氏 ( 株 式 会 社 大 林 組 本 庖 設 備 部 長 )

久 保 冨 士 治氏 ( 同 上 点 京 本 社 設 備 部 課 長 代 理 )

定 員 90:名

聴 講 料 会只 4，000円 ・会以 外 5，000P: J ( 当日受付にて徴収 )

テキス卜 建 築 技 術 選 投22 iill Wi と設備の後点 2 J を使用 。

{ テキスト代 1 JHJ- 1. 100円〈特別甘fl .{j i >、当日ご持参の万は不要です J

申 込 はがきまたは'，tt ，i5にて日本ill 築協会ド業課 ( 大阪市京区北浜 3- 37 T  E  L  

06- 231 - 9640)へ 7 H  16 El I. f ; ) までにお申込み下さい その場合. 必す氏名 ・

勤務先名 ー受: . 1 i 券送付先及び所h 地郵便番号連絡' i l L 品番号会u、会只

丘町純別J ! ; _ ぴテキストイf J l1のイi 無必ず釘知らせ下さい 申込許多徴的場合は

仰せんののち参IJII ./' iへ受A 券をお送りいたします

- 日本建築協会の展示窓ご紹介 111111111111111111111111111川 11111111111111111111111111111111111111111111

第 50回展示写真

i 21世紀の海上都市一 一こうべ」

検新しい「海の文化都市」の自IJ _ i & " をメインテーマに、神戸に誕生する

i 21i 止紀の海上都市 ・ポートアイランド j の完成を記念して、現イL 、 、、ポ

ー ト ピ ア '81勿が|非j 訴されておりますが、今回は、博覧会終了後も市民が利

用 で き る 恒 久 施 設 の う ち 、 主 な も の 6 点を 2 回に分け展示ご桁介いたしま

した 。 お近くをお巡りのときはせ' ひご覧ください 。

惨展示期間及展示作品

・・第 1 回 展 示 昭和] 56年 5 月15 日 - 7 月上旬

一一一一ー市民広場 ・神戸同際交流会館 ・神戸 国 際 展 示 場一一一一

・第 2 回 展 示 昭和] 56年 7 )J 上 旬 - 8)-J 中旬

一一一一神戸ポートアイランドスポーツセンター ・有l' 戸ポートピア

ホテル ・神 戸 市 立 rlJ 央 市 民 病 院 一 一 一

淡なお、上記展ボ作品のほか全i;，Ｈ 飢ｾ Ｉ ち点を Ｒ 回にわたリ民ぷ

惨展示場 所 京阪屯欽 ・地 下 j凶路 ( 淀 屋 係 ~ 北 浜 寄 り 南 II!1J ショーケース)

量越』極掴



4 会員の受章

こ の た び 下 記 会 以 の 万 々 が 、 叙 勲 並 び に 褒 章 受 誌 の 栄 に 浴 せ ら れ

ま し た 。 こ こ に 誌 し て そ の 栄 許 を お 鹿 び 申 し 上 げ ま す 。

春 の 叙 動 お よ び 褒 章 受 章 者

勲 三 等 j巴日 <1'綬 : 1 ! i 松 村 雄 二 氏 ( 松 村 組 社 長 )

勲 四 等 端 玄 惣 森 口 h'j' 氏( 元兵h I ! ! M ・ 建 築 部 長 )

勲 J i 等 以 光 地 日 意 水 間 ? 肯 次 郎 氏 ( 水 |首j 組会長) O l l : 人

11 

11 

11 

民主 綬

ｾ ｉ ｙＮ＠ .r..x:ι  

11 

11 

11 

11 

霊長 i ;1: 

11 

11 

回 中 政 二 LI: ( 大 仏 応 用 化 学 工 業 会 長 )

大 鳥 居 尚 也 氏 ( 大 鳥 居 工 業 所 前 社 長 )

山 川 義 夫 氏 ( 山 川 工 業 所 社 長 )

金ffj t.¥: 孝 夫氏Ｈ雑 ｴｾ J f . 夫主主築設計事務所長)

松 田 自1I 三 氏 ( 7 ' ツ ダ 工 業 代 表 取 締 役 )

山 田 恒 治 L¥;( 山 田 工 務 庖 社 長 )

スライド教材

ｾ￭ 新耐震設計法の考え方と実例」発売

建 築 基 準 法 の 耐 震 基 準 の 見 直 し が 強 〈 要 市Tさ れ 、 本 年 6 月 1 日、

施 行 令 改 訂 の 運 び と な り ま し た 。

こ の 新 し い 設 計 法 に よ れ ば 、 建 築 物 の 基 本 的 な 構 造 計 画 の 良 し 慈

し が 、 設 計 手 間 や コ ス ト 商 に お い て も 少 な か ら ぬ 影 響 を お よ ぼ す こ

と がふ与 え ら れ ま す の で 、 構 造 関 係 技 術 者 ば か り で な く 、 設 計 デ ザ イ

ナ ー に と っ て も 、 今 後 の 必 須 の 安 イ'tl ユになろうかと思われます。

本 教 材 は 、 新 し い 耐 震 設 計 法 の 考 え 方 と そ の 骨 子 を 、 カ ラ ー ス ラ

イ ド 、 ナ レ ー シ ョ ン カ セ ッ ト テ ー プ お よ び 図 解 入 り テ キ ス ト に よ っ

て 、 改 訂 の 原 案 作 成 者 が 平 易 に 解 説 し た も の で す 。 こ れ か ら の 建 築

技 術 者 に と っ て 欠 く こ と の で き な い 耐 震 設 計 法 の フ ィ ロ ソ フ ィ ー と

基 礎 的 知 識 を 与 え る と と も に 、 ス ラ イ ド の 一 宮1I を 抜 す い す れ ば 、 発

注 者 に 対 し て も 改 訂 の 内 容 が 興 味 深 〈 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で き る よ

う に 工 夫 さ れ て い ま す 。

内 容 の 要 点 は 次 の と お り で す 。

・新 耐i良 設 計 の 目 椋 と 政 令 改 訂 の 要 点

・地 保 の 発 生 メ カ ニ ズ ム

. j也辺倒J の 性 質

・ 日 本 各 地 の 地 波 動 の 強 さ ( 池 袋 地 域 係 数 )

・建 物 に 加 わ る 地 震 カ ( 振 動 特 性 係 数 、 せ ん 断 分 布 係 数 )

・ ど の よ う に し て 建 築 物 は 地 渓 力 に 耐 え る の か ( 構 造 特 性 係 数 )

- ・建 築 物 の 形 状 と 耐 震 性 ( 形 状 係 数 )

・その他々! 伝すべき耐袋要素( 地工、設備、上下動の彩響、用途係数)

以 上 の 各 項 目 に 、 実 際 の 地 誌 被 害 例 の ス ラ イ ド を 織 り 込 ん で お り ま

す 。

j仮 完 備 絡 ワ ン セ ッ ト 特 価 ￥ 88 ，000 ・会. u 、推 l府 間 休 会 只 ￥ 80. 000

( 送料共) /  

カ ラ ー ス ラ ィ γ 108枚 / カ セットテープ( 約 1 1時間半) /

図 解 入 り テ キ ス ト A 4 判 110頁 / 美 麗 函 入 り

申 込 先 制 建 築 研 究 振 興 協 会

] 60 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 1 - 8ー 1 中);，I
j ピ ル 03- 371- 5951

推 胞 団 体 日 本 建 築 協 会 、 日 本 建 築 学 会 ほ か 11団 体

7 月 1 日に昭和56年事業所統計調査実施

米る 7 )  J  1 目、総理府統計局所管の・j壬業所統計調盆が実施さ

れ ま す。 こ の 調査は、 3 年 ご と に 行 わ れ て い る も の で 、 今 回 の

，￬ｬ Ｑ ， ｪ 伐は ＱＳ 凶口に当たります。この，ｾｉＮｪＱ￮Ｚではすべてのギ業所を制

作 し て 、 わ が 国 の 産 業 構 造 を I別 ら か に す る こ と に よ り 、 国 や 地

Ｉｪ 公共同体における各随行政純 ｩｚ 誌のＩ，ｾ従資料として役立てるこ

とカずねらいて4 寸¥

6 r J 下 旬 か ら 所 轄 の 市 町 村 庁 の 調 盆 只 が 事 業 所 を 訪 問 し 、 調

査 採 の 記 入 を お 願 い し ま す の で ご 協 力 下 さ い 。

日 本 建 築 協 会 会 告

京都芸術短期大学第 I ・II 期卒業生合同展( 第 1 回)

司令コンセプト展。開催

と き 1981年 7 月 1 日制 - 6 日()j ) 1111寺- 191侍 ( 上回制、 E1 HM L  1.') ヒ)

と こ ろ 今 僑 画 廊 ( 大 阪 ・北 浜 ) 入 場 無 料

出 展 内 容 建築インテリア設計図ノマネル ・パ ー ス ・縦 型 等

主 催 京 都 芸 術 短 期 大 学 卒 業 生 ( 1 ・II 期 ) 有 志 ・小 林 敬 一 郎

後 援 ( 社) 総合デザイナー協会 ( 0 A  S )  ( 社) 日本怨築協会

日 刊 建 設 通 信 新 社 京 都 芸 術 短 期 大 学 イ ン テ リ ア 研 究 室

学生i主( : t . 卒業して社会に出た体験の中で人と人との述帯を深め、さまざまな分

野で前附する万々 と、創造するf l I ' i 日lのー只として実務にふれる 。そこに; 叫話的発

泡1による出展ノ マネノレがあ ったとして も、社会実践の中から見つけ出された各自の

テー? のもつ意味は、これから捌かれゆく I可能性となり、遊びの中からも地域社

会で活動する制作プロセスを諸り合える、場自リリの最も重要なコンセプトである。

ィ]:'''1.:. 中、学校の専門コースで指草与を受けたものを、より確かなものに恨ざす行

動として日常の業務の中から見出しょｾＮｾ化することから、実務に適切に結びつけ

る、ふれあい展であ ってほしい。

展示を iill して、雌袋しつつ創造し続ける何かを見つけ出せれば幸いと考えなが

ら、卒業生とともに自主運営として企画するものである。( 小林敬一自I) ，{己)

お知らせ

日 本 庭 園 文 化 協 会 主 催 「 庭 ・ 建 築 ・ 都 市 」 研 究 会 ( 第 1 回)

ｾ ｻ 庭と建築の融合の世界を探る 〉

... '1/. siji 西 沢 文 隆 氏 ( 坂 倉 主11築 研 究 所 ・所 長 )

テ ー マ 〈庭 と 建 築 の 融 合 の 世 界 を 採 る 〉

製作過位上、主 ｬｬｾ が大略出米てから庭作にかかるために庭は ｩｬｬｾ 告の

修飾物と与えられ易いが、 ｩｬｬｾ と縫はｴｪ＾Ｚ米自立した創作物であって、

何れが主、何れが従ということはない。建築と同時に庭の設計活動も

スタートしているべきものである。然、し両者は同一敷地を住み分けて

柏共に生きていくべき巡命にあリ、互いに他nを生動させるよう設計

されねばならない。

互いを生動させるためには単なる調相でなく、対立も必袋である。

i調和と対立のよろしきバランスがあってこそ点ーの融合は生み出される

ものである 。互いに刺股し合い、特き合うことに止 って こそ、 l山l者を

合せた総令体になりうるのであって、互いに相手の車fi 色を f，; j ｾ、ながら

J 村[ J に専心するだけではものにはなり得ないのである。対立の中で相

手を殺しかねまじき勢いて¥互いの破滅一歩手前で危うく I品e絢が保た

れるようなスリリングな俗! 却の末に彼得された両者の融合こそが本物

ではないか、この状態で忌は ｉｾＧￎ 者の篠執は消え去って互いに自立した生

命力のｩＯ､ｊ｛ ｾｊ がそこにある筈だ。

それにしても互いに相手を見抜〈力は必要である 。 ｩｬｬｾ が 閉ざされ

たものか聞かれたものかによって縫のあリ n&i 1 i i ってこなければなら

ない。経のイ正り Ｉｪ によって ｩｬｬｾ の形が縦定されてもよし、。荒々しい自

然に il i : い庭か馴化さi L J，< くした庭かによっても建築の. f I 1貌は '11，なって

くるべきである。仕'lllleのあとをたどりながら、このあたりを少し突っ

込 ん で み た い 。 ( 阿 沢 文 | 時 . h . : )

- * 京と大阪の二つの会場で開催します。

- 東 京 会 場

日 時 . 昭 和56年 7 月 7 日 午 後 611キ30分 一 8 時 30分

場 所 . 私 学 会 館

( 点点郎千代凹区九段北 4 - 2  - 25 Tel 03- 261 一円

凶 t丘中央線、地下鉄有栄町線 l  

定 只 ・ 約70名

・大 阪 会 場

日時 ・昭 和56年 7 月 14 日 午 後 6 時 15分 - 8 時 15分

場 所 都 市 文 化 セ ン タ ー

( 大 阪 川 区 角 馴 8 創 刊 削 グ ラ ン ド ピ ル 19 引

Tcl 06- 315 - 1925 阪 急 偽Hl 駅 r "( f ' EJ t  5分 以 内 /  

定 只 ・ 約50名

参 加 貨 は 刷 会 場 と も 日 本 膳 凶 文 化 協 会 会 只 1 ，000円 、 非 会 貝 1 ，200肉。

その他、テ- 7 ' は同じですので、近い会場においで下さし、

お問い合わせは、 日本経凶文化協会/ 京郎市中京区蛸翻市通堺町西入雁金町373¥

v... よ い ピ ル T  E  L075- 255- 0212( f l:) I  

- ¥J l 後と什会 1981' 1'- 6  11 1; 1  



日本建築協会会告

4 日本建築協会評議員( 昭和56年度)4 昭 和56年度日本建築協会役員会務分掌

( 電気部門)

正 男 ( 来 光 電 気 工 事 )

源 蔵 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

繁 ( 近 般 電 気 工 事 )

雄 ( 浅 海 電 気 )

騰 ( 中 央 電 気 )

英 ( 栗 原 工 業 )

( 管エ蔀門)

治( 日比谷総合設備)

霊 ( 高 砂 熱 学 工 業 )

次 ( 須 賀 工 業 )

作 ( 斉 久 工 業 )

自11 ( カ ン ダ ン )

次 ( 山 図 工 業 )

正

f書

喜

普

太

四

光

保 夫 ( 銭 高 組 )

正雄( 長国独築事務所)

川

尾

山

海

村

原

生

沢

藤

沢

閏

困

姉

鳴

若

浅

今

莱

油

開

北

斎

m

』

…

仙

山

介( 熊谷組建築設計部)

彦( 大阪府建築監理諜)

登( 住宅公団設計郎)

吉 成 ( 西 野 田 工 業 高 校 )

次 郎( 総概鶴間十事務所)

宏 行( 市建築局住宅鰍蛍娘)

正 彦 ( 近 織 地 建 計 画 課 )

正 雄 ( 長 田 建 築 事 務 所 )

五 四 男 ( 福 井 工 業 大 学 )

芳 松 ( 米 関 建 訟 工 務 庖 )

高縮

長国

|本部所属評議員 |

井

田

木

野

勢

本

山

田

村

田

々

板

片

高

中

能

岡

座

長

野

米

議 長

副議長

( 技術部門)

庁

γ

お

M

A

1

f

 

会長 ・副会長および理事各位の会務分掌が下記のとおり決まりました。

( 敬称略)

川

バ

川

口

川

口

船

船

利

引

船

閉

山

加

制

即

川

副

附

刑

制

附

品

川

イ

一

化

問

時

統

仁

ネ

引

1

1

嚇

j

A

和

附

2

2

4

オ

ノ

1

「

|

」

エ

建

設

や

和

雄

僻

事

パ

事

制

氾

恨

叶

E

E

F

タ

I

R

一

員

一

陣

朝

溺

築

工

宅

工

関

築

悶

R
F
h

)

日

ニ

ス

応

一

射

一

志

向

海

訓

鴎

永

住

『

伎

県

本

企

制

司

H

a

川

日

野

山

一

間

一

服

謝

野

崎

本

田

油

川

畑

弘

氏

匂

平

ユ

浅

田

一

一日

一

賞

野

東

前

大

劇

福

束

井

日

消

白

川

目

礼

守

山

μ

日

材

(

(

{

(

一

言

一

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

ヨ

ヨ

主

郎

郎

光

一

研

一

二

夫

勝

敏

也

光

男

義

也

事

夫

秋

勇

榔

一

夫

弼

忠

一

二

年

一

知

一

E
円

忠

辰

党

章

敏

信

哲

幸

俊

文

鉦

利

時

藤

野

村

山

l

志

山

坂

崎

木

島

氷

野

崎

藤

田

本

谷

浦

捕

特

設

野

小

宮

鈴

森

領

来

井

武

消

平

川

絵

森

山

ふ
一

A
協築建本ロ

H
度年n
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F

『

叫

円

M

孟

A

1

刀ロ

円

H

H
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加

立

河

小

( 総合部門)

郎 ( 松 村 組 )

夫 ( 安 藤 組 設 )

男 ( 鉄 建 建 設 )

ー ( 7 ジ タ 工 業 )

二 ( 渇 池 組 )

治 ( 大 日 本 土 木 )

信 ( 西 松 建 設 )

二 ( 三 井 建 設 )

雄 ( 岩 出 建 設 )

勇 ( モ リ タ 建 設 )

ｊｬＡｾ＠ ( i 宝 沼 t且)

夫 ( 銭 高 組 )

目IJ ( 新 工 務 所 )

彦 ( 島 藤 建 設 )

一 ( 藤 木 工 務 庖 )

人 ( 奥 村 組 )

雄 ( 間 組 )

男 ( 中 道 組 )

ー ( 甲 南 建 設 工 業 )

ー ( 東 和 組 )

司

幸

良

修

紛

健

正

祐

育

保

茂

辰

仁

義

隆

朝

精

真

上

質

石

津

瀬

川

出

国

崎

僑

村

谷

本

岡

弁

問

阪

志

白

野

百

森

岩

森

篠

高

野

深

古

松

森

中

原

和

上

道

. 会 長 塚本復次( 日建般計)

. 副会長

総 務 ・会計担当 佐野正一( 安井建築政計事務所) ・ 松村雄二( 松村組)

編集担当 足 立 孝( 大阪大学) ・ 福図朝生( 双昼設計)

. 理 事

総 務 ( 14名 ) 会 計 ( 7 名) 編 集 ( 12名 )

岡 本 行 普 市 川 宏 秋 田 満

( 昭 和 設 計 ) ( J ! [ 畑建築事務所) ( 村 本 建 設 )

小 西 岬 八 十 品 健 二 井 上 r晃

( 小 西 設 計 ) ( 竹 中 工 務 庖 ) ( 大 建 殺 計 )

小 松 砧 正 宏
今 西 祥 自11

( 鹿 建 設 ) ( 大 阪 府 建 築 部 )

技術部門

多古月 進 安 盛 蒋 ー

( 大 阪 市 立 大 学 ) ( 大 キ4 組)

寺 田 徳 重 小 林 清

( 大 成 建 設 ) ( 新 住 宅 社 )

三 品 哲 夫 松 村 度 三

( 大 阪 市 建 築 局 )
!  

( 浦辺建築事務所)

牧 田 顕 治 三 輪 泰 司

( 大 建 建 設 工 業 ) { 地域計画建築研究所)

浅 沼 茂 夫 大 林 芳 郎 竹 中 錬 ー

(浅 i1l 組) ( 大 林 組) ( 竹 中 工 務 庖 }

奥奥 村 俊 夫
銭 高 普 雄 前 野 慶 太 郎

総会部門

(  村 組 ) (銭 高 組) ( あ め り か 屋 )

木 下 正 利

( 清 水 建 設 )

鴻 池 藤 一

( 鴻 地 組)

電気部門

菅 谷 健 児 小 林 四 目11 武 田 恭 一

( 大 阪 電 気 暖 房 ) ( 太 陽 工 藤 工 事 ) ( 近 畿 電 気 工 事 )

管工部門

斎 藤 博 両 角 保 堀 内 史 郎

( 三 晃 空 調 ) ( 浦 安 工 業 ) ( 第 一 工 業 )

建材部門

川 岸 繁 夫 村 上 一 郎 渡 辺 . 古、品、

( 川 岸 窯 業 ) ( サ ン エ ス 石 膏 ) ( 東 洋 シ ヤ > ? ー)

国

利( i 背水 ill 設)

祐 ( 大 林 組 )

宏 ( 鹿 島 ill 設)

重 ( 大 成 建 設 )

二 ( 竹 中 工 務 庖 )

郎 ( 太 陽 工 藤 工 事 )

郎( 西原衛生工業所)

郎 ( サ ン エ ス 石 膏 )

正

正

徳

健

四

木 下

窪 田

小 松

寺 田

八十島

小 林

伴

村

爾計済返
内金入借

4

耳

目

員

叫
叩

委

州

務

叡

総

山

町

川

園

ん

山

小

一{ 安井話診器開tJ!lo務所)

持 ( 大 林 組 )

消四郎( 三: I i b 空調)

志( 東洋シャッター)

正野

岡

亀

辺

佐

大

尾

波

上

- 契 約 約 款 委 員 会

四会連合悔定工事鯖負契約約款改定案の

検討および意見の提出

会

副

員

四
札

委

刈

薦

d

h

推

表

:

者

却

制

甫

設

者

諸
リ

建

補

眠

、候

彰

僻

開

表

礼

的

.

枇

お

次 ( 日 建 設 計 )

厚( 大飯工業技術劇'J と柑)

恒 ( 日 独 政 計 )

厚 ( 藤 木 工 務 庖 )

m四 郎 ( 三 苑 空 調 )

四 郎 ( 太 陥 工 藤 工 事 )

志 ( 東 洋 シ ャ > ? ー)

哲 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 )

定) ( 大 阪 市 建 築 部 )

盆

手IJ

塚 本

g 秋

中 畑

藤 木

尾 亀

小 林

渡 辺

士ｾ ，司

ニー- ロロ

(未

一( 日本建築総合試験所)

ー( 大阪建設業協会)

郎 ( 太 陽 工 雌 工 事 )

孝 { 須 賀 工 業 )

夫 ( 川 岸 線 業 商 庖 )

直

幸

四

図

形

林

質

向

坪

鍬

山

小

須

川

繁

- 会 勢 委 員 会

会勢鉱大・会貝増加等の企画、築地

市 川 宏( 束畑建築事積所)

岡 本 行 普 ( 昭 和 殺 計 )

2  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

昭和56年 5 月27 日 開 催 の 定 例 理事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 委 員

を 委 嘱 し 、 た し ま し た 。 ( 敬称略 。印委員長 O印副委員長 A 印幹事 * 顧問

耳壇場名 ｉｾ 略称を用いました 。Ｉ

久 ( 近畿地主主営繕部)

和 (大阪府建築部営綿室)

イ二 ( 大阪市建築局営錦部)

. 法 規 委 員 会

建築に関する法規の研究普及並びに建議

康

行

隆

誠

明

久

幸

律

三 ( 大阪市都市再開発部)

男 ( 多 井 設 計 室 )

夫 ( 京 阪 住 宅 建 訟)

岬 (小 西 設 計)

光 ( 田 島 応 用 化 工)

治 (小 西 数 計)

源 ( 日本分捜住宅協会 )

消 (小 堀 伎 研)

徹 ( 長 谷 川 工 務 庖)

拘 二 ( 大阪府住宅建段課)

久 男 (三 晃 空 調)

弘子 Ｈ 査室生 ｲＺＺＺｾ Ｉ
雅 市 ( 大融鰯災センター )

宏歪朗 ( 安井担当量投計事務所)

総 清 ( 近 鉄 住 宅 建 設)

敬 太 郎 ( あ め り か 屋)

司 朗 ( 大飯工業樹開門学校 )

辰

貞

- 出 版 委 員 会

建築に関する図舎の企画編集 ・刊行

「建築技術選書J の企画・刊行

明 (松 村 組)

清 (新 住 宅 社)

保 ( エー・エス ・アイ )

富 (近 骨 量 大 学 )

健 (竹 中 工 務 庖)

成 (大 林 組)

男 (大 阪 大 学)

修 ( 大阪市立工芸高校 )

武 {東住 吉 工業高校 )

昭 ( 日 越 政 計)

. 建築折炉デト一夕作んシト一卜委員飴会|

(建築折デ一 7ルかン「一ト附l

委員会も休会 }  I  

3  

亘 ( 近 畿 電 気 工 事)

普 ( 昭 和 設 計)

ー ( 大阪市消防局予防部)

ー ( 束 畑 建 築 事 務 所)

治 (消 水 建 設)

夫 ( 安井建築設計事務所)

靖 ( 大阪市建築指導部)

夫 ( 大 阪 電 気 暖 房)

夫( 事早府J J 脅)

穣 (竹 中 工 務 庖)

清 弘 ( 大阪府建築指導諜)

時 吾 (大 林 組)

廉之助 ( 大阪市建築指導部)

充 ( 事RfT学F 量)

造 {大 建 設 計)

昭 ( 兵庫県阪神県民局 )

功( 高槻市建設部指導課)

消( 吉伸建築設計工房 )

圃 住 宅 委 員 会

住宅に関する研究並びに改善についての

一般啓蒙、よろず相談住宅展的開設、住

宅に関するスライドの制作

昭

正

尚

幸

嗣

年

廷

重

回

世

本

減

好

和

和

園

信

岩 本

多 弁

O奥 村

。小 西

小 山

菅 原

問 中

O高 田

竹 内

辰 巳

辰 巳

長 山

保 地

溝 神

O山 下

山 田

山 本

森

本

野

村

田

林

野

津

村

木

霊

閉

山

田

川

本

仲

大

岡

狩

勝

岸

小

河

高

杉

高

高

辻

中

西

福

古

富

士

ロ

。

。

。

。

桑 田

。小 林

佐々木

須 賀

玉 田

千葉

舟 橋

山 田

吉 村

渡 辺

山

O 山

結

理 俊 (大 林 組)

利 治 (浅 沼 組)

利 博 (安井謹雪量設計司務所)

美樹子 ( ? リトフにうん)

美 鈴 ( モーリシヲ y プ)

章 ( 大阪市建築局企画室)

紀 ( 東 畑 建 築 事 務 所)

介 ( 日本住宅公団管理部)

志 ( 吉 村 建 築 事 務 所)

和 (鴻 池 組)

ー ( 企 画 設 計 社)

隆(雪空T T F努 )

子 (竹 中 工 務 底)

進 ( 大 阪 市 公 園 局 )

- 教 育 委 員 会

建築教育についての調査、研究、携座なら

びに工高生デザイ ンコンクーんなどの企画

および実施

- 建 材 委 員 会

建材のコ ンサルタント ・新建材の紹介

。 多 胡 進 ( 大 阪 市 立 大 学)

( 講習会小委員会)

0 佐 々 木 保 (ユ ー エ ス ・アイ )

O安 盛 務 ー (大 林 組)

ム 藤 野 長 士 (雪 グ サt pンlf )

ム 三 木 敏 男 (奥 村 組)

問 中 雅 俊 (清 水 建 設)

松 本 邦 雄 (竹 中 工 務 庖)

三 浦 隆 (大 成 建 設)

三 宅 富 雄 (須 賀 工 業)

山 内 次 郎 (西 松 建 設)

山 田 芳 武 ( 日 建 段 計)

( 工高生教育小委員会)

0 崎 山 宗 威 (喜 志z f J 蓄)

ム辻 野 純 徳 ( 浦 辺 建 築 事 務 所)

t::; 中 野 吉 良 (i ! 吉野図工業高校 )

上 野 賢 三 (都 品 工 業 高 校)

植 田 武 (今 宮 工 業 高 校)

斎 藤 暢 ( U A斎藤時十司E務所)

星 忠 甫 OJ ( 畑建築事務所)
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生(重信L電主主信義

{言 (新 興 建 材 工 業 所)

男 (安井鐙築酷十事務所)

男 (大 成 建 設)

宏 ( 大 林 組 )

安 茂 ( 毒 阪 鉄 華 管 理 母)

渡 (戸 田 建 設)

f亘 ( 大阪府住宅供給公社)

夫 (関 電 産 業)

泰 ( 大 阪 セ メ ン ト)

彦 ( 日本建築総合試験所)

弘 ( ム ジみ リ ン与)

造 (藤 木 工 務 庖)

郎 (関 西 大 学}

樹 (松 村 組)

治 ( 大 建 建 設 工 業)

章 ( 束 畑 建 築 事 務 所)

良 (竹 中 工 務 庖)

雄 (鹿 島 雄 設)

久 (昭 和 股 計)

次 ( 主ンジ 兵 リ ン学)

久 Ｈ ｾＺｊｬｲＺ 言 語Ｉ
ー ( 関 西 大 学)
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栄 :n: 樹 ( 兵庫県都市住宅部)

高 山 司 郎 (大 建 設 計)

寺 元 通 夫 ( 安 井 建 築 設 計 事 務 所)

苫 名 正 ( 竹 中 工 務 庖)

能 丸 弘 毅 ( 大 林 組)

三 宗 司 郎 (昭 和 股 計)

宮 崎 宗 久 (清 水 建 設)

( 広告企画小委員会)

荒 川 治 徳 (清 水 建 設)

池 榊l 俊 男 ( 田 島 応 用 化 工)

上 田 哲 夫 ( 日本建築総合試験所)

佐 藤 隆 幸 (竹 中 工 務 庖)

下 前 裕 一 ( 束 畑 建 築 事 務 所)

高 田 茂( 安井建築設計事務所)

棚 橋 和 夫 (銭 高 級)

徳 持 律 夫 (E Z住J J 思)

中 河 克 HIJ (鴻 池 組)

原 因 常 介 (栗 山 ゴ ム)

松 尾 恭 治 (松 村 総)

O渡 辺 志 ( 東 洋 シ ャ ッター)

- 事 業 委 員 会

見学・講演・説明 ・展示・態親会 ・若い

会民的集いなどの企画および実施

。三 品 哲 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 )

O 島 田 良 彦 (竹 中 工 務 庖)

O鶴 田 昭 一 (大 林 組)

O西 村 良 平 ( 阪 急 電 鉄)

( 見学会小委員会)

0 上 出 秀 雄 (藤 木 工 務 底)

ム商 品 三 郎 (鹿 島 建 設)

A 氷 井 誠 一 (大 林 組}

岩 崎 義 彦 {竹 中 工 務 庖)

楠 本 恵 治 (松 村 組)

正 楽 弁 辰 彰 (清 水 建 設)

中 藤 修 (鴻 池 組)

橋 本 一 党 (大 成 建 設)

福 家 敬 ( 大阪府建築部営綿室)

南 次 郎 (浅 沼 組)

( 広報小委員会)

0 原 見 昌 志 ( 安井建築関十4務 所)

ム奥 村 進 (東 畑 建 築 事 務 所)

A 片 岡 昌 之 ( 日本住宅公団段計部)

ム北 関 精 一 ( 野 村 建 設 工 業)

A 今 野 利 直 (竹 中 工 務 庖)

荒 巻 恭 士 ( 近 鍛 電 気 工 事)

池 村 乃 武 光 ( 銭 高 組)

奥 村 勇 (大 林 組)

掃 部 弥 ( 大 阪 市 公 園 局 )

木 村 三 津 男 ( 旭 硝 子)

木 場 公 典 ( 大阪府建築部官繕室)

下 村 健 治 {修成建設専門学校 )

福 居 笠 (関 茜 電 力)

宮 内 宏 (栄 光 開 発)

( 若い会員の集い小委員会)

O山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学)

A 太 図 貞 輿 ( 小河廷謀役計事務所)

A 桑 田 信 篤 ( 日 建 設 計)

ム 斎 藤 英 雄 ( 近 畿 地 建 営 繕 部)

A 中 川 ー ( 野 村 建 設 工 業)

天 野 直 樹 (竹 中 工 務 庖)

石 古 香 (大 成 建 設)

大 川 和 彦 ( 大阪府建築部営繕室)

奥 田 耕 ニ ( 阪 急 電 鉄)

上 河 内 雅 晴 (清 水 建 設)

. 編 集 委 員 会

会2志「建築と社会J の 企 画 編 集

編集委員長

。三 輪 泰

編集理事

秋 田 満 (村 本 建 設)

井 上 混 ( 大 建 訟 計 )

今 西 祥 郎 ( 大 阪 府 建 築 部)

小 林 清 (新 住 宅 社)

竹 中 鎌 一 (竹 中 工 務 庖)

武 凹 恭 一 ( 近 畿 電 気 工 事)

h囲 内 史 郎 ( 第 一 工 業)

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 屋)

松 村 慶 三 ( i浦辺建築事務所)

三 輪 泰 司 池 端 恒 雄 築 研 究 所)

安 盛 115 ー (大 林 組)

渡 辺 志 ( 東 洋 シ ャ ッター )

(特集小委員会)

0 酒 井 貞 ( 都 市 科 学 研 究 所)

・計 画 分 科 会

t::; 加 藤 カ ( 京都工芸鍾維大学)

加 謙 輝 男 ( 大阪腕謀部省繕室)

川 口正春 (重量土惟主主信量)

倉 本 卿 介 ( 7 ジ タ 工 業)

田 中 直 人 ( 学ィ弓 グド2E務占 )

千 葉 桜 司 (品書定書室思)

中 馬 博 良 (長 谷 川 工 務 庖)

中 瀬 勲 ( 大 阪 府 立 大 学)

藤 本 憲 太 郎 ( 大 阪 市 立 大 学)

村 上 元 康 (竹 中 工 務 庖)

森 薫 ( 日 建 設 計)

山 本 普 積 (京 都 大 学)

吉 岡 忠 純 ( 大阪市総合計画局 )

・精 進 分 科 会

河 村 康 (神 戸 大 学)

観 音 延 平 (大 林 組)

小 島 達 男 ( 馬瀬情造調十専務所)

A 佐 藤 哲 夫 (竹 中 工 務 庖)

柴 田 道 生 ( 大 阪 工 業 大 学)

山 口 盆 ( 日 建 設 計)

・設 備 分 科 会

大 倉 良 司 ( 大 阪 市 立 大 学)

表 康雄 Ｈ 警 ン ｴ ｊ ン ｾ Ｉ
河 津 隆 之 { 河 津 隆 之 事 務 所)

阪 国 弘 二 ( 大 阪 電 気 暖 房)

t::; i畢 柳 健 ( 高 砂 熱 学 工 業)

森 山 正 和 (神 戸 大 学)

・施 工 材 料 分 科 会

足 立 公 明 ( 消 水 建 設)

A 浦 国 道 成 ( 大阪腕臨部都鰹 )

問 団 善 弘 (鹿 島 建 設)

中 尾 正 (積 水 ハ ウ ス)

A 三 浦 康 夫 (大 林 組)

・法 令 分 科 会

ム桑 図 繁 男 ( 大阪市建築局住宅部)

中 田 巌 ( 大阪府建築指導課)

( 投稿欄小委員会)

木 戸 1t (清 水 建 設)

鶏 積 俊 一 ( 近 畿 日 本 鉄 道)

木 崎 博 ( 神戸市都市計画局)

O小 北 博 ← ( ジャス ・アソシエツ)

谷 崎 敏 邦 (近 綾 地 建 営 繕 部)

( 作品作風小委員会)

0 小 野 為 一 ( 日

佐 々 木 昭 男 ( 大

司 (地 崩f醜築研究所)

U  
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設)

設
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建
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8 0年代の新しい技術書

回 茶 室 の 話

団ビルの省エネルギー

[ 1 J 建築とコンビュター 1

w都市の下水処理

[ J ] ] 医院・診療所の計画と設計

圃設計とコンビュータ-

M P C建築の話

[ J ] ] 石垣と石積壁

wすまいの語録 間基礎と地盤の手ほどき

圃コンクリート工事の管理団ショッピングセンターの計画

同構造計画とやさしい力学1

はり・柱編身近な事例を素材 にやさしく説く 須賀好富

[ ] ] 建具の知識と意匠

に生きる伝統ある建具のすべてを図解する 山片三郎

[ [ ] エレベータ・エスカレータ・立体駐車場

さきたい昇降機の知識 木村利雄

圃住宅設計とインテリア

圃 タ イ ル の 話

固 住 宅 の 家 具

圏構造計画とやさしい力学2 園建築と設備の接点 2

固建築と設備の接点 1

ｾソーラーハウス
確実で、損のない計画手法をずばり示す実践的手引 内山武夫

園設備授術者の定めの建築再入門

図鉄骨構造の話

金多潔 < 近I ' IJ >

目録進呈

6学 芸 出 版 社

n  075- 343一0811

京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

日本建築協会事務局 (大阪市東区北浜3-37 ft06-231-9648) までお求めに来られた方には， 100円割引にて頒布しております。
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彰国社創立50周年記念出版・全巻予約特別定価募集中/

二、、ｾ

ＭＷｾ＠
J  

- ひろがりゆく建築領域の全知を結集一次代をになう「新大系」・今夏刊行開始・お近くの書庖にお申込み下さい 。

印

歴

史

的

建

造

物

の

保

存

柑

維

持

管

理

持

工

事

管

理

灯

仕

上

材

料

と

施

工

刊

構

造

材

料

と

施

工

M

W

建

築

構

法

シ

ス

テ

ム

糾

建

築

生

産

シ

ス

テ

ム

持

基

礎

構

造

の

設

計

似

合

成

構

造

の

設

計

制

コ

ン

ク

リ

ー

ト

系

構

造

の

設

計

利

金

属

系

梅

造

の

設

計

ω
木

質

系

精

進

の

設

計

四

叩

構

造

の

動

的

解

析

幻

板

精

進

の

解

析

日

刊

骨

組

精

造

の

解

析

お

荷

重

・

外

力

M

m

事

務

所

・

復

合

建

築

の

設

計

ね

劇

場

の

設

計

2

福

祉

施

設

・

3

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

施

設

の

設

計

引

病

院

の

設

計

初

図

書

館

・

捕

博

物

館

の

設

計

鈎

学

校

の

設

計

m

住

宅

の

設

計

幻

設

備

計

画

お

環

境

計

画

お

構

造

計

画

M

構

法

計

画

m
u

建

築

計

画

幻

建

築

企

画

引

地

域

施

設

計

画

却

住

宅

地

計

画

川

市

街

地

整

備

計

画

間

集

落

計

画

げ

都

市

役

計

日

都

市

計

画

日

都

市

・

建

築

政

策

同

ハ

ウ

ジ

ン

グ

同

日

建

築

規

模

論

刊

は

建

築

安

全

論

円

環

境

心

理

問

環

境

物

理

9

都

市

環

境

8

自

然

環

境

7

住

居

論

6

建

築

造

形

論

5

近

代

・

現

代

建

築

史

4

西

洋

建

築

史

3

東

洋

建

築

史

2

日

本

建

築

史

1

建

築

概

論

全

日

巻

・

書

目

一

覧

- 予約特別定価 全巻子約者に限リ 特別定価にて販売。

u刊定価4，000円一一・特別定価3，600内)

・募集踏切り 昭和56年 7 月31日( 当日消印有効)

・配本方法 毎月 1 - 2 冊配本.

・支払方法 配本時支払い.

・定価 各巻とむ頁数が異なります円で定価は一定しませ

んが. 定価は 1 冊約3，500円- 4，500円位向予定.

・進本体裁 各A 5判 ・約 380Ji 平MJ 高級特漉上質紙使用

- 上製クロース装 ・箭押 ビニールカパー付 。国入.

・申込方法 腸入ご希望的方は，パンヲレ y トに添付肉 11-1

込ハガキに必要 Ｇ ｊ ＾ ｬｊｩをご記入向上 町 ｴ Ａ ｾ 院にお ＧＱＧ 込み下さ

い. なお. t'Hli 披いが不1担な場合は. 直接本社宛お巾込

み下さい. ただし . f f I 擦の場合は別途送料を 1f1 し受けます.

・配本順序 第 l 回配本 筋 ＲＵ ｾ 情造計両Ｈ昭和 Ｕ Ｖ 年 Ｘ

月) 第 2 回配本 : 第33巷劇場内芯計( 昭和56年 9 月)

第 Ｓ 回配本Ｎ節 ＲＲ ｾ Ｎ 主 ｬｬｾ 企画Ｈ昭和 ＵＶ 年 ＱＰ 月 Ｉ 以後続刊

Ｎ パン ヲレ ッ トご希 望 の方はＮ下 ｉｾ 宛ご筒求下さ い 。

・申込先

彰国社・ 営業部「新組築学太系J 干 約 係

東 京 都 新 前 区 坂 町25帯地 ・干 160

電話03(359)3231大代表

全巻予約特別定価募集規定

- “ いかにして作るか" ではなく“ 何をどう創るか" が課

題となるこれからの時代を踏まえつつ，全巻新たな

執筆陣によって書き起こされました。

・最高水準の学問・実務の達成を展開した基礎学の概

説書であり，関連各分野の歴史的な発展系譜を確実

に記録した，あすの創造のための指針害です。

・新大系50巻は，学術・技芸にわたる全情報を網羅し

た，わが国唯一の建築大百科です。

毛見虎雄

馬 場 勇

林 雅 子

穂積信夫

松 谷 蒼一郎

私たちは「新大系 J に期待し，推せんいたします。

22建 築 学 金 清 家 清 会田雄亮 大辻真喜夫

童話協会 野 地 紀一 池田武邦 近 江 栄

F 諮 問 芦原義信 内井昭蔵 岡田新-

22建 築 齢 塚 本 猛 次 栄久庵憲二 菊竹清訓

露雲築廷太田和夫 大高正人 黒川 紀 章

5  

内 田 祥 費 量

東 京 大 学 粒 授 工 争 博 k 稲 垣 栄 三

甲羽田大学輯授工学簿上 尾 島 俊 雄

東 京 大 学 教 授 工 学 博 1; 川 上 秀 光

車 京 大 字 敦 信 工 学 博 J ; 鈴 木 成 文

京 都 大 学 教 授 工 常 博 l 巽 和 夫

早稲1 I I . k 学教段工学博上 谷 資 信

顧問

武厳令聞学問民工学憎 1; 太閏博太郎

編集委員

東京k 学 瞳 控 工 学 博 上

多くの建築家を育てた建築学大系は

新しい期待と使命をになって

今年バトンタッチされます

東京都新宿区坂町25

電話03(35的3231(大代表)

振 替 東 京ーか173401
固彰国社



匝圏直盟理ｾ ＱｴｦｪＪＮＺｈｾｾｩｓｴ ＢＧｍ ＱＦｐ ｙ～Ｗａ＠ I  
防 火 ・ 排 煙 設 備 制 御 シ ス テ ム

6  

ダ ン パ ・ダ ン パ 用 閉 鎖 装 置 ・排 煙 口 防 火 戸 用 閉 鎖 装 置 連 動 操 作 盤

営 業 種 目

防 火 ・ 排 煙 設 備 関 連 機 器 ( ス モ ー コ ン )

電 気 機 器 ( 配 電 盤 ， 制 御 盤 等 )

倫Rきifi 空性三j聖FR

自 動 火 災 報 知 設 備

建 築 金 物 ( オ ー ト ヒ ン ジ )

東 福 寺 三 門 の 鉄 骨 補 強 ( ハ y チ部分が補強部分)

- 大 阪 0 6 ( 201) 4747 

・ 宇冨fli !l 0 9 2 ( 761 ) 2118  

・仙 台 0222 ( 27 ) 9 6 4 3  

- 名 古 屋 052 ( 582) 0791 

・札 幌 011 ( 6 4 3) 9511 

・広 島 0822 ( 4 9 ) 0 3 8 6

日本建築協会企画 建築技術選書 24

鉄冒? 置遣の話
京 大 教 授 工 博 金 多 潔 著

斯界の第一人者が初心者のために分り易くまとめた，

鉄骨構造の A BC . 墓本から最新技術まで図解する.

< 基礎編> 1鉄骨建築の部材 単材と組立材 H形鋼

角鋼管 鉄骨・建築のはりと柱 2 鉄骨部材の接合法 高カ

ボ ル ト 接 合 法 溶 接 接 合 法 溶 接 の デ ィ テ ー Jレ 溶 綾 部 の

品 質 管 理 溶 接 の 残 留 応 力 3鉄骨部材の継手・仕口 部

材 接 合 の 基 本 的 な 考 え 方 位 ・ は り の 継 手 柱 ・ は り の 仕

口 位 脚 部 プ レ ー ス の 仕 ロ

< 応用編> 4 骨組の形成 トラス精進 ラーメン構造

併用精道 スペースストラクチュ 7 5骨組の組立て方

カの流れ 変 形 や 振 動 鉄 骨 造 の 施 工 6 鉄骨4書道と古建

築の保存 保 存 修 理 の 基 本 事 項 須 屋 根 の 建 設 古 建 築 の

軸組補強 れんが組積造建築の面構補強

A 5 ・160頁・定価 1200円

6学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通商洞院東入 f t  075- 343- 0811 



一ーまず行こう¥そして感じよう。 一一一

中 国 建 築 事 情 視 察 団 ご 案 内

主催/ 社団法人日本建築協会 後援/ 日中建築技術交流会

中国はどのような国だろうか。

中国はわが国と酒一つ隔てだ近いところにありなガら、その広大な大地は、気候も風

土も、そこに住む人達の生活も、言葉もことごとくが異なっています。そのだめか、

一見疎遠なようなものを感じますが、その実、わが国にとっては、数千年の昔から現

在に至る切り離せない世界であり、さらに、- 将来にも密接につながりをもっ世界でも

あります。

古い夢跡をだどり、現在の素顔を見る定めに、まず、中国を訪ねてみようではありま

せんか。そして、 この偉大な中国に引きつけられる何ガを感じ、掛かに期待する何か

を持つのも意義のあることと思われます。

日本建築協会では、今秋10月23日から11月 4 日までの13日間にわ芝り、中国建築事情

視察を企画いだしましだ。

今回は伝統ある首都北京、古い歴史の都西安、古寺・名利の多い太原、雲崩石窟のあ

る大同を訪問し、その問、関係大学、各種団体との受流懇談会を催すなど、主に華北

の代表的な都市、建造物をつぶさに視察、見学できるよう担当委員会で6 ヵ月に亘り

討議の上、決定い芝しまし定。

ぎ芝、ご参加が決まりましだ後に数回のオリエンテーションを開き、十分な知識をも

って出発していただけるように考えております。特 lこ舎回の企画は若い人達の定めに

も、盛り沢山の視察箇所、受歓などを入意に選びましだので、実のある企画になるも

のと確信しております。

皆様方多数のご参加をお待ちしております。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

取扱い旅行社

新 日 本 国 際 株 式 会 社

日本建築協会中国建築事情視察団ご案内

〈募集 要 項〉

1. 訪問都市

中華人民共和国一北京 ・西安 ・太原・大

同一

( 日程は次頁に記載の通りです。)

2  . 旅行期間

昭和56年 10月23 日制- 1 1月 4 日附

(13日間〕

3  . 募集人員

25名

( 定員に達し次第締め切ります)

4  . 参加資格

主に日本建築協会会員

( 定員を超過した時は、本会会員を優先

します)

5  . 旅行費用

( 全行程食事付、ただしうち 1 回は特別

食)

④ 会 員 417 ，000円

@会員 外 450，000円

6  . 申込締切日

昭和56年 8 月31 日(JJ)

7  . 申込方法

末記「参加申込用紙請求書」を制日本建

築協会事業課へお送り下さい。折返し正

式申込書、手続案内書および参考資料を

お送りいたします。

8. 申 込 金

女 30，000円( 旅行資用に繰り入れます。)

安正式参加申込時に下記銀行へお振り込

み下さい。

9  . 旅行費用振込先および振込期日

* 大和銀行御堂筋支応「新日本国際( 船大

阪営業所普通預金口座No. 455594J

* 昭和56年 9 月22 日( 火) までに残額をお振

り込み下さい。

10. 聞い合わせ先

安社団法人 日本建築協会事業課

干541 大阪市東区北浜 3 丁目 37

T  E  L  06- 2 31- 9640 

安新日本国際株式会社大阪営業所

千541 大阪市東区備後町 5 - 15 (東洋ビ

ノレ 5 F )  

T  E  L  06- 201- 5457 

担当者 古川・武藤

- 海外旅行傷害保険のおすすめ

海外での万ーのけがや病気に備えて、海外旅行傷害保険 (任意) に

加入されることをおすすめします。 ( 参加申込時にカタログ及び加

入申込用紙を同封します。)

- トラベルローンのご案内

旅行費用の分割制度もあります。ご希望の方は新日本国際株式会社

までお問い合わせ下さい。

( 参考) 毎月均等払

利率 ］アドオン月 和 ｗ ｾ ｬＮ ｬ Ｅ

( 単位 ー円 )

品
川
一
一

12回

19，000 

28 ，300 

38，000 

18回

13，400 

20. 000 

26，800 



日本建築協会中国建築 目判官視察団ご案内

〈旅 行 条 件〉

この旅行は、新日本国際株式会社が取リ扱うものです。

・次の1
'
1mは旅行1' 1 に含まれています。

1 . 旅行日程に明示された航空巡! t ( ただしエコノミ

ークラス) および鉄道運賃( 軟座主ll i1K:U)

2 各地での参観用並びに空港 ( 駅) ホテルr，ll の送

迎用ノ〈ス料金

3  . ホテ J レ宿泊岱 ( 2 人部屋に 2 人ずつ宿泊を標準と

します。)

4 .  1 日3 食の料金 ( ただし 、機内食を含みます。)

5 観光料および入場料

6  . 空港使用料

7  . 全旅程の手荷物JM搬料金( ただし豆 :[J 制限は 20kg

まで)

B  伐証; 料および公証取得手続料金

9.  i恭来貝資用

・次の費用は旅行費用に含まれていません。

1. 超過手荷物料金 (20kg を超える分について)

2  クリーニング代、 ＧＱ ｴｊＺｾ Ｎ古代、アルコール飲料代等個

人的性格の貸用

3  . おみやげ品および持込品にかかる関税

4  . 傷害、疾病に関する医療費

5 旅券印紙代および旅券取得手数料( 1国旅券4，000

円、数次旅券 8，000円)

6 .  j!ll mコースの質問

1 .  ｾｪｪ 発 ・ 帰国にともなう園内交通貨および諸 ＧＱ ＧＱ用

・ぉ取m料

申込者のご郷合で参JJII をお取消しになる場合、下記の

取 il'i 料を申し' 受けます。

・旅行出発30日前から 16目前まで

-一30，000円以内

If 15目前から 3 目的まで

.. . 旅行 '1
'
1mの30%以内

2 目前から当日まで

50%以内

・旅行開始後" ..... . . . .... ー.. ...... . 100%以内

. この旅行条件は、 1981年 4 月30日を基本としており

ますので、航空足m および各般交通機関などの巡n改

訂並びに為接相場その他の' I . ¥. 由により変更される場合

があリます。

・ 特に記載のない・ ｉｾ 項については、新日本国際妹式会

社旅行業約款にすV，拠するものとします。

. 渡航手続に必要なもの

。旅券をお持ちでない万

1 . 戸籍抄本.. .. .. 1 通 ( 6 ヵ月以内に発行されたもの)

2  . 住 民 票 ー l 通( If )  

3  . 写 点 .. .... 4 枚( 上半身・正面、鋭利、 5 c mX  5  

cm、スピード写真不可)

。すでに有効な旅券をお持ちの方

1 . 写 真 ・2 枚

2  . 有効旅券

一一一

目

ー

日本 建 築 協 会 ・中 国 建 築事 情 視 察 団 日程 表 (予定)

日ij( 月日( 曜) 都 市 時 五IJ 交通機関 f商 要 宿泊 Jt!l

10月23 日 大 阪 j 発 15 :  35 C  A  922j 更

( 金) 北京: 着 19 :  55 北 京

10月24日 北 京 発 8  :  05 ;?t l 号列車

( 土) 八達嶺着 10 : ω  万里の長線

H  
雪E 12 :  38 滋2号列車 昼食は車中

2  南 口 着 13: 51 専用パスに乗り換えて明の十三陵へ。 16 : ∞頃

北京市内へ帰着。市内見学。

夕食時( 特別食) 、中国建築関係機関幹部との交

i;吉区IL 

北 京

10月25 日 天安門広場、故宮、天壇、王府井

3  

( 日) 北京十大建築

10月26 日 朝食後自由行動。 10 : ∞頃ホテル出発、空港

( 月) 北 京 発 11: 50 C  A  2114j 更

4  

西 安 着 14 : ∞ 鐘楼、数楼、市内見学

夕食後観劇l 西 安

10月27 日 大雁塔、小雁港、興慶公園、映西省博物館

5  

( 火) 自由行動 西 安

10月28 日 午前中西安市建築工程局または西安冶金建築工

( 水) 程学院との交流

6  

午後秦陵、秦始皇帝兵馬橘博物館、

華; 青池 西 安

10月29 日 乾陵 ( 0 . Pl. 半I皮博物館

7  

西安: 発( 木) 17 :  25 136号列車 寝台車

10月30 日 太 原 :i 着 5  :  57 崇善寺、山西省博物館、玄中寺、晋桐

8  

( 金) 太 原

10月31 日 人民公社、太原金漆工場、迎沢公園、市内見学

9  

( 土) 太 原

11 月1 日 朝食後自由行動。 11 : ∞頃ホテル出発、太原駅

10 ( 日) 太 原 発 11: 58 202号列車

"  

大 同 着 18 目 54 大 同

11 月2 日 雲崩石窟‘ 大同炭鉱

11 

( 月) 大 同

11 月3 日 上華厳寺、下華厳寺、九龍壁、大岡市地税工場

12 

大同: 発( 火) 22 :  56 90号列車 寝台車

11 月4 日 北 京 着 7  :  04 午前中自由行動。昼食後空港へ

13 ( 水) 北 京 発 14 :  10 J  L  ＷＸＴｪｾ＠

大阪. 着

.J 参加希望者は下記請求書にご記入の上、 日本建築協 ※上記日位は中側側症ぴに交通機関的問ｾｻ［Ｍに上リ変ぽになることカ Ｔ あリますのでＮ -f- め ご f 承下さ L、
会事業課へお送 り下さ い。 ※ O.  p  ( オプンヨナル ・ツアー) は 2. ∞OI' H' ，'J主

中 国 建築 事 情視 察 団

参 加 申 込 用 紙請 求 書

ーー. -1))一一一一一 ー守一一 取一ー. . . . ーー -f;Jjl-ー・ー・ ーーー・

現住所

氏 名
年令( .. j') 

勤務先1 ' ，

1正話( 1 ' 1 :; と)

1正 話( 勤務先)



齢 711号 6

表紙デザイン楠田一夫( 造型作家)

特集予告

・7 月号/ 都市住宅一住まい手からの発想ー

.8月号/ 建築物と風ーデザイナーのためにー

.9月号/ 住宅 ・都市整備公団

. 10月号/ 間仕切壁の性能 (仮称)

編集委員会( 昭和56年度)

編集委員長 J  河 津 隆 之

三 輪 現 時 司 ;  阪岡 弘 二

編 集 理 事 ， . 滞柳 随

秋田 満 : 森 山 正 和

井上 決: ・植工H附 階

今 西 祥郎 : 足 立 公 明

小林 in  足掛i田 道広

絵 村 後 三 (  何 回 普 弘

三 輪 泰 司 ; 中尾 正

安自主 ｾｾｾＭ :  三布I i Mi 夫

竹中 錬ー :  ・法令分科会

riiJ 聖f ! 韮太郎 ， . 桑 田 制 〕

武旺i 恭 一 : 中間 政

織内 a. 911 :  明 骨1嘆員会)

披 辺 怠 : 大戸 Jl: 

編 集 委 員 :  孫椴 i圭一

(特車4嘆員会) 木 崎 P. g. 

O 柄引 t i  0 小北 博 一

・計画分科会 l  谷 崎 敏 事1¥

M 加 藤 カ (作品作且小委員会)

加 藤 輝 男 :  0 小野 為 一

川 口 正恭 :  佐 々 木H白羽

合 本 卿 介 j 栄 真 樹

問中 I在人 :  高山 司郎

千葉 桜司 ;  寺 元 通 夫

中 馬 博 良 ; 苫名 正

中i頼 勲 j 能 丸 弘 毅

藤 本 慾 太 郎 !  三 宗 司自11

村 上 元 康 ! 宮 崎 宗 久

森 w. (広能面崎員会)

山 本 普 鮒 ;  荒 川 i;' il 車

吉 岡 忠 純 :  池掛l 俊男

・構造分科会 :  上田 哲 夫

河村 政 i 佐 雌 隆 幸

税 者 延 平 ;  下 前 裕一

小 品 達 男 i  高 III 茂

h 佐 藤 哲 夫 : 棚 紙 布I夫

柴 田 道 生 ( 徳 持 律 夫

山口 径 : 中河克U 1J

・設備分科会 ;  町、回 常 介

大 念 良 司 :  松 彪 恭 治

表 康 雄 o渡 辺 怠

0 副 委員長 x 幹事

編集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 56 年 6 月 20 日

発 行 昭 和 56 年 6 月 25 日

発 行 人 吉 田 悦 二

発行所 (社) 日本建築協会

大阪市東区北浜 3 - 37 

電 06- 231- 9648 

振 替 口 座 大 阪 39975

印刷所 日本写経印刷l株式会社

電 06- 606- 1111聞

大信印刷味式会社

電 06- 451- 7631的

売 価 7 5  0 円 ( 送料別 )

法令コーナー 159

新建材紹介コーナ - 59

日本建築総合試験所だより

読者の頁

建築 と社会ニュース
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愛 北 信 用 金 庫 本 庖

設 計 監 理 東 海 設 計

施 工 不 動 建 設 名 古 屋 支 庖
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所 在 地 愛 知 県 岩 倉 市 旭 町 1 丁目 21番地

敷地面積 1，911 . 64 m'  

建築面積 1，137 . 27m'  

延床面積 4 ，188 . 98m'

構 造 規 模 S R C、 6 F 、 P 1  

工 期 昭 和54年 11 月~ 昭 和 何 年 11 月

名古屋から北へ名鉄で 10数分という交通の使に恵ま

れた岩倉市に本拠をもっ愛北信用金庫は、岡市の発

展とともにその活動エリアを拡大してきた。近年の

者11市化の勢いに対処するには旧市街地にあ った 本庖

では、地理的にも機能的にも飽和状態となり、庖告i I i

規模の拡大、本部事務機能の充実をはかるため、名

鉄岩倉駅西口の新市街地への新本庖新築移転計画が

始動した。

新本庖の全体構成は、敷地条件と機能区分による調

整から始まり 、まず、住居地域 ( 容積率200 % 建ペ

イ率60%) に高層建築物を建設するには前面道路 (

北側 Ｘｭ Ｉ の斜 線制限と、日ｾ￭Ｓによる制限を考慮す

る必要があっ fミ。その結果、 S R C造 6 階建て高さ

2 4 m (最高2 7 m) の本部事務棟を南側に、北側には

平屋の営業釜を前面道路いっぱいに張り出す構成と

なった。

各| 渚は明石窟な機能区分を行い、異質な機能が特報し

ないように努めた 。

高層棟 111皆は営業部のパックヤード、ピロティ駐車

場、 2 階は本部事務室、 3 階は役員関係諸室、 4 階

はコンビュータ一部門、 5 階は厚生関係諸室、 6 階

は大会議室とし、居室はすべて南面採光とした 。

外装は花筒岩を種石とした人造石小叩き仕上げのプ

レコンカーテンウオールと、現場塗り込み小叩き仕

上げて伊銀行本庖として彫りの深い重厚さを求め、プ

レコンカーテンウオールのディテールで柔かさをも

表現した。

lidJJ 

(栢本良三/ 東海設計)

l  外観正面 ( 北西面より 1

2  外壁詳細

3 .  l P 皆本部エレベーターホール

4  . 営業室

5  役貝会議室

6 . 本部玄関アプローチ

一一一ー

一一一一一圃

一一- 1・

一一一一一圃

• 
3 階平面図

1 階平面図
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- 写A と慨裂をどしどしお送り下さい。

凡例. a  所在地 b  敷地面積 C . 建築面積 d. 延床面積 e. 悩造規模 f . 工JUI

1513 神 戸 商 科 大 学 学 舎

設 計 監 理 : 兵 庫 県 都市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 : 王子 建 設

a . 神戸市垂水区星陵台 4 丁目 3 番 3 号

b . 50，198. 00m'  

c .  979.  76m'  

d .  3，472. 94m'  

e .  R C 、 4 F  

f. 昭和54年 6 月~昭和55年 3 月

1516 第 五 管 区 海上 保 安 本 部下 里 水 路 観 測 所

設 計 監 理 : 建 設 省 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 : 三 和 建 設

a  和歌山県東牟婁郡那知勝浦町大字下見字束平見

b .  3，468. 00m'  

c .  371. 25m'  

d.  371. 25m'  

e .  R  C 、 1 F  

f . 昭和55年 3 月~昭和55年 11月

1519 東 浦 町 老、人 福 祉 セ ン タ ー

設 計 監 理 : 竹 中設 計 事 務 所

12  

施 工 : 佐伯 建設

a . 兵庫県津名郡東浦町久留麻

b .  1，940. 00m'  

C  820. 00m'  

d.  810. 00m'  

e .  R C .  1 F  

f  昭和54年 8 月~昭和55年 3 月

1514 兵 庫 県 美 方 福 祉 事 務 所

設 計 監 理 ; 兵 庫 県 都市 住 宅 部 営 繕 謀

施 工 . 陽 和 建 設

a 兵庫県美方郡温泉町

b .  1，697. 39m'  

c.  345. 05rn'  

d.  541. 07m'  

e.  R  C 、 2 F  

f . 昭和54年 8 月~昭和55年 3 月

1517 京 都 地 方 法 務 局

設 計 監 理 : 建 設 省 近 銭 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 : 日産 建 設

a . 京都市上京区河原町通り予定布l'

b .  5 ，682. 00m'  

c .  1. 004.  90m'  

d . 3，447. 02m'  

e .  R  C 、 4 F  

f  昭和54年 11月~昭和56年 1 月

1520 淡 路 町 立 石 屋 小 学 校

設 計 監 理 ・ 竹 中設 計 事 務 所

施 工 五 洋建 設 ・平 国建 設

a 兵庫県津名郡淡路町岩屋

b .  21 ，620. 00m'  

c .  2，434. 00m'  

d .  5 ，400. 00m'  

e .  R  C 、 3 F  

f. 昭和53年 8 月~昭和55年 6 月

E 圏

1515 富 永 診 療 所

設 計 監 理 工ー・エス・ ア イ

施 工 : 奥 村 組

a 宝塚市栄町 1 丁目 1 - 9  

b .  1，035. 98m'  

c  .  465. 43m'  

d  1，337. 19m'  

e . 診療所練・ R C、3 F 、B 1 、住宅機 : R C、3 F

f  昭和54年 2 月~昭和55年 2 月

1518 神 戸 税 関 分 館

設 計 監 理 : 建 設 省 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 : 東 急 建 設

a . 神戸市中央区加納町 6 丁目

b.  3 ，412. 01m'  

C .  845. 65m'  

d .  3 ， 649.  90 m'  

e .  R  C 、 S 、 4 F  ( 一宮115 F )  

f . 昭 和 54年 II 月 ー 昭 和 55年 10 月

1521 神 戸 市 水 上 消 防署

設 計 監 理 神 戸 市住 宅 局 営 繕 部

設 計 協 力 . 平 田建 築 構 造研 究 所

施 工 湊 建 設工 撲

a . 神 戸 市 中 央 区 港 lゐ 3 丁目 2

b .  2，OOO. OOm'  

c .  572.  29m'  

d .  1，746. 51 m'  

e .  本 館 R C 、4  F 、11工五11 : S 、1  F  

f  昭和55年 3 月ー昭和56年 l 月



疑問点としている事項について、行政官jll の考え方

を紹介する 。

ご承知のとおり、告示等についても数点、 6 月

1 日までに出される予定であるが、それらにより、

ここにかかげる行政指導方針等も若干手位しがあ

るかもしれないので、念のため申し添えておく 。

a) 増築の取り扱い ￞ ， ｖ Ｚ ｾ は、ヨコＩｪＢ ｬ￺ ｉ はエキ

スバンンヨンジ ョイントでつないだ場合は、 Wl 築

古I1分のみに新規定を適用する 。 この場合、 l既存部

分についても新規定にもと づ いて地以に対する安

全性を確認することが好ましいと思われる 。

タテ方向の増築については既存部分も含めて新

規定で計算を行 っていただきたい。 この場合、既

存部分の耐渓性が隊認できないときは耐震壁の地

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投縞をお待ちしております。
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建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 改 正一 行 政 指 導 方 針 等一 ( その 1 )  

昭和55年 7 月14日付けで公布されている 「建築

基準法施行令の一部改正( 耐民規定 ) J について

は、昭和56年 6 月 1 日より施行されることにな っ

1. 構造計算の方法に関する改正

今回の改正のうち建築物の地震に対する安全性 設等により補強が必要となり、補強が不可能の場

の基準等の主主備強化は、つぎの 2 点に大別される 。 合は士也事長はできないこととなる 。

すなわち、 なお既存昔日の耐災診断を行う場合、現在使用し

イ) 構造計算の方法に関する基準の整備強化 ている「既存鉄筋 ( 鉄骨 ) コンクリート造耐震診

ロ) 各部構造に| 期する基準の繋備強化 断基準J 等の活用については、その適用方法につ

である 。 このうち、イ ) の改正点についてまとめ いて検討中である 。 また 、令第77粂(柱の桃造 ) の

ている 。

今回の改正の主な音11分は、施行令第 3ii i 第 8 節

の規定中、構造計算の方法であり、とくに地誌に

対する安全性を検討するため、従来とは線本的に

異なる概念を導入して、より合理的に構造計算を

しようとする点にある 。

また、これにあわせて各構造ごとに定められて

いる各部構造に関する規定、建築設備に関する規

定についても、主として地浪 l侍における建築物の

安全性の確保、あるいは向上を目的として改正が

ただし書きは積極的に活用する方針である 。

b ) 近畿建築行政連絡会議構造等審査取扱要項

( 建築技術安全審査) 従来は法第38条 ( 特殊の

材料または構法) にもとづき、建設省通達第 200

号 ( 昭和40年 12月17 日) により、純鉄骨造で高さ

ると、 図ー 1 の ようになる 。

この構造計釣ーの運用についてはつぎのように取

り扱う 。

(a) 適用範囲等 改正された建築基準法施行令

第 3 章第 8 節は法第20条 ( 構造耐力 ) の規定によ

行われている 。 り構造計算を要する 「建築物」について適用され、 が31メートルを超える建築物、もしくは高さが45

これらの改正点については各種団体の主催によ 工作物には適用されない 。 メートルを超える高層建築物等は 、関) 日本建築セ

り講習会等が開催されているので、詳しい説明は (b)  14号通達( 耐震上の配慮をと くに要する建 ンターで評定を行 っていた 。

この際省略することとし、これらに伴う行政指導 築物に対する指導指針) この指導指針は、その 近畿ブロ y ク行政庁においても建築技術安全容

内容がほとんど新基準に組み入れられたので、指 査機関を例日本建築総合試験所内に設け、特殊な

針にもとづく指導は廃止さ 構造計算の方法等建築主Zj>; が意見を求めるのがi盛

れた 。 当と判断したものについて評定を行 っていた 。

(c ) 高さの取り扱い 建 しかし今回の改正により、高さが60メートルを

築物の高さは、原目IJ として 超える建築物のみ、建設大臣の認定が必要なこと

令第 2 条第 l 項第 6 号に定 とな っていることから、高さが45メートルから 60

めるところによる 。 メートルまでの建築物の審査を特定行政庁が行う

(d) 適用の特例 エキ ス わけだが、当分の問、高きが45 メートル程度を超

バン ション ジョイ ン ト、そ える建築物については側) 日本建築センタ一、問) 自

の他の桃造方法のみ で桜し 本建築総合試験所の評定を活用する方向で検討中

の運用について紹介する 。

建築物の

術造種別

及び高さ

荷重 外力による各部の応力度に I固定荷重 ・積載荷重1

関する確認( 第82条) ¥J J l 圧力 地震力等/

( 1)  各部に生ずる応力の計算 ( 告示 1793号)

(2)  部材断面の応力度の計算

(3) 許容応力度による確認

である 。ている部分相互 は、それぞ

れ別々のｾ築物とみなすこ

ととする 。

(e)  各規定の適用の範囲

一次設計

Ｈｾ午容応力Ｉ
度E宣言十

の

の

る

も

め

、

7

求

行

を

み

見

の

立

て

が

し

事

関

、

玉

に

築

目

建

項

、

定

は

特

定

た

評

し

の

断

合

判

坊

と

。

の

当

る

こ

適

す

が

と

f'Yfili 計t I ーを張リ1I ¥])1I ul お c ) 高層 R C造建築物設計指導指針 今回の施

よぴけた行方向のように 2 行令改正のねらいは、建物にねばりを持たせるこ

)11"1について行う場合、そ とが主眼点であることから、従来から剛性、じん

れぞれの方向について災な 性権保の目的として指導を行ってきた 上記指針に

る規定を適用してもよい 。 ついては 引 きつづき活用し、運用していく方針て¥

( f )  高さが60 m を超える 府下特定行政庁構造分科会て。検討中である 。

建築物の特例 法第38条(特 d ) コンビュターの取り扱い 施行令の改正に

殊の材料または工法) によ より、構造計算が保有水平耐力等の算出により大

り建設大臣の特別認定にな 中高に計算手聞が増大することが予想されるので、

(誤認

従来の評定済みのコンピューターの取り扱いにつ

いては当分の 間柔軟に対応すると同時に、パーソ

ナルコンビュターのプログラムについても積極的

に評定を行う方針である 。当面は設計者に構造計

算の考え方等の説明を求め、プログラム内容の翌1!

解を条件にして審査を行う 。

e ) チエ ツ，クリストの改正 新施行令の内容に

るが、この認定は個々で行
保有水平耐

力の確認

(第82条の

4  )  

( 告示 1792

号)

川 間性率孟0 .6

(2)  f.居心事孟0 . 15

(3) その他構造方式に応じて

建設大臣の定める基準を

満たすことの確認

うものとする 。

2  . 施行令改正に伴う

行政指導方針( 案) 等

今回の改正に伴って従来

から運用していた行政指導

方針等については、現在見 そって改正中であり、近日中に完成する見込みで

直しを行 っているが、当面、 ある 。次号では、 5 月下旬に出される予定の告示

設計者の方々が確認申請告 について掲載する 。( 56年 5 J ! 20 日記)

を作成するにあたり、最も ( 大阪府建築指導課構造係長 森 宗 崇)
エンドエンド

図 - 1

組築と 社会/ 1981年 6 月号 13  



みんな、美しい街を待っている。選べ、る5色、エタニット。

建物ひとつひとつは実 に個性的でのりながら

街全体に目をひろげ、ると、みごとに調和 して

いる ヨーロ ッパ。 エタニットの外装材は、なか

でも建築の先進国と称されるドイツ 生まれ。

江タニット社の最新技術を導入し、国産化 し

た高品質の製品てす。エタニット・ベノレカラー

はハデさを嫌ったシ ックな色合 い。日本の自

然や街並みと 実 によくなじみます。 そのうえ

槌色 しらす二断熱性や遮音性においてふさ

すがはドイツ仕込み、 一 つも二つ も違います。

ヱタニットベルカラー回 で葺いt : A.H.1 霊知国際病院設計嗣建築計画連合鴻工 清 水 建1醐・三晃空崎誠

.. 
-

灰色イメー ジを)j 見し、いまカラーハーモニー

を奏でる 美 しし、街づく りへ。上品な 5色のな

かから、工場をはじめスーノf ーマーケ ットや

事務所など、用途にあわせてお選びくださL、。

〈エタニット ・ベノレカラ ー は、ここがj J J t います。〉 ・日本

中刀、独自に開発したも日色し らずのカラーリ ングシ ステムを

Hi 問。 . Wze色 の手 1mとコストが大中I' ，i( こ節減てき ます。

・屋 根 材 は2色、外壁材 Ij 3色。 ・取り つ け部分には I，il

色の専用キャップを使川。サピも ，'1
1

，すて}. l l 物の J!:.提11.をそ こ

ねません 。 ・形状は大11主ですから焼! 立は抜jrt。 ・胞 I lj

簡単で経済的です。 . "正中J Wは外壁材としても似川で 色、

組合せは自在。各種主iliit 物に川広〈使111できます。

%9=:1ト
エタニット瓦ベルリーナ・ベレエタニット・ベルカラー困

ヱタニ外・ベルカラー困 エタニット・マキシ・80

nil 
. お問 い合わせカタログのご精求は ほ司 自I 東洋工さヨニコト

干571 大阪府門呉市大字門真694- l i i 06( 908 ) 0701附



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介

コンクリート躯体混入型防水剤「ナルフアルトー CJ

成瀬化学株式会社

本 社 〒510 三重県四日市市小古曽 4 丁目 4 ー12

T  E  L  0593- 45- 0631 

.  はじめに

コンクリートの防水は、理想的にはコンクリート

そのものを水密化した躯体防水が望まれる 。

従来市販されているコンクリート混和裂の防水剤

は、防水性能以外のコンクリートの性質を扱う恐

れや、それらを用いた コンクリ ー トの特性が十分

に解明されていないなどの理由から一般に構造用

コンクリートへの適用には消極的であ った。

ナルフアルトー C は独自の技術で開発した水性エ

マルジョンで、諸性能の確認を終え実用化 された

ものである 。

.  ナルフアルトー C の物性

ナルフアルトー C はセメントの金属イオンと 化学

反応して硬化し、コンクリートの骨材 ・砂 ・セメ

ントの粒子間隙を充填すると共に、これらを覆い、

水密コンクリートを形成する 。

-- ｾＧ、 10μ t二局. .  思想 ， 10μ 

プレー ンコンク リー 卜破断面 ナJ レフアル トー C 混入 コンク

(  1000倍鉱大写真) 5介エツ リート破断面 ( 1000倍鉱大写

チング 真) 5 分エッチング

表 - 1 主な物性

主 成 分 アスフ アルト 熱可塑性樹脂

外 観 梨宇品色水性エマ J レジ ョン

図 形 分 60%  

P  H  I  7  (中性)

粘 l主 500 - 2000C P  S  

比 重 0. 96 

安 全 性 無毒で引火性がない

1昆 和 性 液体て・コンクリートへの混和性に優れる

- ナルフ アルトー C 混入コンクリー卜の性能・特長

1. 試験機関 . 金沢大学工学部、北海道立寒地建築

研究所、他

2. 試験方法 J 1S、A S T Mの試験方法に準じる 。

表 - 3

30 

平

ｾＩＲＵ＠
浸

透

探 20

さ

cm 15 

(ナJ レ7 アノレト ーC 混入品。 6 kg / 川)

経過年数と平均浸透深さ

水圧10kg / cげ

斗 ! -

無浪人

( ナノレ7 アルト ーC

6  kg/ m'浪人

(ナJ 山 川 一 C

10kg/ 耐混入

A

u

 

n
u

 

l

 

50 

- コンクリートの強度低下はない 。

表 - 4 強度

k q  
圧紛強度 ヤン グ係数 引張強度

kg / 耐 x  10' kg/回ず kg / 四f

299 3. 07 29.3 

無悦入コ ンクリート

( 100)  ( 100)  (100)  

ナノレ7 アルトー C 314  3. 12 30. 0 

浪人コンク 1) ート (  105)  ( 101 )  (102)  

( 材令28 日間、ナル7 アルト ーC 混入量 6kg/ m') 

表 - 5

51%  

54%  

( ナル7 アルトー C 混入量 6  kg/ 耐)

80 

5kg/ m') 

- コンクリー卜の自筆現象を防止する 。

・コンクリートの 中性化trl1ffi ll と鉄筋の防車!i効果が

ある 。

・アルカリ、復および有機酸については耐性があ

るが無機酸については検討を要する 。

・コンクリート打設時のワーカビリティが増加さ

れ、作業能率が向上する 。

・レイタンス、ほこりの発生を防止する 。

・設計面で防水に関し合理化がはかれる 。

・工期が短縮され、工事費の節減に寄与する 。

.  ナルフアルトー C の用途

・コンクリート造建築物の屋上、ベランダ、 地下

部分、壁、斜面部等のｾ体防水、凍筈防止、白悲ｼ坊止

・コンクリー卜製水槽、プール、蓄熱槽等の』巨体

防水

・デ ッキプレート、キーストンプレ ト構造の屋

上スラフ' 防水

・コンクリート製土木構築物のトンネル、 1同P'I 、

ダム、道路、橋梁、水路等の防水、凍害防止、防蝕

・プラ ッ トホーム、倉庫等、床の防塵、防i:iI

・コンクリート製 2 次製品への応用

. ナルフアルトー C の混入量と混入方法

・混入量 ( コンクリート l 川あたり )

表 7  混入量

で水長、圧王ご~二7~ ~工-ーよZ  的 防

水

厚 20cm未満 20cm以上

防水以外

IUl 欠的に水圧

カサ'JII わる

10kg 6  kg 

常時水圧がIJIl

わる

10kg 10kg 
J  

- 浪人方法と留意点

(1)コンクリートの配合を一部変更する 。

単位水量 ーー ー ーー10 - 12kg/ m'減少

ナルフアルト C  . . . . . . . . .10kg/ m' 添加

セメント、砂、粗骨材、 A E 剤、減水斉11は変更なし

(2)コンクリート試験練り

スランプ、空気量、圧縮強度を確認する 。

(3)ナルフアルトー C の混入

次のいずれの方法でも可能で、施工現場に適した

方法を選択する 。

①生コン車のホ ッパーから所定量のナルフアルト

ーC を投入し、高速で約 3 分間俊排した後、打設

する 。

②生コンプラントのパ ッチャーへ所定量のナルフ

アルトー C を投入し、通常の i昆練を行い、生コン

車へ移し、現場へ搬入し打設する 。

.  ナルフアルトー C 混入コンクリート打設時の

注意

・パイプレータ一、タ ッピングなどを使い入念に

打設する 。

・ブリージングが少いので、こて折I えは早 目に行う 。

・打継ぎ面の防水処理を行う 。

・セパレーターの木コン ( p コン ) 穴も防水処理

する 。

・豆板、段違いははつり取り、防水接着剤を塗布

してからナルフアルト C 浪人モルタルで平滑に

仕上げる 。

・ナルフアルトー C は水性エ 7 ルジョンなので、

凍結させないように、 5 'c 以上で保管し、施工を

行つ 。

.  荷姿、入目、価格

化粧石油缶入 18kg 

1 缶 9 . 900円

回 おわりに

ナルフアルトー C の関連製 品 とし

て、モルタル、コンクリートの塗

布接着剤 ( 防水性兼備 ) ホナルフ

アルト。、モルタル、コンクリートの吹付型接着

剤 ( 防水性兼備 ) 、、ナルフアルト Z" 、防水専

用剤、、ナルフアルト - w P砂等がある 。ナルフア

ルト ー C のさらに詳しい内容、実績等については

標記メーカーに問い合せ願いたい。

建材委員/ 松本英良 (附竹中工務庖設計部)

15 



財団法人 日本建築総合試験所だより

ー 施 設 紹 介 ー

第 4 熱実験室の新設

当所、音 ・ 熱 ・ ｛ｾｊ 風圧試験室で・は急対つする熱

試験を同滑に処理するため、かねてより新し

い実験室 「第 4 熱実験室」の建設計画を進め

てきましたが、既設音響 ・熱笑験棟の増築工

事として新建屋が竣工、空調設備の調整も終

り、昭和56年 4 月から稼動しております。

o  5  l()有

一
音響 ・熱試験棟平面図

新実験室はlli干高3. 45mの鉄骨平家主主て、建築

面積471ザ( 笑験室部分35日l ' 、測定室部分12m' )

の規模をもち、その外壁および屋様は両而鋼

板貼りのウレタンフォーム断熱ノ マネル厚 100

mm、25部分には複層ガラスを用い、建屋全体

を断熱的にしています。

一- 子ー一

!  ，・N

ム
コ

M

J

下
第 4 熱実験室平面図

しかし、今回の第 4 熱実験室の完成により、

従来の第 1 - 第 3 の熱笑験室は、サ ッシある

いは外壁、屋栂等の断熱および結露試験の専

用実験室として、また、第 4 熱実験室はグラ

スウール、ロ ックウール、各種のボードなど

年間を通じて一定の1昆温度 ( 20.C 、60% R H )  

を保持する熱抵抗王手用実験室兼試験休養生室

として、それぞれの笑験室における試験を併

行しておこなうことができるようになり、各

試験とも試験笑施までの11寺聞を大幅に短縮す

ることとなりました 。

第 4 熱実験室の内部

なお、第 4 熱実験室における空調施設の諸元

は下記のとおりですが、同実験室に併設の inrl

定室にはパー ソナルコ ンピュー タ S E  1  K  0  

8500を中心とする計 iHl lシス テムを配備し、第

1 - 第 4 までの各実験室における速やかなデ

ータ処理をここで一括し ておこないます。

第 4 熱実験室空調施設・諸元

名称 : 2EJ令式パッ ケー ジエアコ ン( 三菱電機製 )

機種 ・室内機 P F T - 3 Aむ

これまで各種の熱実験は既設の第 1 - 第 3 熱 ( 外形寸法 H  1650 x  W7 2 0  x  0  400mm)  

実験室でおこない、試験の内容によ っては笑 室外機 P U T - 3 A型

験室の1品温度条件をそのつど変化させねばな ( 外形寸法 H  845 X  W600 X  D600mm)  

らないことから時間的なロスを生じ、試験依 冷房能力: 6100kcaJ  / 11寺

頼のかたがたに多大のご迷惑をおかけしてき 風量: 27m'/ 分( 吹出し グ リルW550 X H  150mm 

ました 。 4 ヶ所) 電熱装置: 10KW 加温器 2  KW 

本所骨材試験室と

大淀分室骨材試験室の完成

昭和55年度において、本所及び大淀分室の骨

材試験室の新設を計画していましたが、昭和

56年 2 月に完成しました 。

本所・大j定分室 とも、従来から既設試験室 内

で骨材試験を行な っていましたが、多くのご

依頼の方々 のニーズに応えるため、これら両

試験室 を新設 したものです。 これにより、他

の試験設備、機器も整備、充実することがで

き、当所のモ ッ トーである 「業務の正確 ・迅

速な処理」 をより 一層遂行することができる

よつになりました 。

また、大淀分室においては、骨材試験室新設

と同H寺に既設試験室及び事務室 を改築し、今

までご不便をおかけしていました駐車場を拡

張しました 。

両試験室の ご利用をお待ちしています 。

( 増築骨材試験室< 2 室>46m' }

本所骨材試験室全景

( 新設骨材試験室 延 町 2 M )  

l 階試験室 53. 61mヘ 2階事務室53.61m'J

大 i定 分 室 全 景

財団法人
本 所 所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 総 白 台 5 丁目 125番地の 8

日本建築総合試験所
屯 話 大 阪( 06)872- 0391帯(代表 )( 〒565 )

大淀分室 所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 2 丁目 1 - 18 

m 話 大 阪(06)351一7217番 ( 干531 )

堺 分 室 所 在 地 大 阪 府 堺 市 浜寺石津町西 2 丁 1 - 34 

屯 話 石津( 0722)44- 3912番 ( 干592)



マイ・フォト

ホ中国の風景から砂

紙 野 桂 人 / 大阪大学工学部助教授

この 2 枚の写真は、私が昨年、中国を

訪問したときに倣った数多いスナ y プ

の中て¥私自身が最も心を悲かれてい

るものである 。何故かと聞き直ってき

かれると返答に困るし、これをもって

中国の産業や都市の現状を云々するほ

と' の気持もないのであるが、あえて言

うならば、 「人聞のいる風気」という

ものに久方振りに再会したということ

であろうか。一枚は大同市郊外の道路

工事現場の僚子で、一枚は内蒙古自治

区フホホト市の金やすみ時の街路上の

-Jili¥:!;[ である 。 この二枚の写真を見て

いると、我々の都市生活が何か彩絵の

ように思えて来るのである 。

私の5<がき

ホ産寧坂砂

和 田 孝 之 / ( 枚方市建築指持諜)

千年の者li 、長い歴史と、伝統をもっ歴

史的風土の京都、その東山 清水寺か

ら、紙図 ・円山公園に続〈散策道、そ

のも っ とも古郊の情趣が ｩｾｻ うのが、産

ｩｾｬｾ 反 。 ｉＷＲ と石段の狭い道に史 ｾｪ Ｇ ｬ や社

寺、京 ｾＧｴ .  ｾ， ＧｩＷ Ｑ＼ｾ止、西隙級、竹細工

( ゲl 工"ci ) 、木版画、 ヒ宝、 i，;.1teffi な

どの京都らしい応が並び、 E弘前ある街

並みをみせている 。少し紙闘に下がる

と、二年坂に絞〈 。 ここからは八坂の

絡が眺められ、またがi水の株台からは

京の街が一望できる 。

読者の頁

守ムのらくがき砂募集

0 テーマは、 f砕 J [ JU  r秋J r冬J 町四季をあらわすむので.

タイトルを適当におつけ〈だきも、. またスケ y チ場所などを宮め

て 200' Hi 皮肉コノノトをつけて下さい.

。サイ Z は I50X2∞ミリ位皮肉白紙に. できるだけ県イノキで普い

たものとします. ( ハガキ大で b差しっかえあリません.)

0 1品線分には総定的陥料をさしあげます. 原則としてスケ y チ向原

前向返却はいた しませんが、返却希望的場合はそ の旨特記下さい.

0 氏名、住所眠薬、年齢を明記してω日本挫築協会編集部宛お送

り下さい.

一 新 刊 紹 介 ー

も巨大地震 は

始まっている F

」 咋 布 正 村 史 即l

発 行 所 新 風 杜

体 政 8 6 判、 2 9 m

定 価 1 . 280問

日本気象学会で、その 8 年も前に発表し警告したとお

り、 1971年から 1973年にかけて 3 年間連続の世界的な

大干ばつが発生した。 さらに、池袋学会や若e - その他

でくり返し予測し発表してきたとおり、この 3年間lilli

統の兵常気象によって地球の回転速度は急変し、千分

の一秒も i車くなった 。

そして、この回転速度の加速によって、ほぽ総j立35皮

( 30- 40/支) の地帯がよ じれだしたため、その後のf!f i

か数年間に、世界の二大地渓帯である環太平洋地袋帯

と地中海ヒマラヤ地提帯のうち、ほぽ緯度35皮に位註

する国々において、予測どおりみな大地援が発生し、

まだ未発生のまま残っているのは日本とアメリカ西海

岸だけになった。

この本に記したいろいろな地24学上のデータから 1982、

Ｓ 年ごろまてＧに房総東南 ｩ 中、駿河湾ー遠州灘大地ｾＨな

いし中央椛造線南海道直下型超巨大地反) が発生する

限立はかなりｩｩＧｾいと恩われる 。

この本には、大池袋の発生の 11寺Jt/Iについての予i l I 'l とか、

防災上のいろいろな問題点、それらに対する提言、地

誌についての基礎的な知識、いざというときどうすれ

ばよいか、地災後の生活はどうなるか ・・・ などにつ

いても 5己しておいた。

( 著者からの手紙) より
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建 築 と 社 会

建物の機能が行iわれないものとする。

二L

ニュース原稿をお送りください.

④周辺火災からの延焼を| 坊ぐため、/ ) 日ロ苦/1にはす

べて防火シャッターが設置されており、また屋上

に設世した投光器、放送設備、高架水僧害事には，

大24火災時に機能を失することのないよう、 l放水

大阪市立生野防災センター

が完成

ill ， 没 慨 l.a

，iJi (，:  J也 大阪市生野区勝山市 4 丁日

ill ｾ＠ IfIi f! (  905m'  

延 Jぷ IfIi fo'( 3.461rn' ( 併設する地域図岱館 612m' を含

む)

附 ili 鉄筋コンクリート辺

町 数 J也H 階

住 設 '{'i ＪｾＩ＠ 550. 828 千ITI ( 防 災 セ ン タ - 451. 500r  

Jl J . 1刈mi'i 99. 328 下Pj )

，，v r 工完成時 JUI IIIHII54年 11 川 Iti 工、 1昭和55年 12)J 完 成

l別 館 H年 JUJ 111{制156i H )1 

松 山 市 立

子 規 記 念 博 物 館 開 館

施工 ｨ Ｇ ｬ 水主 ｮｾ 生

当博物館は松山ＱＯ Ｑ の歴史、風土に十Ｇｬｾざし、主Ａ日ＮＧＱＡＮ松

111の文化をはぐくむ12かな土t . J J i : となった「人nnl E

岡子組J を主組とする文学系時物館であり、市民

の知的教養の場、学校の課外教育の場、研究者の

研究機| 刻、観光平等のビジターセンターとして機能

することを目的としている。

緑におおわれた辺後公閣の北隅に位置し、明治と

いう時代をしのぶにふさわしく「白」を法調とし

た外観に、正 l( l I 入口の飾絡チおよび門扉には、 F

J ; J . l . にちなんだ俳句雑誌「ホトトギス J の表紙のデ

ザインを 111 リうけた 。

博物館の敷地問似 2，8001げ、建築市有t l ，416 m' 、

延床面的 7，600m' 、地下 H 皆、地上 4 階の欽付鉄

筋コンクリート造りである 。

設備が設けられている。

阪市では 、一昨年末( 昭和54年 11 月) から、生 ⑤ 大地μ 時の建物内からの出火防止の万全をはか

野区勝 山南 4 丁目で、防災センターの建設を進め るため、熱i以はすべて電気とし、また停屯に対処

ていたが、この経完成し、 4 月19 日から一般公開 するため、 2 系統受電とするほか自家発m機( 屈

を始めている。 内キューピクルタイプのタービン発屯機、定絡谷

この防災センターは、国の| 坊災基地建設モデル事

業に妹択され、その宇IIi sJJ を受けて建設したもので、

西日本では始めてのものである。

防災基地は、約 1 haの /1)] 災広場と防災センタ ーと

から成り、- s . 、大地誌により大災害が発生した

場合、 t也被の応急活動に必要な、的報、物資等の

拠点として、また、平常H寺には防災に限lする広報、

教育、訓練等の活動の拠点としての役; 切りを来す

ものであり、その概要は、次のとおりである。

①大炭火災時に応急活動拠点としての機能を発揮

盆 187. 5KVA) を設置し、地下タンクに fljj 成: して

いる 7，200 eの A 豆油により、 72時間/ i ! I b続のffi 気

供給が可能である 。

⑥ffljj ifi Ｂ ｊＮ ｾには 、 被災者用として、毛布、日用品Ｈ石

船、タオル等) 乾パン、飯缶、粉ミルク等を絡納

している。これら備蓄物資の搬出入についてはリ

フトを設iE してあるが、こ のリフト使用不能4¥態

H寺の物資搬 出手段として 、また 1/1向子利用 者等の

ため、スロープ( 巾 1.5 m、 1 / 12勾配) を設け

ている。

させるため 、防災無線室、政送室、等の情報関連 ⑦その他、エ ンジンカ y タ一 、i )Tk機、消火苦号、

室と備蓄J ! P . を設けている 。 担架喜平の資¥l i f .Hを保有している。

②平常時に市民に対する防災救君主の効果を妨げる ③基礎は、ベノト杭を使用し 、径 1. 5メートルの

ため展示室を設け、地波動体験設備、視聴党設備、 もの40本、 1. 0 mのもの 6 本を設澄し 、地盤面下

ノマネル、笑物消防車( 放水体験ができる) 等を体 16. 5mに 下 し て あ る 。 ( 地盤面下 14m位から下に

系的に配註している。 府j写7 m f.立のよく締った砂 地盤 N 士写 50がある)

③ 耐 誌 がI火性能を 7，1i めるため、! 笠公が多〈、窓 ⑨ ｼ坊災広場には、耐災性貯水槽 Ｒｾ と消火飲料兼

の少ない建物とし 、 250ガルではf J i fあを生ぜず、 用貯水槽 ｕ ，ｾ ( 何れも 1 t.!i 100立方 m) と可搬式

400 ガルでも、一昔/1にひび' ，Imれが発生する程度て¥ 小型消防ポンプ 3 ｊＮｾを備えている。

会議室があり 、 2 階 ・展示 m 1 室、喫茶室、会議 候も幸いし、 l 日の延観覧者数 5，000余人に忠ま

室、 Ｓ 階 ・ 展示 ｾＲ 室と特別 ｪ 展示室、 ＴＯ 暗 ・ 講堂、 れている 。 4 階講立では全国俳句大会等の名手fif佳

和室がある。 しも行なわれて好評を得ているが、今後とも市民

また資料保存施設には 276m'の地J : 皆収蔵庫と 81げ の時物館として広〈期待に こたえるよう努力した

の特別収蔵庫があり、大宅展示ケースと同係2411寺 い 。 ( 松 山 市 立 子 規 記 念 博 物 館 )

/l i/ 空調( i JiVゑ60:!: 5  % 、i1n¥. 1.立22土 2 'c 、風速 1 m 

/ sec 内) を行っている 。

56年 4 月 2 日 に オ ー プ ン し て 以 米 、 交 通 刊 日 、1I戸 ポートアイランド博覧会

1  F  

2  F  

3  F  

鶴 堂

建築設計図集庁発刊

本図集は神 戸ポートアイランドt . ，' j : 覧会 JJ f./ Hl i を記念

してI ! 榊II戸ポートアイランド博覧会協会の政修、

制兵庫県組築士会の発行により完成されたもので

ある。

内容は会場全体計回並びに圏内展示館 ( 25flli ) 、

外同展示fi i: ( 5 fi 官)、 博覧会関連施設 ( 4 地設) 、

会場周辺主 要 地 設 ( 5 施設) についての挫築設計

亙l釘をは じめ計画概姿 、設計主旨などがとりまと

められている 。

f.t' I主 363 ( よこ ) X 256 ( たて ) ミリ

定 価 3. 500fl 1  

Ｂ，込先時 ｈｊＢ ｊＮｉＨｾ， Ｑ 也築 ＱＺ 会、 ｲ E  L078- 351 - 2創)0

一 新 刊 紹 介 一

、大阪の 地 下 鉄F

著 者 岩 村 楳

主な公/ ) f . / 総設としては、 u皆 ・視聴覚室、閲覧室、 4  F  

発行所( 附日刊llt 設産業新聞社大阪支社

体 政 8 6 判、 255頁

定 価 2.000Pl
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第 6 回吉 田五十八賞決まる

m 6 固有四五十八 il ーは推せん総数 108{ Qーのうち、

下記 3 作品が決まり昭和56年 6 月10 日( 村午後 4 1待

より丸の内東京会館にて表彰式が行われた 。

以下務究所! 惑ならびに作品の初介を行う 。

ｾ巧委只

芦原義倍、海老原一郎、四鍔勝三、大江 宏

僑本 11) 1iti 、東山魁夷、村絵 ¥'i 次郎、脇田 平日

審査所感

建築の部

「三輪そうめん 山本本社」

設計 約野忠正

( 五十音順)

iis，与は 5 回にわたる過程を経て 5 作 品については

現地務貨を行った結果、全員一致で本作品を入賞

作として ｴｦｦｩｊＮｾ ，ｩ することとなったのはごく自然の成

建 築 の 部

ゐ・ (1) " " ; 1; 1: さ

狩里子忠正 ( 1938年生)

作 品 三輪そうめん山本本社

所在地 奈良県桜井市箸 中866

晶 記 念 品 銀 製 文 鎮

副 賞 300万円

(J)L fl l 叶) ｒｊｩｬｾｖ ，ｾＺｊ Ｍ Ｈ塚市主 ｲｵ 丘 Ｓ 丁日 ＱＴ ー Ｑ Ｕ

TcL 06- 252 ー 1201

1962
i
p  神戸大" l 工'γ 部建築学n卒業

1962
i
ド 竹中工務 J ; I f 人社大阪本l古設計官11所以 攻イf に去る

1979年 Ｈｩｻ ｩ子学院 ｊ｜ｾＢｈｊｊ 般国設， ［ＱＢＱ ＱＱ ，当

I  980
i
l三 三 姶そうめん山本本社設JI'fll . ｾＧｉ＠

1981年 ポートヒア '81ダイエ一目立設，: I'j11当

旧 大 阪 砲 兵 工 廠 本 館 の

取 り こ わ し

大阪城公開城に姑つ旧大阪砲兵工廠本館が、本年

5  )  J  2  [1 、* 然、大阪市当局の指示によって取り

こわさ h; た。

di ｴＨ 問ｻ本や ｾ ｉ ｬＭ門家集団の再三郎四にわたる保存隙

仙の切々たる戸をよそに、大阪城公悶主主備計画と

いう名目のもとに、この破.bji が強行されたことに

ついて、多くの同体 ・例人から抗議がよせられて

いる 。

このノド館は、 ｲ ｬＧ 央が Ｓ 階、両ｾ＿Ａが平家てＧ、石の基

礎の上につくられたレンガ造であるが、玄関には

ロー7 神殿風の石柱とペジメントをもち、 31;告の

行であった 。 建築関連美術の部

建物は古代日本文化の中心地、大和平野のただ中 「聖徳学園 ・川並記念講堂の椴帳J

J . H/ . h  

にある三輪山の大神神社の事jJ への奉仕としてはじ 第一般帳「瑞光J 多国美波

まった手のべそうめん造りの旧家山本本家の本社 第二椴帳「無限J 利綴山光人

として、三輪 山を主とする美しい自然環境の 中に 今年は 優秀な 作品が、かなり多< tffi i l ' ! J され、悦重

全く溶け込んだたたずまいがまず見事である。単 に務設を重ねた結来、利似山光人さんの「無限」

純な瓦屋恨の勾配は 山並のなだらかな後線に沿い、 と、多田美 j皮さんの「瑞光」が受賞ー された 。

特に夕景は美しい。

内部もまた特に「あてこみ j のない押さえのきい

た作風で、ホール、接客音11 とつづく広い空間は土

壁風仕上で統ーされているが、一昔11天井の処理な

どにも何気ない扱いの中に作者の並々ならぬ手紙i

の程がキラりと光って感じられた。普通なら樹木

を配する 中庭も砂利数一式としニイ問の石の造型物

を置くのみ。この場は極々の 1mしにも使われる由

て¥松のよい広さであ った。

施主の深い見識も続われる優れた建築として 、本

年度はこのさわやかな作を得たことを喜ぶもので

ある。将来の地域造りへの一つの道標となること

を念願する次第である。

建 築 関 連 美 術 の 部

た た み な ふ

多 国 美 波 ( 1924年生 )

作 品 聖 徳 学 園 川 並 記念講

堂の綴帳 ( 第一綴帳)

所在地 千葉県松戸市相模台531

賞 記念品 銀製文鎮

副 賞 150万円

( 現住所) 点京r . l 1杉AE区久抜山 4 丁 LI 9 ー II

TeL  03- 333- 6907 

!J: ( - 美術大，、jtilli 絵 外 卒 業

1962年 多111 '民法研究所B設立

1968年 ｑｾＡ［ 新自殿 ｹ ャンデリア制作

1972年 新制干上 LI 本土芸術大賞受1 ' t

1978年 へ ン リ ー ム ー ア 大 賞 受 賞

1980年 毎 日 芸 術賞受賞

1980年 明徳学問内 111申1)，シャンデリア等制作

窓にはロ 7 ネスク風のデザインがほどこされたル

ネサンス様式の，建造物で、我が国への西洋建築の

導入過経を示す Ｍ ｩｾｴ 豆な歴史的 ・ 文化的遺産であ っ

た。明治 6 年竣工、おそくとも同 14年までに ，辿立

されたと推定され、西洋レンガ造工場建築のはし

りのひとつとして、かけがえのないものであ った。

また 、平手11 をねがう人々にとって、この兵総工場

の保存は、戦争中の「生き証人J ともいうべき 11価

値を有するものであ った。

坐徳学: 図には 、このほかにも 利似山 さんと多図さ

んの儀れた壁面椛成 、壁岡、彫刻、シャンデリア

苦手の作品が数多くあるが、中でもこの二つの鍛帳

が建築との関i A において、その効果を最ーも良〈発

持した作品として審査只の共感を集めた 。

手IHN山さんはメキシコなどの 7 ヤ芸術に造話が深

〈、ｾｾＡ特の作風をもって、絵画だけでなく美術の

幅広い分担1" こ粕力的な活動をしておられる。

多|羽さんは 、数々の新鮮な作品によって、すでに

多くの受賞を丞ね 、i高い評1i Ui が定まっている。吉

田伐としても第一回から例年 、有力な候補に挙げ

られていたが、今回はさらに新生前をひらかれた

ことに敬服する 。

建 築 関 連 美 術 の 部

と 11 ' (>，i ' : 1 しん

利根山光人 ( 1921年生 )

作 品 聖徳学 園 川 並 記 念 講

堂の鍛帳 ( 第二鍛帳)

所在地 千葉県松戸市相模台531

賞 記念品 銀 製 文鎮

副 賞 150万円

(J:JW 所 ) 点京都世凹谷区等々 714 丁目 24- 10

TcL 03- 701- 6887 

1943年 ＧＱＧ 稲Ａ日大学文 γ 刊 ｩ 国文科 Ｇｦｊｾ

1951年より" 光必アンデハンダン炭他に: H，f c ' .

I  963i f- マヤぷ術の千百本展開f I 1i

I  972i l三 ノキシコ アステカ文化勲市' : 1 市

1980年 ｊｾＧｌ＠ ｩＺ 惚学問 ｬ 刈ｬｦＮ ｬｾＩｬ .  C，t匝l寺伽l作
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風土と建築シリーズ

自然発生的建築をめぐって- 1 4 -

領 域 そ の 3

レベル差

防1拐を契機のひとつとして選定された土地が、 主 に 地 Jf3の レ ベ ル 差

を利 点 と し て 日 い と こ ろ に 位 置 す ね ば す る ほ ど 松 野 は 大 き な 広 が り

をみせる 。 そ し て こ の 眺 望 の 獲 得 が ど れ ほ ど 人 々 を 魅 了 し て 、 日 常

写 耳 2

生 t朽の不使を必} j 6 [ させるものであるか、ポルトガルの小漁村ナザレ

を み て こ のmの故後としておこう 。

国 土 全 体 が ゆ る や か な 起 伏 で お お わ れ た 平 ji ! . l 也の少ないこの国は、

生 産 手 段 を 桝 に も と め る 漁 業 国 で も あ る 。 は な や か な 相 民 地 拡 大 の

ｦｩ Ｇ ｬｾ 大なる歴史はすでに速い過去のものとはな っ たが、水妨げされた

漁 を め ぐ って い と な ま れ る 質 索 な 捌 の1!: '，市は、生前者の飾り気ない

誠 実 さ で 活 気 を み せ る 。 大 き な 断 崖 を は さ ん で 分 か た れ た 新 旧 2 つ

の 街 区 は 、 こ れ を 結 ぶ 一 本 の ケ ー ブ ル カ ー が よ う や く 両 者 を つ な ぎ

とめ、 if if.7)<浴場として恰好の砂浜ーにめぐまれた下の街にはヴァカン

スをｾしむ人々があふれ、みなれた海岸 ｊ Ｙｩ ｜Ｉ ［ ｫ をつくり出している 。

上 の 街 て"はイHf ながらの生活なのであろうか、. ' ! A Ｚｴｾをまと っ た婦人が

道ばたて' イ ワ シ や ア ジ の 塩 焼 き に 煙 を あ げ 、 広 場 に 而 し た 小 さ な レ

ストランではワインに舌つづみを打ちながら、ｦＮ ｾｬ ，の泊五焼を パ ンにの

せ て 昼 食 を と る 漁 民 の 姿 が み う け ら れ 雑 談 に 花 を 咲 か せ て い る 。 彼

らはケーブルカーとは反弁t1WJ にひろがる行止を漁場として生討をたて

ているらしし、 。 今 で こ そ 自 動 車 の あ る H寺代ではあるが、その昔彼ら

の 先 祖 が こ れ だ け の 高 い と こ ろ に 居 を か ま え 、 411: 自 の 漁 場 へ の 往 復

を日課とし、 311物 の 搬 出 入 を 繰 り か え す こ と に よ って築きあげてき

た生活は、1 ' . l1象 を 絶 す る 労 力 の う え に 成 り 立 って い た に 迎 い な い 。

背 面 に 簡 単 な 壁 を も っ こ の “ 上 の{ti" ' は 実 は "下 の 村 " に 対 す る 上

の 城 壁 都 市 のrY>1係にあり、 714年 の ガ ダ リ ー ト の !i 戎いに破れたフラ

イ ・ロ マ ー ノ 王 が こ の 村 に 居 を か ま え た と い う 歴 史 を も っ と 言 われ

て い る が 、 そ れ 以 前 は や は り 小 さ な 美 し い 村 で あ ったようだ 。 見お

ろ せ ば 海 底 の あ り さ ま を 手 に と る よ う に 凡 透 す こ と の 出 来 る 海 に か

こまれて 、広 場 か ら の 絶 景 は 文 字 通 り の 別 天 地 を つ く り あ げ て そ こ

に住むことのね川島! 必をいやがうえでもJ 1 ; rl 1仰の n : i 点へとおしあげてい

る。 - l 'il f'J だけを守ればこと起りる| 幼術上の迎白はともかくも、生

活 の 魅 力 に 人 は ど の よ う な 労 力 を も い と う こ と な く 、 む し ろ 派 生 tJ'0

に 付 与 さ れ た 理 由 と し て |功術」この問題があ った こ と を ひ し ひ し と 思

わせるこのポルトカ、ルの小 漁 村 ナ サ' レではある 。

人 工 の と り で

さて防術に 1.( { 点 を あ て て 見 る と き 、 す べ て の 場 所 が 今 ま で み て 来 た

場所のような好条例二に，IJ ! : まれているわけではなく、人工的な策によ

っ て ｉ ｾ ｉ 然条例 ニ を補完しなくてはならないことのほうが普通である 。

この場令攻般に対する危険度、防術策に主主ーする続術的負担能力のい

かんによ って 様相|は一変する 。 もっ と も 原 始 的 な 普 通 の や り 方 と し

ては、 j災，j;)t.ij リト ゥアレ γ クJ 長のように周闘を柵で阪|む も の を は じ め

( 勺 シ リ- 7: ' 6 ‘ 7 )  

と し て 生 垣 を 利 用 す る も の 、 あ る い は 桃 を 劫1I りめぐらすことによ っ

て 、 不 完 全 な が ら も 敵 の 攻 撃 力 に 抵 抗 す る 工 夫 な ど が 巧 え ら れ る が 、

己のこんだもので4 は 純 物 を 利 用 し た 迷 路 を つ く り 外 敵 の 侵 入 に そ な

えるものもある 。 ナ イ ジ エ リ ア の if: j j也て' は村への入口が、サボテン

の生垣によ って つ く ら れ た 複 雑 な ト ン ネ ル を 通 る よ う に な っており

騎 馬 に よ る 製 般 に 備 え て い た と こ ろ が あ ったという 。 こ れ は 巾 が せ

まいため同はづ |き 返 す こ と が 出 来 ず 、 さ ら に 、 に せ の 道 に よ っても

と来た ill へ 逆 戻 り し て し ま う よ う な ル ー ト を 作 っておいて、後続官11

1
1
;ゑと 1'" J/ ¥I 1司志 で ぶ つ か り あ う よ う な 工夫 さ え な さ れ て い た ら し い 。

この生起をこわそうとすると、サボテンの ｴｬｾ す ｬ こ ｼ い場械がｼ般の手ｊｩ

を腐らせ、失明するおそれさえあるために1 i I1隊は大出話しにおちいる

の だ。 こ れ は ス ー ザ ン ・テ ン ヤ ー に よ る Af r icaJl Tr adi t i oJ l al  

Ar c hi  t ect ure ( アフ リカの伝 統 的 な 建 築 ) に 似 介 さ れ て い る も の で

あ る が 、 彼 女 に よ れ ば こ の ほ か に 半 地 下 山 式 を と る こ と に よ って防

衛の目的を栄たす策が、 19世 紀 ご ろ ま で は よ く 使 わ れ て い た と い う 。
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こ れ は め だ た な く す る と い う 意 味 あ い よ り は 、 土 を 堀 った 上 に 屋 似

を か け わ た し 、 そ の 上 に 土 を か ぶ せ る こ と に よ って 放 火 に よ る 攻 般

か ら 小 屋 を 守 る た め の 手 法 で あ った と 理 解 さ れ て い る 。 しかしこの

ような防衛策にもおのずから版界があり、特に小集団て功、つ小 j回以

な 村 は 、 外 部 か ら の 製 般 に 対 し て は 好 む と 好 ま ざ る と に か か わ ら ず

無 防 備 状 態 と な ら ざ る を え な い 。 紋 後 に 残 さ れ た 手 は 逃 亡 で あ る 。

失 う も の の 少 な い こ の よ う な 社 会 に あ って は 、 経 済 力 の 潟 さ が か え

って 逃 亡 へ の 決 断 力 を あ た え てml 族 を 存 亡 の 危 機 か ら 数 う の か も 知 l

れ な い 。

城 壁

しかし続済的務献をともなう中世者11市 の よ う な 大 規 模 集 団 に お い て

は 、 こ の 最 後 に 残 さ れ た 逃 亡 へ の 機 動 力 を 持 つ こ と が 鮒 し く 、 物 旦11

(1'.) な 防 衛 力 を ひ た す ら に 強 化 し て い か な く て は な ら な い 。私 た ち の

よく知 っ て い る 城 壁 へ の あ の 執 倣 な ま で の 執 茄 は 、 後 退 す る こ と の

出米ない人々のし、だく恐怖が、やり坊のない働突を秘めてもの悲し

くさえある 。石垣のt i ' 1まれた城壁は、 'i成いにおいて もっ と も い 似 で
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きる武器として、すでに前 ＲＰ 年にはウィ卜ル ・ ウィウスの建築 ｾ ｉｽＺ に

おいて築城の手法が体系化されるほどに、支配者層の中心的批大| 具l

心・ ｉ ｾ であり続けてきたのだ 。 このシリーズの当初に示した行俗図か

ら ひ ろ い あ げ て み て も 、 ナ ヴ ア ロ ン 、 オ ロ ロ ン ・サント ・マリ 一 、

ベ ル ド ゥン、セゴヴィア、トレド、その他 十 指 に あ ま る 都 市 が ( 部 分

的に は 自然のバリ ケードを 利 用 し て い る と は い う も の の ) 法 本 的 に

は城壁都市であることをみれば、外に| 古] って l!i i じ、内に向 って IJ f.Jく

ことの似本原恋! が法則市1I をも って 浮 か び あ が って く る よ う で さ え あ

る。 シュルツが述べるならば、 “ 坊〉が周辺との関係をもっとき、内

部 と 外 部 の 問 題 が 生 じ る 。 こ の ト ポ ロ ジ カ ル な 関 係 が 、 そ れ 故 に 尖

イF的釜山1の 岐 本 原 理 で あ る .. 31と す る そ の 具4 体的i : ! t 界へ の 投11央として

域ｾｩＡがあるということになるのかもしれない 。 死からｼ妨術されるべ

生 を 固 い 込 ん だ 城 壁 は 、 外 に IUJ って 閉 じ、内に向 って IJf l くという

は っ き り と し た 二 元 論 に お い て 敵一 味方を区別し、 ー よR聞 の 社 会 的

結束を ｾｲｴＡ 化する 。 しかしこの死から ギ ｦ られた生の世界も例人を Ｇ Ｑ Ｂ 心

として、あるいは家族、 IIrJ 内 を'1.1心 と し た 微 秘 的 な レ ベ ル で は 、 さ

らに複雑な領域が幾: i J l にもわた って 交 卸 し て い る こ と を 忘 れ る こ と

は出米なし、 。 長 谷 川実 氏 は こ の あ た り の こ と を 都 市 廻 廊 に お い て 次

の よ う に 説 い て い る 。 i<固 い 地〉の な か は 共 有 す る 祈 り が あ る に し

ても、その梢成長の生前ノ マター ンが す べ て 同 ー で な い の は あ た り

え だ。 だから く固 い 地〉 の な か に ま た 別 の 領 域 形 成 が 行 な わ れ 、 ひ

と つ の 都 市 内 の l町 と 町 の き そ い 令 い が 起 こ ってくる 。 都 市 に は 内 部

的 な 勢 力 あ ら そ い 、 そ れ か ら 起 き て く る 1I.u1 l 躍がつきものである 。 そ

う し た 対 抗 意 識 は 、 し ば し ば 然 り を 契 機 と し て 噴出する 。 |狩り 1111 に

負 け て は い ら れ な い 、 と い う 敵 惚 心 が あ ふ れ で る H寺に、それを. i ! i Ｉｾｉｾ＠

し た 峨 々 な 都 市 の 祝 祭 袋 世 がfi り1) 1:1-'. される 。 ー・・ z.5さと行11 di  1人l

の 対 立 心 と の|其l係 か ら い え ば 、 イ タ リ ア の 中 世 都 市 に み ら れ る よ う

な 対 立 す る 踏 の 光 景 に つ い て ふ れ な い で は い ら れ な い 。 サ ン ・ジミ

ニァーノやボローニ ャ などの街の燃は、たがいに非常に ｪ 丘い距自 ｦｾ で

立 ち 、 そ のZ.5さ を 競 っている 。 こ れ ら の 培 は 、 結 局 都 市 内 の 勢 力 あ

らそいから起きる ｉｉｬｬｬｬｬｾ の辺 ｈＮ という尖用的な恨 ｉｊ 而 を持 っ ていたよう

だ。 つまり各セクトが1 ' 1分 た ち の 敵 対 者 た ち の 住 居 や 尉 館 に 、 そ の

bf? の 上 か ら 投 石 器 で11 を投げつけ、' . 1 欠で射おろすことが燃のひと

つの機 能で 同あ っ たらしいのだ 。 また院は ｉｾｘ がせめて来た ｈ 与に故後 に

家族がたてこもる; 場所でもあ っ たd

集 FJ'I内 部 に お い て 日 常 的 生 折 感 仙 の う ず ま く 生 の ダ イ ナ ミ ズ ム は 、

こ の よ う な し た た か さ を 内 に 絡 め て 、 筒 抜 へ の 価 値 あ る せ め ぎ あ い

を繰り返す 。 そしてそ の ための不必裂なエネノレギーのげj 粍 をH111術lす

るために工夫されているな川( ，ななあり ) j に、在、たちの興味はそそら

れていく 。



写真一 1 T o l edo  トレド 行程図 A - 9

写真一 3 Naz ar e  ナザレ 行程図 A ー 16

図一 1 Naz ar e  ナ ザ レ 行 程 図 A - 1 6

写真一 4 S egov ia  セ ゴ ビ ア 行 程 図 A - 8

写真一 5 S e g ov ia  セ ゴ ピ ア 行 程 図 A - 8

e

 

il 

f  

VTE- - 16d 

A  church 

' 1<抑n centre 

C  school 

o  bor rest QU' "onl 

E  IOl TTl ( ? f  entran四

f  pres(m! entrance 

. 0' 制 S問 団

1 )  Af l' Ican Tradi t i onaJ  Archi l ccl Ll l ' e  Sus an Denyer  ｟ ｾ＠

He  i nemann Educa tiona 1  s ooks  L 凶

図 2  N ava renx  ナバ ロン 行程図 A - 4

2  ) ウィトノレウィウス.l J l 築占 森 m俊一 ，Vi 京海大学 HI 版会

3 )  Spacc  Ti rne Exi st encc Nor ber g S hul tz (i .  

4  ) 郎TIH回廊 ( P223- P224 )  長谷川発円 相ItJ;i，'r-房

参f ，' 文献

21 



福井 工業大学教授

A Z  Inst i tute 環境計画研究所代表

松 下 良 一

日本住宅公団関西支社長

蓮イ弗 亨

京都建築事務所代表取締役

荒 川 治 徳

清水建設大阪支庖建築技術部長

最後 に建築家の教育に ついて

建 築 は 、 そ の l時代そ の 地 域の 文化 を表現 す る と と も に そ のあ り 械 が 、 次 代 の 文化 の )'j ri' j を左右する 。 だ

と す れ ば 、 我 々 建 築 家 は 、 広 範 聞 に わ た る テ ク ノ ロ ジ ー の 発 展 や 、 経 済 活 動 の 動 向 等 々 、世: の 流れを r自

に学: び 正しく迎f ! J ! f ，し、最低数十年先 の 文化 へ の 洞 察 力 を養い 統 け て い な け れ ば な ら な い 。 即 ち 建 築 家 か

常 に 建築 家 た ろ う と ，思えは、日進月歩する建築 技 術 は 無 論の こ と 芸術 に 至る 上 記 広 範 囲 の学 習 が 必 要 で

ある 。 建 築 家 の お 務 所 の ン ス テ ム に も こ の よ う な 教 育 シ ス テ ム が 組 み 込 ま れ て い な け れ ば な ら な い 。 設

計4 j ' ，. 務所に研究所の名をよく見るが、: 1 < 1 、はこのようなな l床 が こ め ら れ て い る と 勝 手 に 解 釈 し て い る 。 こ

の 部 分 は 、直 接収 入 に は 結 び つ か な い が 長則 的 に は世 の 信 州 を 得 、 い つ か は 高収 入 も 保 証 し て く れ る の

で は な か ろ う か と 思 っている 。

私の ｾ ｮ 務所では、手ヰ的のゼミを ｉ ｊｦ Ｎ ｊ し、てこの努力をしている 。 まず 、これか ら建築家になろうと する人々

のために 、そ のたたき行としてね、の巧えと方法を示す前 山 ＱＱ 時ゼ ミ ｈ を Ｑ ｾ ｦＮ ｊ き 、 学科と設計活動を一 体とし

て 身 に つ け る 為 に 事 務所 内 に 研 究 生 制 度 を設けている 。 また、 F'li μ 枇|互の勉学の機会としては、 A Z セ、

ミや、所 内 コ ン ペ を 行 い他 分 針や 同業 の 社 会 人達と は 、 テー 7 こ と に 風 景 ゼ ミ や劇 場 ゼ ミ等を 行 っ て 互

に刺激しあい常に学ふ、 ｾＡ ｾ ｩ十 Ｑｦｴ をつけようと心がけている 。 世の 中 、学べば学ぶほど学ば、なければならない

ことがふえるし 、 一方ではｾ Ａ ＧＡりＧｊ Ｑ ＱＺな建築ヵ、次々と 出来る のをみていると 我 々の微力な努 力がどこまで役

立 つ の か と 疑 問に さえ 思 えてくる 。 しかし 、 少 く と も 建 築 家 の 自 己 教 育 の坊 と し て 私 の 事務 所ーではこん

な シ ス テ ム を つ づ け て 行 き た い と jぶっている 。 ( Y .  Y )  

諸 悪 の 根 源

ず ば り言 って 土地 であろう 。 |基1I司iN: に 固 ま れ た 我 が 国 で は 土 地 は 生 産 出 来 な い | 以 り あ る も の で あ り 、 保

有 1[1l i他 の あ る 不動 の財 産とな ってしま っ た。 ヨーロ ッパでは、宝T i や it 金 属 等 身 体一 つ で 持 って逃げる

ｌ ｽ｜ の 山 来る物が松もイ ､ｾｩｴｩ 出来る保有財産である 。 ＱＱ 乍今の土 地日 ＱＱ 携 は 目に余る ものがある 。 これは大都市

周辺の宅地の供給が少いからである 。 では土 地はｾＡ小 、のか Ｏ 否 、 土 地 はあり余 っ ている 。

大 都 市 周 辺 の 市 街 化 区 城 内 の 民 地 で あ る 。 なぜ、土地 が 供 給 さ れ な い の か 、 そ の 迎由 は い ろ い ろ あ る が 、

そ の 放たる ものが 、K!J: j 也の 宅地. l l t 謀 税が な さ れ て い な い か ら で あ る 。 馬 鹿 み た い に 安 い j災 地 の 税 金 を 払

って 、 た だ 土地 を持 っ て い る だ け で 土地 の1illi 絡 は ど ん ど ん 上 って行く 、 土 地の供 給 が は ば ま れ る の は 当

り前 の '}';である 。 と こ ろ が 我 が 選 良 た る 与野 党 の 先 生 方 は 、位、万長者の以上己 を い じ め る 宅地 提 課 税反対

とい う、行rii li 勤 労者にと って は 、 世 に も 不 思 議が物 語 が な り立 っている 。

今 ゃ あ わ れ な サ ラ リ ー マ ン 迷 は 、 住 毛 ロ ー ン の 支 払 い 地 獄 と、日 家 1'( といっ; g，の も と に 、そ の 支 .j : L、の大

部分 を ｬｬ￯ める、土 地代 令をせ っ せと払 っ ているのである 。 土 地 ｪｬｪ ｾ 命 がおこらな い のが不 思議な位である 。

せ め て 建 築 家 も 優 雅 な 生 活 を = 建築家賃乏論 ・耐 乏論 その 6 =

5 回 に わ た って へ 込 築 家 は {公明i な 生 爪 を し な け れ は す と 訴 え て 米 た 。

( R '  M )  

{ 鋭利: さ と は い 心 の ゆ と り か で あ り 川和Ilfl りなものをいう 。 続 消 (1リ・物.J:ill fl 句に、、12か H だ か ら 即 、 優 雅 な 生

爪をしているとは 言 えない 。 裕ＱＧ ￺｜ｾＺ 生前していても ｊ 午、 ｲ にノく ｹ トで殴られてはたまらない 。

建 築 'J¥". 務 所 は ホ 志 。 を も って進 学ーし、転職し て 米た 字i' の 集 団 に よ って仕 .1. J'; カ、なされるから淡しいと他業

内 の 人 によく 言 われる 。 そ れ は ひ と つ れ を論議し 、 怖か め 、 立74・、統ー し て 行 動 を 起 す と き 同 じ 志 を も っ

た 者 の 柴 り で あ る か ど う か が 大 き く 科 く と い う の で あ る 。 し か し 建 築 の 図 を 在 く こ と、設 計 監 l A が好 き

だ か ら と い う 脱 皮 の 共通 '1金では 同 じ;t ; を持 っ た 者 同 士 と は 言 えない 。 とくに 科 学 的 な も の の う え に 主 飢

を大いに 働 かせ 111;1人的. - j -ii l?: を 生 か す 業 務 で あ る だ け に 低 い 次 元 の 結 び つ き で は 1rl'i:¥J うちの争 い が 絶 え 間

な く お こ る 。 1' ，米のワンマン 'F 務 所 は そ れ な り の 同 志 的 川 弟 |剥係があ って 成 立 し 持 続 し て い る 。

現代 の 同志「ド ＺｊＪ ｪＧｩ 令の結び ｉ ｾ ｉ 、，ｊ ， ｾｩ ｖ は 一 休何になるのか 。 あるようでないし 、お 五に解 っ て いるよ うで解

っていなし、 。 たとえ 小 さいよ長り で あ ろ う と も 、 jili ;:.!¥:の結び目、基準をお五によ4 つ け 時 認 し 令 え た と き に

こそ、、仮う ｩｩｬ ーさ ・ 心 のゆとり ｈ の 松 大の保 ｉ ｴｬ ［ Ｇｉ ｾ と ｦｔｩ 止 を持ち利たと夜、は よよ る 。 Ｈ ｔ '  R )  

ア l レミとさ r J P A R T III 

アルミの ｼ幼似Ａ処ＮｴＺＡｉ ｬ として防 組問 変 化被 ＱＱ 史 Ｋ アクリルウレタン焼十 ｊｩＺＧ ｴＡＮ 袋とアク リ ル焼 付 一命｛ｾ交 Ｈ テー ュ ラクロン

等 ) が 一 般的であるが、これらの処. t : ! I l を 地 し た も の で も 腐 蝕 す る こ と が あ り そ れ も mヵ、 l立 桜 か か ら な い

IK : b S とか山下の暗に多く発生することを liiJ にi A. べた 。 なぜそうなるか、主J .VIドい門11川'1の石仰研j斤fヲ究E手才者，T? に |ド削t片制rJ くところによ

る と、 !附l肉品布e削官他蝕i血l は j大、主μ( 1"1"' のI比ikJ

4村4の 古表t炎こ |げ凶削f打何ii に付五才治r~i するのてででι0、ああるカが、 、 |布 がT立 桜 か か る 部 分 は こ れ ら の 物 質 が 洗 い Jた さ れ る た め 1/i';j'N¥カ、起らず 、

ｾｉｾ が ｉＡ ｈ Ｚｴかからない庇 ＲＴ や ｉｲｴ 下の ＱＺ 町こ Ａｬ ｚ 蝕が起 り やすいというのだ 。 従 っ て年に Ｑ ) 支でもよいから水洗

いとか、ｾ Ｇｩ ￭ 苅｝ＱＮＱＧ卜け をしておくと ｬ 潟 蝕 は起らないという 。

さて 以 上三 回にわたりアルミのあ! ; について訴してきたが、これは化学坑象であり、欽があ! ! びるのも、コ

ン ク リ ー トが4刻化するのも 、エポキシ払ftll 行で物がく っつ く の も 同 じ 化 学 収 後 である 。 * ' ) に近年は| 幼 7k H、

内4史料 などに化ザ: 今成 物の 仙 川 が h; つえ こ れ ら の化 学 fl( J ' I "七百を長11らなか っ た た め の 失 敗 も 多 い よ う で あ る 。

こ れ ら の こ と よ り 枝 々 建 築 屈 は も っ と化 γ にも強くなる必要カ、あると! 長 じ て い る と こ ろ で あ る 。( ト1 '  A )  
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囚災害 と法・ 総論 1

災害と法- 災害と法の基本的理念-
渡 辺 洋 三

災害現象は 、古くから、いつの時代にもあった 。 しかし現代

の災害は、その原因 、種類、 性質、規模等において 、かつての

災害とはいちじるしく様相を異にしている 。災害問題は、自然

現象と社会現象が相互に交錯するところに生じる問題であり、

同ーの自然現象であっても、それが社会や人間に与える杉響は、

特定の社会の生産諸力、科学技術水準、生産諸関係、政治的体

制、人びとの意識や価値判断等によってさまざまである 。 人間

社会の発展と科学技術の進歩は、一方で災害をコントロールす

ることを可能にさせるとともに、他方では、災害を拡大し、あ

るいは新しい災害をつくり出すというこ商性をも っている 。

科学技術の進歩がいちじるしい現代において、かつて予想も

しなか った危険が充満している 。 日常の交通事故はもちろんの

こと、各種の工場災害、カヌ爆発、航空機事故など枚挙にいと

まがない。石油コンビナートや原子力の災害に至っては、想像

を絶するものがある 。 このよつな純粋に人災といわれるべきも

のに限らず、古来より天災の代表とされてきた地震 ・台風・洪

水にしてもそうである 。過密都市をつくる人聞の営みが、自然

現象としての地震を社会現象としての震災に転化する 。予想さ

れる東京震災は、江戸時代や大正時代の震災とは会〈様相を異

にするであろう 。台風についても、自然を開発し、道路 ・儒 ・

建物・ダム等をつくる人聞の営みが、単なる自然現象としての

台風を社会現象としての風水害に転化する要因とな っている 。

こうしてみれば¥天災と人災という言葉がよく使われるが、

笑は純粋の天災ということは、ほとんどありえない。むしろす

べての災害は、人災というべきである 。人間と自然との闘争に

おいて、人聞が自然をコントロールし、それを社会現象として

の災害に至らしめなければ人間の勝利であり、 逆に大きな災害

となれば、それは人聞の敗北を意味する 。 この場合、人聞は、

敗北の責任を負わなければならず、天災とか不可抗力の名にお

いて責任を回避することは許されない 。

だから、この種の「天災論」を一掃することが、災害論の出

発点である 。 この原点に立ち、自然に対する人聞の闘争を組織

する上で、人びとがどのように責任を分担しあわなければなら

ないかという具体的課題を明らかにすることが災害研究の課題

である 。 そして、それを現笑に組織し、実行することが政治の

謀題である 。個々の市民が分担し責任を負わなければならない

24 他績と 社会/ 1981年 6 月号

課題は何であるのか。科学技術者がそれぞれの専門領域で分担

しなければならない課題は何であるのか、などの問題がある 。

しかし何とい っても責任論の見地からすれば、現代社会で決

定的影響力をもっ法人企業の責任と、国民 ( 住民) の生命と安

全を守ることを最大の義務としているはずの中央 ・地方の行政

主体の責任が一番重要で‘ ある 。 もし企業と行政主体が、その責

任を本当に自覚するならば、現在の災害のかなり多くがなくな

るのではなかろうか。 ところが、多摩川決出裁判、仙台地誌裁

判等、その他かず多くの裁判において、国( 公共団体 ) や企業

は、あい変わらず天災論をもち出して、責任を回避しようとし

ている正このような企業 ・行政主体のあり方に反省を求め、そ

の姿勢の転換を求めることは、災害論の第二の出発点である 。

このような観点から災害の法律論も構築し直さなければなる

まい 。災害の法体系は、災害を予防し、被害を最ノト限にとどめ

るために、市民、企業、行政主体が分担しなければならない責

任の区別と所在を明確にするための体系であるはずであるが、

個々の災害行政に分断され、責任の所在もバラバラであり、何

よりも上にのべた原点がはっきりしていない 。 そのため「天災

論」が入りうる余地のある中途半端なものにとどま っており、

その結果、災害法は統一的な法原理に支えられた固有の体系を

Wt 築しえていない。

法律学は、民事、行政、刑事の各法領域における災害責任の

所在を体系的に析出し、国民の生存権の保障という憲法の人権

体系の中にこれを位置づけ、この観点から、新しい災害法理を

うみ出すべ〈努力しなければならない 。環境問題について環境

権の法理が蓄柏されているのと比較するならば、災害法理の確

立は、まだ格段におくれているといえよう 。 災害を処理する法

律論としては、伝統的な個人主義的市民法理や行政法論がなお

支配的であり、災害に対する社会的責任の法理が確立されてい

ない 。同時に災害の予防は、開発 ・都市計画 ・土地や建築の規

制など、行政法全体のあり方と不可分一体であるから、災害関

係法全体のシステムは、現代法体系の中で広い視野から位置づ

けられなけれは‘ ならず、既存の法律学やさらに他の諸科学との

共同によって解明されなければならない 。建築学や都市工学の

専門家のthfJ 力を期待する意味で、本' f io':j を執筆した 。

( わたなべ ようぞう 東京大学教授社会科学研究所)



囚災害と法・総論 2

建築防災一安全な環境をめざして- 岸 昔 孝 一

安全な環境はっくり、守らなけれは、ならない 。われわれ建築

に携わるものは、建築防災というと建物の設計、施工時の問題

であり、そして竣工検査が無事終われば、これカ、法規に合致し

た安全な建物と錯覚しやすい 。 そもそも安全な環境とは、設計

当初から十分に考えてつくられ、設備されていくものであるが、

日常それを守ることが大事である 。つまり安全な環境を絶えず

維持するということが最も重要ではなかろうか。

東京消防庁において、東京の白木屋百貨J苫の火災以来全国の

大きな火災、あるいは人命が失われた火災を対象に、これは 110

ｾ例あるが 一 、この火災を対象にいろい ろ 解析を行 っ た 。 そ の

結果、いわゆる機器類の設置、あるいは建築基準法上の諸設備、

こういう機械、器具、建物の| 坊火戸 のような設備があるとか無

いとかをハード面の処理とすれば、これを動かす人とのかかわ

り合いの而をソフトハードと u乎び、純ソフトとしては防火管理、

初期消火活動などを指すが、こういう ふう にハード 、ソフトハ

ード、ソフトの三つの部門に分けると、いわゆる人とのかかわ

り合 いであるソフトハードと ソフト面の しめるウェートが60%

程度となる 。つまり個々の火災事例で、人がも っと適切に動い

ていたらこういう火災が未然に防げたという のが60% である 。

40% はたとえばスプリンクラーが無か ったとか、たて穴が無残

に放置されていたとかいうハード面の欠陥である 。 したが って、

いわゆるハード面の設置は法規制で当然されているとしても、

これを使いこなす、あるいは避 ｾｴｬ 日 秀導のように純人的な要因が

非常に高いわけであ って、安全な環境をつく ってはいても、そ

れを維持し守 っていく面がぽっかり 穴があいていると 言っ ても

差 し支 えない 。惨事を引き起こした川治温泉のホテルの例をと

って言っ ても、ハード面の処理が悪〈、ソフトハード 、ソフト

の商が全然、なっていない。 これでは大惨事が起こ ってもち っ と

もおかしくはないという教訓である 。

安全な環境とは一朝一夕にはできない 。 しかしながらわれわ

れ建築に携わる者としては、安全な環境をつくることはできる、

提供することはできる 。そしてそれを守らせること、これは、

それぞれのオーナーなりあるいは消防署の査察によ ってかろう

じて支 えられているだけである 。 もっと人と のかかわり合いと

いう面でわれわれ建築がタ ッチすべき点が多いように思う 。

また最近、消火器がメーカーによ って操作がばらばらである

という点が指摘されてきている 。 ピンを抜いてから押さえるも

の、ピンを押してからハンドルを握るもの、ホースを上げてか

らハンドルを握るもの、というように千差万別である 。 この操

作方式を統一 しようではないかといっ話が自治省を中心に業界

が協力して持ち上が っているが、これは当然のことである 。た

とえ; ば百貨屈などは各階ごとに消火器のメーカーが異なるとい

ったような事例がある 。 これでは初期消火に当たるべき庖員が

まごつくのは当然である 。 メーカーはそれぞれ、ピンだとかボ

タンだとかいう細かい点を実用新案に登録しているが、そうい

う問題を通り越して 、広〈叡知を集めて操作方式の統一 、とい

うようなことが大事 である 。そして、消火器はそもそもだれに

使わせるのか、という最も基本的な考え方が確立されていない 。

ハンドルの握りの部分の大きさを考えても、子供では扱えない。

一体、子供とは 言っ てもいくつくらいからか、一方の見解は高

校生く らいからと 言っ ているが、主婦連あたりの考え方では共

働きの鍵 っ子 なども使えなくてはならないのではないか、 つ ま

り小学校の中学年あたりが使えなくてはならない のではないか、

という意見もある 。 また今年は国際障害者年であるが、不幸に

して指、とくに親指に欠陥のある人が使いにくいという問題が

ある 。 したが ってこの操作基準もこれから確立されていくであ

ろうが、だれに使わせるのかということをよく考える必要があ

る。

建築の防災設備も磁々ある 。 しかし主として大規模になれば

なるほど設置が義務づけられてきているので、こ の場合はだれ

に使わせる のかということは余り考えなくてもいい のではない

か。 しかし、シ ャッ ターのくぐり 戸の位置、聞き勝手、とい っ

たような最も緊急の場合で右往左往しないよ うにするための何

らかの対策というのが必要ではなかろうか。

法令に規制された設備を機械的につけるだけとい ったような

似非安全環境は、もはや不要で、ある 。建築の設備においても、

人とのかかわり合いをも っと重視したい 。そもそも法令に定め

られた安全設備は、建築の設計者に 言わせると、いやいや付け

ているというのが実情であ って、緊急時の人の動きに 合 わせた

使いやすい安全な環境を提供するのが建築に携わる者の責務で

あろう 。

( きし たに こういち 東京大学教筏 ・工学部，挫築学科 )
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回 災害 と法・関違法規 1

都市防災に関する関連法規ーその解説-

長 笹 川 義 明

1 ，都市防災とは

者11市を災害から防ぐこととは、都市における住民の生命身体の安

全、 ｬＡｾＧ産の保全、機能の保全を図ることにある 。 災害は自然災害に

しろ人為災害にしろ必ず起こるものである 。 この災害に対し 、いか

にこれらの損失を少なくすることができるかが防災対策の課題とい

えよう 。

建築物の内部つまり私的釜山1に起こ った災害が相隣空間に拡がる

とき、これを防ぐための対策を講ずること、また地民、暴風、豪雨

等広域空間の災害に対して対策を講ずることが都市防災対策である

といえる 。

都市の防災構造化を図ることが都市防災対策の課題であるが、災

害の経類が多様にわたり、しかも社会経済の発展にともなってその

態様も変化している状況にあ って、防災対策も常に古くて新しい問

見g として、その対応、を迫られている笑怖にある 。

占11市の| 坊災構造化は、都市椛造として、つまり根幹的都市施設あ

るいはシステムとして耐災的につくられているということと、都市

を桃成している私的空間が耐災的につくられていることというこつ

の商の防災 構造化が要請される 。

したがって都市防災対策は、このような公共的手段によ ってつく

られるべき根幹的都市施設による防災構造化と、構成要素としての

私的空! i lj を柴田的に把医したJ : J l . f!，lj . 誘導 ・助成による防 災構造化 を

とりあげi るものだと概念することができるであろう 。

者11市災害の樋類として主なものを列挙すれば、つぎのようなもの

があげられよう 。

・火 災: 延焼火災、市街地大火、地艮火災、戦時火災

. )!ft)<. 災 : 暴風、竜巻、高i朝、洪水、融雪出水、 i:!t i.皮、 内水浸水
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- 民 災 : 構造物破段、ライフライン施設破壊、同H寺多発火災、

陥没、隆起、断層

・爆 発 ・工業プラント、貯蔵危険物、高圧力ス、爆発性ガス、

戦H寺燥草案等、火山噴火

・その他 . 有毒物質lA4ii 丸、政射能拡散、降灰、地とり、ガケ脳波、

米宮、なだれ、保書、その他

これら各種災害はいずれもわが国の都市で現実に発生した災害で

ある 。防災対策のむつかしさは、このような災害が現実に起こって

いるにもかかわらず、当事者以外からは忘れられたり、対岸の火と

して傍観され勝ちなことにある 。安全のためには費用がかかる、自

分が注意して発生を防げば、つまりソフトな対応のよろしきを符れ

は:Wi 造的防災性は多少不十分でも安全は確保できるのではないかと

いった心理が働くのである 。

事実、全く安全な防災構造化はあり得ないし、ソフトの対応のな

い安全対策はあり得ない。つまり利用する人間と、施設の安全化は

相互に補完し合う均衡が必要であり、その均衡点をどこにおくかと

いう程度の問題ともいえるのである 。

そこで現在の都市形成の現状認識から都市災害の危険を想定し、

これに対する対策について住民の合意形成を図る ことが必要となる 。

すなわち、私的負担において行われるべき防災対策、公的負担とし

て行われるべき防災対策について住民の理解を求めることが心要と

なるのである 。

至近な例示として、私的負担である建築行為にともなうビル防災

問題をとりあげても解決は容易ではない。見方をかえれば、生命身

体の危険をなげう って危険ビルに買い物に出かけたり、遊興の巷に

身をおいて楽しんでいるのである 。

このような状況にあ って; い ったん災害が発生したとき、その社



会的責任を誰がおうべきかということが、防災対策のための法制を

考えるうえでの基盤にある 。

防災対策は大別して、予防対策、応急対策、復旧対策にわけられ

る。構造的対策は予防対策に入るが、ソフトな応急、復旧対策をも

考慮した予防対策が必要であり 、そ の意味でこれらは相互に関連し

合ったものである 。

| 坊災関連法制も多岐にわたるが、とくに都市形成、建築物との係

わりのある、基本的法制の部分について解説を試みるものである 。

2  . 災 害 対 策 基 本 法の体 系

災害対策恭本法は、各種災害対策、園、地方を通じての総合的防

災対策を; 講ずるうえでの基本となる法制である 。昭和36年に制定さ

れたもので、比較的新しい法律といえる 。旧慾法下の戦前において

は、関東大艮災H寺における応急、復旧対策については多くの勅令等

によって緊急情置が講じられているが、新話法下においては、これ

らの根拠法をあらかじめ用意しておくことが必嬰である 。

昭和34年の伊勢湾台風は 、中部地方のみならず全国的に甚大な被

害を及ぼしたが、同時にこのような国家的経済および福祉に重大な

JU響を及ぼす災害に応急対策を講ずるための、国家的体制づくりの

必要性を教訓として残したのである 。

災害対策基本法における主要規定としてつぎのようなものをあげ

ることカぜできる 。

国の責務等について

「国は、医l土並びに国民の生命、身体及び財産を災害から保護す

る使命を有することにかんがみ、組織及び機能のすべてをあげて防

災に| 掲し万全の惜置を講ずる責務を有する d と規定している 。 この

第 4 条の料事11が関係諸制度を規定していくうえでの大きな基盤とな

っている 。同法では同時に、地方公共団体等の責務、住民等の- g ; f ! 売

についてもふれているが、 地方公共団体等に対しては、地域防災計

画の策定とその遂行義務、住民等に対しては地域防災計画への協力

義務と一般的防災努力義務を課している 。

防災に関する組織 について

国に内閣総理大臣を会長とする中央防災会談を設置し、防災基本

計画の作成、非常災害に際しての緊急措置に| 却する計画の作成とそ

の笑施の推進を図るという一元的組織が常設された 。同時に地方に

も地方防災会議が設置され、知事を会長として、陸上自衛隊、教育

委員会、県経察本部、消防機関等通常の指姉命令系統の異なる機関

の代表により椛成される都道府県防災会議の ftJ ! . 定などがおかれ、災

害時における対応の総合性を確保できる体制とな ったのである 。

防災計画について

中央防災会議において防災基本計画を策定し、これに基づいて関

係各省庁の防災業務計画、さらに各地方公共団体が地域防災計画を

作成することとした 。

地域防災計画において、防災施設の新設、改良その他の災害予防

等に関する計画、避難、消火、政助等の災害応急対策に| 具lする計画

および災害復旧に| 羽する計画がたてられるが、災害予防に関して、

建物の不燃 l宅牢化その他都市の防災構造の改善は重要な位置をしめ

ている 。

この地域防災計画は、とかく縦割りといわれる日' 自の能率向上に

走' ) 勝ちな行政を、総合防災という観点から均衡あるものに比 l立す

という立味でも有意義なものである 。

災害緊急事態について

非常災害が発生し、その災害が国の経済等に重大な ＩｪＡｾ 科を及ぼす

事態をだ，l定し、内閣総理大臣は閑議にかけて災害緊急事態の布告を

発することができるとした 。そして緊急措置として、内閣の権原と

してつぎのような政令を制定することができることとした 。

(1)  その供給がとくに不足している生活必需物資の配給または設波

もしくは引き波しの ili ll 限も しくは禁止

(2) 災害応急対策もしくは災害復旧または国民生前の安定のため必

要な物の価格または役務その他の給付の対{ 聞の放日制の決定

(3) 金銭イＧｊｾＨ務の支払いＨ賃金、災害補償の給付金その他の労働関係

に基づく金銭俄務の支払いおよびその支払いのためにする銀行そ

の他の金融機関の預金等の支払いを除< ) の延期iおよび権利の保

存期間の延長

これらの国民の権利義務の規定に関する事項は当然同会のj f l ; ; a ， 'j:-;:

項であるが、緊急事態の発生が国会の閉会中あるいは衆議院が解散

中であるような場合を怨定して制定されたものである 。 したがって、

臨H寺国会の召集、参議院の緊急集会による承認を求める姉置が事後

的に必要なことは当然である 。

災害対策基本法には、その他、非常災害対策本音11のよ比定、災答時

職員派巡義務の規定、防災訓練義務の規定、市町村長の LI¥動命令、

避 ｾｉ￉ 指示等の規定、災害時交通の禁止および制限の規定等重要な規

定が多〈定められているが、本稿の題旨からあまりに離れるので; 月Ij

愛する 。

3  . 大 規 模 地震対 策 特 別 措 置 法 の 体 系

昭和30年代後半における地球物理学の発展とプレートテクトニク

ス理論に代表される海瀞性大規線地艮発生機構の解明により、大波

紋地誌が周期的に起こること、その発生の予知も可能であることを

前提として、昭和53年に大規模地民対策特別措置法が世界に先駅け

て制定された 。

地J2発生の予知とは、その場所、 I待問、規模が与えられることが

必要であるが、場所、規模が想定できることによ って下前対策を行

うことができる 。 このことは災害を軽減する上で画期的な出米中で

あったといえる 。

すなわち、駿河湾トラフ上の地殻内に大規模な J也艮が発生するお

それが大きいと認め、 ，'jj'，ト岡県を中心とする 6 県 170市町村が、この

法律にもとついて、 t也民防災対策強化地域に指定されたのである 。

この地域指定にともな っ て、既存建築物の点検と宇 Ｑ Ｑ￬ｾ虫、木 ｩｩｩｩ 校合 ・

病院の@; て替え、 illHltt也・避罪IE路の整備等、長JtJI↑ inを要する災3 ・子

| 坊のための事前対策が講じられることになったのである 。

さらに発生H寺削が与えられるならば、火災源対策、緊急物資確保、

遊日Ig等が円滑に行われ、生命、身体、財産のみならず、都市機能の

保全についても格段の準備が行いうるのである 。

地震防災対策強化地域の指定等について

内問総理大臣は、大規模な地援が発生するおそれがとくに大きい

と認められる地妓内において、大規模な地震が発生した場合に、著

しいI也長災害が生ずるおそれがあるため、地震防災に| 刻する対策を

強化する必要がある地域を地誌防災対策強化地域として指定するも

のとする、と* J ! . 定されている 。現在では東海地再により、足度 6 以

上となることが予想される地域をこの強化地域に指定している 。

r; !I l化地域に指定された地域について、公共団体、公共機関等は、

地民ｼ幼災ｾＡￍ ｬ 化計画を策定し、その中に、 ｊ 也民防災応、急対策に係る知

世にｼ見 ｬ するお ｉ 良、 ｩｬｬｩ 日 ｉｕ 也 ・ ｩｬｬｩｾ Ｑｦ路等地 ｩ ぷ ｉｖｊ 災上緊急 ｊ こもえ Ｑｬｩｩ￭ す べき 焔

設等の務備に限 ｬ する・ ｪｾｊ ｪＺｩ等を定めることとな っ ている 。

さらに、病院、百貨府等不特定多数の利用する施設のti: 理者、石

油類、高圧ガス等危険物の取り扱いを行 っ ている Ｇｪ｜Ｎ ｾ 走者等は 、 池辺

防災応急計画を策定しなければならない。応急対策とは、管戒71: 言
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が発せられてから大規模地艮が発生するまで、あるいは発生するお

それがなくなるまでの間において、大規模地民に関し地艮防災上笑

施すべき応急の対策をいい、操業の中止5十回等が含まれる。

警戒宣言等について

内閣総理大臣は、気象庁長官からの地以予知情報の報告にもとづ

いて警戒亘言を発し、強化地域内居住者等に対し笹戒態勢をとるべ

き旨の公示、公共団体等に対し地震防災応急対策をとるべき旨の通

知をしなければならないとされている 。気象庁長官は、関係機関か

らなる地長予知連絡会談、 I也詫4' IJ 定会の意見を| 封j いて判断すること

となる 。

このような予知をより正確に行うことができるよう、さらに災害

科学の発展を期待したい。

なお、これら強化計画にもとづく施設盤側j卒業については、卒業

採択が優先的に行われるほか「財政援助特別措置法J により、 一定

の施設について祁同J率の向上げ等財政媛助が行われ 、緊急整備のた

めの地方公共団体の財政需要の拡大に対し、補てんする制度もでき

ている 。

大阪、京都等近畿地方においては関東地方にくらべ日常的に地震

の発生も少なく、地区大火の危険意識も低いといわれているが、歴

史的にみると、 887年仁和地員、 1361年正平地民、 1605年度長地民、

1707年 宝永地誌、 1854年安政地区、 1946年南海道地震など、五畿七

道にわたる趨 A 級大地誌を経験し、その| 甘! にも伏見械が大破した 1596

年の度長地誌、放近でも 1927年( 昭和 2 年 ) 北丹後地震による峰山

町の例峻全焼等の数多くの被害を君主っているのである 。 したがって、

木造密集市街地、軟弱地盤上の市街地、丘陵新| 制発による雌土切土

等の新地盤地引: 等地民問J による構造物I政壊や、大火の危険のある地

域における防災のための対策は緊急を要している 。

4. 都 市 計 画 法 に お け る 防 災 対 策 の 体 系

都市計四法は M市づくりにおける基本的法制である 。 したがって

1 . に示した都市災害に対して、都市構造的に対応する土地利用、

都市施設の強制tおよび市街地開発事業の各手法が用窓されている 。

典型的災害に対し、その対応策を例示すれば、つぎのようなもの

があげられる 。

市街地大火について

地震災害や具常気象にともなう市街地大火は、建築基準法が対象

としている通常火災H寺とは建築物に加わる JJ II 熱力に相奥があり、ま

た建築基準法が目標としている火災発生時の当該建築物からの避維

の安全とは梨なる 。数機の建築物が一体的火災となって同時多発的

に発生し、消防力も道路破壊、水道管fi 皮加のため通常のようには作

用できない状態を恕定して、なお安全を附: 保することが目標となる 。

昭和53年の洞凹市の大火は、このような呉常気象下にあ ったが、

消防力は通常通り作用できた。 しかも当該地域は U(:i和25年当時から

準防火地成に指定され、大規模建築物は、耐火構造あるいは簡易耐

火構造にな っていた地域であ った。住民の避難を全うし得たことか

ら一つの目的は達成したといえるが、財産の保全、機能の保全とい

う観点からは全うし待なかったわけである 。

このような市街地大火を防ぐためには、延焼のおそれのある建築

物問の隣棟間隔制限、全而的不燃化等、単体 t.Q制的に対応すること

も可能で‘あるが、ｾｾＮＱ也 ｪ￬ｬｴｩ 、建築単価差等 ｎｦｬ 平 ｉｊ 者の経済負担が許しい

などのために行われていない。 とすれば、これを| 坊ぐためには、都

市内を 一定の| 坊火区画によ って延焼遮断することが考えられる 。500

ｭ メ ンシュ ｦＧ ｕ 立に ｮ 然、に焼き止まる広 ｉｾ ｪ，｜以の泣路、河川、公園等に

よって区I ' IIJ をすることである 。これに 1111i1I!1J のill 築物の不燃化がWINr
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できる ifr はなお似J栄的である 。

都市計画としては、このような区画を構成する道路、河川、公園

等の配置 、沿線の防火地域指定を行うことができる。

500mメッシュの市街地が木造で形成されている場合、出火点、

風速等にもよるが、ブロック端における火災正面幅は 250m、炎の

高さ 30mにも達し、延焼遮断帯としては空地中高換算て。約50m必要と

なる 。道路帽のみでこのような広 l隔貝の道路によるメ ッシュを構成

することは非現実的でもある 。 したがって防火地域等不燃建築との

補完によって延焼遮断帯を構成する必要がある 。

大規模地良が想定される現在、このような防火区画の盤備を進め

るとともに、まず、生命の安全を磯保するため、避難地・避難路の

整備を図ることが緊急を要する。避難地にあっては、大火時の i阪射

熱からの安全を考慮して 10ha以上の広がりを持ち、かつ、老人、子

供の避難限界 ｾｧ 縦を考慮して居住地から Ｒ km 以内 lこ鐙備することを

目標としている 。 避難路はこのような避難地を結んで、二方向避ｾｦｉ

を硲保することにしているが、 l悶貝 20m以上を原則としている 。 こ

れは、道路上に自動卓が滞留したり、沼下物等によって障害が生じ

ても、避難者が通行できる余裕空間を考慮したものである。

このようなi l ! HIE地 ・避難路を、地域防災計画上災害予防のために

主主備すべき施設として位置づけ、都市計画の焔設として計画する。

すなわち、このような避難地 Ｎ ｾ量出 ｕｾｬ 路については消防担当によって

耐謀貯水槽等が設置され、地良時にも可搬式ポンプ等によって消防

力の迩用が可能になるなど、総合的防災対策が硲保できるのである 。

また、市街地再開発事業により、桜道義務、建ぺい率等; 建築基準

法に適合しない木造建築物が集合している等の地区について、 'J1111，11 

手法により、再開発を行う規定が布Ilili 再開発法に設けられている 。

内水浸水対策について

洪水、高槻 ｬ 等災害に対して河川改修、高 ｩｾｽ Ｑ 堤防等の地設諮 Ｑｮｮ によ

って対応してきていることは論をまたない。 このような施設対応に

よって年々沈下している 0 メートル市街地の安全も保たれているの

て" ある 。

しかし、目下の治水対策の急務の一つは、市街地の外縁的拡大、

遊水機能、保水機能を有していた水回、丘陵地等の開発にともなう

流出量の増大や流達時間の変化にともなう浸水被害が増大している

ことである 。河川改修は下流から順次上流音rl に至るが、下流苦1¥の河

道拡幅はもはや既成市街地化し て絶望的である 。上流部、中流苦1I に

おける n宇溜を促進することが必要である 。このため、市街化調整区

域による開発の抑制、建ぺい率規制等の土地利用規制、遊水機能を

持つ公園繋備等の施設整備が、河川、下水道等の排水施設計画との

斉合性のもとに進められる必要がある 。

都市計画はこのような土地利用、都市施設挫備、市街地 ｉｾ 日発を総

合的に進める場としての役割l を来たしている 。

建築必準法は、都市計画法の ｾｲｬ￮ 妹法として成立し、単体の建築物

について、その ｩ 山氏ｼ浪守るべきｬＮ ｾｩｬｬ ［ を定めたものである 。 したが つ

て、布都 ｉ目 ｩ 市防災という集図的安全 ｬ以ｾ設 ｩ立Ｚ与杭 ｬ の Ｔ仰雌官住 ､ 保栄という ｦ鋭 Ｖ説此 ｴιＮＧ 点【 Ｇ Ｎ

ば、 ｪｬｾＱ 々の往築行ゐにあた っ ては、より ｩＺＧｅ い安全水 ｩ ｬＧ ［ を目指して、

災常災害にもねばりｾＡￍ ｩ い，建築物を ｗｊ 待したい 。 とくに尚ｊｴＷｪ建築物に

おける壁面の後退、ぷ高下物防止、低伊i木造密集地j或における不燃化

への努力、あるいは| 持棟間隔が狭い場令における外壁のIfo.j 火性能強

化、ｼ切火戸の Ｑ 彼氏等、単体建築行ｸＮｾとして行いうる ｉｗ 災水準の ｦ ￍｬ ｊ ｉ ｾ＠

努力の約み上げ.は、有1I rli 全体の安全と、抗地性の 'Jm化、すなわち M

1打点i1J JJ の継続性の倣保につながる基本なのである 。

{ はせがわ よしあき ill 設省自11<1; l斗都市防災対策議 l長)
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建築防災- 建築基準法の趣旨と防災-

上 田 康 ニ

昭和55年は、建築物災害が異例に多い年であった 。梅雨時期の崖

崩れに始まり、静岡駅前のゴールデン街のガス爆発事故、栃木県川

治温泉のホテル火災と続き、また、海外に目を向ければ、アメリカ

のいくつかの高層ホテル火災、アルジエリア、イタリアでの大地震

等が起こり、数多くの死傷者、建物被害を出した 。

これらの事故により、国民の建築物の安全性に対する関心が、一

層高まったといえよう 。

本稿では、編集子の依頼に従い、建築物の防災対策の中心的な法

律である建築基準法 ( 昭和25年制定) について、主としてその防災

関係規定を紹介することとしたい。

1. 建 築 基 準 法 の あ ら ま し

1 . 1  建築基準法の目的

建築基準法は、建築物に関する基本法で、建築物の敷地、構造、

設備および用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健康お

よび財産の保護を図ることを目的としている。

ここでとくに注意すべきことは、 「最ー低基準」を定めたものであ

るという点である 。 これ以下の水準の建築物をつくってはならない

ということであ って、この基準どおりの建築物をつくればよいとい

うものではない。 [ " のぞましい水準」はもっと高いところにあるわ

けである 。

1  • 2 総 則

目的、定義等のほか、手続き等を規定している。

1  .  2  .  1  建築確認・建築主事 建築物を建築しようとする場合、

建築主はその計画を建築主事に提出して、建築法規に適合している

かどうかを確認して貰った後でなければ建築工事に着手できないこ

とにな っている 。

ここにいう建築法規とは、建築基準法はもちろん、他の法令でも

建築に関する技術的基準を定めたものはすべて対象になる 。たとえ

ば、労働安全衛生法、医療法、学校教育法、消防法等に規定された

安全、衛生関係の技術基準がこれに当たる 。ただし、民法上の権利

関係、営業等に係わる許可、その助成に係わる基準等は対象外であ

る。

この確認を行う建築主事は、国で行う資格試験に合格した者のう

ち、特定行政庁の長が任命するもので、その指揮監督の下に独立機

関として権限を行使する特色をも っている 。昭和55年11月現在全国

で、特定行政庁は47都道府県、人口 25万以上の60都市、その他 108、

計 215' である 。建築主事は約 1，300名である 。

1  .  2  .  2  検査・違反是正 計画が適法で、あっても実際の現場で施

行された結果が問題である 。建築基準法では工事が完了した場合、

建築主事の検査を受けることを義務づけ、重要な建築物については、

検査済証の交付を受けた後でなければ使用してはならないことにな

っている 。

また無届けで違法な建築行為をしているような場合、特定行政庁

または建築監視員は、緊急に施工停止、使用禁止、使用制限を命令

することができる 。

さらに、適法な状態に是正させるため、除却、移転、改築、増築、

修繕、模様替え、その他の必要な措置をとることを命ずることがで

きる 。なお、建築主等がこの命令に服さないときは、義務者に代わ

って自らこれを行うことができる 。

1  .  2  .  3  維持管理・定期調{ 検) 査 建築物の竣工時には適法なも

のでも、維持管理が組漏であれば、所定の安全、衛生上の基準は保

てない。建築基準法では所有者、管理者または占有者に対し維持管

理を適切に行うよう義務づけているが、技術面に暗い所有者等に全

面的に依存することは、実際上無理であるので、建築士または建設

大臣が定める資格者に定期的に調査 ・検査をさせて、その結果を特

定行政庁に報告することが義務づけられている 。

1  .  3  単体規定

建築基準法の実体規定のうち、個々の建築物についての基準を定

めた主として第 2 章およびこれに基づく政令、省令、告示等を単体

規定といっている 。

単体規定の主要なものは安全に関するものであり、ホ 2. 建築基準

法の安全規定について砂において具体的に述べるが、全体的にその

概要を示すとつぎのとおりである 。

1  .  3  .  1  目的、性格、適用範囲 単体規定の目的は、建築物の単

体としての構造耐力上、防火・避難上の安全および衛生上の環境に

ついて最低基準を定め、国民の生命、健康および財産の保護を図り、

社会不安の未然防止に役立てるものである 。

欧米諸国では、これら単体規定は Bui ldi ng Code という独立した

体系で市町村ごとの条例で規制されている 。わが国では、単体規定

は全国一律の基準で、全国的に適用にされることが特色である。

単体規定は、建築物本体はもちろん、建築物と一体となって機能

を発揮する設備、すなわち、電気 ・ガス ・給水 ・排水・暖房・冷房

. 消火 ・排煙 ・汚水処理 ・煙突 ・昇降機 ・避雷針についても技術的
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基準を定めているほか、広告塔・記念塔、高架水槽、サイロの類お

よびウォーターシュート、ジェ ッ トコースター、観覧車、飛行搭の

ような工作物についても規制の対象とな っている。

1  .  3  .  2  安全性についての考え方 建築基準法は、学会その他の

法人が制定する基準と異なり、行政法規として強制するものであり、

従わない場合は罰則をもって臨み、最終的には代執行により自らが

強行する手段をも保留しているものであるので、その規定する安全

性も公益に合致する必要最低限のものでなければならず、したがっ

て具体的基準についても 、国家経済・国民生活基盤に対する広範か

っ重大な影響を及ぽす事項にしぼられ、重点は不特定多数人への危

害防止、とくに生命の保護が優先することはやむを得ないところで

ある。

安全性について具体的に述べると、つぎのようなものがある。

(1)構造耐力上の安全性

建築物が、自重、積載荷重、風圧、地員等により倒壊、破壊、百Z

大な変形を起こさないこと 。

(2) 防火 ・避難上の安全性

建築物が火災時に、崩壊・破壊・重大な変形を起こさないほか、

延焼の防止、避難行動の確保等が図られること。

(3) 耐久性

建築物が腐朽 ・腐食その他有害な変性により耐力低下をきたし破

壊、変形を生じないこと。

(4) その他

傾斜地、崖1也等における敷地の安全性、屋上広場、バルコニ一等

の手摺の安全上必要な高さの問題等そのほかにも種々の立場からの

安全性の問題が規定されている。

1  .  3  .  3  特殊建築物 特殊建築物の法律上の定義は、法第 2 条第

2 号にあるが、住宅と事務所以外の建築物は皆これに該当するとい

ってよいほどである。実体規定では、それぞれ用途を掲げて対象特

殊建築物を限定している。

1  .  3  .  4  新材料、新工法の取り扱い 新技術、新工法の開発、実

用化は、社会のすう勢であり、予想しない材料、工法について規定

することは不可能であるので、具体的な新しい事例が提出された段

階で個々に建設大臣が認定し、法令が要求している安全性に合致す

るか否かをチェ ックす る方法がとられている ( 法第38条L 超高層ビ

ル等はこの方法によって生まれたものである。

1  .  4  集団規定

都市計画区域に限って適用される規定で、建築基準法第 3 章の規

定を集団規定という。建築物が集団化することによって発生する環

媛、防災、交通等の問題を調整し、健全な街づくりをするために必

要なルールを定めたものである。

具体的には、①建築物と道路との関係、②用途地域制、③密度規

制、④形態規制、⑤日影規制および⑥防火地域制について規定して

いる。

2  . 建 築 基 準 法 の 安 全 規 定 に つ い て

2  .  1  建築権造上の安全性

建築物の構造耐力上の安全性は、建築物の構造緩別によって異な

り、それぞれについて具体的な規定が定められているが、それらの

規定を適用するにあたって、構造設計上共通する安全性を確保する

ためのつぎのような原則がある。この原則はきわめて一般的 ・抽象

的な規定であるが、構造計画上の基本であり、詳細な個別の規定( 施

行令) とあいまって、建築物の構造耐力上の安全性を確保すること

となっている。
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(1)建築物は、その構造種別に応じて、柱 ・はり ・床 ・壁などを有

効に配置して、建築物全体が、これに作用する自重 ・積載荷重・干j

雪荷重 ・風圧 ・水圧・土庄 ・地震その他の震動や衝撃に対して、 一

様に構造耐カ上安全であるようにすべきこと。

(2) 構造耐力上主要な部分である壁は、建築物の用途上支障がない

かぎり、建築物に作用する水平カに耐えるように、つりあいよく配

置すべきこと。

(3) 建築物の主要構造部には、使用上支障となる変形振動が生じな

いよう剛性、または急激な破壊を生じないための靭性をもたすべき

こと。

(4) 建築物の基礎は、その地盤の不同沈下や凍上に対し、構造耐カ

上安全なものとすべきこと。

建築物は、単に建築された時点においてその構造上の安全性が確

保されるだけではなく、所期の耐用年数の間十分耐えられるととも

に、各材料の特長が生かされ、欠点は補われるよう計画されなけれ

ばならない。

( なお、 ここでは構造種別の規定については紙面の都合上、省略

することとする。)

また、近年における地震災害( 昭和46年サンフェルナンド地震等)

では、近代的な鉄筋コンクリート造の建築物であっても倒壊したも

のがあり、これを契機に、新しい耐震設計法の研究が始まり( 昭和

47年 ) 、その成果が法律に反映されることとな った。すなわち、被災

建物の分析、地震動の解析技術の進歩等により、地震動の建築物に

及ぽす影響が正確に把握されることとなり、その成果として、昭和

55年 7 月に建築基準法施行令が大幅に改正され、耐震関係規程が充

実されたものである。

2  .  2  防火上の安全性

2  .  2  .  1  構造制限 建築物が滅失または損傷を受ける場合、頻度

のうえでも損失額のうえでも、火災によるものが圧倒的に多数を占

表 1 耐火建築物または簡易耐火建築物としなければならない特殊建築物

耐な火い慰場合問としなければなら

耐は簡火延易探耐物火建また築

用 途

物としなければ

ならない士拾令

( 政令て定める類似用途を含む)

当該用途に
当のる該部合用計分途の床に供面積す の当る該部合用計分途の床に供面す責

供する階

3階以上の 客席 200m'以

/  
車 ｉｊ 場・映函館 ・ Ｑ 責主ｾ￧［

階、主階が 上、屋外観覧席

1階にない 1，OOOm'以上

(1)  

もの

3階以上の

客席 200m'以

/  
鋭ｾ晶・公会堂・集会場 上、屋外観覧席

階

1，OOOm'以上

病院・ホテル揃宮 - 下宿 ・共同

/  

2階部分3∞m'

(2) 

住宅・寄宿舎 ・養老院児J I ! 徳祉 3階以上の 以上、病院・忠

施設等 階 者収容施百生が2

( 施行令19条参照)
階にある士長合

学校体前官 ・博物館・ 5開織・

/  
(3) 

図書館・ポーリング場 ・スキー場 3 階以上の

2，OOOm' 以上

- スケート場・水泳場 ・スポーツ 階

練習場

百貨庖・ 7 ーケット ・展示場・キ

ャバレー・舞脚ｾＮ遊技場・公衆
3階ιL上の 2階部分

(4) 浴場 ・待合 ・料麹苫・飲食広・物
階

3，OOOm' 以上

500m'以上

品販売業( 物品力E 修理業) の庖

舗 ( >1加ザ)

(5) 倉 庫

/  

3階以上の部分

1，500m' 以上

200m't l 上

(6) 

自動車車庫 ・自動車4鯉工場 ・映 3階以上の

ｾ＠ 150m' 主人上

函スタジオ テレビスタジオ 階

( 川 令 第 一

危険物の貯般ｾまたは使即 ｩ［ｖ［
全 部



めている 。わが国の都市のように、木造の建築物が軒を連ねて綱密

に建て込んでいるような場合、都市の地域的な防火対策として、防

火地域や準防火地域を都市計画として定め、それに基づいて一定の

水準以上の地域的な防火を図ろうとするのがそれである。

建築物の防災対策の重点が人命の安全確保におかれていることに

ついてはさきに指摘したとおりである 。火災による損失の大きさは、

建築物の用途 ・規模・構造種別によって著しく異なっている 。建築

物の用途についてみればその建築物を利用する不特定多数の者にと

っては、勝手のわからないため、安全上十分考慮する必要がある場

合と、学校のように比較的早い時期に党知し得て、かつ組織的に避

難をさせ得る用途のものとではいろいろ差異が生じてくる 。

このような観点から防火 ・準防火地域のような規模 ・階数による

一律の構造制限とは別に、単体規定として用途別に階数 ・規模によ

る構造制限が定められている 。

なお、大規模な木造建築物は、用途のいかんにかかわらず、建築

物自体の防火からみても火災時の倒壊による周辺への影響からも好

ましくないので、高き 13 m、軒の高き 9 m、または延べ面積 3，000

m' をこえる建築物は主要構造部を木造としてはならないこととされ

ている 。

2  .  2  .  2  防火区函 建築物の防火の目的は建物火災が発生した場

合に火災を局所的におしとどめ、避難 ・消火活動 ・救出活動が容易

に行えるようにすることにある 。その方法は建築物を防火的な構造

の防火壁または防火戸によって有効に区画したり、建築物自体を耐

火性能または防火性能の高い材料で建築することである 。防火壁 ・

防火区画または防火戸による区画は、建築物の構造稜別によって異

なり、防火上安全な建築物ほど防火壁、防火区画または防火戸で固

まれた区画の面積を大きくしてもよいことにな っているが、体育館

や工場など、用途のうえからやむを得ないもののほか、内装材料の

不燃化措置などが行われる場合には、防火区画の面積の緩和措置が

講ぜられることにな っている 。

一方、火災に伴う熱気流によ って、階段室や吹抜き部分など縦の

方向に連続する空間は、火災の拡、大や煙の移動に伴う避難活動の障

害の原因にもなることから、とくに主要構造部を耐火構造でつくり、

地階または階数が 3 以上の階に居室を有する高い建築物に対しては、

避難上の安全性を格段に考慮、する必要性から、面積による防火区画

のほかに、階段室 ・昇降機の昇降路 ・ダクトスペース ・吹抜きの部

分など縦の方向に連続する空間については、それぞれの縦に連続す

る空間をその他の空間と区画 ( たて穴区画 ) し、防火上の安全を確

保しなければならないことが義務づけられている 。ただし、避難階

( 直接地上に通ずる出入口のある階) の直上階または直下階のみに

通ずる階段 ・吹抜きなどは、内装および下地を不燃化すれば、例外

的に、認められる 。

これらの防火区画は火災時に常に有効にはたらく必要があるが、

同時に建築物を日常使う場合、その使い方や機能上に支障をきたす

ことがあ ってはならない。そこで

防火区画の設置については、日常

の建築物の使用を十分考慮して設

けるとともに、防火区画の関口部

に設ける l坊火戸は、常時閉鎖式の

ものか、たて穴区画にあ っては煙

感知器と連動して自動的に閉鎖す

るもの ( シャ ッターには遮煙性能

rI 孟50cm が要求される ) 、面積区函にあ って

. ( ; 主〕建築物の水平方向も垂直方向も同し

図 1 防火区画 は熱感知器等と連動して自動的に

閉鎖するものを設置することが義務づけられている。また、火災時

には防火区画をこえて火炎が走ることもかなり予想されることから、

防火区画に接する外壁については、防火区画を含め90cm以上の部分‘

の外壁を耐火構造とするか、または 外壁面から 50cm以上突き出した

耐火構造のひさし ・床 ・袖壁などを設けるよう義務づけている。

2  .  2  .  3  建築物の避難設計等 最近の社会経済の発展と建築技術

の進歩に伴い、建築物はますます高層となり、その用途は複雑化 し

てきた 。 また、地下街や地下空間の利用が急速に行われるようにな

ってきた。旅館 ・ホテルなどの人身事故を伴う火災や、大規模なビ

ル火災などの事故も発生しており、建築物が大規模、複雑になるこ

とによる防火避難上の新しい問題も発生してきた 。建築物の防火設

計上の重点は、従来までと同様に人命の安全の確保におかれている

ことはいうまでもない。人命の安全の確保とは、災害時に建築物内

の人々を安全な地上に円滑に避難させるための方策を講ずることで

ある 。

建築物の避難設計は、仮に火災が建築物全般におよぶほど拡大し

た場合においてさえ、建築物内の居住者を安全に避難させられるよ

うなものでなければならない。

火災からの安全避難の第ーは、火災の早期発見であり、建築物使

用者全体への迅速な伝達である 。そして一方では消防署への通告を

行い、火災の早期鎮圧をはかるニとである 。

火災時における避難は、要は避難に要する時間または避難の方法

と火のまわりの速さとに関連している 。内装材料を不燃化し、防火

壁や防火区画のように火災を空間的に閉じこめたりすれば、火災そ

のものの燃焼の速度、つまり、火のまわりを遅らせることになる 。

とくに、内装材料制限による防火措置は、初期火災の成長を著しく

遅らし得るもので、火災時の避難に重大な関係をもつものである 。

建築物の避難上の安全性は、その建築物の用途や規模などによっ

て大きな差異がある 。たとえば、不特定多数が集合する建築物、就

寝なと1 こ使用する建築物、危険物を取り扱う建築物、老人や乳幼児

が利用する建築物というような、建築物の用途による差異と、高層

建築物や地下工作物内の建築物というような、建築物の規模などに

よる差異とがそれである 。避難上の安全確保は、それぞれの建築物

の用途と規模に対応して、それぞれ必要とされる安全性を約束する

ものでなければならない。

表 2 避雛対策上の考え方と具体的な遊緩の規定

避難対策上の考え方 具 体 的 な 縦 定 の 内谷

(1)  避難施設の構造 ・計画

階段の精進、階段の数および位置、廊下の避難距

縦、屋上への出口、敷地内の避難路、避難広場

(2) 安全な避難行動の確保

防火および防煙区画、防煙たれ壁、避難先の見通

しおよび経路の単純化

(3)  火災の成長時間の延長

内装および下地材料の不燃化、防火壁または防火

区画の設置

L _  

( 注) (2) の防火区画は、火災の拡大速度を利用者の避難の速度より遅らせる目的であるの

に対し、 (3)の防火区画は、火災をその防火区画で包闘し 、拡大を防ぐことを目的としてい

る。実際の防火区画はこのこつの面を併せも っている。

建築基準法では、建築物の用途と規模に応じて、安全に避難する

ことができる階段の設置について、表 3 のような基準を課している 。

また、避難に際しては、居室から直通階段に速やかに避難できる

必要があるので、居室から直通階段までの避難距離を制限するとと

もに、 2 以上の階段を設置することが義務づけられている建築物で

は、これらの階段が避難上有効に使われるよう、また、各階段室は

避難上効果があるよう、離して設置するよう規定してある 。

建築物からの避難は、以上のょっに、火災の拡大に先んじて行え

るよう設計されることが重要でh あるが、その他災害に際し、避難を

さらに円滑にするために、出入口の扉は避難の方向に開くように設
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遊 緩 階 段 の設 置

用 途 樹英( 高き・面積) ，) 階段の種類2 ) 面 積3) 段 置 数

劇芸会場堂場 ・ 観集映会函ｾ場 館Jき・浪

5階以上または地下 2 階 避贈渚段

- ・公

l 哨以上または地下 3 階 特別遊贈皆段

2個以上

3 階以上または地下 2 階

物品販売業 (加 工

避鰯渚段 2個以上

制限なし

修理室業を含む) の 5 階以上の階

避難階段および

庖舗( > 1，500 

特別避鮒渚段

各 1個以上

m') 
5階以上( 床置拝貰 3 .∞o

1m部' 以普上EL) K または地下 3 階

特別避難階段 2倒以上

5 階以上または地下 2 階 避鰭耳祭実

5 0 m'以下 l 個以上

診療所 ・病院

そ の 他 2個以上

l 部皆主L上または地下 3 階 特別避難階段

50m' 以下 l 個以上

そ の 他 2 個以上

ホテル ・封t館 ・共

5 階主人上または地下 2 階 避曹醐段

100m'以下 l 個以上

同住宅 ・寄宿舎 ・

そ の 他 2個 以上

下宿

I 邸皆以上または地下 3 階 特別避鮒渚段

lω m'以下 1個以上

そ の 他 2倒以上

その他( 階数 3 以

5 階以上または地下 2 階

l ωm'以下 1個以上

上の選諜物、無窓

避苦節皆段

階、延べ面積が

そ の 他 2個以上

1，0∞m'をこえる

1部皆以上または地下 3 階

lω m'以下 l 個以上

建築物)

特別避鰍指段

そ の 他 2 個以上

表 3

1  ) この欄の区分外の階に居室を 有する建築物の階段の精造は、避難階段または

特別避難階段でなくてもよいが、直. i i l l 階段でなければならない.

2  ) 避難階段は、開口部以外を耐火精進的壁と床で闘い、関口部については防火

戸など防火上安全な措置を講じたものをいう . また、特別避錐階段とは 、避難

階段に排煙施設を具備した前室を有するものをいう。

3  ) 主要権進部が耐火構造であるか、または不燃材料でつく られている 建築物に

ついては、 50m' は 100m' 1こ、 100m' は 200m' とする.

計するほか、とくに不特定多数が利用する建築物では、誘導灯や誘

導標識の設置も、消防法によって義務づけられている。

建築物外に避難して後も、その建築物敷地内からさらに安全な場

所に避難する必要がある 。とく に敷地内に建築物がぎ っしりとつま

っている場合や、木造のような 可燃性材料で造られた建築物の場合

には、敷地内での避難は一層重要となる 。建築基準法では、敷地内

の避難用通路は幅員 l. 5メートル以上とし 、屋外避難階段または避

難階の出口 eから道路 ・広場 ・空地など安全な空間に直接出られるよ

うな避難計画をたてるよう義務づけている。この際、延べ面積が

1，OOOrげをこえる木造建築物については、その周囲に幅員 3 メート

ルの通路を設けることにな っている 。

また、最近急速に増加している地下街については、い ったん火災

が発生すると 地下道に煙が充満するとともに、火炎が地下道を走る

ので、避難上の危険度は非常に高 い。 このため、地下街については、

地下道の幅員と天井高をそれぞれ、 5 m以上、 3 m以上とするとと

もに、内装材料の制|恨および、排煙設備 ・照明設備 ・排水設備など、

非常時に必要な装置の設置を義務づけている 。

( 注)

紡

煙

た

れ

壁

匹孟80cm

防煙たれ壁

( 天井面積3∞m'

以下ごとに区画)

(横断面図)

面 積 5 孟100 ・内装制限なし〈ただし、令129条第3

項に該当する場合は、内装( 天井 ー

壁) は不燃材料または準不燃材料〉

孟200 内装( 天井壁) は下地材料とも不燃

材料または準不燃材料

200 <  S 孟500 内装(天井 ー壁) 下i也材料とも不燃

材料

P 地下道の勾配孟よ

l∞く

建設省住宅局独築指噂謀長 )

地ょに通ずる出入口

地 下街 の 各締 え

( うえだ こうじ

図 2

( 平面図)

32 



回災害と法・各界の立場からの意見・アンケート

災害と法一安全な環境をめさ℃てーアンケート

近年、地震による災害、地下街ガス爆発、ホテル火災、および風雪害等、

天災によるもの、人災による被害が発生しており、その防災対策が強〈望

まれております。

1. 防災対策と法/ 上野正樹

2 . 大切な施設整備と維持管理/ 高璽清弘

3  . 焼死火災をなくすために/ 杉村喜久男

4. ビルの火災予防/ 田中盤造ところで、人災による防災対策は関違法規にほとんど依存している現状で

ありますが、法規制] のみに依存せずに、災害と法との関連のもとに、安全

な環境をめざしてそれぞれの領減で努力するニとが大切になっております。

つきましでは、「災害と法一安全な環境をめざしてー」というテーマで、各

界でごj舌E置の方々にそれぞれ専門の立場から、主としてガス爆発、火災等

について一次災害、二次災害等も含めて日常の喋務において重要と J恩われ

るものについて、どのように対処され、また今後改善されるべき対策等の

ご意見、こ，'/ 感惣をいただければ幸甚に存じます。

5  . 地下街における防災対策/ 城代清幸

6  . 私の見た都市ガス災害対策/ 矢野三郎

7  . 点数都I J / 市川宏

8  . 設計段階における防災計画/ 徳間昌克・高橋通男

9  . 保守管理をめぐって/ 中坊公平

10. 防災規定はこれで良いか/ 白石博三

11 . 企業の危険管理と保険/ 山内積二郎

*  
上E己主旨でアンケートをお願いし 、各界14人の方守からご意見、ご感想を

12. 日常的防災防火活動への協力/ 八木知彦

13. 電気災害と法一安全投資/ 潰元弘章

お寄せいただきましたので、以下に掲戴いたします。

1  

行政の立場から

防災対策と法

上 野 正 樹

大阪市の防災計画課では、ここ数年来、各種の災害対策の中でも、

地震防災に最もカを入れてきた。 この耐震防災への取り組みは、昭

和46年 11月に、大阪市防災会議の中に地震専門部会を設け、大阪地

盤の地震時特性や被害の想定など調査に着手したのが初めであるが、

言つまでもなく、 地震災害は、震動に よる構造物の損壊、同時多発

火災による市街地大火、津波による浸水などが一時に起こる典型的

な複合災害であり、この震災を最小限に止めるため最善の努力をす

ることが、即、個別の災害防禦に通じるので、現在、震災予防計画

の策定と、その実施の推進に最重点を置いている。

日常、この震災対策計画を進めるにあたって、第一に感じること

は、地震防災に関しては、まだまだ法整備ができていないことであ

る。 たとえば、大震火災時に避難者の生命の安全を守る広域避難場

所や避難路は、これまで全国数十の都市で指定が行われてきている

が、東海地震に対する地震防災強化地域以外の地域については、指

定の根拠となる法令もなければ、基準もとくに定められてはいない。

したがって各地方公共団体で 1;1:， " ! 也域防災計画に定める。等の方

法で、避難地、避難路の指定を行ってきているが、一方で‘ は、昨年

度から建設省の援助を得て、これら避難地、避難路の安全性を高め

るための事業、すなわちその周辺または沿道の建物を耐震耐火建築

物に建てかえていくための、都市防災不燃化促進助成事業' が、東

京都と大阪市で開始されている 。 この事業は、防火地域と高度地区

の指定という都市計画法上の手続きを経た上で行われている 。そこ

で、この安全を高めるべき対象である避難地、避難路の防災上の法

的位置付けが必要な段階にきていると考えられる 。

もっとも、法令が定められたら、すべて万全で、あるということで

14. 建物の災害と防災/ 高津幸夫

は決してない。先般の日本原電の放射性物質の漏洩 ( 大量の放出の

場合、災害対策基本法にいう災害となる ) にしても、管理規則、ひ

いては法令等が、幾分、自の粗いもの一一よく然法と言うがーーで

あったのではないかと感じられもするし、昨年、静岡駅前ガス爆発

事故が起きると、たちまちガス事業法、消防法関係法令の見直しを

行わねばならないことになる 。 また、地下街防災については、昭和

48年 7 月の 4 省庁 ( 建設、消防、警察、運輸の各省庁) 共同通達に

基づき、 V 也下街に関する基本方針。が定められ、かなりきめ細か

い地下街設置計画策定基準も設けられていたが、つい先頃まで、ガ

ス保安対策は全〈欠落しており、先般、通産省資源エネルギー庁を

加えた 5 省庁通達が出され、ガス保安対策面での防災機関の連絡調

整が強化できることとなった 。

防災対策の強化に関しては、今後も法令の整備を要望していかね

ばならないことはもちろんであるが、真の安全確保の達成は法令で

はなく、防災に携わる人々の心構え、さらに市民一人ひとりの災害

に取り組む心構えの問題であろう。

(う えの まさき 大阪市総合計画局防災計画課長 )

2  

行政の立場から

大切な施設整備と維持管理

高 重 清 弘

昨年の後半は静岡駅前ガス爆発事故、川治温泉のホテル火災事故、

また外国でも地震、火災などの大惨事が相次いだ。

防災対策は災害がおこるたびに、その重要性が日宣伝きれるが、や

がて下火になる 。災害は通常起こることはないし、また起こっては

ならない。 そのときの備えの一つが建築防災である 。

建築防災については、建築物の耐震、不燃化を促進することによ

る防災都市づくり、建築物の避難、安全など建築する際に守るべき

防災規定、工事中に確保すべき安全上の措置( 仮使用承認制度 ) 、建
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物を良好に維持するための定期点検( 定期報告制度) がある 。

建築基準法における防災規定は続発する災害の経験から次第に強

化されてきている 。このため、法の強化は質の悪い建築を防止する

意味はあるけれども、あまりにも詳細になりすぎて、自由なデザイ

ンを阻害するという批判もある 。 しかし、防災規定はある意味では、

保険と同じように、 「まさかJ のときの危険負担をどのように考え、

投資していくかという問題である 。

この議論のように、よりすぐれた建築を追求していく建築士の方

々がある一方では、法を無視することによる違反建築、欠陥住宅が

社会問題としてクローズア ップされる 。 このようなことをなくすた

め、府下の特定行政庁では、建築士の方々との信頼関係のうえにた

って、よりよい建築と街づくりをすすめようとする法令建築事務所

制度の拡充への協力や確認申請時における工事監理者の明確化をは

かろっとしているが、これも、とりもなおさず建築物の防災性能の

向上につながっていくものであろう 。

しかしながら、建築物の防災規定は「物J の整備である 。いくら

十分な防災性能を備えた建築物であ っても適正な維持管理がなされ

なければ緊急時の役にたたない。

このため、建基法では、建物の維持管理状況を建築士の方々が調

査し、報告する定期報告制度がある 。特定行政庁ても、防災査察を

行 っている 。その際気がつくのは、建物自体の施設の不備 ( 法改正

により、現基準に合わないものも含めて ) の問題とともに、非常用

照明がつかない、防火戸の開閉がうまくいかない、避難路に物品が

おいてある、などの指摘は多い。 しかも、この定期報告制度の報告

率は府下で5 0 %余り ( 54年度) であり、建物の所有者、管理者の方

々の維持管理における防災へのなお一層のご配慮をお願いしたい。

とともに、固に対しても、既存施設の改修に対する助成制度の拡充

や報告率ア ップのための方策を要望したい。

さらには、建築防災の範ちゅっとしては取り扱いにくいけれども、

出火など災害発生の防止、発生初期の通報や消火、避難誘導など災

害時の「人」の対応が十分でなければ、いくら防災性能を完備し、

維持管理しても、その機能は半減する 。

大阪府でも、建築防災のなお一層の充実を目指して、本年度は、

建築防災に関する検討委員会を設け、災害への対処療法だけでなく、

長期的視野にた って特殊建築物等の防災対策の具体化を検討すぺ〈

準備をすすめている 。 ( たかしげ きよひ ろ 大阪府建築部建築指導課主幹)

3  

行政の立場から

焼死火災をなくすために

杉 村 喜 久 男

俗にマ ンショ ンと呼ばれるアパートが全焼したという話は聞いた

ことがない。それほどこの種の建物は火災に強い。その理由は今さ

ら述べるまでもなく区画によるものである 。消防の立場からは、す

べての建物がこのよ うな区画によ って小間切れにな っておれば、大

量の焼死者も出ず安心なのであるが、業態による使い勝手の面から

みればそうもならず、大広間的な建築が法によ って是認されるにま

かせている 。その代わり、その穴埋めとして消防用設備を義務化し

ているが、いつの頃からか消防用設備だけが大きくクローズア ップ

され、焼死の原因が設備の監理や使用の良否によるがごとき風潮と

なり、肝心の区画が置きざりにされた感がある 。
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消防用設備とは本来補完的なもので、防災の第一義的なものとは

思えない。 もちろん、スプリンクラーのように第一義的な効力支有

するものもあるが、ほとんどはテレビのアンテナのような附属的性

質を有するものである 。

最近、ビルの中に入ると、そこかしこに非常口の誘導灯が取りつ

けられ、緑色の光を投射しているが、これとても区画に信頼が置け

ないかぎり、はたして非常口かあるいは地獄の入口か、火災が起こ

ってみないとわからない。消火器や屋内消火栓についても、天井の

低い最近の建物に対しては、煙層下降時間に制約されて使用がまま

にならない。アンテナは所詮アンテナに過ぎない。

戦後、水上温泉・有馬温泉などのホテル火災に始まり、千日デパ

ート・大洋デパートの火災を経て、川治温泉の火災に到る問、アン

テナのかけ変えはずい分熱心に行われてきた。しかし、防災の基本

である区画については、案外なおぎりにされてきたのではなかろう

か。 この現状の続くかぎり、すなわち、焼死者防止策を消防用設備

に依存しているかぎり、大量の焼死事故は後を断たないであろう 。

日本人は昔から本造の家で生活してきた。木造建物の火災の場合、

襖や障子は区画にならない。そのため日本人の中には区画に対する

観念が育 っていない。それを今、急、に育てようとしてもなかなか容

易なことではない。 したがって、法令を整備し罰則を強化するしか

ないのではなかろうか。 もちろん、現行法令にも防火防煙の区画は

規定されている 。 しかし、焼死火災の裁判で区画が判決の争点とな

った例は、あまり聞いたことがない。面積区画より避難路を確保す

る区画に向かつて進むことが、焼死者防止への最短コースであろう 。

( すぎむら き くお 大阪市消防学校長)

4  

所有者の立場から

ビルの火災予防

田 中 豊 造

ビルの管理をする立場から、火災予防について、私見を述べさせ

ていただきます。

まず第ーは、 「火災を絶対に出さない j という意識を、経営のト

ップから、現場の一員にいたるまで、心に強〈持つことが大切です。

とくにビル経営を業としているプロにとっては、当然のことであり

ますが、これを常に維持し続けるのは、不断の努力以外にありませ

ん。私どもは、ビル単位で任命された防災委員に、経営ト ップが参

加し、毎月防災会議を開催し、具体的な防災プランを作成するとと

もに、ピルの防災点検を実施しています。

第二に「火災を早〈知り、早〈知らせ、早〈消す」の初期消火シ

ステムを社内に確立することです。 自火報の発報から、 2 分以内に

現場に到着できるならば、まだ煙がくすぶっている状態であり、ボ

ヤにも至らない段階で、容易にしかも簡単に消火てゆきます。 これを

的確に実施するには、メンテナンス要員、警備員は、身体強健で弘、

ビルの構造設備に通じており、やる気旺盛な若い人が必要で与、しか

も訓練を重ね、いつでも有事即応の措置がとり得るよう習性化して

おくことが必要です。私どもは、自火報の発報による抜き打ち訓練

を定期的に実施しています。

第三は、自火報設備をはじめ、各種防火設備の設置とメンテナン

スの充実に、不断の努力をしなければなりません。前述の初期消火

システムにしても、煙感知器の設置とメンテナンスが十分でh なけれ



ば、目的を達することはできません。最近新築した私どものビルに

は、防災センターのスイッチでは、復旧できない現場復旧型の煙感

知器を設置し、防災体制の強化をはかつています。

第四に、ビルの入居者を含めた防災組織の確立が必要です。初期

消火システムをより効果的にするためにも、自衛消火につながる入

居者の協力が必要で、あり、早期通報、消火、避難の三つの基本訓練

は、くりかえし実施することが大切です。

以上に述べました以外に、基本的なものとしては、ピルを新築し

たり、改造するときは、極力不燃化をはかることが必要ですが、法

規制のみに依存せず、より安全な環境をめざして、それぞれの領域

で努力を続けることが、大切です。この場合、今一度火災予防の基

本に立ち返り、人災を防ぐのは人間の活動こそ、最も重要なもので

あり、設備機器は、人聞の補助として、省力化、合理化をはかる援

軍として重要なものと考えています。

( たな か とよぞう 阪急不動産株式会社取締役管理都長)

5  

管理者の立場から

地下街における防災対策

城 代 清 幸

業態が複合している 。閉鎖空間である 。 多数の利用者がある。こ

れらの事由から地下街は危険で‘ あると結論づけられ、建築 ・消防 ・

通産等の法令により、いろいろな規制がされている。このため設計

段階からこれら法令を充足させるための努力をしているが、多数の

人命が奪われる事故が発生するたびに、法令は改正強化され、多大

な負担を要求されているのが現状ではなかろうか。

地下街にしても、地上建築物であ っても、要求どおりの設備を整

え、万全を期していても、これを利用し使用するのは人である。こ

の人が介在することが、事を複雑にしているのではなかろうか。過

去の事例を振り返っても、この人が被害を大きくしている。この事

を思うとこれを制するには、やはり人のカが必要と思うので、私達

の職場では管理規程を定め、些細な点まで規制し、注意を喚起して

いる 。 その主たるものを挙げるとつぎのようなものがある。

1 . 終業点検

庖舗閉庖後保安員を動員し、各庖舗の使用火の後始末と検知器に

よるガス漏れの有無等の点検を行わせている。

2 . ダクト消火設備の設置

飲食庖舗に対し、この設備の設置を指導するとともに、ダクト内

ミスト除去のための清掃を年 3 回実施し、ダクト火災の防止を図つ

ている 。

3. 諸工事中の防災管理

不燃材の使用、防炎加工、危険物の使用禁止、作業中の防災管理

等を申請時の許可条件とし、保安員をしてこれの徹底を期している。

4. 防災委員会の開催

会社側lj 、テナント側の防災担当者の話し合いの場としてこの会を

開き、テナントに対する防災意識の啓蒙方法の検討、その効果等を

検討安全確保の手段としている 。

5 . その他

来街者に対する防災広報、避難経路図の掲出、水害対策用の資器

材硲保等防災対策について規定している 。

地下街防災については、マイコンを導入した機械化等についても
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6  

事業者の立場から

私の見た都市ガス災害対策

矢 野 三 郎

社会の進歩発展に伴い都市生活の高度化、多様化が進む中で、ガ

ス爆発事故が跡を断たないのは残念で、ならない。

昨年の静周駅前のカ。ス爆発災害を教訓として、全国的に地下街等

の一斉点検を笑施し、関係法令の改正 とともに安全対策の一段の推

進強化が図られることとなったが、この際、ガス災害等の発生を防

止するために、原点に戻って私の日頃から考えていることを述べて

みたい

現代の社会生活では太陽や空気と同じように水と電気とガスはい

つでも身の回りにあるのが当然のこととされている 。かつて、未開

の時代には人々は厳しい自然環境の中で生き抜くためにも 、明るさ

や暖かさの源である太陽や、河の流れの基である山々を神とあがめ、

火の神を祭り、そこには感謝とおそれと敬慶と祈りがあった。それ

は自然のハードと人間生活のソフトの昇華されたバランスであった

といえよう 。 r人聞は火を使う動物」といわれ、それは地球上に万

物の霊長としての地位を確保するための最高の武器を与えられた人

間の特権であった。

太古の穴居生活の時代に、家の中へ火を持ち込んだとき火災や酸

欠事故が多発したことは想像に難くない。かくして人聞の火と生活

とともに住居構造に変革を起こし、近代社会への変遷の経緯ても、

木炭、だん炉、行灯、ろうそく、ランプ等の日常生活にマ ッチして、

自然換気を配慮、した家屋構造が発達したのは建築史の一つの流れで

あった 。 それは、火を使うことの経験と知恵が織りなした見事なハ

ードとソフトのバランスと見るべきであろう 。

やがて、イギリスのW ・ムルド ック 氏によってカ。スの炎がともさ

れ、最も効率的な燃料として都市ガスの新しい頁が関かれ、世界的

な原料事情から石炭~石油~天然、ガスへと、よりクリーンでより効

率的な都市ガスの安定供給への努力が積み重ねられてきたのである 。

この問、わが国でも昭和30年以降の住宅大量供給時代を迎え、住

宅の高層化、多様化、プレハプ化と新建材の量産、サ ッシュ類の規

格化等のすすむなかで、住環境は従前の建築構造に比し著しく気密

性の高いものになった 。

また、給湯設備等のガス消費機器の普及も急速に増加して、一時

は給排気設備に係わるトラブルを生じたが、カス機器の改良開発や

設置基準等の整備により格段の安全性の向上がはかられた 。一方 、

都市道路の整備拡張に並行してガス供給用の導管延長も 1fI 大してき
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ており、都市整備事業その他の外的要因の多い中で、保安確保のた

めに計画的に供給設備の検査、点検、改修を行ってきている 。

しかしながら、この急激な都市構造と生活様式の変革のなかで、

グス災害をなくしてゆくためには、なお、さまざまなハード面とソ

フト菌のギャ ップを補っていかねばならないと考えられるが、自殺

等の巻き添えによる爆発後害等の防止については、社会生活にとっ

て罰則規制の強化と適用拡大も止むを得ないのではなかろうか。

、火を使う。という人間の特権の原点に立っとき、あの先人の示

した感謝とおそれと敬慶こそが安全使用のための定め手に思えてな

らないのは古すぎるだろうか。

ガス災害に対する安全対策は、今後とも行政によるご指導と公益

事業としてのわれわれの努力と使用者の安全使用でスクラムを組ん

で一日も早〈、安全宣言。のできる日が待たれてならない。

( やの さぶろう 大阪瓦斯株式会社供給管理部中央指令室長)

7  

設計者の立場から

点数制

市 川 宏

以前からの傾向ではあるが、最近とくに法令関係の内容、手続き

が複雑になってきている 。それも刻々と改正、修正されるため、計

画時にセ ッ トした工程は予定にもならず、計画から着工までの工程

のクリテイカルパスは、法的手続き関係の工程になることが多い。

今までが安易でおかしかったのであるとすれば、現状は当然のこと

であり、将来はもっとこの傾向は強まることになりそうである 。

しかし一方、関連の行政窓口がおのおの独立した窓口であり、相

互の関係が少ない場合、また各市町村の独自の肉親、指導が流動的

である場合、そしてここでは関係が少ないが分野調整法等に関連し

て、近隣に対する防災対策等の要望があると、建物の立地性も減少

し、計画は往々にして頓挫をまぬがれ得ない場合がある。

所内では防災に関して、明解なプラン、セクションを第一義にお

き、それに対応した設備計画を勧めているが、逐条解釈による、あ

れば良いんだろう式の設備の調整がつかず、竣工時に首をかしげる

場合も多々ある 。 また竣工した建物が引き渡され、運営されるにあ

たり、それまでの法の目的とするところ、関係者の意見等は一一防

災計図書があったとしても一一一管理運営担当者の交替、使用勝手の

変更等の条件も重なり、十分運用されていないのが現状であろう 。

なぜそのようなことになるのか一一一それは法のおのおのの規定はす

べて均一に重要で、あり、独立していること、また防災に関しては設

備にしろ施設にしろ多々ますます弁ずということに起因しているの

ではないかと思われる 。

不動産としての話であるが、住宅の価格を査定するのに点数制が

利用されはじめ、外国ても防犯防災も重要な項目として含め点数で

もって評価している例もある 。それらはそれなりにいろいろと立場

の異なる評価を統合して簡明である 。

われわれにとって非常に理解しにくい損保関係の評価方法等の調

整査も含め、各防災に関する対策項目に点数 ( 順位) を設け、その建

築物のグレードに合わせて具備すべき対策を、ある範囲の中で示す

ことにより、行政 ・設計 ・施工 ・管理運営 ・損保等関係者の共通の

言葉を考えるのも一方法ではなかろうか。

{ いちかわ ひろし 味式会社東畑建築事務所専務取締役)
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設計者の立場から

設計段階における防災計画

徳岡昌克・高橋通男

建物は、日常人々によ って何の危倶もなく使われている 。そして

災害が現実のものとなったときに、法とその遵守を拠りどころとし

て、建築防災が論議されているように見受けられる 。

しかし、建築にかかわる立場からいえば、予想される災害には予

め手がうたれていなければならず、設計、施工に際しての配慮の不

備とか、建物の安全管理、維持管理についての建築主への助言の欠

除等によって、利用者の安全を脅かすことがあってはならないと考

えている 。

そこで、私たちは設計の初期段階において、防災計函舎を基本図

書として扱い、建築、設備、構造の設計担当者の連繋により、防災

方針、防災関連システムなどを明確にするよう努めている 。

防災方針は、抽象的な表現を避け、具体的に防災計画の基本ポリ

シーを記述することとし、また防災計画は 、防災管理、出火防止、

延焼防止、感知、警報、避難誘導、消火救助の各項目について、防

災計画図を作成しながら明確にすることとしている。防災計画図は、

原則として避難階、基準階平面図および断面図とし、必要に応じ適

宜その他の図面を作成することとし、その中に、ゾーニング ( 防火

区画、防煙区画等) 、動線( 避難動線、消火救助活動動線等) 、避難お

よび防災の設備、器具などを表すこととしている 。

私たちは、この防災計画にあたり、防災と避難の両面の調和をは

かり、安全性、快適性の度合いを高めることに努めている 。防災と

避難は、どちらか一面が完壁であれば他面は不要とまで言われるが、

この両面の調和の中で、: n : に求める安全、快適が得られるも の と考

えられる 。

そして、この調和にあたり三つの条件を満たすよう心掛けている 。

①空間、構造、設備が人々の生活感覚と融け合い、自然に安全が保

たれること 。

②標示、標識、通報などを含む防災の装置環境は快適で弘、的確に機

能すること 。

③ 明快な動線、視界をつくり、避難誘導の容易さを保ち、防災管理

の容易きを保つこと 。

たとえば、青空の見える広場( なんば C I T Y 地階、通称ロケ ッ

ト広場) を幹の動線の中央にとり、息抜きをつくりながら上の三条

件を満たすなど、工夫を随所てー行 っている 。

建築防災は建築主に莫大な投資をf足す。そこで安全、快適度の高

い建物の社会への寄与に対し、税制、保険などの優遇がはかられ、

そしてこれが、より高い安全、快適な建物、街づくりにつながるこ



とを期待したい。

( と く お か ま さ わ 株 式 会 社 竹 中 工 腕 大 阪 本 間 附 副 部 長 〈附 腕 担 当> )  

た か は し み ち お 向上 部長繍佐
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弁護士の立場から

保安管理をめぐって

中 坊 公 平

災筈と法一安全な環境をめざしてーという課題を考えるとき、本

年 1 月26 日大阪地方裁判所が昭和47年 5 月13 日に発生した千日デパ

ートビル火災について下した判決も参考になる ーっと思われます。

とくにこの判決て¥一般にピルの所有者とピルの賃借入であるテナ

ントの聞には賃貸借契約に附随して保安管理契約が存在すると認め

たこと、二つにはこの保安管理契約にもとづいてビルの所有者は、

防火防犯に関してその目的が達し得る程度に、たとえばビル内の工

事については保安員による常駐立会義務があると認められるなど厳

格な保安管理義務を認めたことです。

一般的に、高層ビルにおけるビル所有者とそのテナン卜との問の

法律関係は、賃貸借契約関係のなかでも新しい類型に属するもので

あり、事案によって内容も一様ではありませんが、デナントはピル

所有者に対し賃借権にもとづいてどの程度の管理責任を追及できる

のかは問題となるところです。 この点について、この事案ではピル

の所有者とテナントとの聞に賃貸借契約舎は作成されておりました

が、ビルの保安管理に関する契約条項は全くありませんでした 。他

方、ビルの所有者は別会社組織にする子会社を通じて保安貝を雇傭

し、現実にビルの保安管理義務を行っていました。

判決はこの事案について「本来ビルは、エレベーターが動き、照

明が明るく、適度の暖冷房空調をし、防火防犯が行われてこそ、は

じめて貸庖舗、デパートなどの目的に照らしてその機能を適切に発

揮しうるのであり、賃借入はそのように繁備された環境を亨受する

ことを意識して賃借するものである」と判断したうえ、テナントが

賃料と別個に支払 っていた管理費と保安貝の人件費との聞には対価

関係が認め られると認定し、契約条項は存在 しなくても当事者間に

賃貸借に附随して保安管理契約が存在したと認めました 。そしてこ

の保安管理契約にもとづいてビルの所有者がその債務を適切に履行

しないときはテナントに対し損害賠償の責任を負うと判断しました。

一個の小さな建物の賃貸借と異なり、高層ビルの賃貸借では、こ

の判決の指摘するように衛生機能保安などのサービス的管理問題が

当然発生しますが、この管理をだれがどのように負担するのかは重

要な問題であり、ひとたびこれに関連して災筈が発生すると、その

責任問題は深刻なものになることをあらためて認識すべきことと思

われます。

つぎにこの判決は、保安管理契約にもとづいて義務者が負担する

償務の範囲を具体的に検討しています。

この事案ではテナ ン トの一人による改装工事中に工事関係者のタ

バコの火の不始末に起因して火災が発生していますが、判決は、夜

間の工事の立会義務について保安員は工事に立ち会い、工事を監督

すべき義務があるが、その義務は単に巡回時に注意すれば足りると

いう程度ではな く、防火防犯の目的を達し得る程度の常駐立会義務

があると判断し、また防火区商シャ ッターについても閉庖時に区画

シャ ッターを閉鎖しておくか、または必要とあれば直ちに閉鎖し得

る状態にしておかなければならない、そのためにはシャ ッターが自

動で降りるという方式であれば、防火区画シャ ッターの機能を全う

させるためには閉庖時にすくなくともその大半を閉鎖しておかなけ

れば閉鎖に要する時聞からみて火災に対応するものとは言えないと

指摘しています。

そして最後にこの判決は保安員の人員にもふれ、ビルの所有者が

経営合理化のもとに保安員の人員を削減していった経緯を非難し、

保安管理の経費は通常の状態においては一見して無駄金ともいえる

ものであるが、そうではなく、災害は息わない時期に大きな被害を

もたらす、ビルの所有者はこの点に深〈思いをいたすべきであると

指摘している点も示唆にとんだものと 言えましょう 。

( なかぼう こうへい 弁 鍾 士 大阪府建設工事紛争審査会委員 )

1 0  

学者の立場から

防災規定はこれで良いか

白 石 博 三

現在の建基法と消防法の規定では、防災上必要な項目は、ほぽ網

羅されているように思われる 。昔は簡単で緩やかであ った規定が、

何か大きな災害のあ ったつど、追加または強化され、もはや、がん

じがらめに縛られているような気がする 。

それというのは、ほとんどすべての規定が仕機規定であり、しか

も平行して同時に条件を満たさなければならない建て前になってい

るからである 。 しかし、実際に安全を確保するために、このような

規定の仕方しかないのだろうか。

防災設備相互間でも、何かを強化すれば何かを簡略化してもよい

はずだし、避難施設を含めて考えれば、総合して安全が確保できた

らよいはずで与ある 。建基法にも、そのような規定は若干ある 。スプ

リンクラーを設けた場合の防火区画および内装制限の緩和や、防煙

壁と排煙設備の関係などがそうである 。

しかし、このような選択の余地のある規定は少なく、しかも、 l

階のロビーの周囲のどこからでも庭へ出られるのに、大きな非常出

口の標識を要求されたなど、硬直 した行政笑例が少なくない。構造

に関する規定も大いに強化されてきているが、まだ設計者に自由が

あり、それに較べると、防災と避難に関しては、設計の自由度が余

りに低いと思う 。

さらに、規定の根拠のよく分からないものが多いのは、困ったこ

とである 。新しい規定ほどそっである 。そのため不信の感が拭えず、

積極的に規定を上回る安全設計をする気が起こりにくい。

どうしてこのようなことにな ったのか。第ーには、規定が強化さ

れ、そのため少々過剰投資にな っても、建築業界は損をしない。 し

たがって、余り強い反対の声が起こらないのではないか。第こには、

防災と避難に関する研究は、近年かなり凝んにな ってきたが、法令

と結びつけた研究をしている人は、きわめて少ない。結局、建設省

主導にな ってしま っている からでは ないか。

最近、家協会の主唱によ って、い くつかの建築団体が防災関係法

規の見直しを目的として、定期的会合を行うことになり、私もその

一員に加わ っている 。そこで何 らかの意見が まとまって も、意見の

発表だけではカにならない。私は、建築業界の迅f!fJ)J にまで; 持っ てい

かねばならないと思 っている 。

( しらいし ひろぞう 京都工芸繊紛大学名誉教綬・ 工博)
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損害保険会社の立場から

企業の危険管理と保険

山 内 龍 二 郎

保険を業とする者にと っては、新聞やテレビの事故の報道に接す

ると、損害規模や原因が非常に気になるものである 。 ピル火災で、

多数の人が死亡したりすると、その悲劇に胸が痛むと同時に、経営

的ダメ ー ジや賠償問題はどうだろうかと考えるのである 。

最近は人の権利意識が高まり、賠償額も高額化しているが、ひと

昔前までのような物損害中心の時代は去りつつあるように思える 。

第三者に対する賠償を抜きにしては災害対策は考えられず、もしも

これを怠ると、企業経営すらままならないケースもあり得るのであ

る。保険手当も、このような情勢の変化に的確に対応できる体制が

重要となっている 。技術の進歩、省力化、人員削減等の要因は、生

産性は向上してもそれとは裏腹に、災害形態の複雑化、損害規模の

規模ア ップを招くし、今までにない災害パターンも十分考慮、してお

かなければならない。 このことを無視して対策はあり得ないが、そ

の基本姿勢としての保険の先取りは、必ずしも行われているとはい

えない。この基本姿勢が不足しているがために、事故が起こるたび

に、なぜそんなことに気がつかなかったかとか、同じ教訓の繰り返

しが演じられる 。

どの企業も災害対策を実施しているが、その姿勢には非常に差が

ある 。建築基準法や消防法の基準を、安全の万能のごとく認識して

いる経営者もいれば、自主的に設備や管理基準を設けて、法律にこ

だわらずに積極的に実施している企業もある 。 このような認識、姿

勢の差は、保険の利用の仕方にもあらわれている。保険は、企業経

営の危険管理の一環として位置つ. けされるが、おつきあいで保険を

つけるとか、銀行の融資の関係でやむを得ずつけるなど、およそ危

険とは無縁の形で採用されているケースが少なくない。

しかし、これからの時代は、このょっな対応は非常に危険と考え

られるし、経営的見地からも問題である 。保険の利用は、危険に対

する科学的な根拠に基づく対応が大切だということである 。最近よ

く耳にするリスクマネー ジメント手法による経営管理が、それであ

る。 ここで、この手法を詳しく説明するつもりはないが、要はあら

ゆる潜在災害危険を、 システム的に分析して、実状にあ った安全対

策や保険設計を実施しようというものである 。現在のところ、この

手法を導入している企業は余りないが、保険会社の対応にも問題が

ある 。すでに、当手法をベースにして積極的に保険を提供している

会社もあるが、企業にと って、今後危険を踏まえた保険管理は、ま

すます重要になるも の と思う 。

(やま うち りゅうじろう 安回火災海上保険株式会社大阪支庖業務開発部西部安全技術第二課課長)

1 2  

損害保険会社の立場から

日常的防災防火活動への協力

八 木 知 彦

1970年の大阪の地下鉄工事現場で起こ ったガス爆発は記憶に新し
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いところですが、昨年 8 月の静岡の地下街でのカ。ス爆発事故は、都

市の生活環境の危険性についての鋭い警告ではないでしょうか。

静岡の事故の後、私もある地下街を調査する機会を得ました 。そ

の地下街では、防災担当の人を中心に熱心に研究され、スプリ ンク

ラ設備の拡充についてはすでに実施中で、引き続いてガス漏れ対策

を検討中でした 。私ども損害保険会社としても、新しい災害事例か

から十分な教訓をくみと って防災対策の向上に積極的にかかわ って

いかなければならないと思います。

一つひとつの建築物を見ると、建築基準法や消防法の基準にした

がって所定の防災設備が施されていても、それらの設備が有効に維

持管理されているかといつことになるとそれぞれで大きなちがいが

あります。 i 設備には十分お金をかけており、消防署の検査にも合

格したものだから万全だ」 と安心し切 っておられるオーナーの方を

よく見受けます。 しかしその実は、消防ポンプの操作体制がなか っ

たり、長い間一度も運転していない例なども少なくありません。 ま

た避難設備や防火区画が障害物のために有効に働かない状態とな っ

ている場合もあります。これらの例に見られるように、日常的な防

災防火管理の重要性が痛感され、その指導と援助が私たちの主要な

任務であると考えています。

保険契約者にと って、発生した損害について保険金の支払いを受

けることは必ずしも完肇 な補償となり得ないものです。そこで損害

保険会社は、損害の発生をできるだけ少なくまた小さくするための

協力を行っているわけです。危険の改善が直接に保険料の割引につ

ながるものとして消火設備による火災保険料の割引制度があります。

設備の基準値が消防法よりやや厳しいことと 、維持管理を重視して

いる点が特徴です。設計 ・計画の段階から照会していただければ、

より大きなメリ ッ トが得られるょっ助言・指導を行っております。

私たちの身の回りの日常の歯車がどこでどのように狂 ったときに

災害が発生するかをよく知ることが、防災活動の出発点です。私は

個々の顧客に対してそれぞれの危険の存在を具体的に知らせていく

とともに、日常の防災防火管理の大切さを訴え、その強化改善を促

すために微力を尽くしていきたいと思います。

( ゃぎ ともひこ hY士 火災海上保険株式会社本庖火 災新種業務部技術諜係長)
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設備業者の立場から

電気災害と法一安全投資

潰 元 弘 章

わが国に電気が取り入れられ、建物の中で電気が使用され始めて

から、常に安全確保が要求され、電気災害 ( 感電防止、電気火災 )

が発生しないことが義務づけられている 。すなわち電気事業法では、

電気設備の技術基準を定め、電気工作物を常に維持していかなけれ

ばならない最低の基準を 示 し、電気工事士法では、工作物の設置変

更を行う者の資格および義務を定め、電気工作物の施工の欠陥を防

止し、さらに電気用品取締法では、電気用品の製造業者、販売業者

に対する販売制限と使用者に対する使用制限などを定め、組悪な電

気用品の使用の防止、という以上の三面より災害の防止をはか つて

いるのである 。重ねて電気事業法では主任技術者を選任し保安責任

をとらせる自主保安体制をとり、万全を期じている 。

したがって電気工作物の信頼性は高〈、 一次災害はほとんどなく、

超高層ビル、地下街、病院、計算セ ンターなどは停電による 二次災



筈が問題とされてきている。非常用の照明装置、誘導灯、自動火災

報知設備、非常警報設備等の避難誘導設備、あるいは消火栓設備、

スプリンクラー設備等消火設備の動力源に電気工作物が採用されて

いるのは 、信頼性の高いためである。現在問題になっている耐震措

置も、いかに停電させないで機能を維持するかと い う点である。

これらの防災設備に係わる電気設備は、前述の電気事業法、電気

工事土法、電気用品取締法 ( 以上通産省) とともに建築基準法( 建

設省) 、消防関係法( 自治省) の規制を受け、しかもそれぞれの事情

により各省の規制の考え方に差異がある 。このため施工現場では 二

重、三重の行政となり、とくに省内でも法の見解が異なることも多

く、一層混乱を深めている。早急な解決を望むものである 。

建物というものはそれぞれ環境条件が異なり、災害の発生要因は

同ーであり得ない。一方、災害防止対策は、防災用設備の設置義務

づけを主とした指導を行い、新技術の信頼性や保守管理体制は重視

されにくいことがあり、緩和措置、特例措置、さらに既存遡及問題

なども含めて、複雑な状況にある 。そこでこれらの事項を解明する

努力をしないで、法さえ守っておけば・ ・ー ーという単純な発想、になる

のではないだろうか。

建設業界における電気設備工事業者は、施主一設計監理ーゼネコ

ンー工事業者という重層下請のもとで、過当競争によるしわ寄せを

受け、安全の確保よりも、設計変更という呼称で法に触れない範囲

での低下はないだろうか。ここにも法さえ守っておけば ・・という

原因があるのではないか。

安全投資は、防災計画、基本計画、仕様書に盛り込まれ設計図と

なり、施工に反映されなければはらない。施主の意向を汲み指導す

るコンサルタントを抱え、計画、設計から全設備 ( 内装、電気、通

信、空調、衛生、火報) を施工する総合設備業者は、設計思想、が末端

徹底ができ施主の意向が実現で- きることを強調している 。現在のよ

うに行政各庁との接渉が各業者に任せられている状態では、それぞ

れ微視点立場で、法との接点を求めることにとどまる 。これでは最

低の基準点を示し、より向上を目ざしている法の精神を理解し、安

全な環境を具現することはできないと感じる 。施主の安全への投資

と設計監理、ゼネコンの体質改善を願望する 。

( はまもと ひろあき 近畿電気工事株式会社東京営業本部技術部設計積算第一課長)
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設備業者の立場から

建物の災害と防災

高 津 幸 夫

建物で発生する災害には火災、地震、風水害、停電などが想定さ

れる。これら災害の発生は、建物に不案内な不特定多数の人が集ま

る建物、とくに地下街のような特殊な環境のところで・はノ f ニ ックに

よる二次、三次の災害が生じやすく、一般の場合よりさらに悪い状

況が想定される 。

建物災害のうちでとくに被害の大きい火災に対して、安全性の確

保と信頼性を要求される防災設備のうち消防用設備について実務者

サイドて‘ 気つがいた点を述べてみたい。

防災で考えられることは、第一に災害を未然に防ぐことであり、

いったん発生した災害については、その拡大を最小限にくい止める

ことである 。災害を未然に防ぐには、過去の事例をあらゆる面から

十分検討し、発生原因の除去に努めることであり、災害の防止策と

しては、防災設備を整備して、管理体制を硲立することがたいせつ

となる 。 また災害時における人の避難誘導には、光と空気と避難経

路と音響( 放送) を確保することである 。

とくに建物と防災設備は、建築基準法と消防法と都市火災予防条

令などに従って、設計し、建築され、設備されるものである 。忘れ

た頃に発生する大災害のたびごとに、その法律が改正され、規制強

化が行われてきた 。

‘ ところが、これらの新しい法律で規制できる建物と防災設備は、

新築のものに限られる 。むしろ問題を多くかかえている既設のもの

に適用されるのが本筋であろっと考えられる 。過去の火災例からみ

て規制l外の小規模ビルといえども安全とはいえない。火災の拡大の

速さ、煙の発生量の増加などは、 小規模で、あれば気積が小 さいため、

煙や熱気流が短時間で階段、火災階、上方階全般に蓄積してしまう

ので危険時期が早まる 。

また統計によると、火災て" の煙による死亡と焼死の大部分は木造

家で起こっている。これなどの火災予防についても消防組織による

活動と P . R によって予防効果を期待したいものである 。

防災計画上の問題点が、基本的な点に集約されてつぎのように指

摘されている 。 ホ火災の早期発見。 、初期消火。 ホ効果的な排煙"

、確実な避難誘導。であり、これらを解決することによって、火災

の拡大防止と避難誘導を成功させることが可能であるといわれる。

消防法令では、火災発生の予防、発生した場合の人命、財物の被

筈軽減のための消防用設備の設置および維持、日常における防災管

理、消防活動上必要な限度においての建造物や物件の処分などにつ

いて規定してある 。

何分にも複雑な法規定であるがゆえに、実務者にとっては見落と

しが生じやすく、個々の規定に適合させることに追い回される 。防

災計画に基づく具体的な設備計画をたてたうえで、消防署などと十

分打ち合わせを行い、指導を受け、法に基づく消防用設備の規定に

十分適合しているか配慮しているのが現状であろう 。

消防法の規定は設備の最低規準であるといわれるが、実務者はこ

れを設計基準としているのが常であろっ 。消防用設備の企画、設計、

施工、管理にたずさわる多くの設備関係者が常備している消防法の

解説書として、法令出版社発行の消防関係法規集などがある。その

ほか利用するものに、防災専門業者が法に基づいて作成した技術資

料がある 。それには、細分化された法規定の採用について消防用設

備相互の関連性を効果的にまとめてあり、消防用設備の設置計画を

する際に便利性があるからである。消防用設備の設置を技術的に義

務づけられて、その設置計画を行フ実務者にとって、日常使用する

際、理解しやすく利用しやすい技術基準的な解説書を発行して判り

やすくする必要があるのではないか。

消防J 用設備は生産性をもたないものであるだけに、なおざりにさ

れる宿命におかれるが、常時使用する設備とはまったく異なったも

のとして考え、とらえなければならないもので、考え方がかなり流

動的になるものである 。 ところが火災事故が起こればこの消防用設

備の性能発揮によって設備の信頼性は向上するものである。

設備の安全性とか信頼性を向上させる場合、それにともなうのが

経済性で、これらの関連をも って設置された消防用設備をもっ建物

であっても利用環境によ っては設備の価値が減ぜられ安全性、信頼

性は失われる 。

設備の施工者から建物管理者へ引き継がれ、以後において万全の

維持管理があ ってこそ設備が生命力を発揮することになり、安全性、

信頼性は十二分に確保される 。

( こう づ ゆ き お 大阪電気暖房妹式会社大阪支社投術指持部専門部長補佐)
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回 災 害 と 法 ・ 災 害 の 実 態 と そ の 対 策 1

アゲス災害の実態と消防対策

田 中 芳 春

いる。

I  は じ め に

昭 和56年 8 月16 目 、 静 岡 県 静 岡 市 紺 屋 町 国 鉄 静 岡 駅 前 ゴ ー ル デ ン

街 ガ ス 爆 発 事 故 は 、 消 防 職 、 団 員 を 含 む 多 く の 死 傷 者 を 出 し 、 社 会

ガ ス の 漏 え い を 未 然 に 防 止 す る た め 、 前 者 に つ い て は 消 費 者 お よ

び ガ ス 事 業 者 が 、 常 に ガ ス 漏 れ を 念 頭 に お き 、 器 具 等 の 点 検 整 備 と

取 り 扱 い を 実 施 し て い れ ば ほ と ん ど 達 成 でb き る も の と 認 め ら れ る が 、

的 に も 大 き な 問 題 を 提 起 し た 災 害 で あ っ た 。 第 1 褒 ガ ス 災害件数( 全園、東京の比較) ( 自治省消防庁調べ) ( 昭和54年中 )

こ の よ う な ガ ス 事 故 の 発 生 は 、 人 の 不 注 意 、

あ る い は ガ ス 器 具 の 欠 か ん 等 に よ る も の の ほ

か 、 ガ ス を 放 出 し 爆 発 事 故 を 起 こ す 例 が 多 〈 、

そ の 防 止 対 策 ・対 応 策 の む ず か し さ が わ れ わ

れ 防 災 機 関 に た ず さ わ る 者 の 悩 み で も あ る 。

と り わ け ガ ス 漏 れ 事 故 が 高 層 、 地 下 街 ま た は

住 宅 密 集 地 域 に お い て 発 生 す る と 、 二 次 的 に

発 生 す る 引 火 、 爆 発 に よ っ て 広 範 囲 に お よ ぶ

人 的 、 物 的 な 被 害 が 発 生 す る 虞 れ が あ る こ と

に 、 消 防 活 動 上 多 く の 問 題 が 内 在 し て い る 。

こ こ で は 、 全 国 と 東 京 に お け る ガ ス 災 害 の

実 態 の 比 較 、 お よ び 過 去 の 災 害 事 例 、 並 び に

都 市 ガ ス 等 漏 え い 事 故 に 対 す る 東 京 消 防 庁 の

消 防 活 動 要 領 を 示 し 、 参 考 に 供 す る こ と と し

たい。

II ガ ス 災 害 の 実 態

1. 災 害 の 発 生

昭 和54年 中 に お け る 全 国 お よ び 東 京 の ガ ス

災 害 の 発 生 状 況 は 、 第 1 表 である。

第 l 表 か ら わ か る よ う に 、 ガ ス 災 害 発 生 総

数 の 約16 %が 東 京 に お い て 発 生 し 、 都 市 ガ ス

に お い て は 、 そ の 普 及 度 に 比 例 し 、 全 国 の 約

2 4 %に 達 し て お り 、 い か に 東 京 に お け る ガ ス

災 害 発 生 が 多 い か 理 解 で き る と 思 う 。

2. 災 害 発 生 の 要 因 と 災 害 の 防 止

災 害 発 生 原 因 別 状 況 は 、 第 2 表 である。

ガ ス 災 害 は 、 国 鉄 静 岡 駅 前 ゴ ー ル デ ン 街 に

発生したカ' ス事故の例が示すように、思、わぬ

範 囲 に 、 そ し て 、 ガ ス 災 害 発 生 対 象 物 に よ っ

て は 、 多 数 の 人 命 を 奪 う 危 険 性 が 存 在 す る わ

けである。

き て 、 昭 和54年 中 に 東 京 消 防 庁 管 下 に 発 生

し た ガ ス 漏 れ 発 生 要 因 を 分 析 し て み る と 、 「 ガ

ス コ ッ ク の 不 使 用 側 コ ッ ク の 開 放J に よ る も

の、あるいは、 「器具、ガスコ ッ ク 等 と ゴ ム

管 結 合 部 の ゆ る み 」 と い っ た 消 費 者 の 不 注 意 、

維 持 管 理 不 適 に よ る も の 342件 に 対 し 、 故 意

に よ る も の が 522件 と 圧 倒 的 な 数 に の ぼ っ て

40  建築と社会/ 1拘 l年 6 月号

医2t

そ (7) 他 (7) ガ

液 イじ

都市ガス アセチ

水 紫 塩 紫

アンモ

石油ガス

レ ン ニ ア

全 国 a 2621'牛 904f牛 164f牛 8f牛 01'牛 of<牛

火 災 A 東 京 b 70イ牛 1001'牛 3 H牛 2f牛 01'牛 01'牛

比 較b/a 26.7 % 1 1 % 18. 9% 2 5 % 0 % 0 % 

全 国 a 3，2241'牛 3，3451'牛 6581'牛 01'牛 01'牛 01'牛

火 災 B 東 京 b 646千平 2161'牛 1001'牛 01'牛 01'牛 01'牛

比 較b/a 2 0 % 6. 4% 15. 2% 0 % 。% 0 % 

全 国 a 4lf<牛 3701'牛 9件 31'牛 01'牛 01，牛

爆 発 東 京 b 3f<牛 81'牛 01'牛 0件 。件 01't 

比 較b/a 7. 3% 2. 2% 0 % 。% 。% 。%

全 国 a 1，987f牛 6551'牛 lf<牛 21' 牛 11イ牛 H牛

中毒・酸欠 東 京 b 475t牛 41件 0件 0件 0件 0件

比 較b/ a 23. 9% 6. 3% 0 % 0 % 0 % 。%

全 国 a 71'牛 101' 牛 01'牛 l 件 1件 1件

破 裂 東 京 b 01'牛 01，牛 01' 牛 of<牛 Of牛 Of牛

比 較b/ a 0 % 0 % 。% 。% 0 % 0 % 

全 国 a 1，453イ牛 9461，牛 108件 6f牛 9イ牛 251'牛

そ の 他 東 爪 b 5061'牛 921'牛 12f牛 01'牛 01'牛 21'牛

比 較b/a 34. 8% 9. 7% 11 . 1% 0 % 。% 8 % 

全 国 a 6，974件 6，2301'牛 940イ牛 20イ牛 2 H牛 271'牛

総 計 東 京 b 1，700件 457イ牛 1431'牛 2件 0件 2件

比 較b/ a 24. 3% 7.3 % 15. 2% 10% 0 % 7. 4% 

注 1 11ス災害とは、つぎの災害 ( 自煩行為に起因するものを含む) をいヲ .

(1) 火災 A: ガスが渚火物とな って生じた火災 ( 爆発後火災に至ったものを含む) をいう .

(2) 火災 B ガスを燃料とする道具装置が発火源とな った火災で. 火災 A 以外のものをいう .

(3) 爆 発・ガスに着火して爆発した災害で火災に歪 らなか ったものをいう .

ス

その他

91'牛

of<牛

。%

191'牛

0件

0 % 

221牛

0件

。%

39件

0件

。%

5f牛

otキ

。%

180件

56件

31. 1%  

274件

56件

20. 4% 

(4) 中毒・酸欠: ガスの不完全燃焼または漏えい等によ って中毒または酸欠を生じたものをいう .

(5) 岐裂容器の破裂に伴う災害て:i1)、(2)、(3) または(4)に至らなか ったものをいう .

(6)  その他・ガスによる災害て:i ll から (5)まて・のいずれにも 該当しないものをいう .

合 計

1，347件

2031，牛

15% 

7，2461'ヰ

962件

13. 2% 

4451，牛

llf<牛

2.5 % 

2，6961'牛

516件

19. 1% 

251'牛

0件

。%

2，7271' 牛

6681' ヰ

24 .5 % 

14，4861'キ

2，360件

16. 3% 

2  都市ガスとは、ガス" 昼業法第 3 条および第37条町 2の許可を受けたガス事業者によ って供給されるガスをいう .

3  液化石油ガスとは、プロ パン 、ブタンおよびプロピレ ンを主成分とするガスを液化したもの ( その充てんされた容器内

またはその容器に附属する気化装置内において気化したものを含む) で、 2 に掲げるもの以外的ものをいう .

4  (1) アセチレン、水索. 盗紫、アンモニアには、それぞれのガスを主成分とする混合ガスを含むものである .

(2) その他とは、上記 2 、3 および 4 ( 1 ) 以外のガスをいい、高圧ガス取締法の適用を受けないガスを含むが、同法の適

周を受けない危険物諜気は含まないものである .

3f; 2褒 災害発生原因別件数( 全国 : 東京消防庁管下) ( 自治省消防庁側べ)( 昭和54年中 )

、
誤操作、換気不備等主として 器具欠陥、工事不良、点検不備等主

故 意

消費者の注意不足によるもの として消費者以外の責任iこよるもの

過 熱 等 漏 え い 不 完 全 その他 過 熱 等 漏 え い 不 完 全 その他

による その他 不 明 合 計

も の

等 燃 焼 等 燃 焼

都市ガス

全国 3，306 563 135 202 42 337 21 56 1，915 309 88 6，974 

東京 661 171 61 171 9  5  522 64 34 1，7∞ 

液化石油 全国 2. 979 1，046 252 458 47 309 14 55 763 228 77 6，230 

ガ ス 東 京 215 33 51 9  。 65 2  。 57 19 6  4571 

注 この表は、都市ガス、液化石油ガスの消費先におけるガス災害の主要原因と考えられるものについて、その件数を調査し

たものてーある .

l  原因が重複して考えられるものは、主たるものについて l のみ記入した。

2  過熱等の欄には、風呂の空だき等に伴う器具の過熱によるもののほか、器具の使用中の可燃物への按炎によるものを含む.

3  漏えい等の欄には、ホースの脱落、ゆるみまたは器具の使用中の立ち消え等により、ガスが漏えいして火災、爆発、中

毒・酸欠等にな ったものを記入した .

4  不完全燃焼の欄には、器具の欠陥または器具の取り扱いミス等により未燃性ガスを発生して火災. 爆発、中毒・酸欠等

にな ったものを< < e 入した.

5  故意によるものの欄には、自殺、放火、火遊び等によるものを記入した.
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故意( 自殺が9 9 %をしめている) によるものは、そ

の対応策がなく苦慮しているところである 。

3  . 一般住民のとるべき措置

ガス漏れ事故に伴い、一般住民のとるべき措置と x  X X  

して、事前対策と事後対策を含め述べることとする 。 主

(1) 事前対策

ア 都市ガスは一般に空気より軽〈、プロパンガス

は空気より重いため、漏えい時の対応が異なるので、

普段からの自分の家庭または事業所等で使用してい

るガスの性質を知っておき、漏えい時の対応策をき

めておく 。

イ ガス器具およびゴムホース等の点検を定期的に

行い、わずかな故障でも早期に修理交換を行う 。

ウ ガス器具の使用放置をしない 。 また、ガス器具

を長時間使用しないときは、ガスの元栓を締める 。

エ ガス器具の付近にカ・ス漏れ警報器を設置する 。

(2) 漏えい事故発生時における措置

ア 消防隊到着前における措置

fア7 ガス漏れに気がついたら直ちに元栓を締め、換気を図り、でき

るだけ早〈ガス事業者、電気事業者、隣近所および消防機関などの

防災機関に通報する 。

(イ) ガス漏れ付近では、ガス爆発の原因となる火の気を使用しない。

なお、冷蔵庫などの電気器具のサーモスタ ッ ト作動時に発生する火

花による引火爆発も起こりうるので、電源をしゃ断する 。

イ 消防隊到着後における措置

fア7 最初に到着した消防隊員に、つぎの情報を積極的に提供する 。

a  ガス漏れ事故の場所、範囲、状況など

b  自分達の行った措置内容

c  火気の使用状況

d  ガス漏れ対象物の居住者および避難の状況

(イ) 消防隊員の行動規制に従う 。

a  火災箸戒区域内では、ガス爆発の原因となる火気を使用しない

( 電気器具を含む) 。

b  消防隊員の規制区域内に立ち入らない 。

c  ビル街では、爆風によりガラスが破損し、落下する場合がある

ので、ガス漏れ場所からできるだけ離れる 。
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凹 過 去 の 災 害 事 例

カe ス事故のうち、東京消防庁管下で発生した顕著な事例を紹介し

よう 。

直E 高 層 住 宅 什 11渚) の 6 1lfl: "t: s 市ガスが爆発炎上し、 72

室に被害が及び、最上階でも死亡者を出した火災

日時 : 昭和50年 11月23 日2 時07分ごろ

場所 ・東京都八王子市 S 7ンション

死傷者: 死者 2 名、傷者19名( 重症 3 名、中等症 3 名、軽症13名)

計21名

建物概要 :耐火、地上11階共同住宅、建面積894. 8m'、延面積9，461 .8 m'

災 害 概 要 ( 第 1 図 ) ガ ス コ ッ ク 不 使 用 側 コックの誤操作により、

充満した漏えいガスが爆発し、建物構造が H P C工法のため直上階

の床、火点階の床の大半が落下。さらに左右室の界壁を破壊した。

この爆発により上下階、左右室を中心に 53室の玄関ドアが開閉不能

となり、爆発と同時に火災が発生。 6 室 314m'が焼損し、最上階の

住人が火災ガス等により死t した。

日棟( 南側lからの立面)
A棟( 東側からの立函)

GL 

第 1 図 八 王 子 市 S マンション各室別被害状況

すて

直E 都市ガス漏えいの通報を受けたガス事業者の従業員が、

共同住宅住戸のガス漏えい調査を行っていたところ、突然ガス爆発

が起こり、調査中の従業員 2 名が負傷した爆発火災

日時 : 昭和53年 3 月 6 日6 時28分ごろ

場所 : 東京都板橋区 Oマンション

死傷者: 死者 2 名、傷者 3 名( 重症 2 名、軽症 1 名) 計 5 名

建物概要 : 耐火、地上10階共同住宅、建面積1，337m' ，延面積12，387

汀l '

災害概要 ( 第 2 図) : 火災室 ( 4 階 412号室) の隣室の住人がガス

央に気づき 、ガス卒業者に通報して調査を依頼 したが、通報した住

戸は異常なく、隣室を調査するため当該住戸へ声をかけているとき、

自損による漏えいガスが突然爆発して火災が発生し、 A 、B棟のほ

とんどの窓カ・ラスが破損し火元建物の住人が焼死し、 ドア付近にい

たガス事業者の従業員および一般住民が爆風により飛ばされ、負傷

411号室

(l) 

413号室

程度

1 : 4 1 2…側
関

放

第 2 図 O マンション被害状況

直日 都市グス爆発で半径 l 伽 柵 こ 被 害 が い 事 故

白時 : 昭和54年 2 月10 日9 時57分ごろ

場 所 東 京 都 豊 島 区 K マンション

死傷者: 死者 l 名、傷者30名 ( 軽症) 計31名

建物概要・耐火、地上 7 階 1 階庖舗、 2 階以上共同住宅、建面積175

m' 、延面積 1，219m'

災 害 概 要 ( 第 3 図) :  3 階 311号室て泊損による都市ガス漏えいが

あり、そのガスが引火爆発し、爆風および飛散物等により周辺の小
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被害状況図

加 口口

1 階平面図

起 l

格子，

たばこケース

品咽r 寸古手ナ司. 日 〕

明治通り→至池袋

3 階爆発室平面図

第 3 図豊島区 K マンション爆発被害状況

学校を含む86棟が扱域し、 179世帯 490名が被害を受けた。

ヨ互日 地 内 圧 導 管 か ら 大 量 の 都 市 ガ ス が 漏 え い し 、 同 時

に 6 ヵ所で火災が発生した事例

日時 : 昭和38年 1 月24 日6 時30分ごろ

場所 : 東京都江東区 M町

死傷者: 死者 6 名、傷者34名( 重症 5 名、中等症 4 名、軽症25名 )

計40名

建物概要 :

・一次火災 : 防火 2 階、建面積63m' 、延面積 125m' 、飲食広 10名居
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第 4 図 深川ガス爆発火災一下水道施設および被害の状況

住し 6 名死亡、 1 名重症、全焼した 。

. 二次火災 : 木造 2 階、建面積 190m' 、延面積 268m' 、作業所併用

住宅部分焼、出火当時は建築中であった。

災 害 概 要 ( 第 4 図) : 都市ガスの 650mm高圧導管の亀裂 ( 8  mm) か

ら大量のガスが漏えいし、下水道管などを通じて拡散し、建物内に

流入して爆発火災となり、建物火災 2 件、 7 ンホールでの爆発等広

い範囲で 6 ヵ所の火災が発生し、 40名が負傷した 。

・一次火災 6 時30分ごろ、 8 棟 495m'焼損

・二次火災 ・7 時08分ごろ、 6 棟 1，339m'焼損

・三次火災 9 時05分ごろ ぼ や

・四次火災 7 時30分ごろ ぼ や

・五次火災 7 時30分ごろ ぼ や

・六次火災 7 時30分ごろ ぼ や

逗E 地 中 導 管 的 取 い し た L P カスが、隣接するマンシ

ョンに流入して爆発し、 9 名の傷者を出した爆発火災

日時: 昭和55年 11 月 1 臼20時32分ごろ

場所: 東京都板橋区 S ? ンション

死傷者 : 傷者 9 名 ( 中等症 5 名、軽症 4 名 ) 計 9 名

建物概要 : 耐火、池上 6 階共同住宅、建面積 347m'、延面積1，892m'

災害概要 ( 第 5 図) :  S マンション l 階 102号室の台所のガス漏れ

警報機が断続的に鳴動したので、業者に依頼し配管の気密試験を実

施したが異常は認められなか った。 それから約 1 時間後、ガスレン

ジを使用して調理中、突然台所中央部分で爆発が起こり、火災とな

った。漏 えい場所が不明のため S マンションの集中管理ガスボンベ

のコックを全部閉鎖し、翌日現場検証中、再び 101号室の床下ピン

ト内で小爆発が発生したため、住民約 300名を緊急避難させた 。調

査の結果、ガス漏れは、隣接する Wマンションの地中ガス配管 ( L

P ガス 50キログラムボンベ16本集中管理方式) のエルボ部分に亀裂

(  6  cm) が生じ 、そこから漏れたガスが地中拡散して、隣接する S

マンションの床下ピ ッ トに滞留し、災害となったものと判明した ョ

ガス漏れによる種々の事故を防止するため、ガスには特有の臭い



第 5 図 板橋区 S マンション 被害状況

を付けているが、現在使用されているガス付失剤は、乾燥した土じ

ようなどに吸着されやすい性質があり、 地中に拡散し 、地上に出る

までに、付臭剤が土じように吸着されたため、臭気が弱くなってい

たと推定され、住人をはじめ、気密検査に来た業者もカ。スの臭気を

まったく感じなかったものと考えられる 。

N  消防対策

ガス事故に対する消防活動要領については、過去に発生した種々

のガス漏えい事故、爆発火災を調査分析、また、関係機関との緊密

な連けいを図り樹立したものであるが、その内容を紹介することと

する 。

1  屋内に漏えいした場合の活動要領

(1)  消防隊の出場

ガス漏れ事故を覚知したときは、 警防本部からの特命指令により

署指揮隊および漏えい現場直近の消防署所から所要のポンプ車、救

急車が出場するものとし、出場する指揮隊は出場時には、ガス濃度

測定機器( 酸欠空気危険性ガス測定器および可燃性ガス警報器等)

およびガスし ゃ断ノ勺レフゅ操作用具等を積載して出場する 。

(2) 関係機関への通報

ガス事業関係者およひ。電気事業者への通報は警防本部から直通電

話 でyゲス漏えい事故現場を受け持ち区域とするガス事業者および電

気事業者の支社、営業へ通報する 。 なお、路上等の yゲス漏えい事故

で電路しゃ断の必要がないと認めたときは、電気事業関係者への通

報および緊急出場の要請は行わない。

(3) 現場到着時の措置

ア 情報収集: 現場到着した消防隊は、現場付近の住民などからの

情報を収集するとともに、酸欠空気危険性 yゲス測定器( 以下「測定

器J という) を活用し、ガス漏えい範囲を推定し、爆発等によって

生ずる二次災害に備え風上、風機側に部署する。

イ 火花を発する機器の使用禁止 ・j f ス漏えい滞留地域においては、

火花を発するおそれのある機器( 携帯無線機の発信、懐中電灯のス

イッチ操作およびインターホンまたは電話の使用) の使用を厳禁す

る。

(4) 火災警戒区域等の設定等

ア カス漏えい場所から原 ｾｉｊ として半径 ＱＵＰｭ の範囲に火災警戒区

域を設定するものとする。ただし付近の建物、工作物の構造、関口

昔日および密集度の状況から、 yゲス爆発した場合のガラス等の落下物

等による危険性並びに風向、風速等からカスの流動範囲を考慮し、

火災 警戒区域を拡大も しくは縮小する 。

イ 火災警戒区域内てゆ当該可燃性ガスの濃度が爆発下限界の3 0 %を

超える地域は、爆発危険区域とする 。

ウ 地下街、地下室および耐火建築物は原則として全体をとらえて

火災警戒区域または爆発危険区域とする。ただし開放廊下のある耐

火建築物の共同住宅は除くものとする 。

エ 火災警戒区域および爆発危険区域は、ロープおよび標示板等に

よって立入禁止を明示する 。

オ 火災警戒区域は、安全を考慮して広めに設定し、測定器等で安

全を確認後、順次縮小する。

カ ガス濃度を測定する場合は、必ず複数の測定器で測定するもの

とし、ガス事業関係者の携行する測定器等も活用し、区域を分担し

てつとめて多くの場所を測定する。また、庖舗 、事務所などの特定

した室内の yゲス濃度を測定する場合、万一爆発が起こっても被害を

受けるおそれの少ない場所から漏気等を測定し、順次居室内に進入

する 。

キ 漏えいガスの特性により、比重の軽いがスの場合は 、建物の上

階または室内の上方、天井、小屋裏部分等を重点に測定するものと

し、天井、小屋裏等の上方を測定する場合は、測定器の採取棒をト

ビロ等に結着して測定する 3 比重の重いガスの場合は、床面等低所

を重点、として測定する。

ク 火災警戒区域の設定、爆発危険区域の設定、火気使用の禁止、

電気、ガスの一時供給停止等について車載拡声、携帯拡声機または

各戸に口頭で周知する 。

ケ 箸察官、ガス事業関係者等と協議して、避難が必要と認められ

る範囲内にいる者に対して避難を指示する 。 この場合、通常はガス

漏えいが認められる住戸、直上階、直下階、隣接する住戸の住民を

最優先する 。

(5) 電路のしゃ断と確認

ア 電気事業関係者による場合: 電気事業関係者が現場に到着した

ときは、指揮本部長は、火災箸戒区域、爆発危険区域の設定範囲を

示して停電範囲内を協議したうえ、電路しゃ断を指示する。 この場

合、電路しゃ断にあたって電気事業関係者の二次災害防止に十分配

意するとともに、停電範囲内にある電気需要家に重大な事故が発生

しないよう拡声機や口頭で事前に十分周知徹底を図る 。Ｎｾ

イ 消防隊による場合: 電路のしゃ断は、電気事業関係者が行うの

が原目IJ であるが、電気事業関係者が現場にいない場合、または相当

に現場到着が遅延し、消防の指揮本部長が緊急に措置することが必

要と認めるときで、かつ消防隊によ って電路しゃ断が可能な場合は、

電路のしゃ断を行う。

(6) ガスしゃ断と確認

ア yゲス事業関係者による場合: ガス事業関係者が現場到着したと

きは、消防の指揮本部長は、火災警戒区域、爆発危険区域を示して、

ガスの停止範囲と停止までの所要時間を協議して yゲス停止またはガ

スメ ー ターコック等の閉鎖を指示する b

イ 消防隊による場合: 電路しゃ断時と同様に消防の指揮本部長が

緊急に措置する必要があると認め、消防隊が住戸外にあるガスメー

ターコック等を閉鎖してガスしゃ断が可能な場合は速やかに実施す

る。

(7) 室 内の漏えいカス排除要領

ア 外気関口部を設定する位置. 建物に外気関口部を設定するにあ

たっては、必ず風下または風横側の出入口扉またはガラス窓を選定
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する 。

イ 隊員の接近および作業位置: 隊員の接近および作業位置は、建

築物の柱形部分、鉄筋コンクリー ト壁の部分で、飛散物による被害

を受けることが少ない場合( 建築構造体ー内装を除〈ーのうち出入

口扉、窓等の関口部および無筋のパネルまたはプロ ック壁の部分を

除〈部分) を選定する 。

ウ 隊員の服装ガス漏えい事故現場における隊員の服装は、防火

衣を着装し防火帽のフードを下げて皮手袋を着用するが、ヌゲス濃度

の測定者および爆発危険区域で消防活動を行う隊員は、熱傷等を防

止するため耐火服等を着用する 。

エ 外気関口部の設定方法 : 出入口扉が施錠されていをいとき、ま

たは合鍵等で容易に開放できる場合は、風下または風横側であるこ

とを確認して爆発が起こ っても、被害の少ない場所に身をかくして

開放する 。なお、要救助者の救助等緊急に措置する必要がある場合

で爆発危険区域内で活動するときは噴霧放水( ノズル展開角度60度、

ノズル圧力 6k g/ cm' ) で援護注水またはガス拡散注水( 放水台座等

を活用して噴霧放水により行う) を行う 。出入口扉が施錠されてい

て窓ガラスを破壊する場合は、風下または風横側の窓を選定し、柱

等の部分に身をかくして行う 。なお長柄のトビロの金属部を用いて

破壊するときは、窓枠を打撃して火花を発しないよう十分注意する 。

オ 滞留ガスの排出時間 3 L D K型住戸 ( 住戸内容積約 200m')

て¥都市ガスでは、 ドラフト効果が大きいため、おおむね 1 分程度

であると恩われるが、小笠や界壁を考慮しても 5 分間程度で外気と

置換可能であると思われる 。 L P ガスでは、空気比重が重いことか

ら床面近くにある物品による抵抗を受けて流出速度が遅いことから、

外気関口設定後おおむね 5 分間程度で換置可能と思われるが、でき

れば風上側にも関口部を設定して風通しを良くするような配慮をす

る。なおこの場合、粉末消火器の放射による爆発発生防止にも配意

する 。

(8) 復旧

作業が終了したときは、電路またはガスしゃ断箇所の復旧を電気、

ガス事業関係者に指示する 。

(9)  火災警戒区域、爆発危険区域の解除

消防の指揮本部長は、火災警戒区域、爆発危険区域設定の必要が

なくな った場合、速やかに解除し、消防隊を引き揚げさせる 。

2  屋外に漏えいした場合の活動要領

(1)  消防隊の出場

屋内に漏えいした場合と同様とする 。

(2) 関係機関への通報

屋内に漏えいした場合と同様であるが、路上等の yゲス漏れ事故で

も電路しゃ断の必要がある場合は、電気事業者に通報する 。

(3) 現場到着時の措置

ア 情報収集等: 消防車両は水利が遠方にな っても風上、風検側で

下水溝、マンホール、夜工板等の上を避けた安全な位置に部署する

が、広範囲のガス漏れの場合は危険範囲を包囲するように部署する

こととし、現場指揮本部で部署方向を出場各隊に指示する 。ガス漏

れ事故発生地域付近住民および掘削工事関係者等から状況を聴取す

る。

イ 火花を発する機器の使用禁止: 屋内に漏えいした場合と同様と

する 。

(4)  火災警戒区域等の設定等

火災警戒区域、爆発危険区域の設定要領等は屋内に漏えいした場

合と同様であるが、避難指示にあた っては、避難が必要であると認

められる範囲にある者で爆発に伴う飛散物による受傷危険のある者
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に対しては、直接消防隊が誘導し、その他の住民に対しては、拡声

機または口頭で呼びかける 。

(5) ガスまたは電路のしゃ断

ア がス事業関係者によるガスしゃ断 : 導管、供給管または内管か

らガスが漏れている場合は、ガス停止範閥、所要時間、その他の事

項を協議してガス事業関係者がえf ス停止弁を閉鎖する 。

イ 電気事業関係者による電路しゃ断: 屋外のガス漏えい事故の場

合であ っても電路しゃ断を必要とする場合は、指揮本部長は、屋内

に漏えいした場合と同様に措置する 。この場合、消防隊による電路

しゃ断は、原則として行わない 。

(6)  漏えいガスの拡散、排除要領

爆発危険区域内では原則として、ガス供給のしゃ断、電路のしゃ

断が確認されるまで放水台座等を活用して噴霧放水によりガス拡散

を行う 。下水港、堀坑等地下施設物にガスが充満している場合は、

マンホール、覆工板等を可能な範囲で取り除き、 yゲスの拡散を図る 。

なお、爆発危険区域内での消防活動における隊員の保護方法につい

ては屋内に漏えいした場合と同様とする 。

(7) L  P ガスボ ンべからガスが噴出している場合等の措置要領

当該ボンベに注水すると、逆にガスの噴出量を増加させることに

なるので注意を要する 。転倒しているボンべからは、液状で噴出す

るので可能な範囲で風上側から接近してパルプの閉鎖をするか、転

倒を直す努力をする 。 L P ガスボンべからの漏えいガスは、低所に

滞留することが多〈、とくに噴出点付近からマ ンホール、側溝等を

伝わ って恩わぬところまで流動することが多いので、積極的にガス

流動方向の風機側から噴霧放水を行い、ガスの拡散を図る 。

(8) 隊員の服装

屋内に漏えいした場合と同様とする 。

(9)  噴出ガスに着火炎上している場合の消防活動

ア 漏えいしている都市ガスに着火炎上している場合、不用意に

消火すると生ガスの噴出により、二次災害発生のおそれがあるので、

近隣建物等への延焼防止を主肢とし、炎上ガスは緊急しゃ断による

自然鎮火を待つこととする 。

イ 中圧管等で噴出圧力 ( 1. 0  - 1. 3kg/ cm' ) が高いときは、メ ッ

シュの小さい金あみ、ムシロ等を覆せてその上から噴霧放水によ っ

て火柱を低〈抑え、延焼防止等の消火活動を容易にする 。

ウ 単独の L P ガスボンべからの噴出ガスが炎上している場合は、

噴出火炎の反対側から接近してパルプを閉鎖する 。

エ ボンベ集積場所等で炎上している場合は、誘爆のおそれがある

ので、地物等を盾にして放水銃または放水台座等を活用し、人力か

ら機械力におき替えた方法で隊員の安全管理を図りながら大量放水

により冷却注水を行い、誘爆を防止する 。

オ 復旧 、火災箸戒区域の解除: 屋内に漏えいした場合と同様とす

る。

V  おわりに

以上、ガス災害の実態およびガス災害の事例、並びにガス漏えい

に伴う消防活動要領および一般住民としての行動要領を含めて、述

べたわけであるが、とりわけ消防活動要領については、過去の災害

はもちろんのこと、ガス関係の各種実験を踏まえ作成したも のであ

るが、 読者諸氏からの ご意見をぜひ賜りたいと思う 。

終わりに、皆さ ん とともに、ガス災害に限定せず、災害のない街

づく り、そして、 災害に強い街づく りにまい進していきたいと思い

ます。

( たなか よしは る 東京消防庁警防部特殊災害課長)



回災害と法・災害の実態とその対策 2

豪雪災害の実態と対策

昭和56年豪雪による北陸三県の建物の被害と対策上の問題点

山 田 孝 一 郎

はじめに

昭和55年12月26 日頃から、日本付近は西高東低の気圧配置による

寒波におそわれ、北陸地方を中心に早期の異常な降雪があり、この

地方は、 12月下旬から大雪にみまわれ、 富山 ・石川・福井 ・滋賀 ・

岐阜の各県では、昭和38年豪雪 ( 38豪雪) を超える積雪があ ったと

ころも少なくない。

その結果、 北陸とその付近の地方では、農業 ・林業関係は甚大な

被筈をうけ 、また、都市部では、送電施設の被害・ガス災害 ・積雪

による交通障害および建物の被害など、さまざまの大きい被害をう

けた。 さらに数十人におよぶ尊い人命も失われた 。

ここでは、紙数の都合上、昭和56年豪雪 ( 56豪雪) による北陸三

県の建物の被害を対象として、気象と対応しながら述べることとす

る。

2  降 積 雪 概 況

昭和55年12月26 日頃から日本付近は強い冬型の気圧配置となり、

北陸地方では、 28 日を 中心と して 12月としては記録的な降雪 となっ

た。 その後、12月30 日後半からゆるみ始めたが、 1 月 2 日頃から再

び冬型の気圧配置となり、なかでも 4 日頃から非常に激しい降雪が

あり、各地で積雪深も増加し、これが 7 日頃まで続いた。その後い

ったんゆるんだ降雪も 、 1 月10 日頃から再び激しくなり 、17 日後半

亡 コ ・ 38豪雪の最深積雪を超えた地点

図 2 ・1

には小康とな ったものの、 23 日までは強弱を繰 り返しながら降雪が

続いた。この間に、各地では図 2 ・1 のような今冬の最深積雪を記

録した。 また、積雪深の多い富 山市 ・福井市および38豪雪持の記録

を超えた敦賀市などの積雪深と日降雪の深さを示すと 図 2 ・2 とな

る。

2  m 

2  m 

3 月

2  m 

3 月

図 2 ・2 56豪雪による富山・福井・敦賀の各市の地上積雪深と日降雪の深さ

( 気象台観測)

様 グラフ 日降雪の深さ 実 線 破 線 : 56豪雪 . 38豪雪の積雪深

数 字 ー単 位c m

以上から 、56豪雪の降積雪の特徴はつぎのように考えられる 。

(1)  北陸三県の降積雪の傾向はほぼ同一で、あり、降雪の周期性が

顕著で、積雪深に三つのピーク ( 図 2 ・2 の I 、II 、m)がみられる 。

(2) 降雪の時期が早いので、初期の降雪は湿性の多い非常に重い

表 2 ・1

56豪雪 ( A )

38豪雪 ( B )

( A ) / ( B )  
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雪であった。

(3) 降雪がとくに激しい日があり、各地で日降雪の深さの記録( 極

値) を更新するか、それに近い値が観測された。

(4) 積雪は全般に多いが、地域差が大きい集中豪雪型で、山間部

および山が海にせまる所を除けば、積雪深は 38豪雪よりやや少ない。

しかし、前記(2) 項から、積雪重量の大きい所が多いと考えられる。

(5) 積算積雪量( 2: 積雪深× 日) にもとづいて積雪を考えたとき、

その大きさは、金沢・富山・敦賀 ・福井の}I頃で大きくなり、福井市

は最も厳しい積雪をうけたことになる。また、金沢市を除き、富山

・福井 ・敦賀の各市は 38豪雪より厳しい積雪をうけたことになる。

とくに敦賀 ・福井の各市でその傾向が著しい( 表 2 ・1 )。

表 3 ・1 56豪雪による北陸三県( 富山・石川・福井) の家屋の被害状況

全 製 家 屋 棟 半 壊 家 屋 機 一部破損家屋 機

被害家屋

総 数 棟

県 名

A ， B ， C ， A ， B， C.  A ， B， C.  C  

住 家 非住家 計 住 家 非住家 計 住 ' 家 非住家 計 C，+ C，+ C， 

29 319 348 33 110 143 1，211 1，157 2，368 2，859 

A/ C， S，/ C， C，/ C， ん/ c， s，/ c， ら/ c， A，/ C， B. / C， C，/ C， 

福 井 県 0 .08 0. 92 1. 00 0. 23 0. 77 1. 00 0. 51 0 .49  1. 00 

C，/ C  

民ζ 乙
C，/ 巳 C / C  

0. 12 0. 05  0. 83 1. 00 

3  69 72 2  23 25 32 17 49 146 

ん/ C， 臥/ C， C，/ C， ん/ C， S，/ C， C，/ G  ん/ C， 島/ C， C，/ C， 

石 川 県 0. 04 0. 96 1. 00 0 .08 0. 92 1.00 0. 65 0. 35 1. 00 

C，/ C  
戸ζ 乙

C，/ C  C / C  

0. 49 0. 17 0. 34 1. 00 

14 140 154 43 61  104 1，076 1，050 2，126 2，384 

ん/ C， 臥/ C， C，/ C， ん/ C， S，/ C， C，/ C， ん/ C， B. / C， C，/ C， 

富 山 県 0. 09 0. 91 1. 00 0. 41  0. 59 1. 00 0. 51 0. 49 1. 00 

C，/ C  
出ζ L

C，/ C  C / C  

0. 07 0. 04 0. 89 1. 00 

46 528 574 78 194 272 2，319 2，224 4，543 5，389 

ん/ C， B，/ C， C，/ C， A，/ C， S，/ C， C，/ C， ん/ C， B. / ら C，/ C， 

ぷロ弘、

計 0. 08 0 .92 1. 00 0. 29 0. 71 1.00 0. 51 0 .49 1. 00 

C，/ C  
直ζ L

C，/ C  C / C  

0. 11 0 .05 0 .84 1. 00 

3  建物の被害概要

56豪雪による北陸三県の建物の被害状況を表 3 ・1 に、また 、こ

れと 38豪雪の被害とを対比したものを表 3 ・2 に示す。これらから、

つぎのことが知られる。

(1) 家屋の被筈は 、石 川・ 富山・福井の各県の }I債に多くなり 、こ

れは、各県の県庁所在地の最深積雪( 図 2 ・1 ) または積算積雪量( 表

2 ・1 ) の大きさの順と一致している 。 また、家屋の被害の大部分

は、最深積雪および積算積雪量の大きい福井県と富山県に集中し、

かつ、両県の家屋の被害の程度とその分布のパターンはほぼ同ーの

傾向を示している 。

3 月25日

福井県雪害対策本部

2 月16日

石川県営害対策本部

3 月20日

目富山県宮害対策本部

写真 1 武生市文化セン ターホール中ホール (556. 1.1制峻)

企骨 A 負 ，十 ， .  t  ，.. ・

表 3 ・2 56豪雪 と38豪雪 との家屋の被害比較 本 建築雑E志 昭 和38 ・6 P. 336( 昭38 ・2 ・27現 在 警 察 庁 制 べ)

雪害
住 家 f虫

非 住 家
4車

{碕 考

県 名
年度 会話題 半壊 小計 ー部破損 言十 全壊 半話題 小 計 一部破損 言十

(5D56 )  29 33 62 1，211 1，273 319  110 429 1，157 1，586 
ω56同 .門3 .妙Z5f王策凡本な部

福井県
(SE38 )  39 117 156 1，331 1，487 840 

*  

Lf旦E i)  0. 74 0. 28 0. 40 0 .91 0. 86 0 .51  

(SD56 )  
3  2  5  32 37 69 23 92 17 109 56.保2守.書1対6現策本在部

有川

石川県
(SE38 )  128 61 189 68 257 160 

*  

7(EDτ )  0 .02 0 .03 0. 03 0. 47 0. 14 0. 58 

(SD56 )  14 43 57 1，076 1，133 140 61 201 1，050 1，251 協56山.由H3 w.2n0す現策本在部

富山県
(5E38 )  55 34 89 49 138 81  

*  

7( 言Dτ)  
0. 25 1.26 0. 64 21. 96 8. 21 2 .48  

856 

46 78 124 2，319  2，443 528 194 722 2，224 2，946 

( 0  

合 計
(5E38 )  222 212  434 1，448 1，882 1，081  

L( 旦E i)  0. 21  0. 37 0. 29 1. 60 1. 30 0 .67 

写真 2 国鉄敦賀第 2 機関区検修康 (556. 1. 17111峨)
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iv ) 継手のプレート断面 ( ガセットプレートを含む) 不足に よる破

断

などである。

その他、積雪による建物の被害では、つぎのような部分的な破損

の被害が最も多い。

i ) 屋根の積雪、屋根雪の巻き垂れおよび屋根雪と 地上積雪との連

絡による沈降圧などによる軒先の破損

ii ) 屋根雪の滑落または屋根雪の巻き垂れなどの雪塊による壁面の

サッシ ・ヵ- ラスなどの二次的破損

iii ) 雪おろし作業時の不注意による屋根や窓カヲスなどの二次的破

損

以上のような建物の被害は、積雪深がいかほどになると急速に増

加するかを調べたものが、 図 3 ・1 で、県庁所在地の積雪深が 1 m 

を超えると、その県の被害建物の棟数が急激に増加することが知ら

れる。これは北陸三県に共通している。

(2) 北陸三県の住家の全・半壊練数は 124棟で、非住家の 722棟

に比べて非常に少ない。これは、住家に対しては、非住家より建物

の管理と雪おろしが適切によく行われていることを示す。反対に、

雪時には、非住家まで雪おろしに手がまわりかねる ことを暗示し

ている。

(3) 北陸三県の一部破損家屋の棟数は約 4，500 棟余りと非常に多

〈、住家・非住家の区別なくほぼ同数の被害を生じており、前記(2)

項と異なる傾向を示している。

(4) 56豪雪は、 38豪雪に比較して、最深積雪では、福井県の嶺南

・富山県の東部を除いてやや少なめであるが(図 2 ・1 ) 、その積雪

重量および積算積雪量では、金沢市( 石川県) を除き一般に厳しい

降積雪であると考えられる( 表 2 ・1 ) 。しかるに 、各県とも家屋の

全 ・半壊は38豪雪のときより少なく、北陸三県の住家の全 ・半壊棟

数は 38豪雪のときの約30%、また非住家の全・半壊棟数は 38豪雪の

56豪雪の降積雪状況、建物の被害概要および被害調査結果から、

建物の雪害対策上の問題点として、つぎのようなことが知られた。

(1) 設計雪荷重値を超える積雪があった地方も少なくないが、 38

豪雪の経験にもとづく雪おろしの指導に対応して適切な除雪が行わ

れたので、 38豪雪より建物の被害は少なかった。しかし、相変わら

ず、住家に比べて非住家の被害が非常に多い。これは豪雪時の雪お

ろしの困難きを暗示している。また、雪おろしについてはつぎのよ

つな問題点がある。

i ) 屋根の積雪荷量と、その後の降雪の予報とを考慮して、雪おろ

し時期の指導を適切に行うこと。

ii ) 面積の非常に大きい屋根、複雑な形状の屋根、高いパラペット

. 手すりがある屋根などの雪おろし作業は大変な困難をともなう。

川) ペントハウスがない建物や、あってもドアが外開きのものは、

積雪のため屋上に出ることができないので再考を必要とする。

i v) 建物の管理上、設計時の雪荷震または許容積雪深を明示し、管

理者が代わっても対応できるようにする必要がある。

(2) 鉄骨造の建物では、低層でトラス形式の骨組みをもち、かっ

屋恨の固定荷重が小さく超過荷重に弱い建物に被害が集中している 。

このような建物の管理および設計ではとくに注意を要する 。

(3) 屋根雪の自然落下を期待した建物では、屋根表面の自然、的ま

たは人工的な変化のため、屋被雪が落下せず倒壊に至ったものがあ

った 。 また、屋板雪が落下したものでも、巻き垂れや務下した雪塊

によって、窓のサ ッシおよびカ' ラスのli 削R等の二次被害が多かった 。

このような建物の管理および設計では今後十分な注意を要する。

(4) 融雪装置等を設置している建物では、それが有効に作動しな

いため、倒壊に至ったものがあった。したがって、その装置の効果、

作動能力、管理方法等について十分な検討を要する。

(5) 非常時を考慮して、公共的な建物では、雪おろしを必要とし

ない十分な積雪荷重値で設計すべきであると考えられる。

(6) 今冬の豪雪では、過去の最大積雪深を大幅に超えたところが

あるため、万ーの場合を考慮、して、いかなる建物でも、雪おろしが

安全にできるような配慮が必要で弘あることを痛感した。

以上、建物の雪害対策上の問題点を指摘したが、今後の参考にな

れば幸いである。

建物の雪害対策上の問題点4  

ときの約67%と少ない。これは、 38豪雪の経験にもとづく雪おろし

の指導に対応して適切に除雪が行われたこと、および今冬の降雪に

周期性があって雪おろしが行いやすかったことのためと考えられる。

一方 、一部破損家屋の棟数は 38否定雪のときより非常に多いのが特徴

である。

また、被害家屋棟数の大部分は木造で、次いで鉄骨造であり、鉄

筋コンクリート造の被害建物はみられなかった。たとえば、福井県

において、床延面積 100m'以上でみかつ半壊以上の 147棟の建物を対

象とすれば、木造 (121棟) :  82%、鉄骨造 (26棟) :  18%、 鉄 筋 コン

クリート造( 0棟) : 0 %であり、これを用途別に分けると、住宅

(44棟 ) :  30%、工場 (42棟) :  29%、 倉 庫 ( 29棟) : 20%、作業場

(12棟) :  8 %、その他( 公民館、集会場、寺院、アノマートなど20

棟) :  13% となり( 福井県土木部建築課調べ) 、住家に比べて非住家

の被害が多いことが知られる。

さらに、鉄骨造の被害建物は、軽量形鋼や山形鋼などの組立材を

用いたトラス系の骨組形式をもっ低層の建物で、かつ、屋根の固定

荷量が小さく超過荷重に弱い構造形式のものに多い( 写真 1 、 2 )。

これらの構造的な破境の原因は、

i  ) はりの引張腹材の接合部断面、接合部のボルトあるいは溶接の

破断

ii ) はりの圧縮腹材( 単一山形錦、帯板) の座屈

iii) 軒高の高い建物の組立柱の内側IJ 弦材の構面外座屈

(56.  4.  29. We) 

{ゃまだ こういちろう 福井大学教授・工学郁漣築学将)
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また、このたびの雪害調査に当たり、ご協力いただいた皆々様に

厚くお礼を申し上げます。

56豪雪による金沢市の地上積雪深 と石川県の被害家屋様数の増加
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回災害と法・資料

米国における建築安全と法

小 林 正 美

1  . はじめに

建築物での火災被害をできるだけ少なくするために、米国でも

bui  l di ng code および f i re code によって建物の設計および維持管理

が規制されている。しかし広大な国土を有し、かつ地方分権を建国

の一つの理念とする米国では、各地方自治体ごとにそれぞれのcode

を決めており、各州、| および各市、町、郡では、異な った組織が定め

るいくつかのModel Codes を手本にして、それぞれの l ocal codes 

を作成している 。これが国が定めた一つの建築基準法、一つの消防

法を基本にしたわが国とは異なる、まずーっの大きな特徴である 。

本稿では米国における建築安全、とくに火災安全と法との関係を

とりあげ、まずbui I di ng code とfi re code について、 Model Codes  

を中心にした法体系とその問題点を解説する 。つぎに、広範な分野

の人々の自主的な参加のもとに種々の法規や基準を出すなど、防火

安全技術の普及に積極的な活動を行 っている民間団体、 NF P A ( 米

国防火協会) を紹介し、その代表的な codeの一つでb あり、かっとく

に建物からの避難安全確保のために作成された Li f e Saf et y Code 

をとりあげて、その考え方を解説する 。そして最後に、米国におけ

る建築安全と法についての考察から、わが国の建築基準法が抱える

問題点に対しての示唆を求める 。

2 .  Bui  I di ng Co d e とF i r e C o d e  

2  - 1  M凶 el Bui  I di ng Codes  

米国における bui I di ng code とf i re codeの歴史は 17世紀に始まる 。

記録に残る最初の建築に関する法律は、 1625年にニューアムステル

ダム( 現在のニューヨーク) で可決され、家屋の種類、建築場所、

屋根葺き材に関する規定を定めている 。 また 1630年にはポストンに

おいて、英国総督により「何人たりとも煙突を木て。作 ってはならず、

また屋線をワラで葺いてはならぬ」といっ命令が出されている 。最

初の防火に関する規則は 1647年にやはりニューアムステルダムで始

まり、路上での喫煙、煙突を越えて炎を出すこと、および一つの建

物で 6 ポンド以上の弾薬を貯蔵することを禁止している。そして1867

年になって初めてニューオリンズにおいて、既存の集会施設に対す
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る消防査察を決めた最初の法律が可決されることになる 。その後、

度重なる火災で、多額の損害を被った保険会社は、 1905年に全米火災

保険業者会議、 the Nat i onal  Boar d of Fi r e Under wr i t er s (現

在の全米保険業協会、 the Amer i can I nsurance Associ at i on)  を

結成し、建築火災被害の減少にたずさわる自治体を指導するために、

the Rec ommended Nat i onal  Bui  Idi ng Code (現在のthe Nat i onal  

Bui  I di ng Code) を公布した 。 これが1927年に、太平洋岸建築公務

員連盟、 the Paci f i c Coast  Bui l di ng Of f i ci al s Conf er ence 

( 現在の建築公務員全国連盟、 the I nt ernat ional  Conf er ence of 

Bui l di ng Of f i ci al s ) によって、 the Uni f or m Bui l di ng Code が

公布されるまて¥全米唯一の公認されたmodel bui l di ng code であ

った。そして 1945年には、南部地域の建築構造に特有な問題に対処

するため、南部建築法会議、 the Sout her n Bui  I di ng Code Con-

gress が the Sout her n St andar d Bui l di ng Code を発布し、また

1950年には、アメリカ建築公務員、 the Bui l di ng Of f i ci al s of 

Amer i c a (現在の全国建築公務員および法規行政官、 the Bui  I di ng 

Of f i ci al s and Code Admi ni st r at or s I nt ernat i onal ) が初めてそ

の the Basi c Bui  I di ng Code を発布した 。)

このように米国には、それぞれ別個の組織により作成された 4 つ

のModel Bui l di ng Codes カずあり、 こσ〉うち the Nat i onal  Bui l di ng 

Code は米国大陸のとくに東部およひ凍北部で用いられ、 the Uni f or m 

Bui l di ng Code は西部、 the Sout her n St andar d Bui l di ng Code 

は南東部; そして the Basi c Bui  I di ng Code は中西部地域で主に

採用されている 。 これらのModel Codes はcode の手本として作成さ

れており、各地方自治体がその地域特性に応じて独自のcode を作成

する場合でも、最小限の修正で済むようにしてある。そして規模の

小さな自治体ではいずれかのModel Codes をそのまま採用するこ

とが多いが、人口 50万人以上の大都市ではそのほとんどが、 Model

Code を参考に独自のcode を作って運用しており、たとえば、現在

高層ビルに関して最も厳しい防火安全規定を設けているのは、ニュ

ーヨーク市の Local L a w F ire である 。なお州によっては、州と

市や町で採用している Model Code が異なることもあり、その場合

は当然、市や町で採用している codeに従えばよいが、そこでとくに



code を決めていないときには、州、| で採用している state wi de code 

に従うことになる 。 また連邦政府が関与する建物については、 l ocal

codeの規制lが免除されるが、代わりに、防火安全に関して模範とな

る建物を作るということで、連邦政府独自のかなり厳しい規制が課

せられており、そこでは新しい防火安全技術の導入にも積極的であ

る。

Model  Bui l di ng Codes は通常 3 - 5 年の定期的なサイクルて、改

訂が繰り返されるが、地方自治体の作成した bui lding codes では、

大きな改訂を受けるまでに 10- 20年も要することが多い。

2  - 2  Bui  Id ing Code とFi re Pr event i on Code の関係

現在のModel Bui ldi ng Codes の規定のうちの約7 5 %は、火災安

全に関係した内容を持っている:) しかし bui l di ng codes は一般に、

新築か増改築が行われる建物に対して適用されるものであり、数の

上で圧倒的に多い既存の建物での火災安全を守るために、前述の

Model  Bui l di ng Codes を作成している 4 つの組織と NF P A ( 米国

防火協会) は、それぞれModel Fi r e Prevent i on Code を出してい

る。f i re (prevent i on)  code は、基本的には建物の維持管理を目的

にした法律、 mai nt enance code として作成されており、建物用途に

従じた建物の利用のされ方や機能を、防火安全の面から規制するも

のである 。すなわち bui l di ng codes は建物の構造や、構造に関連し

た事項を規制するが、 f i re code はカーテン、じゅうたん等の内装を

規制し、たとえばドライクリーニングを用途にする建物の場合、避

難口の数や配置および電気配線なども含めた建築構造は、 bui l di ng

codeによる規制を受けるが、 ドライクリーニング設備の設置場所や

その換気口、およびクリーニングに用いる溶剤などは、 f i re code 

によ って規制される 。f i re codeで祉、建築構造に関する火災安全は

bui  Idi ng code によ って確保されているものと仮定しており、既存の

建物について火災安全上の欠陥が見出されても、それが bui l di ng

codeの規制対象て手ある場合には、それを f i re code で正すことはでき

ない。すなわち、 f i re code は bui l di ng code に従属した形にな っ

ている 。

2  - 3  問題点

以上に述べた bui l di ng codeや f i re code によ って、建築の火災安

全が計られてはいるが、その実態となると、米国でもつぎのような

問題を抱えている 。

まず、新しく建築される建物では、平面計画も含めた建築構造に

関して、 bui l di ng code によりかなり厳しい基準で火災安全が要求さ

れている 。 しかし火災により多くの死者を出すのは、現行のbui l di ng

codeの対象とはならない旧い建物であり、これらの中には、改築し

て法規に定められている基準に適合させることが、物理的、経済的

に不可能なものも少なくない。 そしてこれらの建物の所有者には、

建物をそのまま放置して安全が低下するにまかせるか、あるいは火

災にな って保険金を得た後、新たに造り直すことを考える者も多い。

つぎに Model Codes に関しては、 3 - 5 年の定期的な改訂によ っ

て、新しい防火安全技術や設備の開発など、科学技術の進歩に適合

させる努力が払われているが、地方自治体が作っている l ocal codes 

になるとその反応は遅い。 また Model Codes を作成する組織の構

成員は、建築や消防行政に携わる地方自治体の公務員が中心にな っ

ており、建築家や技術者がcodeの作成に加わることはほとんどなく、

一般の人々の意見が直接codeに反映されるようなシステムにはな っ

ていない。

設計者が守らねばならない法律には、 bui l di ng codeや f i re code 

のほかにも住宅法 ( housi ng codes ) 、環境保護法 ( envi r onmen ta 1  

prot ect i on rul es ) をはじめに数多くの l ocal codes があり、さらに

連邦政府の基準の中には強制l的に従わねばならないものもいくつか

ある 。そして連邦政府の援助を受ける建物では、当然、連邦政府独

自の規則を満足しなければならず、また保険会社は、高額の火災保

険をかける建物については事実上規制に近いものを謀している 。 こ

のように数多くのcodes があると、その中にはおE いに重複したり矛

盾するものもあり、設計者からは当然、“ Ho w saf e i  s  reasonabl  y  

saf e ?  " という疑問も出されてはいるが、彼らはこれら法規の洪水

に対処することで精一杯でトあり、法規を越えてまで防火安全を考え

ることはめ ったにない 。 また行政の方でも、建築の安全を司る部局

が建築と消防の 2 つに分かれているため、官僚組織特有の偏狭主義

や部局聞の相E 不信なども手伝って、その協力関係は必ずしもうま

くはい ってない。

なお現在、 4 つのModel Bui l di ng Codes の聞では、その考え方

や基準値に基本的な差はなくな っている:) そして、あまりにも多く

の類似した codes があることの混乱や、各組織がそれぞれの目的に

従 って別個に活動し、 code等の改正を行っている現状に矛盾を感じ

ている米国建築家協会 ( the Amer i can Inst i tute of Archi t ect s)  

では、すでにまとま った動きにある建築公務員や消防関係の団体に

加えて、建築設計に携わる者もそのcode作成に参加で、きるひとつの

迎合組織を作り上げ、そこで全米的に統ーしたひとつの the Ame-

ri can Bui l di ng Code を出してはという働きかけも始めている 了

3.  N F P Aの Li f e Saf et y  Co d e  

Nat i onal  Fi r e Prot ect i on Associ at i on ( 米国防火協会) は、防

火安全技術の普及のために設立された民間団体であり、関係分野の

人のバランスのとれた参加と公正な手続を基本にした、独特のcode

作成システムによ って、種々のcodesやst andards を出している 。 そ

してその中のひとつL i  fe Saf et y Code は、とくに建物からの避難

安全を目的として作成された codeであり、その運用には政府関係機

関も積極的に後押しするなど、米国での避難安全設計の考え方を知

る上でも注目すべき codeてゆある 。

3  - 1  NF P A  

F P Aは、科学技術と教育により人々とその環境の火災安全を守

ることを目的にして、 1896年に設立された非営利の法人である 。N

F P Aは米国の木綿工業の発展過程で生まれたものであり、 19世紀初

頭の米国の木綿工業の中心であ ったNe w Engl and地方において、度

重なる工場の火災とそれに対する当時の画一的な保険制度に矛盾を

感じた工場主たちは、自らの工場相互保険会社 ( 現 在 のFact or y

Mut ual ) を設立し、その機関の防火研究によ って開発されたスプリ

ンクラー装置の設置に関する統一規格を、各保険会社が一堂に集ま

り審議する過程で創設されたものである 。 NF P Aは志願会員 ( vol un 

tary member shi p ) によ って構成される組織で、現在約32，000人の

個人会員と約 160の団体会員を擁している 。 その構成員は多岐にわ

たり、消防 ( 27%) 、産業界 ( 21%) 、保健医療施設関係 ( 12%) 、保険

業界 ( 10%) 、建築家および技術者 ( 7 %) 、消防機器製造販売( 6 %) 、

州政府および地方自治体 ( 4 %) 、連邦政府( 2  %) 、教育施設関係 (2

%) 、専門業組合 ( 2 %) 、その他 ( 7 ＥＩ 、とな っ ている ｾ Ｉ NF P Aでは

約240にも及ぶ法規や基準を出しており、それらは約160の専門委員

会 ( Techni cal Commi t t ee) によ って作成されている 。専門委員会

は、約 2，400人の各分野にわたる専門家のボラ ンティア活動で運営

され、どの委員会も利益の公平を計るために、ひとつの利益団体が

過半を占めることがないような構成にしてある 。NF P Aの基準作成

には一般の人々にも門戸が聞かれ、誰もが新しい基準やその改正を

提案できるシステムとなっている 。 そ し て そ の 中 で 、 基 準 委 員 会
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( St andar ds  C ounci  1) が必要と判断したものについては専門委員

会が設置され、そこで草案がまとめられて一般に公表される 。この

専門委員会は 、草案に対してなされたすべての批判を 、採択あるい

は却下した理由を添えて公表せねばならず、委貝の 2 / 3 以上の賛

成をもって、最終的な基準案がN F P Aの全国大会で、の公開討論会に

提出される 。年 2 回聞かれる N F P Aの大会では、会員に限らず誰で

もが発言でき、すべての見解が公にされた後、会員の投票によ って

従案された基準に対する承認、修正あるいは否決の決定が下される1)

3 - 2 L i f e  Saf et y  C o dJ )  

N F P Aのcodes の中で、 Nat ional El ect r i cal  Code と並んて苛立も

良〈知られ、広〈用いられているのがLi fe  S afet y Code である 。

Li  fe  Saf et y C ode はその前身を B ui l di ng Exi t s  C ode とするも

ので、火災等の緊急事態に対して人々を建物から安全に避難させる

ための施設についての設計基準を、 model codeとして定めたもので

ある 。Li fe Saf et y Codeは前述した Mo del B ui l di ng Codes を補

つものとして位置づけられ、現在米国の43州、|で採用されている 。

Li f e Saf et y Code には 3 年ごとの改訂が決められており、 17章に

及ぶその内容には、避難施設の一般的な設計基準と、建物の用途

別に、避難人員の算定法、避難安全のために最低限必要な避難口

( Exi  t ) の規模の決め方、そしてその配置法に関する規定が述べら

れている 。以下に、その概略を説明するが、そこに示される避難設

計の考え方は、 4 つの Model B ui l di ng  Codes においてもほとんど

変わりはない。

3 - 2 - 1  避難施設の基準寸法 Li f e Saf et y Code では避難施

設を、避難口までのアクセス ( ex i t access ) 、避難口 ( exi t ) 、避難

口から公道まで ( exi t di schar ge ) の 3 つの部分に分けて定義して

おり、階段や直接戸外に通ずる扉などがそれにあたる避難口には、

安全な通路としての基準寸法や、 2 時間耐火などの構造規定が定め

られている 。そして特徴的なことは、ひとつの建物あるいは防火区

画から隣接する建物や防火区画に同一レベルで通ずる連絡橋やバル

コニ一、防火扉も、水平避難ロ ( hor i zont al exi t ) として避難口の

ひとつに認めている 。避難施設として最低確保しなければならない

幅などは、建物用途によ っても異なり、また後述する避難人員や避

維口の基準容量との関係でも決ま ってくるが、扉、階段などについ

ては、つぎのような基準寸法が定められている 。 まず、避難施設の

表 - 3 必要澄尊重ロ算定のための基準値

(  a)  (  b )  

表 - 1 階段の基準寸法

クラス A

幅 I  44in. ( 1l 2cm) 以上

蹴 上 I t Yoin. ( 19. 1cm) 以下

跨 商 110in. (25 .4cm) 以上

桁 高 1 6f t . 8  in. ( 203cm) 以上

踊場開隔 |高さ 12ft. (3. 66m) 以内

腕場奥行 I44i n.  (l 22cm) 以上

表 - 2 斜路の基準寸法

申百

勾 配

腕場間隔

クラス A

44in.  ( 1l 2cm) 以上

1 / 10以下

1611限なし

クラス B

同左( ただし、総収容人貝 50人以下

のときは36i n 以上)

8  in. (20. 3cm) 以下

9  in. (22 .9cm) 以上

同 左

同 友

同 友

クラス B

30i n.  (76. 2cm) 以上

1/ 8 以下

高さ 12ft. (3. 66m) 以内

天井高は最低 7 ft.  6  i n .  ( 229cm) なければならず、また扉 l 枚の幅

は最小28i n. ( 71. 1cm) 、最大48i n. ( 122cm) である 。階段はクラス A 、

B の二種類に分けられ、それぞれ表ー 1 に示す基準寸法が定められ

ている 。 このうち、新設の集会施設、保健医療施設および教育施設

にはクラス A の階段を用いねばならず、また蹴上 Rhと踏面 T wには

24i n.  S:: 2  R h +  T wS:: 25in. の関係が規定されている 。斜路もクラス

A 、 B に分けられて、 表- 2 に示す基準値が定められている 。そし

て廊下などがこれにあたる避難口までのアクセスでは、最小幅が28

i n.  ( 71. 1cm) と決められ、とくに学校てすま 6 f  t. ( 183cm) 、 また病

院では 8 ft.  ( 244cm) 以上の幅を確保しなければならない。

3  - 2  - 2  避難 口必要幅算出法 避難安全のため、建物各階に設

けねばならない避難口の必要幅は、その階の避難人民と避難口の単

位幅当たりの答量 (処理できる人数 ) によ って決められる 。避難人

員 ( uccupant L oa d) の算定には、建物用途別に 表ー 3 (a) に示す

基準密度が定められており、床面積をこの値で割 って求められる 。

また避難口は、その幅を人間ひとりの幅をもとにした 22i n. ( 56cm)  

単位で計測され(端数が12in. 以上のときは 1 / 2 単位加える )。 単位

幅を通過できる人数 ( 基準容量) を、扉などの水平の避難口では 100

人、階段では 60人を原則にして、建物用途別に表- 3  (b) の値が規

定されている 。 したがって、建物各階で必要となる避難口の幅は、

W = A/( D. C) によ って求められる 。 ここに Wは避難口の必要幅

( 22i n. 単位) 、A は階の床面積 ( ft

2

) 、D は避難人貝基準密度 ( ft

2

/

人) 、C は避難口基準容量 ( 人/ 22i n. ) である 。なお階段など数階

(  c )  ( d )  

用 途 避難人只基地密度 避敗口基単容量 (人/22川) 最大歩行距離 ( ft ) 行き止まり制限

( ft' / 人) 水平の避難口 階段 スプリ ンクラー無し スプリ ンクラー有り (f l) 

集会施設劇場、娯楽総設等

講堂、ダンスホール 7  (ネット) 100 75 150  200 20 

会議室、食堂 15 (  11 )  100 75 150 200 20 

立席、待合スペース 3  (  11 )  100 75 150 200 20 

教育絡設 ・学校、大学、保育所等

教 室 20 (  11 100 60 150 200 20 

工作室 50 (  11 )  100 60 150 200 20 

保育室 35 (  11 )  100 60 150 200 20 

保健医療施設: 病院、老人ホーム等

病棟、就寝棟 120  (グロス) 30 22 100 150 30 

治療機 240 (  11 )  30 22 100 150 30 

居住施設

ホテル 200 (  11 )  100 75 100 150 35 

アパート 200 (  11 )  100 75 100 150 20 

寄 宿舎 200 (  11 )  100 75 100  150  
。

商業施設デパート、 スーパー等

1 階 30 (  11 )  100 60 100 150 50 

2 階以上の階 60 (  11 )  100 60 100 150 50 

4 務所 100 (  11 )  100 60 200 300 50 

工 場

一般 100 (  11 )  100 60 100 150 50 

危険 100 (  11 )  100 60 75  75 
。

倉 庫

一 般 100  (  11 )  100 60 200 400 

危 険 100 (  11 )  100 60 75 100 
。
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をつなぐ避難口ても 、そ の必要幅は各階ごと独立に、そこの避難人

員によって算出されるが、避難方向に向かつてその幅が減少するこ

とは許されない。また必要幅を満たすべ〈避難口 l 個の幅と個数の

組み合わせは自由であるが、各避難口は前述した基準寸法を満たさ

ねばならず、またその個数は、つぎに示す最大歩行距離によっても

規定されてくる。

3  - 2  - 3  避難口の配置法 ひとつの階において複数の避難口が

必要なときには、少なくともそのうちの 2 つはお互いにできるだけ

離し、火災等によ って 2 っともがブロ ックされる可能性をできるだ

け少なくするように配置しなければならない。避難口を適正に配置

させるために L i  fe Saf et y Code では、居室の各部から避難口のひ

とつに至るまでの最大歩行距離と、行き止まり廊下、通路の最大長

を、建物用途ごとに規定しており、表- 3( c) 、(d) がその値である。

そしてスプリンクラー設備が完備している場合には、無いときに比

べて最大 2 倍までの歩行距離が許されている。

3  - 2  - 4  考察 以上のように、 L i  fe Saf et y Code では避難口

の必要幅を算出するため、建物用途別に避難人員の基準密度と避難

ロの基準容量を決めており、設計者にと って避難設計の進め方が比

較的わかりやすい組み立てになっている。また水平避難口の採用や、

病院や老人ホーム等の施設において、避難ロの基準容量に、より厳

しい値を設定するなど、肉体的な弱者に対する避難安全確保にも積

極的な姿勢を示している。さらにスプリンクラー設備がある場合に

は避難口までの歩行距離制限を緩和するなど、他の防火安全対策と

の連繋も計り、トータルで一定水準以上の安全硲保を行うことをめ

ざしている。なお基準値の中には経験的な事実にもとづいて決めら

れているものも多〈、たとえば最大歩行距離には、 75f t . なら 1 0 - 1 5

秒で行け、さらに経路選択のために多少の遅れが加わるとしても、

その程度の時間なら息を止めたままでいられるということから、 75

f t . がひとつの基準にされている。また階段の基準容量60人/ 22i n.

は、i 22in. 幅当たりー列になった肉体的に健全な人が 1 分間に 45人

降りれる j という、 1935年の N. B. S . ( 米国商務省標準局) の報告に

基づいて決められたものであるが、これについてカナダ国立科学研

究所の J ake L. Paul s 氏は、実際の避難で人々はこの値の約半分の

流量でしか避難できず、またその値も 22i n. 単位ですまなく階段幅に連

続して増加するという研究結果を提出しており、現在、 N F P Aでも、

その修正を検討中である。

4  . おわりに

Model  Codes に示されるよっに、米国の建築安全に関する法規や

基準は、固とは別個な団体が自発的に作ってきたものを基礎にして

おり、それらの中から、政府や各地方自治体が、自分らのcode とし

てふさわしいと判断したものを採用する形をとっている。そして米

国でも、建築安全と法との関係では多くの問題を抱えてはいるが、

火災安全のための種々の法規や基準を出している民間団体のひとつ

F P Aでは、 code作成の公平と codeによる利益の公平を期するため

に、組織をボランティア制にしており、各分野の人々の意見を公平

に反映させるための独特な code作成システムを作りあげている。そ

してその法規には、たえず新しい防火安全技術の導入を計るために

短いサイクルでの定期的な改訂を定めており、またとくに肉体的弱

者に対する安全確保には 、よ り深いF己慮が示されている。

わが国でも近年、建築安全のための最低基準を定めた建築基準法

に対して、経々の批判が述べられているが、その内容を要約すれば

つぎのようなものとなろう。まず建築基準法の規定は並列的、個別

的であり、規定相互の関係が不明確でーある。そしてその中には根拠

がはっきりしない基準もあり、規定の大半が性能規定でなく仕様規

定であるために、新しく開発された技術や工法の導入に不向きとな

っている。また火災等による大惨事が起こるたびに新たな法規が追

加され、法はますます強化され複雑化するが、法自体にトータルと

しての安全確保という考え方が欠除しているため、結果は似たよう

な対策の羅列となり、投資のわりにはあまり効果が期待されない、

などである。

しかしこの一方には、法の精神を忘れ、法さえ満足しておけば責

任はないとする設計者やオーナーが多数存在することも事実であり、

彼らは建築基準法の存在で逆に社会的責任をまぬがれてきたわけで

ある。そして犠牲者にされる国民の声を、法を強化することで国が

代弁してきたことも、忘れてはならない事実である。これらの問題

に対して何らかの対策が打たれることはぜひとも必要で与あり、その

ひとつとして、現行法を白紙に戻し、新法を作ってはという官、見も

出されている。しかしそこに至る前に、まずこの問題を切実なもの

として受けとめている建築設計やビル管理などの関係者が率先して、

現行法規定での問題点の洗い出しを行い、不備な理由を具体的に示

していくことが先決であろう。そしてそれをふまえ、ではどうすれ

ばより合理的な基準のもとに建築の安全確保がなしうるのかを解説

した技術指針を作り、それを一般に公表していくことも、併せて必

要な作業と考える。

安全とは、できるだけ安全でいあることに 5佐しも異論はないが、現

実にはどの程度の危険なら許容できるのか、 accept abl e r i sk とそ

れに費やされる accept abl e  cost の選択の問題である。そしてこれは

単に工学的にのみ求められるものではなく、社会的なコンセンサス

を通して決定されるべき種類の問題である。したがって、上記技術

指針をさらに法的性格を備えた安全基準へと移行させるためには、

建築、消防、保険などをはじめとする各分野からの参加をふまえた

公開討議を行い、そこでの合意を得ることがぜひとも必要な条件と

なろう。そしてそこにおいて、なお建築設計に携わる者が主体的な

立場を享受するためには、自らの建築安全に対する責任を罰則規定

も含めて明確にしておくことが、当然、要求されてこよう。

本稿をまとめるにあたり、メリーランド大学防火工学科長J ohn

L. Br y an教授、カナダ国立科学研究所建築研究部主任研究貝 J ake

L. Paul s氏、 Model i ng Sy s t ems  Inc. 社長( 前 N F P A主任研究員)

Geof f r ey N.  Ber l  i n氏 らからは、 tt 重な助言と数多くの資料を提供

していただいた。ここに感謝の立を表します。

参考文献

1)  ' Management  and Enf orcement  of Fi re Codes:  U. S.  Fi re Admi ni s-

trati on， Federal  Emer gency Management  Agency， 1979 

2)  ' One  Code :  A  Pr ogr am for Bui l di ng Regul at ory Ref orm:  

The Amer i can Insti tut e  of .Ar chi tects Codes and St andards Commi t t ee， 

1975 

3)  ' Fi re Protect i on Through Moder n Bui l di ng Codes， fourth edi tion:  

Amer i can Iron and Steel  Insti tute， 1978 

4  ) 石 山 松 男 海 外 消 防 研 究 所 情 報 米国編( その 1 )' ，火 災71. Vol. 18No. 4.  

pp. 58- 60， 日本火災学会， 1968 

5 )  ' Yearbook and Commi t t ee Li st  1980- 1981' ， NF P A  

6  )  ' The Nat i onal  Fi re Protect i on Associ at i on， Publ i c Advocat e for 

Fi re Safety:  NF P A， 1980 

7)  ' NF PA Li f e Saf ety Code Handbook， fi rst edi ti on:  edi ted by J ohn 

A.  Sharry， NF P A， 1978 

8)  J ake L .  Paul s ，' Bui ldi ng Evacuat i on:  Research Fi ndi ngs and Reco-

mmendat i ons:  in Fi  res and Human 8ehavi our ， edi ted by D.  Cant er， pp. 

251- 275.  J ohn Wi l ey &  Sons Lt d， 1980 

9 )  ，建築関係法規に何を望むか¥建築雑誌 Vol. 95. No.1l 68， pp. 4  - 6 ， 1980 

( こばやし ま さ み 京 初 大 学 工 学 部ill 築 学 科 助 手 工 学 博 上)

51 



国災害と法・特別企画

火災事例から見た

防災設備の現状と動向

狩 野 隆 一

1  . は じ め に

一般に建築物等における防災設備としては、

建築基準法上の排煙設備や、非常用 の照明装

置、また高層建築物に設けなければならない

備等が、実火災において、どのように機能し

たか、いくつかの事例を紹介し、併せて有効

に機能するための留意点と、今後建築防災上、

配慮する必要がある事項について記述するこ

の
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易に行うことができるようにするなど 、建築

防災上、大きな役割を果たしている消防用設

表 1 消防用段備の種類 ( 消防法施行令郷 7 粂から)

消火器、簡易消火用具( 水バケツ、

水槽、乾燥砂、膨張ひる石または

膨* - A 珠岩)

屋内消火栓設備

スプリンクラ ー設備

水噴霧消火設備

r肖

消火設備i

抱消火設備

防 二般化炭素消火設備

17) ハロゲン化物消火設備i

用 粉末消火設備

屋外消火栓設備

供 動力消防ポンプ設備

す 自動火災報知設備

る iltl 1 l ? 火災警報器

2主 消防機関へ通報する火災報知設備

{紺 n輯i設備
事年S輩、携帯用拡声器、手動式サイ

レンその他の非常警報総具、非常

響報訟備( 非常ベ J レ、自動式サイ

レン、放送設備)

すベリ台、避難はしご、数助袋、

ｾ鰍設備 緩除機、避難婦その他の遊般若器具

誘導灯、誘導標識

消 防 用 水

ｾｊｪ 火水槽またはこれに代わるｊｴ ￮Ｇ 水

池その他の用水

I肖火 i1i llilJ I二

俳煙設備、述結散水設備、 iili 結送

必 裂 な 施 設

水管、非常コンセント設備、無線

iillfJ 補助設備
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2  . 消 防 周 設 備 等 の 奏 功 例 と そ の 留 意 点

消防用設備等の奏功例「防災設備のかなめは

早期発見と、初期鎮圧にある J

E 亙日

4 月某目、 7 時40分頃、鉄筋コンクリート

造、 4 階建ての旅館、 2 階客室において、た

ばこの不始末から( 推定) 出火。自動火災報

知設備のベルが鳴動したので、従業員がかけ

つけたところ、部屋に煙が充満し、枕がくす

ぶっていたのを、備え付けの消火器で消火し

fこ。

| 屋内消火栓設備|

m 4 月茶目、 2 時30分頃、鉄骨プロック

造、地下 1 階・地上 5 階建ての、 4 階スナ ッ

クか ら出火 。 ( 原因はたばこの不始末と推定

される) 。天井および側壁の一部並びに ソフ

ァーなどに延焼したが、自動火災報知設備が

作動したので、隣室のスナ ック 従業員と管理

人が消火栓ホースを延長して消火に当たり、

初期消火に効果があ った。

付) 3 月某目、 23時40分頃、耐火造、地下

1 階 ・地上 5 階建て旅館、 4 階ベ ランダのネ

オン変圧器附近から出火。ベランダに存置さ

れた工事用廃材や、建材に燃え移ったが、客

の通報で、経営者と従業員が消火器 5 本およ

び屋内消火栓で消火に当たり、初期消火に効

果があ った。

| スプリンクラー設備|

fア) 1 月某目、 14時頃、鉄筋コンクリート

造、 6 階建てスーパー ・事務所等の複合用途

ビル。 4 階インテリヤ売場から出火。( 原因

は放火の疑い) 。物品、側壁に延焼したが、

スプリクラー設備が散水障害もなく有効に作

動し、初期消火に効果があった。また自動火

災報知設備の火災感知から、非常放送設備に

より出火階および直上階に対し、避難誘導放

送がなされ、当時二百数十名の人が滞在して

いたが比較的スムーズに避難を完了した 。

付) 1 1月茶目、 20時10分頃、鉄筋コンクリ

ート造、地下 1 階 ・地上 5 階建てレジャービ

ル。地下 1 階の洋酒喫茶の調理場において、

ガスレ ンジ にかけた油なべから出火。厨房用

排気ダクト内に火煙が伝走し、上階の 1 階倉

庫部分と 2 ヵ所から燃え上がったが、同時に

出火点附近に設けられたスプリンクラーヘ ッ

ドが作動したため、 2 ヵ所とも被害は天井お

よび1J ! 1阻まの一部焼損にとどまった 。 また避難

については、出火場所の調理場に設けられて

いる自動火災報知設備の感知器の連動による

非常ペルが、やや遅れてスプリンクラーヘ ッ

ドの作動によるサイレンが、それぞれ鳴動し、

当時全階に 300名ほどの人が滞在していたが、

階段てす也上へ避難した 。

| 泡消火設備|

2 月某目、 22時20分頃、鉄筋コンクリート

造、地下 6 階 ・地上12階建て庖舗および事務

所ビルの地下 2 階駐車場兼荷拐IJ 場内に設けら

れた、ごみ集積場から出火。 ( 原因は、たば

この不始末と推定される )。 ポリ製ごみ箱に

延焼したが、火災感知用スプリンクラーヘ ッ

ドの作動と連動して、泡ヘッドが作動し、初

期消火を果たした 。

| 自動火災報知設備 |

自動火災報知設備は前記の消火設備の事例

からも、火災の早期発見、ベルの鳴動による

避難にも大きな役割を果たしているが、引き

続いてつぎの事例をご紹介する 。

fア) 3 月某目、 22時10分頃、鉄骨鉄筋コン

クリート造、 25階建てマンション。 l 階集合

郵便受け室から出火。( 原因は放火の疑い )。

別棟の中央管理室の監視買が自動火災報知設

備のベルが鳴動したので、受信機の讐戒区域

を確認して、出火場所にかけつけ、新聞紙、

広告が燃えていたのを水バケツで消火した 。

(イ) 12月茶目、 鉄骨鉄筋コンクリート造、

地下 5 階 ・池上 12階建て、庖舗・事務所ビル



の地下 4 階機械室兼倉庫 内の塵あい集積室か

ら出火。( 原因は放火の疑い) 。自動火災報知

設備 の感知器が作動 し、こ れを防災センター

の監視員が受信によって火災を確認、消火器

6 本 を使 って、ごみ袋が燃えていたのを消火

した。早期消火のためスプリンクラ ー設備の

作動には至らなか った。

留意点「消防用設備等の奏功は、維持管理か

ら」

消防用設備等が法令基準に従 って設置され

ているからといって 、常に前記のように奏功

するものと安心はできない 。平常の維持管理

を怠れば、その設備がも っている防災効果を

発揮できないばかりか、かえ って火災の危険

を増大する結果になる 。

消防法令では 、消防用設備等の点検基準を

定め、建築物等の関係者 ( 所有者、管理者ま

たは占有者) に定期に点検結果の報告を義務

づけ るなど、消防用設備等の維持管理につい

ての措置が講じられているが、最近の各地に

発生す る大規模な火災事故から、これが維持

管理お よび取り扱いに適正を欠いた事例が見

られ るのは 、残念でb ある。

消防用設備等の維持管理上、 つぎの事項に

ついてとくに留意する必要がある 。

fア) 平常の点検 、整備の徹底

消防用設備等は、いったん設置されると、

給排水、空調衛生設備等の ように 日常使用さ

れるものではないことから、不備欠陥を生じ

ていても容易に発見し難いものである 。たと

えば自動火災報知設備に機能障害を生じてい

た り、非火災報を発したためベルを停止した

まま復 旧 していなかったりすると内火災の発

見が遅れ、初期消火に失敗、避難誘導にも支

なければならない。

(ウ) 状況変更に対する性能の確保

消防用設備等は、設置後において 、その周

囲の状況が変更された場合に、その設備の性

能の適否や、障害の有無等について、十分配

慮しなければならない 。

たとえば部分的な模様替 えや用途変更等が

あった場合において、自動火災報知設備の感

知器の箸戒能力、スプリ ンクラー設備 の有効

範囲、誘導灯の視認性の障害等々である 。 こ

れ らのことは建築の内装工事 にたずさわる関

係者においても、あらためて留意されなけれ

ばな らないところである 。

3  . 最 近 に お け る 消 防 用 設 備 等 の 動 向

厨房ダクト消火装置の基準化

厨房ダクト火災は、ダクト 内に附着した油

カス ( ミスト ) が燃焼し、瞬間的に火煙が伝

走して延焼拡大や、各階各所に噴煙が流出す

るなど、混乱を招き、避難に支障を来たすな

ど、火源の曾lに影響が大きい 。現在、各種の

厨房ダクト消火装置が出ており、これが設置

の基準化が急がれる。

簡易型火災警報器の普及推進

建物火災の発生と死傷者の状況を統計から

抜すいするとつぎの表 2 、 3 、 4 通りである 。

表 2 火災状況( 大阪市)

区 分 単 位 54 年 55 年

火 災 件 数 {牛 1，716 1，676 

火
建 物 火 災 1，199 1，214  

災 車 稿 162 164 

種

船 納 9  7  

5j lj  

そ 他σ〉 346 291  

死
死 者 人 35 36 

傷者
(第 者 255 277 

障を来たすことにつながる 。 ｾ Ｓ 住宅関係火災 ( 大阪市)

いついかなる時でも、その機能を有効に発

揮できるよう平常の点検整備を徹底すること

が肝要で‘ある 。

(イ) 使用方法等の周知

消防用設備等は、火災等発生の緊急時にお

いて、誤りなく適確に使用 されなければなら

ない。

屋 内消火栓設備のホースを延長して消火に

当た っても 、消火ポンプの起動ボタンを押し

忘れていては、有効な放水圧力、水量が得ら

れず、かえ って消火に手間取り被害を大きく

する こ とになる 。 またガス系消火設備は人体

に有害となるものが利用されているため、放

出には、その警戒区域内の人の退避や、関口

部の閉鎖を確認するなど、その設備自体の安

全性をふまえて使用きれなければならない。

など消防用設備等は、その使用方法、使用

上 の注意事項が、その建物の管理者、使用者

等に自衛消防訓練等を通じて、周知されてい

区 分 54 年 55 年

火 件 数 799 829 

件数災
建物火災との比 %  66. 6 68. 3 

全火災との比 %  46 .5  49. 5 

死

死 者 29 30 

建物火災との比 %  72. 4 96. 8  

者

全火災との比 %  60 83.3  

」ーーーーー

顕住宅関係。住宅、共同住宅、察、寄宿舎、 併用住宅

表 4

「一一

全国 ( 54年)

全火災件数 63，794件

建物火災 38，291件

住宅関係火災 18，959件建物火災との比49. 5 %

死者幽 2，070人… (傷者 8，157)

住宅関係 1，308人…建物火災との比90. 2%

一全火災との比63.2%

以上の統計からも t 建物火災においては住

宅関係が多い。 したがって死傷者も住宅関係

建物に多い。

火災による死者の状況は、熟睡等で火災の

発見が遅れ、逃げ遅れた場合が多い。 このよ

うなことから、幼児、老人、身体不自由者等

の家庭にあ っては、火災を早期に発見するこ

とにより、これらの人が火災から安全に避難

できるよう 、一般家庭用の簡易型火災箸報器

の設置推進を図 っている 。建築関係各位にも、

これが推奨を 、本稿を借りてお願いしたい 。

ガス 漏れ火災発生、防止対策

昨年の静岡駅前 ゴールデン街ガス爆発事故

等にみられるように、ガス漏れによる爆発火

災は、い ったん発生すると大きな被害をもた

らす。昭和54年中における全国統計からも、

L P カ、ス、都市ガス、その他のカスでの爆発

火災による死傷者は 2 ，627人( 死者 156人、

負傷者 2 ，471人) にも達している 。

このことから、本年 1 月23 日の消防法施行

令の一部改正により 、地下街、準地下街、特

定建築物の地階等で一定規模以上のものにつ

いて、ガス漏れを有効に検知し、報知できる

よう、ガス漏れ火災警報設備の設置が義務づ

けられ、本年 7 月 l 日から施行されることと

された 。

ガス漏れ火災警報設備とは、 「ガス漏れ検

知器、 中継器および受信機」または「ガス漏

れ検知器および受信機」を接続したもので構

成されるものであるが、これが設備の定義、

基準等については、近く自治省令等でお定めら

れる予定である 。

総合防災システムの確立

最近の大規模な建築物において、各種の火

災事故に対応するには、消防用設備等は独立

して、その機能を発揮するだけでなく、建築

物全体として防災効果を上げるため、その建

築物の態様、防火、避難施設、空調設備等の

係わりを十分考慮した防災設備のハード面で

のシステム化と、情報 ・運用システム等のソ

フト面をも含めた総合的な防災システムの研

究開発が進められている 。

4  . おわりに

以上、消防用設備等は、建築防災において、

大きな役割を果たしているところ，であるが、

ー建築の安全性の向上を図るには 、建築構造自

体の防火性能、避難施設等が適正に確保され

ていることが、第一義的な要件であ って、こ

れらに不備欠陥があれば、火災の延焼拡大を

もたらし、人命危険を増大する恐れがあるこ

とは、過去の火災事例からも教えられるとこ

ろで、ある 。

このようなことから、建築設計に当た って

は、防災計画を建築の機能性、芸術性等の追

及と同様に重視され、そ の計画を、施工面か

ら、管理 ・運用面へと確実に引き継いでいか

れ、本防災特集の本題である安全な環境づく

りに、万全を期されるよう希望するものであ

る。 (かの りゅういち 大阪市消防局予防部設備諜)
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建物火災lはる死者 “恐ろししYですね"

もし、火災になったら階段室、廊下は

逃げ道＿それとも ｩｾ 董Ｎ .  .  .一

･ｾ ，Ａｾｾｾ舟

事丘のホテノレ建築火災や建物火災の惨事の死因は

42. 5% が煙によ る一酸化炭素中毒死 となっており、

火傷死54. 0%の中には一 酸化炭素中毒による失神状

態のなかで、火傷死に至ったものが多く見られます。

(54年度消防白( ! : ーより)
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( 昭和54年度消防白書による)

建物火災からの脱出は「煙」から逃れる事

です。万一の災害に備えてパノレコニーの床

に避要儲具を設置して 2方向避難路計街呆

しましょう 。

( 木造住宅のベランダにも 設置できます)

ふらつかない伸縮はしご

( 唯一の緩降装置付き)

火災や緊急時に下の階など

の安全な場所へ速やかに避

難できる画期的な脱出器具

〈タスカーノレ〉が人命を安全

にE制呆します。

女操 作・収 納 が t ても簡単。

二ニケでこ. .  で- ーーーーご""E 東京f t 0489( 36) 3781附 〒340 埼玉県八潮市新町39( 草加入潮工業団地)

住まいの安全を考えるＱｉｲ｟ＮＮ・，ＺＺＺＺＭｾ大阪 ｦｴ 06(  308)  5541附 〒532 大阪市淀川区即113 ー | ト 2

t f 竺二三竺竺三± 主主竺札幌f t 011 (662) 7611附 〒063 札幌市西区発寒 16条 13丁目 2 - 50 

・釧路・池川・背森・仙台 ・新潟・長野・前橋 ・多I f f : . 小山・水戸 ・千葉 ・積浜・沼津・傍岡・名古屋 ・金沢・岡山 ・広島・高松 ・松山 ・福岡・脱児島・熊本 ・沖縄
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安全性・経済性
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( 家庭内におけるものは342人)

昭和54年度

厚生省統計

情報部調べ

住まいで最も危険な場所は、階段です。一一

階段事故を未然に防ぐために‘ 家庭の必需品"

として安全階段商品を開発しましたO

- 階段すべり止めにはピル用・シューズ用・ジュータン用・住宅用を。

・階段手すりは、ピル用・住宅用ガあります。ご用命ください。

1 t 瀬なき安全性、

万が一足を踏みはずしても

角部の中空クッションが

安全を守ります。/

安全を守る角部の

中空クッション

階段を美しく安全に

角部に中空クッション付すべり止め

刊すき、踏面は豪華な

カーペットを組み合せました/

ドイツレJ

技術による

耐久性抜群の

特殊塩化ピニル _--・ι

製すべり止め，，' - 可、¥

f 、、

4 2‘  

会・

安全をお約束する

うら紙をはかすと

強力な接着テーア付

- イ ンテリアに合せて 4色

そろえました。

、中空クッション付すべり i上め

- 建築は金物で生きる良い金物を使いましょう( 全現連宣言〉 ・建物の価値を高めるナ力の建築金物
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培われた60年の伝統に

新しい住宅文化の創造をのせて

- 各種資料を用意いたしております。ご入要の際はご請求下さい。

戦 本 合 物 株 吠 曾 枇
支 唐

大l

東 京 ( 03)  875- 6111 大代表

本 社 大阪市天王寺区四天王寺 1 丁目

札 幌 (011 ) 644- 2266 代 表

5 番47号

仙 台 ( 0222) 94- 3271 代 表

名古屋 (052)  661- 9541 代 褒

電 話 ( 06) 774- 2200受付案内台
大 阪 ( 06)  ) ) 4- 2201 受付台

ファクシミリ ( 06) 774- 2265 福 岡 (092) 522- 5881 代 表

⑤ 
創 喋 6 0 年

営 業 品 目

建築・建具金物

ドア・サッシ・欄間

イ ン テ リ ア

エ ク ス テ リ ア

防 災 シ ス テ ム

防 災 機 器

住 宅 設 備 機 器

換 気 器 材

合 成 樹 脂 建 材

ソーラーシステム

営機所

神奈川 (0462)  75- 1121 代 表

東大阪 ( 目的 723- 21 31 代 表

広 島 ( 0822) ) ) - 2711 代 表

高 松 (0878) 34- 7761 代 表

沖 縄 (0988) 日 - 8352 代 表

北 陸 ( 0726) 91 - 2722 代 表



緊急事態発生. グ

この時こそ信頼された偉力を発揮する

モリイの総合防災システム

見易く、扱い易く研究されつくした

防災監視盤

@ 森 井 電 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区中之島 5 丁目 3 番 101号正宗中之島ビル

06 (443)  8381 

主 要 営 業 品 目

ビル設備総合監視制御装置

工場環境設備監視制御装置

防災総合管理盤

搬送設備監視制御装置

水・塵挨処理プラント監視制御装置

プロセス制御電子計算機応用システム

各稔マイコン応用システム

各種入出力制御・変換装置

各種動力制御盤 ・M U型動力制御盤

高低圧受配電重量 ・分電盤・端子盤

耐熱型分電盤

気送管 ・コンベア用制御盤

本 社 日3 ( 474)  3221 

東 京 支 l盲 目3 ( 474) .  3221 

福 岡 支 底 092 ( 751)  6966 

名 古 屋 支 庖 052 ( 451)  7445 

広 島 営 業 所 0822 (83)  6001 

仙 台 営 業 所 0222 (22)  7022 

札 幌 営 業 所 011 ( 271)  6484 

水 戸 出 張 所 0292 (74) 1138 

盛 岡 出 張 所 0196 (54)  2789 

天 理 連 絡 所 07436 ( 2)  4816 

北九州連絡所 093 ( 551)  0637 

里子州連絡所 07758 ( 6)  1806 

研 究 室 06 ( 447)  1731 

工 場 東京・大阪・福岡 ・名古屋
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防災・都市・人間の理想的なふれあい
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空気が主役の新しい防排煙システム

ヲヲ. ヨ窒気圧王宮防誕= ' : 長テh

〈空気圧〉のすぐれた特長を生かしました

安全側に作動 経済性抜群

耐久性は、エヤーブレーキや車両自動ドアーで実証さ 品質、精度がきわめて高〈、工期を大幅に短縮します

ナブコ防災システムは、

防煙、排煙に威力を発揮

突然おこるビル火災。昨今の建築資材をはじめ繊維

製品などは、有毒ガスや煙を多量に発生させる危険が

れている通りです。火災発生時、万が一にも、作動剖1に から、コスト的にも有利です。そのうえ、簡単な構造から 多いだけに、犠牲や似失は、悲惨きわまりないものに

fI底打lが生じた場合、自動的に圧力空気が、排出されて、 生まれる諸経費の節約など、まさに、経済性は抜群です。 なってし、ます。ご存じのように、建築恭準法や消防法は、

安全倒IJ に作動するようになっています。 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一定以上のピルには、いくつかの防災設備を義務づけ

作動がスムーズ

発煙と同時に圧力空気を排出して、各機穏をスムーズ

に、しかも、確実に作動させます。 空気圧を利用して

いますから、電源、動力源、が遮断されても大丈夫。もち

ろん、非常発電設備も不要です。

自動復帰が容易

自動復帰作業は 、制御盤で簡単におこなえます。した

がって、定期検査には、いままでのように面倒な作業が

いっさいともなわないようになりました。

保守・点検が簡単

中央監視制御室に設置された連動制御器のスイ ッチ

操作だけで、各機器の作業状況が、表示灯で確認でき

ます。これにより、ひとりで、しかも、知時間に完ぺきな

点検が毎日でもおこなうことができます。

故障、誤動作を追放

作動音11に、空気圧シリンダを使用していますから、述1fr)J

制御l盤には、電気式にみられる複雑な屯気回路を組み

込ませていません。つまり、故障や誤動作をひきおこす

要因が、取り除かれているのてす。
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空気圧による方式を、防災システムに採用した のはナ

プコが日本で最初です。パイオニアの誇りと、群を彼

〈特長を有するナプコｾｾＡ自の防火防煙、排煙システム

のうち、この度「燈 ・熱感知総連動防火戸自動閉鎖機

械」が、日本建築セ ンターによる防災性能評定に合格

し、業界初めての空気圧による防災 y ステムとして認

定されました。

ています。ナブコ総合防災システムが、万が一に備えて、

24時間フルにガードしているのもそのためです。ナプコ

総合防災システムは、火災発生と同時に非常口がひらく

→防火戸て'通常通路を封鎖する→シャッターが降りる

→音と光で非常口に誘導する。文字で出m: 、時間が

かかるように，恩われるかもしれませんが、実際のf同加立、

瞬時につぎからつぎへと連動し、被害を最小限に〈円

とめます。ナブコ総合防災システム、その装訟の数は、

建築基準法、消防法に定められた法規を、すべて満足

させる最小限の範囲で設計されていますから、予算の

点からみましても、ま ったくムダがありません。

-utts.. 未来建築の夢をひろげる

日本エヤーブレーキ株式会社

本 社神戸市中央区御幸通 7丁自 l 番12号( 三宮ピル西館)

干651 TEL (078) 251-8080 

東京事務所東京都港区海岸 l 丁目9 番目号 ( 国際浜松町ピル)

〒105 TEL (03) 437-1273 

揖ご用命ーお問い合 わせは

東日本/ 東京ドアー エ ンジン側 T Eし (03) 59ト6411

西日本/ ナブコドアーエンジン側 T E L (06) 532- 5841 

九 州/ オ リ エ ン ト 産 蝶 側 T E L( 092) 78ト 7561



都市ガス警報器 ＺＺｉｾｾｸＮＮ

ガスもれを正確にすばやくキャッチ. ノ

(各住戸)

--・・-
・・・・.
・・・.圃・
-圃ーー

C Z・123

CZ- 125 

CZ- 126 

c魚

-
品

__..，-

- -

|外 部 警 報 装 置 |

( 戸外ブザ一)

EB- 8 

司副

集中監視盤 E B- 7 0 0

都市ガス警報器コスモスは 、タ卜部警報装置と連結して 、隣室

・廊下などに警報を知らせることができます。また、管理人

室などで集中監視することができます。

各都市ガス会社で御採問いただいております。

C Z・1 2 3型

大阪ガス・西部ガス・広島ガス・四国ガス

山口合同ガス・岡山ガス 他

C Z・1 2 5型

東京ガス・北海道ガス・京葉ガス・北陸ガス

CZ- 126型

東邦ガス・合同ガス・岐阜ガス・日本海ガス

( 財) 日 本 ガ ス 機 器 検 査 協 会 検 査 合 格 品

回

建位大臣官忍定

優良住宅部品

結 Ｓ ＮＮｋ ｾａｊ 電機株式会誌
本 社 / 大 阪 市 濯 川 区 三 津 屋 中 2 - 5 - 4 〒 532 T E L  (06) 308- 2111 (大代}

車 京 支 社 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 異 土 代 町 3 (三笠ヒル 7 F ) 〒 101 T E L  (03)  233・3211 (代}

特 機 部 / 貰 京 都 町 田 市 中 町 2 - 3 - 2 0 (八百茂ヒル4 F) 〒 194 T E L (0427l 25-8711 (代)

名古屋宮揖所 / 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 - 4 - ) 2 (中経ヒル 9 F) 〒450 T E  L  (052)  583・1457(代}

九 州 宮 畢 所 / 福岡市1耳多区御多駅前2- 12- 26 (ハカタムカヰヒル 11F ) 〒812 T E  L  (092)  431 ・1881 Ht )  

札 慢 出 張 所 / 札 縄 市 白 石 区 も み じ 台 西 7 - ) ) - 8 〒缶1- ( 11 T E L (OII )  891H61 1  ( f t )  

他

他
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防火・防煙シャッター

その他各種シャッター

オーバーヘッドドアー

各種防災・避難用装置

ソーラー給湯システム

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 両替 町 1 - 12 日生 ビル ft06(943)6571

東 京 ・横 浜 ・仙 台・土浦 ・富 山・岡崎・名 古 屋 ・京 都 ・奈 良 ・神 戸 ・高 松 ・福 岡 他主 要 都 市

組合せシステムで考える ...Ku.kム の ス チ ー ル ド ア シ リ ー ズ
8 階建実大建物での耐震実験済み/

耐

K  D103エリーゼ E Qタイプ

防火戸S自分耐火消火戸

ト …アE C 9-f 7

K  D101芦屋 E Qタイプ

+  

建設省建築研究所と日本住宅公団の共同研究 18 階建壁式構造

に関する耐震実験j に二次官日材として参画し、耐震生能を確認

しました。

ドア等の 2 次部材の耐震 よムムム耐震ドア E ロタイフは 2

対策が望まれてやます。 重・ 3 重の耐震対策を施

ドアは有事の際の重要な避難ロ

しています。

であり、ドア及びドアまわりの ①単にドアの変形能力を高める

躯体についての耐震対策の必要 だけでなく、 2 枚吊丁番を様

性が指摘されています。 準として丁番軸芯不揃いによ

d 心. k ムて廿ドアの変形能力を高 る開放機能障害をなくしまし

める方向で、研究開発しました。 た。

②枠変形による錠操作不能をな

よみAム耐震ド" p E Cタイフは+

くすため特殊ストライクを採

分な耐震性能を有します。

期しました。

新耐震設計法に示される変形制 など、耐震性能を向上させまし

限は、層間部材角 1/ 200である た。

のに対し、枠属間変位1/ 150で
検 匂

扉本体1:1 ; 垂Iu' f ! のスチールド 5ドア開放に支障をきたす有害な

変形を生じず 、扉開放力50kg f  

以下で開くことができる性能を

有します。

7 シリ ーズ' の中から任意に選 E

んでご使用いただけます。 I

4  

販 売 @ 近 畿 工 業 株 式 会 社

本社・大阪l吉 大阪市東区谷町 2 丁目 1番地( 近鉄大手前ピル)

f i 06- 943 - 5500大代表

盾・営業所 東京・名古屋・横浜・京都・神戸・広島・箔岡・

札幌・仙台・所沢・徳山・北九州・熊本

製 造 ⑥ 近 畿 車 輔 株 式 会 社

町



11、f翼 武 防 火 シ ャ ッ タ ー

防 煙 防 火 は 伽m で h  

シャッター全般・防煙垂壁

( ロール式 Y H型)

ＱＱ 、俣シ ｾｬｉ ＯｱＭ 工業稼式会宇土大阪支庖

大 阪 支 庖 大阪市北区天神橋2丁目 5番 3号 第 5 新 興 ビ ル 電 話 大 阪 06 ( 353)  7  3  7  7刊

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 1 1  3  8 電話東京 03 ( 893)  5  2  1  1附

支 庖 ・ 営 業 所 札幌、仙台、千葉、横浜、名古屋、広島 、松 江

消火設備の

パイオニア

HA L ON :' 

1 3 0 1  消火設備

ニ酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

嘩 高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

本 社 干664 伊 丹 市 北 本 町 1 丁 目 3 1 0 番 地 合伊 丹 (0727) 82- 8561聞

東 京 支 社 干102 東京都千代田区九段南 4 丁目 7番13号 ( 大島ビル) 倉東 京 (03) 265ー 765H何

名古屋事務 所 〒462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁 目 l 番 地 合名古屋 (052) 915- 0801- 2  
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防 災 主 要 メ ー カ ー 営 業 案 内 欄

名 称、 所 在 電 話営 業 種 ， 目 地

本 社 岸 和 田 市 加 守 町 3 - 1 1- 19 I  ｾ＠ 叩 9- 3叩 叩- 3剖 制3却抑酬9的9

ス プ リ ン ク ラ ー

東京営業所東京都台東区台東 4 - 2 9 - 5  
03- 834 - 6606 ( 代)

五 十 鈴 工 業 株 式 会 社 I S  、ロンP1301- 消 火F 設 備型
きたけ第一ビル

他 営 業 所 横 浜 ・ 名 古 屋 ・広島 ・福岡 ・仙台 ・新潟 ・

他 |坊 』dκ"  設 イ蔚

札幌

斜 降 式 数 助 袋

上 回 消 防 建 設 株 式 会 社 | 震 直 式 降 ー 数 助 議 | 本 社 大阪市都島区片町 2 - 7 ー28 I  06- 352- 0811( 代)

排 煙 窓 口 ‘ソ ク

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業

株 式 会 社

ル

ム

広

レ」

・

輿

屋

新

古

5

名

第

・

3

浜

-

0

0

臨

調

F

h

d

q

d

京

市

-、
E

ゐ

2

1

 

橋

町

葉

神

端

千

天

田

・

区

区

台

北

北

仙

江

市

都

・

松

阪

京

幌

・

大

東

札

島

庖

社

所
支一一

阪

庖

大

本

支

一

般

壁

酌

タ

全

H

ツ

二

笠

Y

ヤ

タ

式

シ

ツ

煙

ル

火

ヤ

一

ロ

防

シ

防

(

06- 353- 7377( 代)

03- 893- 5211 ( 代)

近 畿 工 業 株 式 会 社

耐 震 ス チ ー ル ド ア

ア ル ミ サ ッ シ

防 音 サ ッ シ

そ の 他 金 属 製 建 具

工 事 一 式 請 負

本社 ・大阪庖 大阪市東区谷町2-1 近鉄大手前ビル

支庖 ・営業所 東京 ・名古屋 ・横浜・京都・神戸 ・広

島 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・所沢 ・徳山

北九州 ・熊本

06-943- 5500( 大代)

ハロン 1 3 0 1 消火設備| 本 社 伊 丹 市 北 本 町 1 - 310 I  0727- 82- 8561 ( 代)

高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社 | 二 酸 化 炭 素 消 火 設 備

粉 末 消 火 設 備 | 東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 ー 7 ー 13 大島ビル I 03- 265一7651( 代)

新 コ ス モ ス 電 機 | ガ ス 警 報 器 | 本 社 大 阪 市 淀川区三津屋中 2 - 5  - 4  I  06- 308- 2111( 大代)

外部警報装置(戸外ブザー) I 東 京 支 社 東京都千代田区神田美土代町 3 三笠ビル I 03- 233- 3211 

株 式 会 社 | 集 中 監 視 盤 | 特 機 部 名 古 屋 営 業 所，九州営業所，札幌出張所

東 洋 シ ャ ッ タ ー

株 式 会 社

|坊火 ・防煙シャッター

その 他 各種シャッター

各 種 防 災 ・避難用装置

ソーラー給湯システム

本 社 大 阪 市 東 区 両 替 町 l ー 12 日生ビル I  06- 943- 6571(代)

支庖 ・営業所 東京 ・横浜 ・仙台 ・土浦・富山 ・岡崎 ・

名古屋・京都 ・奈良 ・神戸 ・高松 ・福岡

他主要都市

ナ カ 工 業 株 式 会 社

床 埋 設 式 避 難 器 具

タ ス カ ー ル

安 全 階 段 手 す り

( ビ ル 用 ・住 宅 用 )

その他建築金物製品全般

東 京 埼 玉 県 八 潮 市 新 町39 草加八潮工業団地 I  0489- 36- 3781 

大 阪 大 阪 市 淀 川 区 田 川 3 - 1 0 - 2  I  06- 308- 5541 

釧路 ・旭川 ・青森 ・仙台・新潟 ・長野 ・前橋 ・多摩 ・ノj、

山 ・水戸 ・千葉 ・横浜 ・沼津 ・静岡・名古屋・金沢 ・岡

山 ・広島 ・高松 ・松山 ・福岡 ・鹿児島 ・熊本 ・沖縄

日 恵 機 材 株 式 会 社

防火 ・排煙設備関連機器

( ス モ ー コ ン )

自 動 火 災 報 知 設 備

配 屯 量 産 ・ 制 御 盤

建築金物( オートヒンジ)

本 社 東 京 都 港 区 芝 5 - 3 7 - 8  ( 住友三 田ビル) I  03- 452- 6671 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区北浜 2 - 69( 汐見ビ j レ) I  06- 201- 4747 

名古屋 ・福岡・札幌 ・仙 台・広島営業所

62 也築と社会/ 1981年 6 月号



名 称、

日 本 エ ア ー ブ レ ー キ

株式会社

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル

株式会社

日 本 フ ェ ン オ ー ル

株式会社

株 式 会 社 初 回 製 作 所

松 本 金 物 株 式 会 社

森 井 電 業 株 式 会 社

営 業 種 目 所 在 地 電 話

ナ ブ コ 空 気 圧 式 防 災

シ ス テ ム | 本
所 神 戸 市 中 央 区 御 幸 通7-1-12 三宮ビル西館 I 078- 251- 8080 

ナ プ コ 自 動 ド ア ー

二 段 式 駐 車 設 備 | 東 京 事 務 所

〈 ナ プ コ パ ー ク 〉

東京都港区海岸1-9-18 国際浜松町ビル 03- 437 - 1273 

各種消火器・プラント防

災設備 ・建築防災設備 ・

トンネル防災設備 ・自動

火災報知設備 ・避難設備

. コ ンビュータによる総

合防災システム

ハロン 1 3 0 1高速消火

大 阪 支 庖 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 6 一 7 - 8 大昭ビル I 06- 308- 3971 

本 社東京都中央区京橋宮- 4- 12 京橋第一生命ビル I 03- 274- 4111 

広 島 営 業 所 広 島 市 大 宮 1 - 2 6 - 4  インディアンビル I 0822- 38- 4851 

高松 ・神戸営業所

設備 ・爆発抑制装置 ・耐 | 本 社 東 京 都 港 区 西 新 橋 1 - 4 一10 第 3 森ビル I03- 503ー1641

酸型定温熱感知器 ・火災| 大阪営業所 大阪市西区立売堀 1-3-13 第 3 富士ビル I  06- 538ー0231

報知設備 ・総 合 防 災 設 備 | 出 張 所 名 古 屋 ・福岡

- 温度制御各機器

消火装置・消火器総合メーカー

・ス プ リ ン ク ラ ー ・ ハ ロ ン ガ

ス ・ 泡 ( 水 成 膜 ・ 界 面 )

泡 ( 空 気 泡 ) 各 消 火 殴 備

・粉 末 消 火 訟 倒 ・ 粉 末 ( A B  

C) 消 火 器 ・ 泡 、 強 化 液 消

火 器

・そ の 他 各 種 消 火 鮫 備 及 び 消

火 薬 剤 ・ 製 造 ・ 施 工 ・ 販 売

建築・建具金物 ・ドア ・

サッシ ・欄間 ・インテリ

ア・エクステリア・防災

システム ・防災機綜・住

宅設備機器 J 換気器材・

合成樹脂建材・ソーラー

システム

ビル設備総合長視制御装

置 ・工場環境設備監視制

御装置 ・防災総合管理盤

・搬送設備監視制御装道

・水，塵壊処理プラント

監視制御装置

本社 ・工場 大阪府枚方市招提田近 3 - 5

大 阪 支 社 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 1 - 5  - 47 

東 京 支 社 東 京 都 港 区 芝 大 門 2 - 6 - 7

九州営業所福岡市博多区須崎町 5 - 4

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 四 天 王 寺 1 - 5  - 47 

支庖 ・営業所 東京 ・札幌 ・仙台 ・名古屋 ・大阪 ・福岡

- 神奈川 ・東大阪 ・広島 ・高松 ・沖縄 ・

北 陸

大阪支庖 大阪市北区中之島5-3-101 正宗中之島ピル

東京 ・福岡 ・名古屋 ・広島 ・仙台 ・札幌 ・水戸・盛岡 ・

天理 ・ 北九州 ・ 野ｾ，卜ｼ

0720- 56- 1281 

06- 471一1505

03- 434- 4841 

092- 281-6287  

06- 774- 2200( 受)

06- 443- 8381  
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ハロン 1301

消火設備

10秒放出システム

第 五 十 鈴 工 業 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場 〒596/ 岸和国市加守町 3 丁目 11番 19号 f t 0724(  3  9)  3990<代表〉

東 京 営 難 哲 〒110/ 東京都台東区台東 4 丁目 29番 5 号・きたけ第一ピJ レ 合 側 側 ) 6附〈代表〉

横 浜 営 難 所 〒231 / 繍浜市中区太田町 1 丁目 20番地・三和ピル f t 045 ( 662)  5636<代表〉

名 古 屋 営 喋 所 〒460/ 名古屋市中区大須 3 丁目 9 番25号・侮屋ピル

広 島 営 業 所 千733/ 広島市中区横町12- 20 ・エノキピル

福 岡 営 業 所 干812/ 福岡市↑ 噂多区中呉服町 5 番 5 号

仙 台 営 業 所 〒980/ 仙台市一番町 1 丁目 1 2 - 2 ・星光堂ビル

新 潟 営 業 所 〒951 / 新潟市下大川前通りこの町2160番地・寿ピル

札 幌 営 業 所 干001 / 札幌市北区北22条西 5 丁目 18番地・北菱ピル

念日 52 ( 251)  5693<代表〉

念日 822( 92) 8135<代表〉

f t 092 ( 291)  7  477<代表〉

f t 0222( 66) 0491 <代表〉

f t 0252 ( 24)  2280<代 表〉

f t 011 (712) 0075<代表〉
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厨房用排気ダクト火災

と消火装置

新 屋 久 彦

厨房用の排気ダクト火災は、その発生の過程が

単純な初歩的過失によるものであることは、過去

の実績が証明するところであるが、いったん火災

に進展した場合、その消火対策には、極今の問題

を投げかけている 。 とりわけ煙によるパニックで

ある 。建物火災と、火災初期において恨本的に巽

なる点は、空気を播送する目的のシステム内にお

ける現象である、ということである 。

風道内における流体の流れの現象については、

各方面において研究されているところであるが、

今回、われわれは風道内における火災の伝播につ

いて、実験的に検討を加え、火災の解明を行い、

具体的知見を得るとともに、その消火装置を開発

したので、記録と結果について、一告11 を報告する 。

実験方法

a) 実験設備 (F ig 1)  

b) ダクト内風速をつぎの 8 惣類にわけで、各風速

について実験を行った 。0. 5，l . 0、l . 5，2. 0、3. 0、

4. 0、5. 0、6. 0m/ s ec

c) ダクトへの- i ' J 火方法は、 Fi g 1の燃焼皿のNへ

プタン l e に点火燃焼させ、ダクト内へJ守火させた 。

d) 延焼過程の報J l . i.則: 内部に付着させたミス卜に d

火し、内部を延焼してゆく過程を観察するととも

に、ミストの延焼速度およびダクト内の温度の変

化を、 CA電対により記録した。

e) 実験結果 (Tabl e 1 )  

T a ble 1  実験結果

風速 燃焼皿点火後 1mまで 2mまで 3.82mまで l抄当たり延焼

m/砂 ミストl } 火まで {静} (悼) (帥} (砂} 距 離 同]

0. 5 23. 5 16 32 93. 6 40. 8 

1. 0  52 .0  18  33 93 .4  40 .9  

1. 5  45. 0 16 29 34 .4  111 .0  

2.0  30. 0 14 24 30. 5 125. 2 

3. 0 36. 0 22 32 38. 5 99 .2  

4. 0 総 26. 0 17 25 39 .0  97 .9 

5. 0 嫌 2l. 0 4. 5 23 43. 6 87. 6 

6. 0 様 164. 6 18 42 56 68. 2 

観察記録

(1)  内部ミス卜への8 火状況: 風速 3 m/ s ec まで

は燃焼皿の炎の乱れは少なく、内部ミストへの着

火状況は割合スムーズに進行するが、 4 m/ s ec 以

上の風速になると、炎の舌Lれが大きくなり、流入

空気ＺｦｩｬＺの ｴｾ 大によりず［火も延焼状況も十分に行わ

れなか った。

(2)  2  m/ s ec までの風速の場合 : 空気の流れ方向、

ダクトの周方向にも延焼し、約 1 m奥に入った場

⑤ 所では、ダクトの全開に

わたって完全な火災状況

を示し、炎と煙で充満し

た。風速が 3 m/ s ec にな

ると、ダクト全周にわた

る火災状態は、 2 m奥ま

で延長燃焼するが、 4 m

/ s ec の風速下で、1; 1: ダクト

の延長方向への延焼が主

で周方向への延焼はみら

れなか った。

/  センサー① セ〉サー② センサー③管内風速測定点センサー③

戸初O鱗焼皿 N- へプ型ン 12

(3)  d 火点より 2 m奥に

入った点までの4犬況は、

3  m/ s ec 以下の風速の場

合ダクト全周が炎と爆で

充満し、延焼が進行し、

0. 5m/ s ec の風速下では

逆下現象、小爆発が巡続

して起こった。風速が l

- 2  m/ s ec では炎の長さ

は 1 mにも達し、風速が

4  m/ s ec 以上では炎は短

〈這うように延焼した 。

実験ダクト端部までの状

況は、 j主u盗3 m/ s ec 以下

の風速では、ダクトが告11

分的に赤熱し、ダクトの

歪によるキシミ音と燃焼

音が交わり、不気味な火

災状況を呈した。

F ig 1  

(4) 混度: 風速 0 .5 - 3 m

/ s ec  の状態下では最高温

度は 1100度に達し、火災

o  1∞ 2∞ 3∞ 4∞ 5∞ 6∞ 7∞ 8∞℃ 

l111111 I  I  t  1， 11 11 r  I  t  ，1" I  I  III1 1  1， I  11 I  t  t  I  ' /1111111 L1 J  J  l _l lJ ul 111 111111.1 L U_U_l_L1__1__] 

の激しさを示したが、しかし風速が早くなると過

剰空気状態となるため温度は降下した 。( Fi g 2 )  

(5 )  総括: 全般的に燃焼の最も激しい状態は、風

F ig  4  

須条件は、 (1)遮l析ダンパー の設置、 (2) 需品または炎

感知慌の! 容量日位置、 (3 )消火薬剤の投入位置、手で

あり、これらを満足することが、厨房用排気ダケ

速 1. 5- 2m/ s ec であった。0. 5- 1m/ s ec では、空 トの、火災被害をなくするポイントである 。 これ

気不足による不完全燃焼となり煙が主であり、 4 らを満足する条件は、われわれの実験による資料

m/ s ec 以上で、は過剰空気状態となり、{ j - 火点附近 により、グリスフィルターを基点として、( 1 ) 遮断

では十分な燃焼状態とならないが、燃焼状況から ダンパーの位置は、 2. 7m奥へ入った位也、 (2) 感知

判断すると、ダクトの奥の方へ入った位置では、 i慌の位置は、 0 . 5 - 1 m、(3) 消火薬剤の投入位誌は、

燃焼が強力に会ることが推察された 。 また、ダク 1.$知総と遮断ダンパーのr : 丹、が妥当である 。

ト全周に燃焼が始まれば、ダクトの破損や煙l J 1 の 以上の資料をもとに Fi g 3のモデル設備により、

噌加により、ダクト外周辺への引火が始まること 消火実験を行い、基礎実験との相聞を脱却、した 。

カ句在認された 。煙は、風速0. 5- 1m/ s ec のときが 結果は、 Fi g 4のチャートにみられるように、完

一番i散しく 、約 5 分で200m' の室内は、煙で充満 全な消火効果を示した 。 また同時に 、遮煙ダ ンパ

された。 ーによる遮然、遮煙効果の重要1 ' 1 : も認織を新たに

以上を要約す ると 、(a) ダクト内ミストに、火

災が伝播しやすいのは、風速が 3 m/ s ec 以下のと

きである 。 (b) ミストに石火した場合は、早期に

感知し、空気の流れをとめれば、延焼は遅れる 。

(c) 伝播速度は、 0 . 15m/ s ec 程度である 。 (d) 延

焼速度は、 l時間の経過と、温度上昇に比例して述

くなる 。 (e) ダクト内 1 m程度延焼したH寺点で、

排気ファンを停止しでも、 ドラフトのため、燃焼

は継続するので、ダンパ一等で強時IJ 遮断する必要

がある 。

ダクト消火装置の必須条件

以上の実験により、ダクト消火装置としての必

させられたことである 。 なお本実験では、消火薬

剤として発泡倍率、約 350倍の空気泡を使用した

が、 i底熱、遮爆効果はダンバーとの. f rl 剰効果を発

担f! し、冷却、窒息による消火効果を、如実に実証

した 。

*  

以| て、ダクト火災消火に関する一所兄を報告し

たが、われわれは、厨房用のダクト火災について、

実験的に追求し、今後ダクト火災の、絶無をJ t J lす

べく消火装程ミカソワリー仰を 開発し、世に出し

た次第である。今後の厨房用ダクト火災 ｾｊｊ 放の根

絶を祈るものである。

( しんや ひさひこ li 卜鈴工業株式会社生時技術o)l l J 主)

建都と社会 /1981年611l} 65 



施工材料の頁
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ロックオーガ一機による

R S T方式

志 賀 舜 太 郎

1 .  R S T方式の概要

近年、都市の再開発に伴って、既存構築物を取

り除いて跡地 に超高層ビル建設が進められている 。

また地方では高速道路網の拡張、発電所建設など

山間宮11の建設も進められている 。

これらに伴って、跡地における基礎工事には、

鉄筋や鉄骨を内蔵するコンクリート陣容地盤、山

間宮11の砂燦や玉石、岩盤層などの障害物撤去穿孔

に適した高トルクの、いわゆるロックオーガーが

開発された 。

ただしオーガ一機のみ高トルクが出ても、つぎ

に示す部分もこの高トルクに適合して、高トルク

に耐えうる対策を立てる必要がある 。

( 1 ) オーガ一機を保持するリーダー

(2)起動力となるクローラー

(3 )穿孔排土部のスクリュウおよびスクリュウヘッ

ド

(4 )穿孔ピ y ト 写真 2 →印の部分 P C杭の先端

1 i ! 匝工を担当する者としては、駆動宮11 となるロ y

クオーガ一機や、クローラーの能力を十分に発降 客先行掘等によって、その孔径および施工方法が

する努力が必要である 。 呉なっているので、その使用機械も施工方法に適

つぎに苦手孔排土昔日の、スクリュウ 、スクリュウ 合したものを選ぱなければならない。

ヘッドやピットに対する能力向上を計らなければ 概略ではあるが、少なくとも、つぎの機械を取

ならない。 この穿孔部があらゆる障害物撤去穿孔 り揃えておく必要がある 。

を満足するには、現場作業管理者が、つ宮に示す (1)ロックオーガ一機は、 80伊より 360J-P

事柄に務めなければならない。 (2)本体ベースクローラーは、 80P より 100P

(1)自的の障害現湯に対する適切な準備計画をする 。 (3)スクリュウ関係は、芦500より O2500

(2)準備計画に従って施工する 。 (4)ケーシング関係は、井500より員1200

(3)路工実状を調べて、その良否の判断をする 。 これらの機械を使用するなかで、最も重要なも

(4)判断によって問題点が起きたとき、迷やかにそ のは、スクリュウの機能である 。

の対策を出し改善する 。 スクリュウの軸やスクリュウジョイントの強度

これらの問題を速やかに実行するには、現場と は、一般のスクリュウよりも、ネジリと曲げ、圧

機械製作および補修登備部門との速やかな連繋作 縮の受ける度合いが大きいので、それに対応でき

業が必要である 。現場と製作部門との対応が機敏 るものを要求される 。

に行われるシステムによって 、オーガースクリュ ピットは、 i衝撃に強いものであることは当然で

ウの能力を十分に発揮できる。これらの述紫から あるが、その取り付け方法によって性能が左右さ

生まれたものを総称して 、R S T方式という 。 れる 。

2 . 機械 3 . 施工例

機械は施工現場の内容として、降客撤去施工の 基礎工事のなかで、障害物撤去施工は、他工法

なかで、基礎杭穿孔や山留壁、深樹、他工法の慨 による基礎工事の先行掘りから、オーガ一機独自

66 建築と社会 /1981年 6 月号

写真 3

写真 5

の工法まで広範囲にわたっているが、実施例によ

って示す。

(1)員2500mmの大口径降客穿孔( 写真 1 )  

(2)既存P C杭の引き抜き (写真 2 )  

(3)岩盤層の穿孔 (写真 3 )

(4問削された鉄筋 (写真 4)  

(5開削された鋼矢板 (写真 5 )

4 . まとめ

ロックオーガ一機が開発されて、これに適合し

たR S T方式がその機能を十分発揮できるようにな

ったので、施工範囲が拡大された 。

それは基礎工事に対する工法に、おのおの特長

をもったものが開発されているが、それぞれ独自

の工法で専門化している 。砂時撃や玉石、岩盤層お

よび鉄筋、鉄骨コンクリートの隊害地盤を穿孔す

ることができることで、他工法の範囲にわたって

採用が可能となった。

今後ともに現在までの施工実績を参考にして、

改善をかさねるとともに 、拡大利用に努める考え

である 。

( しが しゅんたろう 株式会社菱術基礎代表取締役)



R 5 T 方式

ロックオーガー

2. 5M径スクリュウによる障害穿孔

製作整備工場

砂 磯 層 穿 孔 撤 去

玉 石 層 穿 孔 撤 去

各種障害撤去 斗 岩 盤 層 穿 孔 撤 去

鉄筋、鉄骨コンクリート穿孔撤去

杭 引 抜 き 及 び 撤 去

ぬ
ｾ＠

株 式 会 社 菱 備 基 礎

本 社 豊 中 市 宝 山 町 22 番 44 号

〒560 電 話 (06) 8  4  1  - 7  1  2  1  ｾ＠ 3  

工 場 豊 中 市 利 倉 東 1 丁目 16 番 5 号

干561 電 話 (06) 8  6  3  - 0  2  0  7  ( 代)
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本稿は、定軸圧と繰返し曲げを受ける鉄骨形鋼

柱材の繰返し疲労性状に関し、とくに 、曲げモー

メン卜と曲率の履歴ループ形状、および、疲労崩

壊特性の支配的因子について考察を加えようとす

るものである 。R C柱材については前報111にで述べ

たが、それと全く同ーの手法を鉄骨形鋼部材に適

用したのが本稿である 。

図- 1 は、定軸圧 Nと繰返し層努断力 Q を受け

る鉄骨形鋼往材であるが、一般的な鉄骨建物では、

N に対する弾性座屈や Q による努断の影響を無視

し得るべく設計されるのが普通であり 、 したがっ

て、柱頭、柱脚部の 図- 2 のごとき定軸圧 N と繰

返し曲げモーメント M を受ける鉄骨形鋼断面の N.

M特性 が、主主材全体の挙動に卓越的に顕れる 。

図- 2 は最も簡単な鉄骨形鋼断面の質点モデル

化を、 図- 3 は鉄骨板婆紫として最も単純に理想

化された応力・歪履歴特性を示している 。図- 3 中

英文字は応力 ・歪境界点を示すが、とくに局部座屈

U 点は、鉄骨板要素として B/tr キ h/ tω 士 16の市販

サイズを想定して与えられている? さらに、塑性

歪振幅εap で繰返される場合は、破填サイクル数

N Bとの聞に式(1) の関係を有すると考えられる 31

N=const  

M_ Q  

3  3  

ε αp ' N Bτ = 1 0 0 ε y X O.5
4  

一一(1)

図- 4 は、各モデル化質点位置に歪度境界点を

pl ot したもので、 (a) は一方向曲げ、 (b) は繰返し

曲げの場合である 。 ただし、 oは曲率を、 Oal ま曲

率振幅を、そして dε " は半サイクル当たりの図心

質点の圧縮蓄積歪度を示す。 なお、本稿では、 N 、

M、oを次式のごとく無次元化する 。

n = N/ Fσy( 2+) ( )  ¥ 

間 = M/ Fσyh ｾ＠

'1' =  Oh/2εy  J  

定曲率振幅 <pa下で‘の鉄骨断面のm- <p履歴ルー

プは定常完全弾塑性型となり、 図- 5 に示される 。

ただし、実線は ｏｾ 玉 ｮ 孟 ＩＨ Ｏ Ｈ ＲＫ ＩＨ Ｉ ，破線は )( / (2 +

)( )三五 n 孟1の軸庄レベルに対応する 。一般に鉄骨柱

材 は R Cf . 主に比し細長 くP. Ll 効果を無視できな

い場合が多いため、柱材としての Q - o特性は 図

- 6 のごとくなる 。 ただし、弾性勾配は柱材の鏡

み曲線を 3 次曲線に仮定して求めたものであり 121

負勾配は崩壊メカニズムによるものである 。Qy、

oyは両直線の交点として求まる 。 プラスチ ックヒ

ンジ領域をすH とおけば戸変形振幅 6α 、崩壊変形

。Bは、 oy、oα 、OBを降伏曲率、曲率振幅、崩壊

曲率として次式で与えられる 。

dα = oy +すH
2

( φα oy)  一一(3)

OB = OY +すW ( OB - Oy) 一一(4)

また、。cr はP . Ll 効果による耐力喪失点で、次式

のごとく与えられる 。

。c r = My / 2N 一一(5)

図ー 7 は、一方向曲げ時鉄骨形鋼断面の π- '1'

l nt er act ionで、あり、各直線は歪度境界点を歪分布

が通過する状態を表している 。 ここで軸圧を 一定

にし、 一方向曲げH寺'1' を定曲率振幅 <paとする繰返

し曲げを作用させると、領域VI ま弾性域、領域N

一一(2)

は変形硬化域となり、領域 聞では圧縮・引張両フ

ラン ジが定歪振l隠の繰返し軸カを受け、領域 I 、

E では繰返しにより図心質点の歪度が、半サイク

ル当たり、式(6) だけ圧縮側に蓄積してゆく 。

dεπ / ε y =n+ 2 <pα - )( - 2  一一一(6)

繰返し曲げが地袋力によるものならば、低サイ

クル疲労崩壊が考察の対象となるため、領域 I 、

E 、田のみについて考えればよい。図- 8は、 一

定軸圧下での鉄骨形鋼断面の定曲率振幅 '1' α と破

壊サイクル数 N Bとの概念的な関係を描いたもので

ある 。NB=0. 5 では一方向曲げ、すなわち図ー 7

中領域 I では U-: 領域 E では Un、領域E では B の

歪度境界線により '1' αが限界付けられる 。 NBの増

加により <paは減少するが、これは、式(6)による圧

縮歪蓄積のため N Bサイクル自に、領I或I では圧縮

側フランジ歪がU"，'存、に、領域Eでは図心ウェプ歪

がUn点に、おのおの到達することによる 。領域回

では、圧縮引張両フランジの定塑性歪振幅 εα p が

式(1)を満たす時点でNBが与えられる 。 '1' αが領域

町、V に近づくと高サイクル疲労特性を示すので、

破線のごとくなる 。紙面の都合で省略するが、

'1' α- N B関係の立式や、 3α - N B関係への変換につ

いては、読者諸兄で試みられたい。

本稿は、筆者が神戸大学山田研究室にで行 って

いる研究の一部としてまとめられたものである 。

ご指導に当たられた山田稔教授と、ご討議いただ

いたスタ γ フの方々には厚〈御礼申し上げます。
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昭和 ＵＵｾ 手度・第 Ｗ 回若い会員の集い

二川幸夫・世界の現代建築を語る

レ ポ ー ト

おそらく 二川幸夫氏の建築写真は、建築を志す

ものにと って終生態すことのできないものと言 っ

ても決して大袈裟ではないほど深い影響を与えつ

づけてきたし 、 もう少し広い意味で、 20世紀文化

の歴史的証言というべきものなのかもしれない。

( 氏の写真自体が、 20世紀文化の一つの表現形態

という 二重の意味で)

開演の斯I に打ち合わせをかねて、初めて二川氏

にお会いして絡をうかがううちに、氏の実に幅広

く、柔軟で、奥深い思考力と、直接、そして繰り

返し肌でものに接することによって、もののもつ

本質的価値を確かめるという、パワーフルな活動

力に 、i采い印象をうけた。

講演は、アメリカ西海岸を皮切りに 、東海岸、

メキシコ、南米、ヨーロッパ、オーストラリアと、

日本を除く世界の建築界の近況報告的な話をされ、

出席者の多くが熱心にノートを取るといった大学

の講義調の形態で始まった。 その中で二川氏が強

調されたのは、日本で雑誌等によって紹介されて

いるいわゆる有名建築家といわれる人々は、あく

まで ジャーナリズムに乗ったということであ って、

同じくらいの笑カのある建築家は実は目白抑しに

いて、非常に激しい競争があるということ、日本

に比べて相対的に仕事; @: の少ないヨーロッパでは、

作品の発表の機会は怒まれないが、現実に多くの

作品を発表している日本の建築家以上に、建築の

もつ歴史性 ・文化性をふまえた、 一見地味ではあ

るが、底深い探究が若い建築家によって着実にな

されていることが、情報過多気味の日本の情況と

は、好対照をなしているということである 。

後半は質問形式になり、会場の雰囲気も徐々に

和らいできた 。二川氏も質問のたびにだんだん声

があがってきて、 二川節が雄弁さと迫力を地して

きた。

ユーモアをまじえた対話の中で、私がとくに印

象深か ったのは、 二川氏がたえず、人間の勇気を

もって造り出した新しい形を積極的に受け入れて

いこうとする態度、あるいは古い造形の上に新し

い視覚言語を重ねあわせることによ って新しい意

味を導きだそうとする新たなる試みに対する寛容

性をもたれているということである 。

“ 古い形" の中に素晴らしいものがあるとわれ

われに教えてくれたのは二川氏の写其であるが、

氏はそれが人間の知恵で育まれたものであり、さ

らにそれらが発展した遠い彼方を見つめながらシ

ャッターを切 っていたのではないかと思えてきた。

“ G A " にまだ日本の作品がないのは、駄米に

比べて日本の文化の上に立 って、力のある新しい で自分で選択する中に建築家としての厳しさが生

造形が今一つ足りないようだ、としながらも、本

物のもつきびしさと美しさにあふれた作品をぜひ

氏の故郷の大阪につ くっ てほしいと、出席者に激

励されるうちに終演の時間を迎えた。

“ 建築家以外の人に聞く " シリーズは、各表現

ジャンルのパイオニア的な方々の表現者としての

物への係わり、感じ方をうかがってきて、私達の

建築への係わりを示唆されることが多か ったわけ

だが、とくに今回は建築家以上に建築に肉迫され

たこ川氏の、まさに真の建築家の本音ともいう べ

きものをうかがえた意義深いものにな ったことと

思われる 。レポ- '; ・木回伸一郎 {安井建祭設計事務所)

2  

運命の嵐が吹きすさむと俗に 言 う3 月13日金限

目、二川幸夫氏の講演会「世界の現代建築を語る」

が府立労働センターにおいて催された。

氏の生活は 1959年を口切りに l 年に 8 カ月間は

海外で写真をとりまく っているという、まさに、

“ wor k hard whol e days t hroughout  the worl d" 

である 。 その急がしい聞をみて今年 1 月に念願 (?)

の胞石手術をされ、運よくご来阪の機を得た。

予定人員をはるか上まわる申し込みで、途中、

会場を変更するというハプニ ングもふくめ、来席

者は20代- 70代、 2主- 崎県、岡山県 etc. 地方からの

参加者もまじえ、盛況なうちに開演した。

U. S. A代表都市、南アメリカ、ヨーロ ッパ各地

の1959年から現在に至る建築家とその現況につき、

個人的な交際を通してみた西海岸におけるチャー

ルズ ・ムア一、リチヤード ・マイヤ一等の活践か

ら始まるいろいろな角度、種々な過程を紹介し、

さらには日本の建築界と諸外国のそれとの比較を、

批判もまじえての発言。

〈今日の世界の建築事情は各国の政情による不安

な状況下、明るい見通しは少なく、地球と呼ぶタ

イムマ シン、日本というタイムの行く末はいかに、

地球人ならだれもが知りたいこと 。国種入り混じ

ったヨーロ ッパ、アメリカ etc . の建築家社会から

みれば日本の現況は“ カゴの鳥" 。まだまだ仕事も

あり守られた温床地帯である 。 そのためか、世界

的レベルの現代建築物が育つには、デザイン面で

の“ 輝き" 、すなわち建築家としての心情えである

原点が欠けている 。人をつかまえ、人を育て、人を

使うことを知らずして、自己の才能にいたずらにた

よっていてはだめである 。建築家たるは積極的かっ

社会文化的配慮を払い、自身を貸任ある自由な独

立性あるレベルに堅持されたし 。世界中を渡り比べ

て今ぞ知る 。振り返ってみればあ ぶない丸木橋も数

多く、生命さえ投げ出す覚悟ならいつでも平気で

舟をこぐ。 しかし、この世は死ぬに死なれず、生

きるに生きられぬ破自になることいくたびか。 じ

っとするな前進あるのみ。 多〈鋭、よく観、多く

聞き、よく聞き、多〈触れ、よく触れ、もって悟

るより手はない。成せ、遮二無二進め。 自らの手

で口に運び、自らの胃腸で消化せねば自分のもの

にはならぬ。 自己に忠実に歩め。自分のペースに

自分のテンポ、自らの仕事に自らのレベル、すべ

まれる 。情熱をもやし、好きになれ。一人にな っ

てもや ってゆけるという叫びを忘れた建築家はな

ぜかもの悲しい。〉

氏の語りの中に渓谷の春、ふきのとうのいぶき

を感じたのは私だけであろうか。二川氏の意気盛

んな熱弁に押しまくられ、質疑応答の 1 JI 寺附もア

y と言 うまに過ぎた 。会告の写真からは想像もで

きないほど笑顔のすてきな方だ った。

レポ- ' ; ・栂本美鈴 ( K. K. モーリショ ップ)

二 川 幸 夫 の 世 界

吉 村 行 雄

建築写真家、 二川幸夫にとって、建築を見ると

いうことと 、建築写真を撮るということは同じな

のではないか. . . . 。 こんな思いが頭の中をチラつ

いていた 。建築写真家の講演会だから、建築写真

に関する話題が少しくらい出るのではないかと期

待していた私にと ってJ 世界の現代建築 " の動向 、

とい った話のテー 7 が意外ではあ ったが、最後の 、

参加者からの質問に対する返答の中に、 二川 さん

の人となり、建築に対する考え方、愛情がよく出

ており、国際的なスケールで建築を考えてこられ

た人の' 情熱が感じられた 。また、 二川 さんの仕事

が、いわゆる建築写真家が建築家からの依頼で建

築の写真を鍛最多して 、それでおしまい、とい った

ものでは全くなく、 20年以上も前から、世界各国

の著名な建築家と常にコンタクトを取りながら 、

現地の建築を見、写真を織り、建築家に会い、{ 困

個の建築家のプロジェクトにまで興味を示すかた

わら、他方では世界の歴史的な建築物を、長期に

わた って集中的に追いかけるとい った仕事のやり

方が、大変予想外であ った。

i皮の建築に対する取り組み方、考え方の基盤は、

b 物による知識でも、学校の先生からの教育でも

なく、それはー にもこにも建築を自分自身の目で

見、肌で感.じ、その空間を体験することにほかな

らない。すべてのスケ ール( 価値判断基準) I主体

験することがベースにな っているように思える 。

見ることの繰り返しによる体験の蓄積が、 f皮の美

意識を高め、スケールを確固たるものに築き上げ

てきたに違いない。 さらに、気になる建築は何度

も足を運んで、繰り返して見るという彼の執劫さ

は、名函・彫刻が、歴史の流れの中で万人に鍛賞

され、文学 ・芸能が名作 ・名演として何世紀にも

渡 って人々の心に感動を呼び起こし続けるという、

芸術の世界では疑いのない事実を掲げれば、容易

に理解できるのではないか。

日本の建築界、建築教育に対する歯に衣きせぬ

発言などもあ って、大変有意義な時間を持つこと

が出来た 。

写真を目的ではなく、いかによく見たか、どう

感じたかの証拠として、体験媒体として使いこな

し、強〈建築の世界とかかわっている国際人 ・二

川幸夫の世界を垣間見て 、 日頃私が建築写真につ

いて思い続けてきた考えと相通じるところもあり、

大変心強く感じた次第である 。 (竹中工務底・股計部}
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私 自 身 の 今

江 木 剛 吉

雑誌 GAの建築写真は、常に建物の持つ豊かな

表情を写し撮り、新鮮なおどろきを私達に与え続

けている 。

この雑誌のエディターである二川幸夫氏の講演

会というので、とてもいいスライドが見れるので

はないかという期待を抱いて 出かけた。 が、その

期待は見事に裏切られた。 しかし、氏の語る内容

と諮り口は、創る側にいる者の倫理に 向かつて問

いかけられ、 十分に傾聴、に値するものであった。

内容としては、先進国、第三世界の建築家の動

向を諮られることによって、より間接的に世界の

建築状況を概括され、問題を提起されたのである 。

それは、オイルショ y ク以来、世界経済が極端に

鈍化しているという社会背景の中で、世界の建築

家逮が、創造という行為に岬吟しているというこ

とである 。

先進国、第三世界を問わず、若い建築家透が新

しい時代を求めて胎動し始めている予感を語られ

たとき、私は私自身の今を考えざるをえなかった

のである 。

私自身は、建築家ではなく、建築をとりまく 外

音 Ｑ Ｑｾ ｬｭ ( 公園 、緑道等) の設計に関わる者である

が、創る側にいる者として同じである 。

私自身は 、流行の言葉で言えば、ビートルズ世

代の後半に属することになる 。 このことは、単に

年齢を表すのではなく、 60年代半ばから 70年代前

半に 10代から 20代を過ごしてきたという意味を示

すのである。私にとって 、 ビートルズ世代とは、

あの当時、さまざまな社会現象を眼前にし、建築

の未来が諮られるのを遠くで見続けるしかできな

かった世代 と考えている 。価値転換のための否定

のくり返しの 中で、思考と幻の人生のデ y サンの

積み重ねの日々を過ごした 。

今、自IJ る傾IJ にいる自分自身の位置を見定めて言

えることは 、社会の 中で、新人でもなく、ベテラ

ンでもなし、ようやく手が動かせる年代にさしか

かっているということだけである 。だからこそ、

二川氏の「日本の建築家は 、ファッションデザイ

ナーのようだ・ … 」という言葉が痛く感じられる

のである 。

今、二川氏 に返す言葉はないにしても、ジョン

・レノンの言葉でこの小文をしめくくりたい。

ミWHATEVER GETS  YOU THROUGH  YO-

UR LI FE，o  ( ランテ ック針商事務所)

当日の会場風景は次頁に縄載

日 時 昭 和56年 3 月13月凶

開場 17:45

開会 18:00→閉会 20:50

会 11 大阪府立労働センヲー・ 5 階・彼聴覚室

{ 大阪市東区京福 3丁目 15番地)

ゲスト ニ川幸夫氏( 建築写真家、A D A ・エディ空ート

ーキョー主宰)

参加者 111 名

プログラム

18 ∞ 閉会の挨拶及びゲストの紹介 木国主査

18:05→20・∞ 積演 「世界の現代建築の動向J 二川講師

20・∞→20:50 質疑応答・閉会
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日本建築協会

月間の動き

昭和56年 4 月分

理 事
ム一

A

14日 4 時- 5 時 於会館集会室

出席者塚本会長、福田、足立、松村各副会長

ほか13名

議事( 1 ) 副会長 ・理事会務分掌の件

(2)定例理事会開催日時決定のf牛

(3)前年度より引継事項承認の件

(4)定時評議員会及び通常総会開催の件

(5)8百和56年度委員会委員委嘱の件

(6)中国建築事情視察団募集の件

(7 )入退会者承認の件

(8 )報告事項

編 集 委 員

. 6.  

:z:;; 

9 月号 「住宅・都市整備公団」特集編集幹事会

2 日 41時- 6 時 於会館集会室

出席者 千葉 ・吉岡 ・山本各委員

議事 「住宅 ・都市整備公団一関西における都市

整備を中心とした新公団の役割ー」特集の

企画

委員会( 総会)

9 日 4 時- 7 時 於会館集会室

出席者福田副会長、渡辺、三輪、武田( 代) 各

理事ほか31名

議事 (1) 自己紹介

(2)編集委員長の選出とあいさつ

(3 )各小委員会副委員長 ・各分科会幹事のE

選とあいさつ

(4編集委員会の椛成と編集についての説明

(5)引継ぎ事項( 4 月号- 7 月号)

(6)本年度編集のあり方および収支目標

(7 )そのほか

構造分科会

20日 4 時- 6 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 5 名

J壊事( 1)8 月号「建築物と風ーデザイナーのため

lこ」特集の企画について

(2)そのほか

広告企画小委員会

22日 4 時- 5 時40分 於会館集会室

出席者 三輪委員長、渡辺副委員長ほか 6 名

議事 (1)4 月号「台所まわりの計画と設備」特集

広告収入報告

(2)5 月号「シーリング材の知識」特集広告

途中経過報告

(3)6 月号「災害と法一安全な環境をめざし

て」特集広告途中経過報告

(4)7 月号「都市住宅一住まい手からの発想」

特集広告企画

7 月号「暑中見舞挨拶」広告企画

(5) f ' F 品作風関係報告

(6)56年度特別広告企画

(7 )そのほか

9 月号 「住宅・都市整備公団」特集第 2 回編集

幹事会

27日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者 藤原昭特別幹事、千葉委員ほか 3 名

殺害特集の栴成の具体化

員

. 6.  

:z:;; 事 業 委

中国建築事情視察打合

3 日 1 時- - 2 時半 於会館 3 階会議室

出席者 大下倉|後太郎氏( 日中建築交流会理事) 、

古川平三郎氏( 新日本国際紛) ほか 3 名

議事 中国建築事情視察について

若い会員の集い “ みどり" 学習会講師打合せ及

び現地調査

4 日 10時半 - 3 時半 於鶴見緑地

出席者松村主査、事務局

広報小委員会

8 日 6 時- 7 時半 於太湖

出席者 原見副委員長ほか15名

議 事 山56年度小委員会担当副委員長及び幹事の

選出

(2)P  R 研修分科会担当委員の編成について

(3 )前年度の事業報告及び本年度の事業企画

について

(4 )そのほか

議事終了後、同所において懇親会を開催。

若い会員の集し、小委員会

10日 6 時- 9 時半 於会館集会室

出席者 山形副委員長ほか16名

殺事( 1 )56年度小委員会担当副委員長及び幹事の

選出

(2 )前回の事業委員会の報告

(3 )第 7 因企画の実施報告

(4 )前年度よりの引継ぎ事項について

(5)本年度の年間企画について

(6)そのほか

見学会小委員会

14日 5 時- 6 時40分 於会館 3 階会議室

出席者 上出副委員長ほか 8 名

議事 (1)56年度小委員会担当副委員長及び幹事の

選出

(2)前回の事業委員会の報告

(3)3 月の見学会実施報告

(4)4 月- 5 月の企画について

(5)6 月以降の企画について

(6)そのほか

殺事終了後、「なだ万新大ピル庖」において

懇親会を開催。

若い会員の集い 「建築家に聞く 」企画分科会(1)

15日 6 時半 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾 主 査 ほ か 3 名

議事 (1) r建築家に聞く」の提案テーマの検討

(2)今回の企画テーマについて

委員会

16日 O時半 - 2 時 於会館集会室

出席者三品委只長ほか 7 名

議事 Ｈ Ｑ ＩｾＶ 年度正副委員長及び幹事の選出

(2)各小委員会の事業報告及び本年度の事業



企画について

(3)そのほか

若い会員の集い 「都市住宅を考える」企画分科会

16日 7 時- 9 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 三 好 主 査 ほ か 4 名

議事( 1 ) r都市住宅を考える」の提案テーマの検討

(2)今回の企画テーマについて

広報 P R分科会(1)

24日 6 時- 8 時45分 於会館 3 階会議室

出席者 原見副委員長、片岡 ・今里子両幹事ほか

2 名

議事( 1 ) 第50回展示写真の展示レイアウトその他

(2)第51回以降の展示写真について

(3 )そのほか

若い会員の集い 「建築家に聞く 」企画分科会( 2)

27日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾 主 査 ほ か 4 名

議事 (1) r建築家に聞く」の企画テーマについて

(2)そのほか

若い会員の集い副委員長、幹事打合会

30日 6 時- 7 時30分 於会館 3 階会議室

出席者 山形副委員長ほか幹事 3 名

殺事本年度のテーマ案の整理 ・検討

住 宅 委 員

A. .  

"zi¥" 

委員会

14日 5 時50分- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か12名

議事 (1)正副委員長選出

(2)委員長事業活動の件

(3)よろず相談住宅展のf牛

(4 )定例開催日時の件

(5)r錠前性能試験」見学の件

建 材 委 員

A. .  

"zi¥" 

委員会

17日 4 時- 6 時45分 於会館集会室

出席者堀内顧問、牧田委員長ほか17名

議事 (1)材料説明 面折| 実性鋼板 C R 2 による特殊

屋根工法( イゲタ鋼板)

(2)自己紹介

(3)56年度正副委員長の選出

(4) 今後のメインテーマと委員会定例日につ

いて

(5)今後の新建材紹介コーナーについてー掲

載料の改訂ー

(6)そのほか

教 育 委
A. .  

ヨコE員

委員会

20日 5 時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 多胡委員長ほか11名

議事( 1 )56年度正副委員長及び幹事の選出

(2)各小委員会の委員編成について

(3)本年度の事業企画について

(4 )そのほか

出 版 委
A. .  

A  員

委員会

24日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 小林委員ほか 6 名、 学芸出版社

議事 (1)56年度正副委員長の選出

(2甘旦当部門について

(3)建築技術選舎の販売状況と経過報告

(4昭和55年度収支報告

(5)執筆者の選舎目次報告

(6) 同選舎の今後の企画

(7 )そのほか( 委員会開催日)

朝食会

14日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 80名

当日は、初老期からの心と体について京都精神

分析研究所長 ・中埜幸縫氏のお話を伺 った。

法 規 委
]1 [  

建 築 業 務 基 準 委 員 会

7 日 2 時- 4 時 於東京建築士会会議室

出席者 関係団体各委員

員

A. .  

A  

委員会

28日 3 時 - 5  a寺 於会館集会室

出 席 者 高 木 委 員 ほ か 5 名

議事( 1 ) 56年度正副委員長の選出

(2f 災害と法一安全な環境をめざしてー」待

集経過報告

(3 )本年度のとりあげるべき課題について

議 事 業 務 基 準 に つ い て

|四会連合協定工事請負契約約款連合委員会 |

16日 2 時- 4 日寺 於日本建築学会会議室

出席者 関係団体各委員( 本会より塚本会長、

宮秋委員)(4)法令コ ーナ一、そのほか
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茶室見学会( 第 1回)

大阪の名席、松花堂を訪ねる

25日 l 時半 - 3 時半

参加者 30名

講 師帝塚山学院大学教授・工学陣土 岡田孝男氏

場 所 大 阪 市 桜 宮 戦 員 会 館 内

大 森 義 文 河 田 克 陣 河 湾 隆 之

小 林 秀 樹 近 藤 基 樹 斉 綴 敏 彰

真 田 幸 男 清 水 豊 和 下関高宏、

白井 暖 新 川 克 己 長谷川佳幸

緑 川 正 美 前崎 E量 的 助 法 治

宗 行 昌 弘

]1 [  
フ
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地需三，芝

U 2，A K ' こコ
総合天井システムは問委.

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、J 、A L T S工法、は当社惣自の

照明灯ユニットおよびヨコルミ製T パーを建物のモジュールlこE 到し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカー怠どの股儀ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド 8 0 Xなどの取り付けも可能にした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

奥村重呉衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 〒530 ・信(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル 干105 電 信 (03) 437ー3361附

福 岡 福 岡 市 樽 多 区 住 吉 2 T目 16番 27号 〒812 電 信( 092)291- 04問 問

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 雪 〒451 電 信( 052) 522- 543鮒 匂

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル 干980 ・箆( 0222) 65- 6568f仰

沖 縄 滞 縄 県 那 覇 市 登 J I 111 9 番 地 〒9∞ 電 信( 0988) 53- 685αm

72 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4- 2- 4 ( 英和 ピル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪 ( 364) 2031 - 4  

倉 庫 神戸市中央区八幡通 l 一16(電話221 2923)  

テトカッパー防水

- ・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・ー ー一一 一一 一 ・・ 『・・ ・.  .  .  .  .  .  .  • • .  • .  .  • .  -ー ャー ーー・・・・・. .  .  .  • .  
' ーーー. .  .  .  .  • .  .  .  . 一一

- ・・ ・・・・・・・・ ・・・ー ーー 一一一一 一一 一一ー・・・・ ・.一一 一一. .  .  .  .  .  • • ・・ ..  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

.  .  .  .  .  .  .  • • • - 一今一一一一一一 宇ー .  .  .  .  .  .  

• 防 水 専 業 の 研 究 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パ ー フ ェ ク ト な 防 水 層 で す .

この防水層は ( 一 層 防水) 施工するだけで、防水は完墜です。

温度変化に仰ぴがなく、柔軟性にb l " み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

コーパ ータイト 新 工法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工法

祭器

奥山化工業株式舎杜
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 ( 571 )  2703 

大 阪 事 務 所 大 阪 市 旋 川 区 東 三 国6- 1- 41 電 館 06 (391)  1081- 2  

埼 玉 営 業 所 崎 玉 県 桶川市東1- 6- 10 電鱈 0487(74)2845 - 6

厚 木 出 張 所 神 奈 川 県 厚 木 市 金 田 字 富 畑259 電 話 0462 (21)  6092 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町33 電伝 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 鰭 宮 町 電信 0952 (47)  2945  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両谷町1- 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・横浜 ・盛岡 ・仙台 ・水 戸 ・静岡・岡崎 ・名古屋 ・富山・大津 ・京都・神戸・広島 ・高松 ・福岡他全国主要都市



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

4令 制 吉 田 口T 砦 紅
会事，Ｑ ｂｬ同国 ι ヲ ｾｉｉＧ ｊＮ

本 社 東 京 都 港区浜松町 1-25- 7  電 話 (434) 6171 (大代)

大 阪 支 社 大 阪 市淀川区加島 1 ・58- 59 電 話 (302) 2 2 7 1(代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 到 I ! 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・繍 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

φ  
株 式

会 社

震災詞汚禁処童 設計脇工

大 阪 城 口 研 究 所

取 締役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 〆 市中 央 1><: FII I  f-通 6 - 2  - 8  Ｇｩ ｴｲｬ ｾ ｬ￭ 神戸 ｩ 3411"1 5  8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内if ，z 江戸堀 l γ 日10番 In 予 〒550 '1¥t ，1再(441 )8231  

本 社 東京都中央医銀座 2 了 同 2 jJ: 17号 〒104 '1I!: ，1，Ji (535) 5251  

支 社 大阪・東京 ・名古馬

支 底 札縦 ・仙台 ・金 沢 広 島 ・ 儒 間

営S健所 新潟 ・天f哩・岡山 ・i高松・熊本

出張所 帯広 ，'f森・秋田 ・盛 岡 ・前矯・千葉 備浜 ・鯵岡

富山 福井・盟 国 ・京 都 ・神戸 ・徳山 ・鹿児島 那餓

海外支底 シンガポール

. 給排水衛生 ・冷暖房

. 空 気 調 和 股 備 闘その他管工恵一切の位計. 1 J I i 工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京観千代田区大手町 ＲｾＭＲ ( 日本ピル)

電 路 03- (270) -7411附

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041側

支 底 札 傭 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 . ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 広 島 ・ 網 岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 殿 ・ 苫 小 牧

u  環 境 衛 生 施 訟空 気 網 干 日 設 備 Y  

給 排 水 ・ 衛 生 水 道 l J t. .  荷 役 運 織 機 械

電 気 設 備 L =主』
四 噌画圃圃園司F 化 学 鉱 山 機 械腕 房 ｾ .. 

三 機 工 簸 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

J'p， '1' 机 i j j止 杉 浦 敏 郎

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 2 2 香 地 電路 大阪 ( 202) 代 理13071

本 1苫 東 京 ・ 日 比 谷 ・三 憎 ピ ル

支 唐 名 古 屋 、 緬 問 、 札 械 . 広 島 、 仙 台 ‘ 北陸

出 品 所 ＱＱｍＡ 民、 ｬ 川ｼ民 ｬ 、 的 ｉｾ｜ｉ ， ψＱＱＱ 、 ｉｾ｜ｉＢＢ <わに

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

- 令三建設備工業株式奮枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 繊 殻町 1- 35- 8 電話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 眺 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。樟式会社三発空調

取締役社1* 嫌 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 目13 ｩｦｦ Ｒ Ｐ ｾｽ＠ '0'払活 06- 363- 1371

東京本1苫 東京郡新宿区丙新宿 新宿住友ヒル 屯U[，03- 344ー1911

大阪本広 大 阪 市 北 区 内天 満 3 丁目 13 111=20号 i五品 06- 363 - 1371 

支 底 名古屋市中村区名駅南2丁目14番 19号 屯 ，，;1;052- 581 - 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 屯"; 1; 0822- 47 - 4535 

福 岡 市 中 央区大 名 2 丁目 4 lIf 22りー 定 ［， ｾ ＰＹ ＲＭ ＷＶＱ Ｍ ＳＷＹＵ
出 張 所 仙台 ・愉浜 ・領弁 ・京郎・ 神戸 ・松江 ・高松 ・下関 ・沖 縄

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大IQi rl i，ltI><:食品iJ ¥1  J 'j I  2 需6 け( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東京忽中央区 日本僑本石町4- 2( 三井第 二号Jj館 )

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 島 ・ fL 械 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eanOi r  
丸

。2FZt芸j警枚FF17fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

，ｾ＠ よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、= : " 本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁68番地( オートセ ンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

冷凍空調部大阪市大淀 ｉｾ 1!2崎 4 r 日 5 111= 21  

郵便I f i }';-531 電 話 大 阪 (06) 374- 2  4  5 5 1ft  

東 京 支 底 東京都千代自 灰九段南 2 丁目 2 1ff 5 号( 九段ピJレ8 階)

郵便番 号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和 ノ〆下三 搬送機設備

給排水衛生 『 ζ 7 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大 阪 支 庖

空 気 調 和 ・衛 生 設 備 品副 ゐ 〒 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

ガス 設備・ガス住宅設備 認副・ーム 大阪ガス住設機器特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電 話 06- 313- 1846

Z 長孟 霊祭 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313 - 1846 

Z 33j E Z EP 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

73 
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暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回高

設 言 十

fi:!: 

施 工

釜負
ｾ＠
-+・

大阪支1吉 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁 目4- 8 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 図 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r - 町闘DAIR::コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換 気 ・除鹿設備

東 洋 熊 工 舗 信 機 式 会 極 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 御 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東 京 続 中 央 区 京 僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

ｾ庖名古屋 ・ 偏岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁 目8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3531 .

支底・営業所 福岡・ 京都 ・天理 ・川西

⑥日本管工業株式会社

事ヰ踊 京 都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  . 夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 トシ 20 電 路 ( 06 ) 352- 350H代)

三 軍 支 唐 添 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26- 361α 間

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 官 官 お( 0593) 53ー 743 H代)

滋 賀 営 業 所 大 i.l1 市 打 出 浜 13- 15 電 話 ( 0775) 22- 9738({I:) 

名 古 屋 営 業 所 名 古Iot ! 市中村 民J l IJ武 1- 2:l 1甚J舌(052) 452- 3701的

@ 醤 暖 磨m

､ｾｴ ・ＮＮＮＮＮＮＮ
ーーーーーーー・F 可1 ・u :a，.. 

③院議ミ言語部

CJ l  

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山主審様式念継

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t  06- 441 ー 1994 ・443- 0331

文書のパーフェクトサービスグ

- 機械部当社直接サービス

東和タイプライター

トライアンフ・タイプライター

リコー P P Cコピー

シャープP P Cコピー

- 印刷部企画から製本まで

タイプ版下

写植版下

軽オフ印刷

製 本

( 社) 日本建築協会指定底・話在需詩持活鳴いたしますo

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社

〒550 大阪市西区靭本町 3 - 2  - 7  T E L  06- 441- 1462代



⑤ 
I7E三 ｾ司ｲＮ ｾ＠ ム畠・ ー....b..

i窃 竜 丸 株 式

代表 ｾｬＮ 締役 山本↑奪三
壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 _. Z  - 4  制 H ピ ル

T E L  大 阪 06 (  :3 8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 零 本 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 }

ゅ: 都 市 有 8: ｾｊｉＨ 丙広 崎高野 圃 ｲ 2  1  

ｔｅｌ 取 ｉＺ ｾ 075  ( 3 1  1 )  1  1 8 5  ( 1-1: )  

東京仰中央 ｉ ｾ 鍬峨 Ｖ - 6  - 7  朝 日 ピ ル

T E L  東 京03 ( 5  7  4 )  0  6  6  5  

電 気 設 備 の 頁

社

..o. 

ｾ＠

設 計 施 工
電 気 設 備

朝

設 計施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言十装工事

6逮

回吹

本

事攻士宮E 療 所

耳(111曾祖陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町Tl - l 東 阪 懇 ビ ル T E し06- 3 13- 110 1

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

東 京 営 揖 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

工

大

施

昆

(

計

弁

凡
叉事

エ
気電

代表取綿花

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( -なピル 7 隊 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 灰 召 本 精 箱 崎 町 20 ｾ昨 Ｕ 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代 i

川 崎 ・ 判I ｴｾ 原・堺・福 山

社

坪

一ー
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区 高関僑五丁目 二八 番地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 郷 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌・ 仙 台 ・ 丸 / 内・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業所 ・出張所 全国主要都市20ャ所

社

底

ヨド

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

&  

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ 司E殴 針 籍 エ

&  ＱＷｾ ト圃由気工ＺＮＯｾニアリレヲ論武 Ｙｦｴ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 r 同 l 番 3 号

T E L  06ー 364ー3056 ( 代)

東京・ 神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌・ 苦 小 牧 ・浜 松・ 滋 賀

京都・高砂・ ごて原・徳山 ・松山 ・新居 浜 ・福 岡 ・沖縄

立色

1 0  氷

取締役社長

社

宿

所
業

支

事

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 漉 納 伝 三

大阪市北 区 西 天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港 区新 橋 2 - 1  5  ( ニュー新 僑 ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 績 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

司E 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 買 宮 本

社

H  

底

底

本

支

支

神 戸営 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

総 合 段 備 工 事 〈段署十・. 行〉

建 築 ・電 気 ・ア ン テ ナ ・送電線・プラント ・計 裟 ・空 調 ・土 木

⑧ 社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中

大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁目 10 番 2 号

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 尾 ・広 島 ・福 岡

実回
取締役社長

ネ士本

Ｎ･ｾ＠

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151  ( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・ 福岡

四林取締役社長

宇土本

営 業 所事 業 所

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

園田E

代表取締役

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 06 ほお) 1111代

干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル ，α192 (26)  4371 

干708 津山市大手町8番5号 機範庖会館 _ 0ぉ82 (4)  1771 

干銃犯荷風原村線級 沖縄印刷団地 ， α抱8 (55)  61∞ 

本 社

日本写補センヲ ー

津山写植セ ンヲ ー

沖縄写植センヲ ー

Board&Sl ate 

事賢明

Standard 

需 * 反フ タ パ
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  " ) 薄黛 s 歳月S

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 靭 本町 パ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06(532)代0461 . 550  

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建t宣省既定の防火材料

ソリジットスタイン 基材問等 o  0  0  3 号

ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 0 0 0 H t  

エパーサンド基材開等 ＰＰＰＴｾ

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

trl 1l Q株) 市0ヨコ! J O:2

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成. ノ

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

本 社 大阪市東住吉区駒川 2- 4- 22 電話 (06) 702ー7814- 7

株式会社ブヲ工テキスタイ' J lノ大阪支庖

〒541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平野町センチュリーピル 1 F  

東 京 司 匹 狼 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 禍 間 出 張 所

76 

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高純僑 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 (202) 4905

営業品目 プール・水処理用各種フィルター

ボイラー・熱交換器・サウナ設備

⑨ 様 式 会 社 γ /1， 11 '# 

本社 〒543 大阪市天王寺区寺田町2丁目2番12号 T E L(772)  5307 

東 京 〒162 東京都新宿区市ヶ谷台町 8 番地 T EL (353) 9595 

電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑憶に/

建 築 竺 月 刊

ｾｾＫ圏直Ｋ重量圃Ｋ圃圃Ｋ圃圏直

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

. 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外ニュース，機器・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

|  雑誌酷判・ 100頁・宅価10∞円一- $ 込次第見本送付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費12，0∞円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階出版部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京僑支庖普通預金0055- 082)
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各種障害撤去・砂磯層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤膚穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リー卜穿孔撤去・杭引抜き及び撤去
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膨張材 J I ¥野田エクスパン

防錆剤ヲヌｾＮＮＮＮ，［Ｎ，

Jll 野田セメント獄式室員

株 式 会 社 菱 備 基 礎 本 音 ｛Ｑ 東京都江Ｊ区豊 ｮｾ 1  - 1  - 7  T E L  531-4111 

本 社 主 主 中 市 宝 山 田T22 番 44 号 〒560 電話 ( 06) 841ー7121- 3  

工 場 豊 中 市 平IJ 倉東1丁目 16番5号 〒561 電話 (06) 863ー0207 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

支 底 本凶晃 ・仙 台 ・東 京 ・名古屋 ・大 阪 ・高 松 ・広島 ・福 岡

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布防水・シート防水・モルタ J レド万点

・樹脂注入後着工法 外樋術ＩｊＺＱ注入 ｦ 委主ｈｬｉ￬修｛ｊ ｊｾ
・ 亀 裂 補 修 工 事 件秘術) ] 5 注入 ・充坂 ・コーキング

・ シ ー リ ン ク 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン アクリ Jレ

・吹 付 工 事 ア ク リ ル ・リシン . 5o
ji 性 タ イ ル そ の 他

。建 設 業 許 可 大阪府知事汗 "f Ｈ般 ＭＵＳＩ ｜Ｚｩ｜ Ｕ ＱＲＲＵｾ［Ｍ
。日本シーリンク工事業協会々員

大阪市北区末広町 3 - 21 ｉ ｵＮＮ｜ 品ＮＺＱＺＮＧＱヨトｾ← ｉ ＺＺｊ工
ll!_剥l地 所'.1町ピル201 s  lof ' %l  ＮＮＮＮｾＭｹＧＥＮｲて Ｗ ＴｊＱｉ

T E L  06(315)070 1 、...-， .  ｾ＠ ｾＭ・ｾＮＮＮＮ，、 ｒ 〓・

子二. InCSA T"ニ..nn:l-，ニ.. t-

セキサンパイル ( 5 M. AC. PC. RC)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

ポリ" リス

⑤.... "'1-) ¥J -?S(- 酬の断熱用シ~人A

建 築 材 料 一 式
J多少司

--../l 今

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代ぷ取締役; 賓岡 浩
回宜バイナリーシート P

本 社 〒 629-31 京 初 府 竹 野 郡 網 野 町 i" 網 野

T E L  ( 07727) 2- 2220( 代)

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重傷造の断熱兼用二重防水シートです。
舞 鶴 川 業 所 干 624 舞 鶴 市 儒 米 1 6  0- 1  

T  E  L  (0773) 76- 0133( 代)
自 主 電 線 株 式 曾 祉 制 服部刊周回開2T自由号( 干畑ピJv)

デンカC S Aファミリー製品

.:;:二J DCSA … … … … … … … … … ・・コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

- T二J D弓ヌヨニJ …・・…・・……………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト間無収縮材)

ＮＺ［ＺＮニ ｊｄ 守 ＳＭｔ 吻ＧｊＮｾ……Ｍ………・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

・寄与DES … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用意、硬材)

ＮｔＮ ｾｄｉｊｏｏｏ …………Ｎ＠ ..・ H ・- …・・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1

7 7  
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S K式

譲 滋 ｾｾＱ｜ 議 議舗 朝国

設備合理化に貢献する

! j ! . J ーユトヨ山- : J O

刀νuコト:::J!!Jコ

- 実 用 新 案 特 許 第 1196331号
多 数 有 名 な 建 築 物 に 納 入 実 績 有

( ステンレス製)

くS K型〉

IJ 畜式( 桝) / 3 層式/ 4 層式/ } 末置式/ 土問用

〈特長〉

・コンパフト化により工期短縮

・軽量で鋸付費の大幅低減

・徹底した生産合理化

・優 れた耐震 ・耐久性

・取扱いの快適性並び衛生的

一
剛
一

圃

圃

園

出

祝

ステンレス製ヘアーライン仕上

敵ホ桧ボ11J'l7...

H型
W型

くS K型〉

( 土間埋設型)

S K- AB- 20H - 35H型 1. 2 . 3  

S K- BB- 20H - 35H型 1. 2

( 壁画埋設型)

S K-AB- 20 W- 3 0 W型、

S K  - BB- 20W - 3 0 W型. / - テ・ヨコ

〈特長〉

・外観ガ鱈麗

・錆びlこくい

・腐食文字( ペイント焼付)

・取り級いの快適性

・施工ガ簡単

、.

〈営業毘目〉

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ/ S K式ガソリン トラップ/ F 型 グ

リース トラップ/ 雨 排 水 トラップ/ 散水栓ボックス/ パル

プポ y クス/ 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

t生 計 ・製作・ 販 売

、

、

争¥、

矢 先、

qン. F 守守勢、、

ＶＢ ｾ＠ "、、

※ カタログ・納入実績表御請求ください。

自HlffiODm下 回 機 工 株 式 会 社
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「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ比ヨ，. 1- :

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

(軽量気泡 コンク リートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

へーベルライトは、パネル全面に補強

i芯材を内臆しています。木造住宅・欽

ft 住宅どちらにも" 7 '1 チする外カベパ

ネルとして注目を集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

. ヒ ピ 割 れ し に く い

. 重厚なタト観をつくる

. 工 期 が 短 い

・ 冷暖房ｾを節減する、省エネ ｊ レギー建築をつくることが

で き る 。

・火 災 に 対 し て 安 全 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 渓 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短 期 間 で 好 み に 合 っ た 、 美 し い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・隣 接 建 築 物- 11い に 建 て ら れ 、 敷 地 の 有 効 利 用 が で き る 。

・建 築 中 、 周 悶 へ の 迷 惑 が 少 な く て す む 。

・乾 式 工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジ メ ジ メ

や カ ピ の 発 生 の な い 健 康 的 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・丞 民 感 が あ り 、 近 代 感 覚 に 満 ち た 建 築 物 を つ く る こ と が

できる。

安全・快適な建築づくりに

貢献 す る

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリー卜外壁材です。

日本工業総他 (J IS) 製品

建設大臣認定耐火情造部材' 白エネルギー協力製品

加 盟 住 民 主 建 制 繊 式 会 事 主
肉、圃ぺJL

〈長) 附新興空材if 業 所
、. 聞いノ 〒 550 大 阪 市 西 区 南 者 自主 32ー 11 f t  ( 06)  538- 2951 (代 )

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 n078(922) 0007 (代)

高綴営業所 〒 569 高槻市宮田町 2 一1- 29  n0726 (96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 弁 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センヲー内)

駐留 ｾｒｾ 自信 ｴｺｾｾ 四
• 85.289買

定価3. 民>0円

送料 300円

建 物 は で き る だ け 長 〈 有 効 に 使 用 す る こ

と が 必 要 で 、 そ の た め の 診 断 技 術 お よ び

処 位 回 復 妓 術 等 の 確 立 が 急 務 と さ れ ま す。

巡 物 の損 耗 実 態 の 紹 介 と 、 そ の補 修 方 法

を い ろ い ろ は 制 約 条 件 の 重 な る 磁 築 現 場

の ナ マ の 体 験 実 例 集 と い う 形 で 集 録 。

亀 田 泰 弘 監修

No . 3 5 9  7  月 号 特別定価￥" ， 2 0 0

特集 |基礎に関連する障害の防止 E

犠建築工事検査の実際) 長島蜘円 ，4  根切山留工事の問題点と対策

現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の

任 を は た せ る よ う 、 現 場 に 即 し た 試 験 ・

検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解 説 し た 初

の 工 事 検 査 方 法 指 導 轡 。

・上 巻 8 5・453頁 定 価6，∞o円 ・送 料350円

・下 巻 8 5.535頁 定 価7，∞0円 送 料350円

重 版 出 来 /

臨 調 面 悶 臨 調 46諸

君3凹mに 続 き 今 回 も で き る だ け 他 の 参 考

は ど に は 掲 載 さ れ て い な い 実 用 的 な 問

題 を 新 選 し 、 各 種 構 造 ま で 実 務 に 直 結 し

た 百 余 の 構 造 問 題 を 集 録 し た 。 第 回集 同

線 ぜ ひ 座 お に 備 え て 街1活肝l下 さ い 。

同 編 集 部 編

性ま失敗の実例にまなぷjLi i51

建 築 工 事 で 起 こ り が ち は 事 故 や 失 敗 を 未

然 に 防 ぐ た め の 好 資 料 。 調 資 ・着 工 段 階

か ら 設 備 工 事 ま で の 失 敗 例225例 を 収 録。

そ れ ぞ れ の 原 因 と対 策 を 解 説 し た 実 川 内。

執n王者551可。

囚 根切山留工事の事故

l . 地盤沈下

2AN切1底地鍛の破壊

3.山留{!R柿の{ 佼壊

園 事故の原因

l. 設 計

2. 施 工

5. 地盤改良 ・薬注工事で生じる問題点と対策

l . はじめに

2. 問題点と対策

3.実施例

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・ トピックス ・建策家

の良書官・読者コーナー ・海外の結姐 ・l l ! 材の動向 その他

直 後 購 読 ご希 望 の 湯合 年 間 予約 金 ￥ 司 0 ，2 0 0 (送 料 共)

n08202 (2)  5211  

陸軍哩直樹墨画官刷'

邑 著

・A 5.216頁

定価2.ωo円

送料 300同

盟わくの材料および，ｾ， ｉｉ 、組 Ｑ ，立 から ｬ 肢はずし

後の補修にいたるまで、ぉj: - f ! j "が新しく "-1き下

ろした枠組 ｬ 関与どをｾｌＺｊに織りませ Ｇ はがら ｑ

&  AJ 彰式で平必に解 E悦した! . 1 2 舷りのコンクリ

ート Ｑ 型わく ｾ ｉ ｊｉＢｊ J f 。あくまでもすi 力化とコス

トダウンに虫以をおき、そのまま日常の; kfJ5

に役立つように編集されています。

北 中 克 己 著

信最新場所打ぐい工法) 造語

工 期 と 」 こ 貨 を 狂 わ せ 、 く い 性 能 を も 大 き

く 左 右 す る ト ラ ブ ル の 数 々 一 一 そ れ ら の

実 例 や 現 実 的 信 対 応 策 、 設 計 お よ び 胞i

管 理 の ポ イ ン ト を 的 確 に 示 し た 災 色 の3 。

井 上 怖 箸

脚彊・1逼 量 調. i

. S5. 149頁

定価3，∞0円

送 料 ぬO円

建築設計の実務に携わる薪者が過去の1 . ' t

i l l : な体験をもとに、主として親しみやす

さと読みやすさに重点をおいて執怨した

設計者と現場マンのためのわかる俄援の

入 I"] ，.'}。

井上 ｔ 噂 ・ ｾｴ 小路安共 著

配 一 ｾ＠ Ｊ Ｑ ｾ Ｚ 邸 ＵＮＱ 陥限 Ｖ臼 Ｒ
(  筋 ｾ＠ *J  定価3. 200円

刀 日川 j  送 料 制 阿

納まりやすく施工しやすい西日筋を旨とし

て基縫、スラプ、壁と I1目を追って配筋方

法を示すとともに、百日筋検1笥で );L られる

欠陥について正しい手直し方法を優先順

伎に解説，

恒一言'*"'1新 宿1- 8- 1 中ム示|
回 建 築 技 術 尚 一一一東京0- 72417番 台 東 京 (お 3) 4211 (代I

79 
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錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーバーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( S  S  )  

波 板 規格 S 小波・ S 大 波 . V i.皮・ ボ ッ ク ス 波・ W ジ ャ ン ポ波・ V デ ッキ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー ・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求下 さ い

議議市 I J I !J 9J 乱暴9J l 製造掠式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 巡 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412 - 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 44 電 話 大 阪 ( 06) 48 8 - 1081  ( 代)

支 后 及 エ 渇 大 阪 ・九 州 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・東条・刈谷

姫 路 ( 東 洋 態 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代 )

支 唐 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える

f f r l " l6. 
告 日 ロ

ヨヨEロロ

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 周

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

曾 烹 ヲ ー

号 ｾ￯ ・ｾＭＧ｟

ＷｾＹ［Ｇ＠

' 1' T-9' :. .  

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1- 1-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i ": : : I-叫也

一一 セメント混和剤・助材綜合メーカ一 一

・ ，ｾＭＮＮｑ， 株式｟ＮＮＮ田区 Ｑ｟｟｟ 空晶

・ Ｒ 叉戸 ｬ 会社 ＮＮＮＮＮＮ｡ 唱ＮＮＮ｟・ｾＮＦＮ
E P ' 東京書E品川区二議1- 18- 8 f t東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 聖 子 寺 字 遠 原3- 2 f tu245(91) 113H的

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  f t u298 (23)  1131附

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 f t uI 96(45)  1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 f t  06 (974) 1131 



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリ のス キ川でも、 7Kは遠慮しません。

< 1三|アス 〉は、 |坊水 工 BjL ひ とすじに 50余年。

この小さなスキ| 間との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマートによ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン 防水工法など

の技術 と、完全責任地工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全 国90 カ所にも

およぶ く日アス 〉ネット ワークの、水もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注 目 ください。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業練式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建エ( 練) 札幌出 猿所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建エ( 株) 仙台支后

伊穣建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業練式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業練式会社

大東スレー ト株式会社

東京漣膏株式会社

トーフ ジ工業練式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

滋図工業株式会社

富士エ材練式会社

蔵;歴青興業椋式会社

フタパ興業(株) 東京営業所

北条;! ! 膏工業株式会社

大和工業緯式会社

涯膏建材株式会社

有限会社神守建材社

金;港;! 青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 練 ) 大宮支后

石田建材工業( 株 ) 宇都宮出張所

:1 膏建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建業( 練) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折僑政次郎商庖

有限会社 'J 、島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業繰式会社

東 北

関 東

信 越

北 陸

東 海
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T  E  L  Ｈ ｾＺｬｬ＠ J  i  5  1  1  (¥ 

T  E  L  Ｈ Ｚｬｾ Ｉ＠ 0  0  II 1  

T  E  L  Ｈ ｾＺｬ Ｉ＠ 2  0  5  6  

ｔｅｌ Ｈ ｾ ＲｬＩ日 ＰＱＵ

T  E  L  ( :11 ) :1 :1 <; II 

T  E  L  ( 62 )  1  1  0  1  {¥ 

T  E  L  Ｈ ｬｬ ｾ ｾ Ｉ＠ 1  1  :1 1  {¥ 

T  E  L  (: !il5 815hl 89 18-16  

ｔｅｌ ｉ 品 ｏｾ Ｉ :1 II i  11¥ 

T  E  L  (: 16:1 1  :1 1  1  i¥ 

T  E  L  ( 162 <;:1 1  1  {¥ 

T  E  L  Ｈ Ｖｾ＠ 1  U  II 2  1  {¥ 

T  E  L  ( ' : U 1961 ・品1115

T  E  L  Ｈ ｾＺＡ＠ :1  1  :1 1  {l 

T  E  L  HO: I : !  1  II 1  - :1 

r  E  L  ＲＵｾ＠ ;， 9  0  :1 

T  E  L  xO:1 ｾ＠ 1  1  1  {¥ 

T  E  L  ( 11):! 0  1  7  1  {¥ 

T  E  L  111 ;j ;， :1 1  {l 

T  E  L  126:11  1  II 6  1  {¥ 

T  E  L  ( 6.11 0  1  6  1  {¥ 

T  E  L  (362' 569i '  .369 5697 

T  E  L  ｾｏｈ＠ 0  2  ;， 6  {¥ 

T  E  L  (61T : 1 9 6  :1 {¥ 

T  E  L  Ｈ ｧｏｾ＠ 1  i  5  1  {l 

T- E L  (g61 ｾ￯ＰＶ Ｍ ｸ＠

T  E  L  Ｈ ｾＲ＠ 1  ｾ＠ II X  

T E L  ( .121  Ｖｓｾ ｉ Ｍ Ｒ＠

T  E  L  (2:l 1  1  1  6  1  

T  E  L  Ｈ ｾＲ Ｉ＠ :1 :1 0  1  - : 1 

T  E  L  ( 5:1 122; ' - 9  

r  E  L  (;l5 2816 ' (:1. 1  )812.1 

T  E  L  22 1  9  i  :1 i  

T  E  L  ( 11 S  1  1  1  {l 

T  E  L  (  15 1  ｾ＠ 2  S  1  {¥ 

ｔｅｌ Ｈ Ｒ￯ ｉ ｏｾＹｈ＠

T E L :;g :1 1 村 7

ｔｅｌ Ｈ ｾＲＰｬｪｬｪｬｪ＠

T  E  L  ｾＺｉ＠ 0  :1 lj 1  

T  E  L  ｉｾ＠ 5  1  S  1  

T  E  L  ｾＺｬ＠ Oii ' > りHHC，

T  E  L  1'> ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ 1  {¥ 

T E L  I H5 Ｂｬｬ ｃ， ｉＭｾ＠

地 区 会 社 名

東 海 三{言建材工業株式会社

大池理工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央連材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池田涯音工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水(株) 大阪支庖

フヲパ興業株式会社

7 ) レエス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下簡底

東洋建材株式会社

中村渡青工業練式会社

側回建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国束中国防水工業株式会社

株式会社三洋投建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業 (練)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 繰 式 会 社

大三工業(株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

( 株)マ ル7 ス河野商庖松山 支腐

株式会社山本商会

九 州 安 緩 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業練式会社

株式会社北原建材商会

上原謹設工業社

所在地 電 話

Ｎｾｾｾ＠ t，丹t! i T  E  L  ( 45  18 2  1  1  Ｈｾ＠

1'，，'，N rl i  T E L  ＨＲ ＱＱ Ｉ Ｑ ＸＸＵＨｾ＠

1'，， ' j Nrl i  l'  [ L  (991) 0 1  1  1  Ｈｾ＠

1'， ，' jl;(rli T  1- :  L  ( 5011  1  4  0  1  Ｈｾ＠

1'， ，'il; ( rli T  E じ ( 76116 1  8  1  Ｈｾ＠

1' 1  ， ｉｩ ｬ［ ｾ ､ｪ＠ 1・E L (411 16 6  2  1  

1'， ，'jl; ( rli T  1.: L  ( 72 1122 11 - 5  

1'，，'，'I;1t! i  T E L  ( 571) 554 1 - 4  

1'，， 'i J;1 t! i  T  E  L  ( 331)  1  5  :1 1  Ｈｾ＠

ｊＮＮＺｾＮｩ ｲｬｩ＠ T E L  ( 69915 7 5 7 - 9  

守口市 T  E  L  (909) 14お (9ω )1282

大阪市 T  E  L  ( 372) 0250- 3  

大阪市 T  E  L  ( 54 1) 3 7 8 5 - 6  

大阪市 T  E  L  (326 ) 384 5 - 6  

大阪市 T  E  L  (361 )  0 4 7 1- 5  

II j，;1I 1r1i  T E L  138512 7 8 1代

太11.i rli l'  E  L  145814841 - -1 

}， I以rli 1' E L  135112  1  ＵＰＨｾ＠

ｾ ｩ ｊＮＮＺ ＱＱ Ｎｩ ｲｬｩ＠ T  lo  L  (74515 1  2  1  Ｈｾ＠

，; im:rl i  T  E  L  1311 12 044 - 5  

点目I:rli T  E  L  (672)  5351 - 5  

t'I'J orli T  E  L  ( 34 1  )5884 ・ 1223

N' J orl i  T I' : L ( 84 113 5  5  Ｑ Ｈｾ＠

ｦｬｬＺｉｾｉｉｉ ｴＡ ｩ＠ T  1唱し 122 13 9 2 2  

J、l1.i rli T  1' :  1. (3951  1  0  5  1  

A li. i t! i  T  1，: L  1211 16  :1 8  5  

|品IIIIrli l' E  1. 172 1  1  2  2  1  Ｈｾ＠

J..:t'r rli T  E  L  1  2  15  1  5  5 代

1ム.i ，¥rI i  l'  l' 1. ( 83 1  3  3  6  6  Ｈｾ＠

止:.i:" li T  1': L  1  6 1  16 3 7 1  - :1 

は:.i o'， rli T  E  L  17 1  14  6  8  7  

' j':il: rli T  1' :  L  ( 2 1  10  7  6  0  

ｉｬ ｾｩ＠ r t! i  T  1': L  ( 38 1  1  3  2  1  

尚松 tli T  F. L  ( 51  )  6  8  1  1  Ｈｾ＠

， ＺＧ Ｚ ｪｾ ｬｉ ｲＱ ￭＠ T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0  Ｈｾ＠

徳品市 T  E  L  (  31  )  4  1  6  1代

今治i I i T  E  L  (  32 )  5  0  0  0 代

松山市 T  E  L  (  22 )  2  1  2  1  

松山市 T  E  L  (  31  )  6  2  6  1  代

稲岡市 T E L  ( 561 ) 7 0 1 2 代

福岡市 T E L ( 561 ) 6 2 5 0  

H品":Irli 1' 1コL Ｑ Ｗｾ＠ 11  6  6  ti 5  Ｈｾ＠

北九州 rli T E  1. Cl i l  14 6 8 - 9  

1<由市民¥ l ' ト: 1. ( 2 2 2 0 0

'，"'，曲:'i rli T  1': L  1  51  16  1  S  ;， Ｈｾ＠

ｩ 正 Ｑｾｬｲｬｩ T  1': 1. 1  3  12 4 5 5  - lj 

'Jt児ι ぃli T  1': L  123 9 : 1 % - 6  

jlll 制UI.'，¥ T  1': L  ，( 9889 ) 1 2 12368 

臥 川 しυ川i刊刊|問第仰川2μ削 州4刊川叫叫川O叫仏仏り払h1仙L

、h圃， 東 京 都 足 立 区 千 f住王東 2 一 2  1  2  8  日新エ喋株式会ヰ社土内 宜包宝 (8ω82幻)242μ4大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 2 8 日新エ 撲 内 会 ( 882) 2424大 代

中 部支 部 名古屋市千種区千種通り 2 19( 岐 阜 正 ピ ル ) 日新工業名古屋出張所内 包 ( 74 1) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 ー 12 - 22 日 新 工 喋 大 阪 市 庖 内 包 ( 533) 3 19 1 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 怖 多 区 時 多 駅 前 1 2  4  1  0  問 団 九 州 出 張 所 内 合 ( 451 ) 1095 代
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アーキテクトの思いやり 〉

，a C: J日p

a C:J O ?回 A l C :J O ?回 A l C : J日P 回 Al C :J O ?f f i

和 島 恥 閉 園誌 協 組

東 京 営 業 所/ 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3- 11- 13宮 ( 03) 866- 6 10 1( 代 )

札 幌包 (011 ) 231 ・8261 横 浜 n (045)681・刊35 岡 山岳 ( 0862) 26- 0619

仙 台合 ( 0222) 22- 64 13 静 岡宮 ( 0542) 81- 893 1 広 島台 ( 0822) 46- 9436

膏 森宮 (0177)42- 8202 畳 野宮 ( 0263)27- 1841 高 松宮 ( 0878) 62- 5285

新 渇宮 (0252)65- 0261 名 古 屋台 ( 052)571- 6361 福 岡宮( 凹 2) 7

北関東宮 ( 0486)51-9721 北 陸宮 ( 日762)31- 5741 鹿 児 島宮 ( 099哩) 29- 6160

車関東宮 ( 0472) 56- 8801 大 飯倉 ( 06) 制 1-5951

ここは養護学校。今朝、スロープ階段

を、重度の障害児が、自分の力だけで

登りはじめました 。もし、すべりやすい

不安な床なら、かれはおじ 気づ き、決

してはじめなか ったでしょう 。かれは

A Cフロアを認めてくれました。

A Cフロアの特徴

独特の厚い発泡層をもっ塩ピ系複合長尺床材

. 床衝繁音遮断性. 種i掌吸収性・断熱性・耐

摩耗性. 耐薬品性. 施工安定性

くわしくは資料をお求めください。

- 写真は群馬県立，度良瀬養護学校

03379- 6  

関わっ床も、かれ


